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序

伊賀は、三重県の西部に位置し、畿内と接し古くから拓けたところ

であり、三重県の文化の玄関口でもありました。

このため伊賀には、県下最大の古墳である国史跡御墓山古墳をはじ

め夏見廃寺• 伊賀国分寺などの原始・古代の遺跡が数多く見られ埋蔵

文化財の宝庫といえる地域であり、これらの文化財は、大切に保護し

ていくことが必要と考えます。

北堀池遺跡は、建設省が行うー級河川木津川改修による堤防敷となる

ため、現状保存が困難となり、建設省近畿地方建設局の委託を受け発

掘調査を実施したものであります。

調査の結果、全国的にも数少ない古墳時代の水田跡をはじめ多数の

農耕具、建築部材などの木製品、さらにそれらを使用した人々の住居

跡の検出といった多大の成果をあげることができました。その成果の

一部は、昭和55年度に第一分冊として刊行いたし、今回奈良時代から

鎌倉時代の調査報告と調査指導をいただいた各分野の諸先生の論巧を

第二分冊として刊行する運びとなりました。この調査報告書が古代史

研究はもとより地域文化向上の一助になれば幸甚であります。

調査にあたって協力をいただいた建設省近畿地方建設局、同木津川

上流工事事務所、上野市教育委員会をはじめとする関係機関各位及び

調壺指導をいただいた諸先生には深く謝意を表するとともに、今後と

も文化財保護に一層のご理解、ご協力を念願して序文といたします。

三重県教育委員会

教育長 宮本長和



例 口

1. 本書は、三重県上野市大内字北堀池• 竹之下・

中沢に所在する「北堀池（きたほりいけ）遺跡」

の発掘調査の結果のうち、飛鳥・奈良時代と平安

•鎌倉時代の遺構と遺物についてまとめたもので

ある。

2. 発掘調介は、三重県教育委員会が建設省近畿地

方建設局の委託をうけて実施した。

3. 発掘調査は、昭和52年 7月から昭和55年 3月ま

で現地調杏を実施し、整理作業は昭和57年 3月ま

で実施した。

4. 本書に使用した遺構標示略記号は、次による。

SA柱列 SB 建物 SD溝 SE 井戸

SK 土坑 sxその他

なお、水田跡 SX 1・ 沼沢地 SX 2・ 大溝 S

D30・旧河道 ISX 3・ 旧河道 IIS X 4・ 土器列

I S X 5・ 土器列 IIS X 6とした。

5. 当分冊では、全て真北を用いた。なお、当該地

域の磁針方位は西偏約 6度20分（昭和43年）であ

る。また、第VI座標系は 0度 3分25秒東偏する。

6. 本分冊の執筆分担は、その文責を文末に記した。

7. 本書には、付論として暁短期大学教授 赤嶺

秀雄氏の「北堀池遺跡付近の地質について」、三

直大学教育学部教授 堀場義平氏の「北堀池遺跡

出土材の樹種について」、三甫大学農学部教授

塩谷格• 同助教授 武田明正氏の「北堀池遺跡の

出土植物一植生の変化と栽培植物一」、大分短期

大学 佐々木章氏の「北堀池遺跡土壌のプラント

オパール分析」、広島大学安田喜憲氏の「北堀

池遺跡の泥土の花粉分析的研究（第 3報）」を掲

載させていただいた。なお所属は執箪時とした。

8. スキャニングによるデーター取り込みのため

若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率はスケールバーを参照ください。
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ー 概 要

北堀池遺跡は、上野盆地を北流する木津川（旧長

田川）の西岸に立地する、古墳時代の水田や竪穴住

居群と、平安時代後期から鎌倉時代の掘立柱建物群

や条里遺構等を中心とする遺跡である。

当遺跡は、三重県上野市大内字北堀池他に所在す

る。発掘調査は、ー級河川木津川改修工事に該当す

る21,150面を三重県教育委員会が建設省近畿地方建

設局の委託を受けて、昭和52年10月から昭和55年 1

月まで実施したものである。

調究の概要は各年度に報告したが、本報告書は 3

分冊として順次刊行する。各分冊の掲載内容は次の

とおりである。

第一分冊 古墳時代の水田、大溝、沼沢地、旧河

道、および木製品。

第二分冊 飛鳥・奈良時代以降の遺構と遺物。お

よび付論として調査指導員諸先生の研

究成果。

第三分冊 縄文・弥生時代の遺構と遺物。および

古墳時代の竪穴住居や井戸、溝、士坑

等の遺構と土器、石器等。

(1)立地

北堀池遺跡は、木津川に張り出した景観上河岸段

丘を思わせる沖積微高地に立地する。

当地域を仮に上段と呼ぶが、この西方は木津川の

支流である岩根川に向けて低くなる。一方、上段南

東のやや低い地域を中段と呼ぶが、ここには古墳時

代の水田や沼沢地が存在する。この中段の南西には

後背湿地が広がり、南東には木津川の支流である山

の川の氾濫原が広がる。これら上段と中段の北東は

木津川の旧河道であり、下段と仮称した。

遺跡周辺には典型的な長地形の条里地割が

N-2°-Eの方向(!)で近年まで良く遺存しており、弥

生時代後期前葉の良好な土器を出土した山の川遺跡

等も存在する。また付近には「ユキ・スキ」の古地

名が残っており、均正唐草文軒平瓦等も出土してい

る。なお、木津川対岸の丘陵上には久米山古墳群も
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存在しており、その多くは発掘調査された。

(2)縄文・弥生時代

縄文時代は、後期後半の土琺のほかに、中期初頭

や晩期後半の土器片が少量出土したのみである。

弥生時代も、中期は少量の土器と石庖丁や石鏃が

出士したのみである。後期は土器が旧河道の埋土上

層を中心に、少擢出土した。

(3) 古墳時代

上段では、古墳時代初頭から後期におよぶ竪穴住

居54棟をはじめとして、素掘り井戸や土琺、溝等が

認められた。集落の立地する上段は、調登区の西方

にも広がり、居住地域の全体が調査されたわけでは

ないが、その過半を占めると推定される。

竪穴住居は、古墳時代前期前半（庄内式併行期）

と前期後半（布留式併行期）、および後期前半 (5

世紀後葉から 6世紀前半）にかけて、継続して営ま

れたものである。前期前半の一部は隅丸方形プラン

であるが、他は前期後半と同様に、隅に若干の丸味

を残す方形プランである。後期前半では隅に丸味を

残さない方形プランとなり、カマドが出現する。ま

た、この頃になると貯蔵穴や砥石、玉類も前期より

増加する傾向がある。なお、後期前半には、上段を

北東から南西に走る溝が掘られているが、この時期

の竪穴住居は溝の西側には存在しない。また、この

溝の西側には後期後半の素掘り井戸も l基存在する。

中段では、古墳時代前期の水田跡や沼沢地、大溝

等が確認された。

水田跡は、中段東方に位置する。この地点は、北

が木津川の旧河道、南が後背湿地、東が山の川の氾

濫原、西は大溝を介して沼沢地に囲まれた、周辺よ

りもやや高い地形である。水田跡の大部分は南に緩

く傾斜するが、一部は北の木津川に向けて傾斜する。

水田の各面は、微地形に沿って略長方形に追加され

ていった状況が窺われ、農道や水口は認められなか

った。検出した水田跡の内、面積の明らかな例は69



面であるが、全体では100面余りである。各々の面

積は、平均16面弱と大変狭小である点が特徴的であ

る。地形的に南と北への緩傾斜面に大別され、南向

き面は高～中位、北向き面は低位に位置する。南向

きの面は、畦畔の不連続性と各面の大小から高位と

中位の群に細別可能である。北向きの低位面は、他

よりも各面がやや大きい傾向がある。高位水田面の

東側と、低位水田面の南端には土師器が列を成して

出土し、水田覆土からも古式土師器が出土した。ま

た、この覆土上面では奈良時代の土琺が検出された。

水田跡の西方には、後背湿地から木津川に流れる

大溝が存在する。ここからは、多量の自然木と共に

各種の木製品や土器等が、埋土であり互層を成す砂

礫層中から出土した。出士士器の大部分は、古墳時

代前期前半に属するが、埋土上層からは後期初頭の

須恵器も少量出土した。なお、集水桝状の板組みが、

洪水時の堆積によって浅くなった大溝の中央に設け

られていた。この集水桝状遺構から西方には、杭が

2列に並ぶような状況が窺われた。

中段の西半部、大溝よりもさらに西方1こぱ沼沢地

が認められた。これは、後背湿地から続いており、

冠水時には木津川に流入していたものである。この

沼沢地は、古墳時代初頭にはほぼ埋没しており、花

粉やプラント・オパールの分析結果からも、水田で

あった可能性が指摘されている。大溝付近から西方

第 1図調査区全体図 (I: 1,000) 
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において水田跡が検出できなかった原因は、東方の

ように洪水時の砂が覆っておらず、水田も覆土も同

様な粘質土であったためと理解される。

下段は木津川の氾濫原である。木津川流路が蛇行

して上・中段を浸食した部分が2箇所調査区内に含

まれた。 2節所共、弥生時代後期から古墳時代前期

の土器と木製品や自然木等が出土した。また、 トチ

ノミを始めとする多くの種子も検出されている。南

側の旧河道 1には大溝から流入した木製品も多く、

蛇行の攻撃面には特に多最の土器が出土した。

出土遺物は土器と木製品が多く、前期を中心と

しているが、上段からは後期の土器も少贔出土した。

土器は、竪穴住居や下段の土器留り等から多贔に

出土した。これらは、基本的に畿内の庄内式や布留

式と共通しながら、東海地方的な要素や伊賀地方特

有の要素も持っている。例えば庄内式併行期の甕は、

叩きを持つ例の一部に外面をヘラケズリするものも

ある。また、受口口縁の甕であるが、 S字状口縁台

付甕と基本的には同じハケの施し方をする例等もあ

る。一方、内面にヘラケズリを施す叩き甕や典型的

なS字状口縁台付甕等も存在する。

木製品は、大溝や下段の旧河道から出上した。大

溝出土例は全て古墳時代に属するが、旧河道出土例

は弥生時代後期から古墳時代前期におよぶ。木製品

の種類は多岐におよび、農具、容器、織機具、祭祀



具、建築部材等が見られる。農具の内、農耕具は36

点出土したが2例を除いて全てカシである。ナスビ

形着柄農耕具が多い点が注目される。容器類はヒノ

キが多いが、大形槽にはコウヤマキも見られる。槽

の木取りは、全て材の芯方向に上面が向く板目取り

である。概して底面と側面との境界が明瞭な類は深

く、境界が不明瞭で曲線的に移行する類は浅い傾向

がある。織機類にもビノキが多用されており、編台

の目盛板は類例が少ない。祭祀具もヒノキが用いら

れている。船首に 2孔を持つ舟形の例が確認された。

建築部材には、ヒノキやカヤ等の針葉樹が用いられ

ている。奈良時代以前に遡る唯一の出士例である校

木をはじめ、柱、叉首、台輪、梯子、鼠返し、垂木、

墜板、扉、蹴放し等と多様な部材が認められた。

植物遺体も、旧河道を中心に大溝や沼沢地から多

数出土した。弥生時代後期にはトチノミが多く、現

在よりもやや冷涼であった可能性が指摘された。一

方、古墳時代に入ると草木花粉の出現率が大きく変

化し、イネ属、ヨモギ属、イグサ科や羊歯胞子が多

くなる。栽培植物に属するクワ、モモ、アサ、ウリ、

ヒョウタン等も採渠されている。

(4) 飛鳥• 奈良時代

遺構・ 遺物共希薄であるが、井戸や土琺と円面硯

や杯蓋転用硯等が認められた。井戸は内法104cmで

あり、これは小尺の 3尺 5寸に相当する。柩の上に

底板を敷き、隅柱を立てて横板を組んだ構造である。

8世紀初頭頃の「近江型」土師器の良好な一括資料

や斎串等が出土した。

(5) 平安•鎌倉時代

平安時代の前半は遺構・ 遺物共明らかでないが、

後半以降鎌倉時代にかけては、掘立柱建物や柱列、

条里溝、道路、井戸、上琺等が多数検出された。

遺跡局辺に近年まで遺存した条里地割とほぱ一致

して、調査区の東方から SD21、SD31、自然地形

ではあるが上段東縁、さらに SD32やSD33が数十

m離れて並行する。また、 SD33を東側溝として道

路SXlOが存在し、これは直角に折れて西に延びる。

掘立柱建物等は54例検出したが、条里地割に沿う

A群と沿わない B群とに大別される。

掘立柱建物は、主屋や副屋、倉等で構成される建

物小群として把握される例がある。建物小群を構成

する各掘立柱建物は方位が一致するだけではなく、

建物間の距離が完数尺になる場合がある。また、建

物小群の占地範囲が推定できる例もあるが、いずれ

も2反以下である。

このほかには、集落の立地する上段の縁辺部には、

墓らしい土t広が点在する。また、鎌倉時代の素掘り

井戸も 1基検出された。

（山田猛）
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II 飛烏•奈良時代

飛鳥・奈良時代の北堀池遺跡では、斎串や多数の

土師器等が出土した横板組の井戸 (SE9)や士琺

(S K 57)のほか、円面硯 (64)等が明らかになっ

1 S E 9 

調査区西部の上段に位置し、横板組井戸枠を持つ、

8 冊紀初頭頃の井戸である(2~

(1)構造（第 3・4圏、第 1表、 PL5-7)

井戸の構築は、最大3.2mの不整方形を星し、現

存深さ2.28mを測る掘形を透水層まで掘り下げる事

から始まる。次に、平坦な掘形底部中央に砂礫土（第

2層）を置き、拒を据える。拒は、両端に枯快部を

持つ材を南•北両側に置き、この上に東・西側を組

み合わせて井桁組みとする。そして桓の重なった両

端部の枯孔に、出柄を持つ隅柱を立てているが、こ

の際に地上まで達したであろう隅柱上端部へ何らか

の架構材が渡されたものと考えられる。隅柱は、裏

込めの土圧から横板を支えるために、不可欠なもの

であったと推定される。

再び拒にかえるが、長さ約110cmの桓材が 1辺

104cmの井桁に組まれた結果、各桐の両端は約 3cm 

づつ外に張り出している。この張り出し部分に、横

1 黒青灰色粘質土 17 灰色砂質土

2 黒灰色砂礫土 18 茶灰色粘質土

3 黒青緑色 粘質土 19 灰色粘質上

4 黒青灰 色砂質土 20 灰黄色粘質土

5 暗青灰色強粘土 21 淡灰黄色粘質土

6 暗青灰色粘土 22 暗茶黄色粘質土

7 青灰色粘質土 23 淡黄灰色粘質土

8 暗青灰色粘質土 24 暗茶褐色粘質土， 暗青灰色粘土 25 茶褐色粘質土

10 黒青灰色粘土 26 暗黄灰色粘質土

11 灰青色粘質土 27 明茶灰色砂質土

12 黄灰色粘士塊 28 暗茶色砂質土

13 淡灰褐色粘土 29 淡黄灰色粘質土

14 暗青灰色粘質土 30 淡褐色粘質土

15 青黄色粘質土 31 明茶灰色砂質土

16 黄灰色粘質土 32 褐灰色砂質士

第 1表 SE 9断面図士層名（次頁第 3図と対照）

た。しかし、 21,150面におよぶ調在面積の割には遺

構は希薄であり、周辺の遺跡を含めて当該期北堀池

遺跡の性格は今後の研究に期するところが大きい。

板の 1段目（最下段）が置かれている。ところで、

組まれた拒の外法に等しい、長さ104cm前後の薄板

が南北に 9枚、底板として拒上に敷き並べられてい

る。これらの両端は横板下端にまでは達せず、下の

桓に釘付けした痕跡等もない。当然ながら、単に並

ベ罹くだけでは浮遊して底板にはならず、その固定

法が問題である。そこで、南• 北両面の 1段目の横

板間の距離である約104cmと等しい長さの薄板を、

薄板の木口が横板の内側に接するように強引にはめ

込む方法が想定される。掘り上げた後の断面実測図

では底板中央がたわみ、その分だけ両端が横板から

離れていた。しかし、これは掘削中の排水と共に底

板下の砂が排出されて板がたわんだ結果と考えられ

る。検出時の横板は、原位置から多少動いていたも

のもあったが、その並び順はほぽ知り得た。底板枚

数は 9枚であり、幅の合計は79.1cmとなる。この数

値は、東・西両桓の内法80.5cmにほぼ等しく、過不

足はない。なお、東・西の据は南・北の拒よりも上

33 茶灰色粘質土 49 黒灰色粘質土

34 茶灰色砂質土 50 暗灰色粘質土

35 茶灰色粘質土 51 黒灰色粘質土

36 暗黄褐色砂質土 52 暗 茶 色 土

37 灰色砂質土 53 暗青灰色粘質土

38 暗灰色粘質土 54 灰白色粘質土

39 暗黄褐色砂質土 55 暗黄色粘質土

40 淡褐色砂質土 56 白灰色粘質土
41 明灰色粘質土 57 暗黄灰色粘質土

42 暗灰色粘質土 58 暗黄褐色砂質土

43 灰色砂質土 59 灰色粘質土

44 白色砂質土 60 灰色砂質土

45 暗灰色粘質土 61 灰色粘質土

46 暗灰色粘質土 62 灰色粘質土

47 黒灰色粘質土 63 明褐色粘質土

48 暗灰色粘質土 64 灰褐色粘質土

- 5 -
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井戸枠平面図

西立面

井戸枠立面図

底部出土状況

ヽ

南立面 北立面

ヽ
I• 

， 
第4図 SE 9 平面図• 立面図等 (1 : 25) 

>

井戸枠の組方模式図
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第5図 SE 9 枠材(1) 1 : 8 (1 : 東横板 3段目， 2 : 東横板 2段§)
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 第6図 S E 9 枠材(2) 1 : 8 (2 : 東横板 2段目， 3 : 東横板 1段目， 5 : 西横板 3段目）

， 



｛
 

j
 四傲腐笏~亨~多差宰泰忍＾淡翠墨

冒

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 T
 .. i

T
 ... a
•
•
•
一

ビ．．．．．．．．．し

.4.
ー・.......

••••• 
．

．

．

 t
 ＇ 

辿

6
 

。
Im 

第 7図 SE  9 枠材(3) 1 : 8 (4 : 西横板 2段目， 6: 西横板 4段目）
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第9図 SE 9 杓と木オ(5)
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第10図 SE 9 枠材(6) 1 : 8 (12・．北横板 2段目， 13: 北横板 l段目）
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第13図 SE 9 枠材(9) 1 : 8 (28 : 上部構造材?, 29: 北東隅柱， 30:南東隅柱， 31: 南西隅柱，

32: 北西隅柱）
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番固 体号 第図 p L 組 合 位 置
最 大法量 cm 

備
長 幅 厚

考

1 5 7 東横板 3段目 112.2 54. 9 3.9 
両面に手斧痕。刃幅 9cm以上。左木口に鋸痕。上部内外は腐食。

2 5・6 8 ,, ,, 2 ,, 104.4 32.6 4.2 内面鈍痕。外面に手斧痕。手斧に刃こほれ有。

3 6 ,, ,, ,, 1 ヶ 98.3 28.7 5.1 内面に左木口からの楔（幅5.5cm)痕。外面は手斧痕。左木口
面に中央を残して上下からの 1 3 cm単位の鋸痕。

4 7 西,, 4 ヶ 82.0 14.6 1.3 全面腐食顕芳。
以上 以上 以上

5 6 ， ヶク 3 ,, 96.9 
42.3 4.7 腐食著しく上部欠。加t痕不明。柾目取り。
以上

6 7 10 ,,, ,,, 2 ,, 135.0 56.5 4.0 内外に手斧應。内面中央部では削順判明（右前から左手前へ、
次により手~lj の右から）。内面の左右に南・北面横板の木口痕。

7 8 ， 南,,. 3 ケ 97.4 45.0 4.1 内外に手斧痕。外面の一部に剥離痕。左木口面に鋸痕か。右木
口面は上からハツリ。

8 ，，， 10 ヶ,,. 2 ,,. 102.3 32.5 3.5 
内面は鈍痕か。外面に手斧痕。右木口面に鋸痕。内面左右に東
•西面横板の木口痕。

， ， 11 ,, ,, 1 ,, 95.4 28.9 7.7 
内面に乱れた小さい手斧痕。内面左右で一部逆木を起す。外面
に製板時の楔痕。左右下端の人隅に鈍痕かc 左木口面にノミ痕。

10 ，， 北，， 4 ,, 92.0 18.2 2.5 下面を一部残す以外腐食顕著。
以上 以上 以上

11 ,, 11 ヶ,,. 3 ,,. 94.5 43.6 3.9 内外面に手斧痕。左木口面に鋸痕。上半部腐食著しく、輻は少
（以上か） 々減少したu[能性も有。

12 10 12 ,,,,z,, 98.7 44.0 4.2 内外に刃幅が広く人念な手斧痕。左木口面に上からへの手斧痕。
7とほぼ同形同大であり、外面は 7との剥離面の可能性も有。

13 ケ ，，，， ,,,,1,, 105.0 30.1 3.5 内外面に手斧痕。内面に製板時の楔痕。内面に斜のエ具痕。

14 8 東南補足立板
49.8 IO. I 1.8 

腐食著しく、加I痕不明。上部欠損。南横板 2・3段目と束横
以上 板との隙間を外から塞ぐ補足材。

15 11 13 東根 110.7 13.5 5.3 
上面は右から楔使用か。上面や両側面、下面平垣部・枯孔付近に能痕。
下面斜部に手斧痕。右木D面に鋸痕。左柄孔は製作時欠損か。

16 ,:, ケ 西 桓 109.6 12.3 5.7 
上面の中央部に鉤痕と遺物圧痕、両端部に中央からの手斧痕。下面
端部の手斧痕は中央に拍Jう。下面に斜鈍痕。右角を落した面に手斧痕。

17 ,,. ケ 南枢 110.8 13.1 5.9 
上面の一部に手斧痕。下面に合笹と手斧痕。両側面や柄孔 右木
D面に手斧痕。上面右端は製作時に欠損か。全体にやや腐食。

18 12 // 北雁 110.0 13.1 7.6 
上面や側面、下面の一部に手斧痕。柄扶部や枯孔、下面に鈍痕。
上面上端の—→部は製作時欠損か。左角を削り落とす。

19 ,, ,, 底 板 103.7 18.2 1.7 上面は上端方向から剥離し、逆から鈍調整。下面にも能痕。上
木口面に鋸痕。下木口面に錐痕。

20 ,,. ，，， ケ 103.5 6.0 0.6 上下面共に製板時象lJ離痕。上木口面に鈍痕か。

21 ，，，， ,,. ,,. 105.0 5.8 0.9 
ケ ,, 

22 ケ 14 ケ 104.6 6.4 0.7 
上下面共に製板時剥離痕。上木口面に鈍痕か。下木口面は粗い
切り込み後に折ったものか。両面は入念な表面加Lo

23 ケ ,,. ,,. 105.1 2.9 0.7 上下、両側面共剥離痕をそのまま残す。両木口面は鋸以外のエ
具で切断。

24 ,, ケ ，，， 105.5 9.1 I.I 
ケ l1 

25 ケ ，，， ，，， 102.3 17.0 0.8 
上下面共不明瞭だが表面調整痕か。 2枚に割れている。

26 ，，， ,, ,, 105.1 2.0 0.7 
上下、両側面共象lj離痕をそのまま残す。両木口面は鋸以外の」：
具により 1回で切断。

27 ケ 3/ ケ 104.9 11. 7 1.0 上下両面共象IJ離痕をそのまま残すか。

28 13 ，，， 上部構造材？ 104.6 7.4 1.1 
上下rilii面共剥離痕をそのまま残すか。右木口面に鋸痕か。枠内
埋土下層出土。底板と同形同大だが、上部の構造材か。

29 ケ 15 北束隅柱
176.3 

最大径 11. 3 
幹材の表面に手斧の調整。下端に芯より少しズレて出柄を鈍で

以上 造り出す。上部は腐食欠損

30 ,,. ケ 南東，，，
136.8 ,, 9.2 幹欠損材。の表面に手斧痕。下端に出柄を鈍で造り出す。上部は腐食
以上

31 ，， ,,. 南西ヶ
153.5 ,,. 10.9 

断面楕円形の白木の幹材。柱状部下瑞の一部に刃こぱれのあるT』具
以上 で斜に切る。下端は芯部分に出柄を造り出す。上部は腐食欠損。

32 ，，， ，， 北西，， 183.2 ,, 14.4 幹材に手斧痕。柱状部下端の一部を斜に切り落す。出柄の先端
以上 は少し炭化。上部は腐食欠損。

第2表 SE 9枠材観察表
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遺物
出土位置 質 器 形

法 址 cm 
胎 土 焼 成 色 調

番号 器高 口径 体部最大径

33 枠内底部 土師器 小形甕 14. 7 14. 1 15.9 
石英• 長石風

良 暗 灰 色
砂含

34 ,, ，，， ,, ケ 13.6 14. 7 16.2 金雲栂等砂含 ク
内面は黒色

外面は灰色

35 ，， ケ ケ ケ 14.0 14.8 15. 7 
金雲母微形含 淡黄褐色。底

砂多含
,,. 

部外面は黒色

36 ，，， ケ ケ l1 13.3 15. 1 16.0 
金雲母多含

砂含
,,. 暗 褐 色

37 ケ ，，， ,, ，， 14. 1 15.5 15.0 
金雲母等含 ，， 外面上半は暗

石英(-5ミリ含） 黄灰色

38 ，， ，，， ケ ク 14.3 13.3 15.4 金雲母• 砂含 ケ 黒 褐 色

39 ク ，，， ケ ，，， 14. 3? 14.4 15.6 金雲母• 砂含 ，，， 暗黄褐色

40 ケ ,, ケ
,,. 14.2 16. 7 16. 1 

金箕母微片、

砂含
,, 黄 土 色

41 ，， ，， ケ 中形甕 16.3 13. 1 17.2 金雲母・砂含 ,, 黒 褐 色

42 ，，， ケ
,,. ,, 17.0 13. 8? 16.2 砂多含 ，，， 

外面は暗黄褐

色、内面黒色

43 ,,. ，， ,, ケ 15.4 15.0 16.6 小石(-4ミリ）含 ,,. 灰 色

44 ケ ケ ケ ケ 17. 7 16.8 16.5 細砂含 ,,. 茶 黄 色

45 ,, ,, ケ ，， 16. 7 15.2 17. 1 金雲母等砂含 ，，， 暗黄土色

46 ケ ケ ，，， ケ ？ 15. 1 ？ 砂含 ，，， 黄 土 色

47 /,, ケ ，，， 片 口鉢 11. 5 16.2 18.5 
金雲母微片多

長石風等砂含
,, 暗 褐 色

48 ，， ,,. ,, 鉢 ？ 19. 1 20.2 金雲栂等砂多含 ，，， 灰 褐 色

49 ,, ，，， ,,. 大形甕 ，， 25. 4? 26. 2? 
金雲母多

ケ
,, 

砂含

50 ケ ケ ~ ，，， ク 23. I ？ ケ ケ 茶 灰 色

51 ，， ，，， ,,. 杯 ，，， ？ 金雲母• 砂含 ケ 淡 褐 色

52 ，， 上層
’’ 

,,. ヽ ,, ,, 脆 弱 淡 黄 色

53 ,, 下層 須恵器 小形短頸壺 8.4 7. 8? 11. 9 砂少含 良 灰 白 色

54 枠内下層、掘形 ,,. 短頸壺 16. 1? ， ， 18.5 
白色小石(-5ミ ,,. 青 灰 色
リ）等含

55 掘形上層 ,, 平 瓶
， ， 21. 5 

石英•長石風 ，， 灰 色
砂含

56 ケ ，， ，， 長 頸壺 ，，， ,, 15.4 砂含 ，，， ,, 

57 枠内下層 ケ 杯 2.8 11. 1 白色小砂含 ケ 暗青灰色

58 ,, 上層 ，， 杯 蓋 ？ 13. 6? 砂含 ,, 灰 白 色

59 掘形 ，， ク ，， ,, 16. 6? ,, ,, 灰 色

60 枠内下層 ，，， ,, ，，， ？ 石英風砂等含 ,, ，，， 

61 ，， ,, 木製品 曲物底板 直径 14. 7 最大厚 0.8 

62 ,, ケ ，， 斎 串 現存量大長14.9最大原 0.3最大幅2.7 

63 ケ ，， 11 ,,. 長さ 29.0 ，，， ,, ,,, 1. 8 

第3表 SE 9 出士遺物観察表
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遺物
成 形 調 製 技 法 備 考番号

33 
口縁部内外にヨコナデ。体部外面にタテハケ (14本/2cm) 後、底部外面はヘラケズリの上に 一部欠。口縁内面から体部外
乱ナデ。体部内面はヨコハケ (11本/2cm) の後、底部は乱ナデ。 面上半にスス付着。

34 
口縁部内外にヨコナデ（逆廻？）。体部外面上半にタテハケ (IO本/2cm) 後、外面の体部下

ほほ完。外面にスス付着。半から底部までヘラケズリ。体部内面はヨコハケ（外面と同ーエ具か）の後、底部は乱ナデ。

35 
口縁部内外にヨコナデ（順廻）。体部外面上半にツギメを残してタテハケ (11本/2cm) 後、 はほ完。歪少有。口縁端部に
外面の体部下半から底部までヘラケズリ。体部内血は、斜ハケの後底部にナデ。 丸味。

36 
ロ縁部内外にヨコナデ。体部外面に斜ハケ (16本/2cm)後。体部下半から底部体外面にヘフ 口縁一部欠。企少。口縁端部
ケズリ。体部から底部の内面に強いヨコハケ（外面と同―-I. 具か）。 外面に少々面を持つ。

37 
口縁部内外にヨコナデ。体部外面上半にツギメを残してタテハケ後、外面の体部下半から底部 口縁部半欠。歪大。外面下半
までヘラケズリ。内面は底部にヨコハケ (7本/2cm) の後、体部にタテハケ (12本/2 cm)。 部は黒灰色。内面は黒色。

38 
ロ縁部内外にヨコナデ。体部外面にタテハケ (15本/2cm) 後、底部外面にヘラケズリ。体部 口縁部％残。体部の上下は図
内面にヨコハケ（外面と同一t具か）。 上復元。口縁部にスス付着。

39 
口縁部内外にヨコナデ（順廻）。体部外面にタテハケ (13本/2cm)後、底部外面にヘラケズ 口縁部半欠。内外に炭化物付
リ。体部内面にヨコハケ (10本/2cm)。 着。

40 
口縁部から体部の外面にタテハケ (16本/2 cm)後、口縁部内外にヨコナデ()II頁廻k体部下半から底

ほぼ完。歪有。部にヘラケズリ。体部内面は外面より粗いヨコハケ後、下半から底部に強いタテナデ。

41 
口縁部内外にヨコナデ（順廻）。体部上半にタテハケ (7本/2 cm)後、ヘラケズリ。体部に箆描沈線 口縁部％欠。歪有。外面と内
l周（順廻）。体部内面にヨコハケ（外面と同ー「．具か）後、下半から底部に強いヨコナデ。 面上半部にスス付着。

42 
体部外面にタテハケ (9本/2cm)。口縁部から体部の内面にヨコハケ (9本/2 cm) 後、口縁 口縁部一部残。他は完。歪有。
部内外にヨコナデ。体部から底部の外面にヘラケズリ。底部内曲もヘラケズリ。 外面の一部にスス付着。

43 
外面全体にタテハケ (10本/2cm)後、口縁部外面にヨコナデ。口縁部内面にヨコハケ。口縁 口縁端部少残、他は完。歪有 C

部内面と同一[具か。体部内面ヨコナデ。 外面部分的にスス付着。

44 
外面全体にタテハケ（先に13本/2cm)後に、下半部に 9本/2cmの 2種のエ具。その口縁

ほぼ完。歪有。部内外にヨコナデ（順廻）。体部から底部の内面は、ヘラケズリの上をヨコナデが帯状に。

45 
口縁部内外にヨコナデ（逆廻）。体部外面上半にタテナデ（下から上へ）後、下半にヘラケズリ。体部外面 口縁一部欠。歪有。内外に部
にツギメと 3本で 1周する箆描沈線 l条。休部内面にナナメナデ。底部内面に指I玉痕と方向ナデ。 分的に炭化物付着。

46 
ロ縁部内外にヨコナデ（順廻）。体部外面のナナメハケと内面のヨコハケは同--[具か (7本 ロ縁部 i残。他と色調や口縁
/ 2cm) 。 部の形態は巽なる。

47 
体部内外にナナメハケ (7本/2 cm)後、口縁部内外にヨコナデ、体部下半から底部の外面にヘラケズリ。

ほほ完。歪有。体部内血中位にヨコハケ（外血と同 I. 具か）後、底部内面に乱ナデ。片口部はやや低く、内傾。

48 口縁部内外にヨコナデ。体部外面上半にナナメハケ (II本/2cm)。体部下半にヘラケズリ。
口縁部¼残。内面風化。
外面にスス付着。

49 
口縁部は内面にヨコハケ (21本/2cm) 後、内外にヨコナデ。体部外面にタテハケ (11本/2 口縁部1/8残。いわゆる近江型
cm) 。体部内面にヨコハケ (18本/2 cm) 。 長甕。

50 
口縁部は外面にナナメハケ (4本/I cm) 、内面にヨコハケ (6本/I cm)後、内外にヨコナ 口縁部過半残。いわゆる近江
デ（順廻）。 型長甕。

51 口縁部内外にヨコナデ。底部外面に指J王痕。 小片。暗文なし。口縁端部は

沈線気味で内傾。

52 ？ 小片。風化。

53 ロクロナデは順廻。底部は外面にヘラオコシ、内面にナデ。
縦に半欠。肩部に灰白色の薄

い灰かぶり。

54 休部ロクロナデは逆廻か。底部は外面にロクロケズリ（順廻）、内面に乱ナデ。
図上復冗。枠内下層と掘形出

土片が接合。

55 体部ロクロナデは順廻。体部下}jにロクロケズリ。底部技法不明。
小片。推定可能な肩部の径か

ら平瓶と推定。

56 底部ロクロケズリは順廻。他のロクロナデ方向は不明。肩部に沈線 l条。
高台％残。火ぶくれ有。

外面に薄い灰かぶり。

57 ロクロナデ方向不明。底部内面に一方向ナデ。 口縁部％残。歪有。

58 ロクロナデは）II頁廻。 小片。

59 ，，， 
小片。外面灰かぶり。

60 ロクロナデ（逆廻）後、ロクロケズリ ()Ii貝廻）。宝珠つまみのロクロナデは順廻。 歪大。

61 内外面、周縁部にケズリ痕。周縁部の 4ヶ所に釘穴。 ほぼ完。

62 片面はほほ平滑だが、他面は木目の段を残す。側辺は鋭く削る。 上部欠損。柾目取り。

63 削り込みは片面が2回、他面は 3回。両面共にケズリ。 完。一部にキズ。
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第14図 S E 9 出土遺物(1) (1 : 4) 
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第15図 SE 9 出土遺物(2) (1 : 4) 

面がやや高く据えられており、原さ 1cm程の底板を

南・北の拒上に置いた場合、並行する東• 西の拒と

上面がはぽ揃うことが計算されていたものらしい。

ともかく、このようにして底板を敷き並べた上に

l段目の横板を組み、その後は順次横板を重ねてい

る。横板は、長さの揃えられた南• 北両面が先に置

かれ、次に両木口面を塞ぐように東・西両面にも置

かれている。東• 西両横板の中には、長さが23cm程

余分な西面 2段目 (6)のような例がある一方、南

面 2-3段目 (8-7) のようにやや短か過ぎて隙

間が生じ、外面に小板 (14) を立てている部分もあ

る。類似した例としては、南西隅 2-3段目に生じ

たわずかな隙間を、やはり小板を用いて埋めている

部分がある。ところがこの場合は、小板の厚さを利

用して差し狭んでおり、内面には小板の側面を見せ

ている。

横板は当然旧地表上にまで組まれていたであろう

が、検出段数は各面共 4段までである。土層を観察

した結果、西面の第43・44層のように原位置で腐食

した例や、東面の 5段目以上のように落下した例も

あったことが知られる。やはり遺存状態は掘形・枠

内共、下層の還元層が良好である。

ところで、掘形埋土中から枠材の削り屑が少鼠出

土している。このため、成形した材を搬入し、現地

で組みながら多少削った部分もあったと推定される。

なお、東面 1段目の横板が下がっている点や、各隅

柱が内斜している点は、当然原状を伝えるものでは

- 21 -

なかろう。

(2) 枠材（第 5-13図、第 2表、 PL 7 -15) 

井戸の構造材として出土した枠材は、遺構の一部

とすべきものであるが、以下は個別に観察、記録し

てゆくため、遺物として取り扱う (3~

枠材は先述のとおり枢、隅柱、横板、底板等から

構成されている。各々は第 5-13図に示したが、こ

の場合は隅柱を除いて、井戸枠の内面もしくは上面

を向いていた面を正面図としている。個々の観察結

果は第 2表に示したため、以下には全般的な問題や

個別の補足を加えておく。

枠材の成形や調整に使用されたエ具類には、その

痕跡から楔、手斧、鈍のほかに鋸も含まれていたと

推定される。横板材は、両面に手斧痕を残す例 (1

・6 -7・11-12) や、片面に手斧痕、他面に鈍痕

を残す例 (2、8) と片面に手斧痕、他面に楔痕を

残す例 (3、9、13)がある。手斧による加工順は、

観察可能な 6 (第 7図）によれば aI→ a z……、次

にbI→ b 2……、と後退して木口に達している。底

板は横板ほどには加工調整が施されず、楔による条lj

離痕をそのまま残す例が多い。

ところで、横板や桓、底板等の木口には鋸歯痕を

残す例も多い。鋸は、 3の左木口に見るとおり（第

6図）、板の両側辺から 1-3 cm単位に切り込んで

おり、小さなものであったと推測される。

なお、横板の 7と12、桓の16と18等は同一材から



製材したuJ能性が高い。そのはかの横板や桓、底板

も同一材から製材したuJ能性がある。 28(第13図）

も底板と同形同大であり、一連の作業によって製材

されたものと推定される。
14) 

隅柱は、上部が腐食欠損して全長は不明だが、下

端は中央に円柱状の出柄を造り出している。やや太

い29や32は、柱状部を手斧によって調製している。

最も細い30を除く 3本は基底部を面取りし、枢から

はみ出さないよう配慮している。

(3) 遺物の出土状況（第 3-4図、 PL6) 

(5) 

出土遺物には、掘形埋土から土師器細片と須恵器｀

片 (54-56・59)枠内からは土師器 (33-52) と須

恵器片 (53・54・57・58・60)のほかに木製品 (61

-63)やヒョウタン等がある。

掘形

掘形からの出土品は全て破片であるが、図示した

須恵器以外にも同時代の土師器片が認められた。ま

た、 6世紀後半頃の須恵器杯身片や枠材の削り屑等

も少益出土した。なお、 54は掘形と枠内下層の両方

から出土した破片が接合した。一方、掘形上層から

は人頭大の川原石も散在した状態で出土している。

枠内

枠内埋土も上層（酸化層）と下層（還元層）とに

大別されたが、出土遺物の大多数は底部もしくは底

部に近い下層に属した。

底部には、土師器甕を中心として土師器鉢やヒョ

ウタン等が一括投棄されたような状態を星しており、

木製品も枠内下層から出土した。

上層からは土器の細片 (52・58)が少贔出土した

のみである。なお、人頭大の川原石が上層から下層

に至るまで散乱した状態で多数出土した。

(4)出上遺物（第14・15図、第 3表、 PL14・16・17) 

枠内底部出土土師器

N章において再述するが、甕16個体分（小形 8例、

中形 6例、大形 2例）、鉢 2個体分が図示できた。

小形甕 (33-40) は斉一性が強い。すなわち、体

部は球形を足し、外反して端部の尖る口縁部が付く。

口径は13・14cm代であり、体部最大径 (15・16cm)

よりも小さい。口縁部内外はヨコナデされ、ハケメ
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はほとんど残さない。体部外面はタテハケの後に底

部外面にヘラケズリが、体部内面にはヨコハケが施

される。底部内面のヨコハケの上にナデを施す例も

多い。概して暗褐色を星し、金雲犀等を含む。 35の

口縁端部はやや丸味を持つが、 36の口縁端部は外面

にやや面を取り、頸部にはヨコナデによって稜を生

じている。口径の大きな例は口縁部が匝線的に開く

傾向がある。いわゆる近江甕である:6) 

中形甕 (41-46) はやや斉一性を欠くが、器高

• 体部最大径共16・17cm代が一般的である。この内、

a類 (41・42) は小形甕と同巧であり、 b類 (43-

46) は個体差が著しい。 43は頸部内面に稜を持ち、

口縁部内面にヨコハケを残す。灰色を呈し、底部は

平底気味の丸底である。 45は、体部内外のハケが無

い点以外は a類と共通する。 46は他と異なる色調

を星する。口縁部端面が沈線状に窪み、頸径は口径

に近い程大きい。なお、 41と45の体部外面にはヘラ

描沈線が 1周する。

大形甕 (49・50) は、端部を面取りした口縁部が

ゆるく外弯して受口状を呈する長甕である。口径は

Z0-26cm程を測る。やはり近江甕である。

鉢 (47・48) は、技法や胎土等が小形甕とよく共

通している。 48もおそらく 47と同様に片口であり、

内面にもハケを持っていたと思われる。

杯 (51) は、小片であるが、小形で浅く、賠文を

施さないものである。

須恵器

掘形も枠内上・下層共、出土した須恵器は同時期

に属すると推定され、特に54は掘形と枠内下層出土

の破片が接合できた。須恵器はほとんどが小片であ

り、 53が縦に半分程残存するのみである。

短頸壺 (53・54) は、屑部や底部に丸味を残し、

裔台を持たないものである。

平瓶 (55) は、体部片のみであるが、その径の大

きさ等から壺の類よりも平瓶の可能性が高いと判断

された。肩部に 1条の沈線が巡り、平底らしい。

長頸壺 (56) は、肩部以下が残存するのみである。

体部や 1条の沈線を持つ肩部には、わずかに丸味を

残す。高台はやや外に張り出し、透し等は見られな

い。おそらく、細長い頸部が付くものであろう。

杯 (57) は、高台の付かない小形のものである。



底部からの立ち上がりは稜を持つ程明瞭ではなく、

口縁部は斜めに開く。

杯蓋 (58-60) は共に宝珠つまみが付き、口縁部

にかえりを持たないものであろう。宝珠つまみは扁

平で大きいが、くびれが比較的強く、中央部もわず

かに高まる。

木製品等

枠材とは別に、枠内下層から出土した遺物である。

曲物底板 (61) は、周縁部の 4箇所に釘穴を持つ

が、釘自身は遺存しない。底板自体もやや歪んだ円

形であり、釘穴も正しく四等分の位置にはない。

斎串 (62・63) は2点のみであるが、両者の形能

や大きさは異なる。 62は下半部のみが残る。先端部

は圭頭状であり、片面は削り調整されず、やや粗い

ままの面を残す。 63は全長29cmの完形品である。士

2 S K 57 (第16図）

調介区東部中段に位置する条里溝 (SD 21) によ

って東部を削平された、長径1.63m以上、短径1.2

m程、深さ0.22m以上の士坑である。後述するよう

に、 SD21からは11世紀後葉から12世紀前葉の瓦器

等が出土している。また SK57埋土中からは、 8世

紀前半頃と推定される須恵器杯身 (66)が出土して

いる。以上の 2点から、この土拡は 8世紀前半頃に

3 包含層出土土器（第16図）

当遺跡では、 4-6世紀と 11-13世紀の遺構や遺

物は多数認められたが、その間の飛鳥• 奈良時代、

及び平安時代前期に属するものは多くない。先述の

SE 9やSK57以外には確かな遺構はなく、包含層

から須恵器がわずかに出土したのみである。以下に

代表的な 2点のみを記しておこう。

円面硯 (64) は、調査区西端の上段包含層から単

独で出土したものである。脚下半部は欠損する。外

堤部はわずかに遺存し、陸の部分は 8割方残存する。

歪みが少しあるが、外堤部径は約10cmである。器高

は5cm弱程かと推定復元される。外堤部は、端部に

丸味を持ち、外面には断面三角形の突帯が 1条巡る。

また、この突帯の上位にも突帯とは呼び難い程のわ

頭を呈し、先端はゆるやかな剣先状を呈する。両画は

平滑に削られている。削り込みは一方が2回、他方

が 3回である。

そのほかに、枠内下層から剣形や円錘形加工品、

板材等も出土した。剣形は腐食欠損が料しいが、全

長40cm程を測るィ把部は丸木のままであるが、メJ部

は簡単に削り出している。 円錐形加丁．品は、底径

5 cm、高さ 7cm程であり、性格は不明である。板材

は、 28(第13図）のように上届の材らしいものもあ

るが、多くは横板の腐食転落したものであろう。こ

のほかに、長さが数cmで一端が炭化した木片も少鼠

出土している。

なお、植物遺体としては、枠内底部からヒョウタ

ン2個体分と、 2種類の汁呆類の核が少姑：出土した。

属する可能性が高い。

66は、口径15.8cm、器高4.5cm、高台径9.9cmの須

恵器杯身である。口縁部はやや外反し、顛廻りのロ
(7) 

クロケズリ の施された底部には、底綿径よりやや

小さい高台が付く。底部内面には一方向ナデが残る。

灰色を呈し、焼成は良く、胎土には砂粒を含む。

@ 
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65 

＼ 
第16図 S K57 遺構図， S K57 包含層出土遺物

（上 1: 50, 下 1: 4) 
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ずかな高まりが 1周する。この外堤からは、緩やか

に内弯して海を形成し、断面形が低い三角形の内堤

に続く。脚部には 5箇の透し孔があったと推定され

る。透し孔の形は、入り隅の方形とも、太い「＋」

字形とも称すべきものである。全体は順廻りのロク

ロナデを施し、内面には乱ナデを施す。上面には灰

かぶりが厚く、またこの剥離によって陸部は平滑で

はない。灰色を呈し、焼成は良好であり、胎土には

白色の砂粒を含む。

杯蓋転用硯 (65) は、 SK57西方中段の包含層か

ら、少贔の奈良時代須恵器片と共に出土した。中央

部は欠損し、口縁部も多くは残存しないが、口径は

14 .8cm程と推定される。口縁部にかえりはなく、直

立気味に立ち上る。 上面には灰緑色を屋する自然

釉が原＜被い、平滑になった内面には思痕が認めら

れる。灰白色を惜し、胎上、焼成共良好である。

（山田猛）

III 平安•鎌倉時代

1 掘立柱建物と柱列

掘立柱建物は、微高地を中心に調在区の全域から

合計50棟検出され、柱列も 4条明らかにされた。

これらは一見して明らかなように、条里地割と考

えられる溝や道路とほぼ方位を揃える一群 (A群と

呼ぶ）と、方位も異なり条里遺構と重複する例も含

む一群 (B群と呼ぶ）とに大別できる。後述するが、

A群は真北に対して西に 7度から東に15度の範囲に

納まるものとし、 B群は A群を除いた東西に42度の

範囲で振れるものとした（第 7表）。

建物方向は、東西棟では便宜的に梁行の真北に対

する振れを表記した。棟方向は不明確な例が多いが、

一応柱間数の多い側を、また同じ柱間数の場合は実

寸法の長い側を棟方向として扱った。しかし、東西

と南北の実寸法も等しい場合には仮に南北棟扱かい

の表記をした。建物方向は、個別に平面図から最も

妥当と思われるものを度単位で採用した。ところが

有機的関連を持つと推定される建物相互間には 3度

以下の誤差がしばしば認められる。しかし相互の関

連を考慮して各々の建物を復元すれば、建物相互間

の方位の差異はほとんどないものと考えられる。

遺構の時期を決定し得る遺物は、少量の瓦器片や

青磁片のみであり、ほとんどの柱穴から出土した古

墳時代の土器片は混入と考えられる。確証はない例

が多いが、建物規模や柱間は尺 (30.3m) (Slでほと

んど完数値が得られ、建物相互の方位や距離が関連
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する例が多く、古墳時代の包含層の上面で検出された

り、柱穴の埋土が共通する等の事実から、一応検出

例全てが平安時代後期以降の遺構と推定した。

以下個々に説明を加え、改めてN章において各々

の関係を見てゆくこととする。

(1)掘立柱建物（第17-39図、第 4・5表）

S 8201 (第17図、 PL18) 

調在区南端、 SD23の東方に所在する、桁行 3間

・ 梁行 2間の南北棟である。棟方向は北で東に 3度

振れ、 A群に属する。柱穴は径30-40cm、深さ20-

30cmであり、側柱のみが認められた。建物規模は桁

行が7-7.5m、梁行が4-4.3mを図る。柱間寸法

は桁行 8尺、梁行が7尺 5寸の各々等間と推定され

る。したがって、建物全体の推定復元規模は桁行が

7.27m、(24尺）梁行が4.55m (15尺）となる。

柱穴は SD22より新しいが、この溝の時期も不明

であり、良好な時期決定資料を欠く。
19) 

S B201は、倉と考えられる SB202の北に10尺離

れて西面を揃えて並ぶ主屋とも推定できるが、後述

するように副屋と理解した。切妻屋根で平入りか。

S 8202 (第17図、 PL18) 

調介区南端、 SD23の東方に所在する、 2間四方

の総柱建物である。建物方位は北で東に 2度振れ、

A群に属する。柱穴は径30-40cm、深さ10cm程をと



遺構番号 第図 PL 建物方向
規 模

廂 束柱
杵• 堀方

備 考桁行間( m) X梁行間( m) 大きさ 形

SB 201 17 18 N-3°-E 3 (7.27) X 2 (4.55) 無 無 小 円 S B 202の北に 10尺雌れ、 '"''"iを
揃えて南北にサふ、

SB 202 17 18 N-2°-E 2 (4.24) X 2 (4.24) 無 総 H 小 円 S B 201の南に 10尺常れ、西面を
舶えて南北に，托ぶ，

SB 203 17 N-0°-E 3 (6.36) X 2 (4.55) 無 無 小 円 12世紀中葉の勺：器椀出+,
S B 204とヽ 炉ぶ

SB 204 17 18 N-0°-E 2 (4.85) X 2 (4.24) 無 総柱 小 円 抽SiえB2て0:J束のI's求にに井JOふ尺，離れ、 北面を

SB 205 18 N-2°-W 3 (6.36)? X 3 (6.97) 北？ 総札： 小 Pl あるいは 7尺sJ等間の総れか,I
先後関係は小明

SB 206 20 N-13°-E 3 (5.91) X 2 (4.24) 無 ＾部に打 小 円 S 8207の建て替えか，

SB 207 20 18・19 N -9°-E 3 (6.21) X 2 (4.85) 無 一部にイi 小 円 S B206の仕て替えか"

SB 208 19 N-0°-E l以上 (2.12) X 3以上 (7.27) 北？ 総柱 小 円 7尺離れて SB 204と北血を揃え
て,;,ふか

SB 211 21 19 N-16°-W 2 (2.73) X 2 (2.73) 無 総柱 小 )j 

S B 212 21 20 N-34°-W 3 (3.82) X 3 (3.64) 南？ 南人側柱 小 円 打くあ合ると1い和はは1竹木間末か，人側村は小さ

S B 213 21 20 N-22°-W 3 (4.09) X 3 (3.64) 北？ 総柱？ 小 円 廂建付物てかな栄くれ、 は1穴吝間を欠， くか総!I

SB 214 22 21・22 N-9°-E 3 (7.27) X 3 (6.36) 西 総柱 小 円
S B 228と6Ji_離れ、 1"1Wんを/,,,
えて ,tふ，

S B 215 22 22 N-9°-E 3 (6.82) X 3 (6.36) 南 総柱 小 円 S B 228より占し 1')S A 1 Iと牝ぶJ

S B 216 23 23 N-26°-W 3 (4.55) X 3 (3.64) 無 無 大 方 S K 6011:l柑紀）より新，9

SB 217 23 N-2°-E 4 (7.27) X 3 (5.45) 無 無 小 円

SB 218 23 23・24 N-7°-W 3 (5. 91) X 3 (5 .00) 無 無 小 円

S B 219 23 24 N-5°-E 4 (9.09) X 2 (5.45) 無 総柱 小 Pl 12柑紀の1L器椀細）：出 1。

SB 220 24 25 N-11°-W 6 (10.91) X 5 (8.33) 無 無 小 円 ]{. 器椀片出 1
S B227とI≪/ 仕’物小群か

SB 221 24 N-42°-W 2 (3.33) X 2 (3.33) 無 総柱 小 円

SB 222 24 25 N-15°-W 3 (5.00) ? X 3 (4.09) 無 無 小 円

SB 223 25 26 N-25°-W 3 (3.64) X 3 (3.64) 無 総柱 小 円 S B 2Hi・229と[,i] 建物小群か， 9

S B 224 26 N-18"-W 5 (9.09) X 4 (6.06) 無 無 小 flj S B 225と1吋 建物小群か， 9

SB 225 27 26 N-19°-W 3 (4.09) X 2 (3.64) 無 総 H? 小 円 S H 224と!,,J 建物小群かCヽ

SB 226 26 27 N-7°-E I (2.42) X I (2 .42) 無 小 円 この！｝穴埋 tのみ淡晶褐色粘質
I 

SB 227 27 27・28 N-12°-W 2 (2. 73) X 2 (2.42) 無 総柱 小 円 , B 220と[,,] 建物小群か，

SB 228 28・29 22 N-10°-E 3 (6.36) X 3 (6.36) 無 総柱 小 円
ヽ B2'4 の襴参郎、,~,卑J2間四））は、平
穴11-を＇，＇し、 12柑紀後'I'0)丸器出!.

SB 229 28 N-24°-E 3 (6.06) X 3 (5.45) ， 
無 小 円 規代、形秤共イヽ IVJ,',多、 S B221 

・22:lとH 建物小群か

SB 230 30 28・29 N-5°-W 2 (3.03) X 2 (2.42) 無 総柱 小 円

SB 231 30 N-7°-E Z (4.24) X Z (3.48) 束 総柱 小 円 I木は平穴1人を';'す，， 13世紀頃の
J;,?,:;11出!・

SB 241 30 29・30 N-4°-W 5 (IO .61)↓又.LX4 (8.48) 
佃’’‘？’ 総柱 小 円 !irir規mイヽI明確 北jUIJHI穴は

几求佃しか

S B 242 32 30 N-16°-W 3 (4.09) X 2 (3.64) 無 無 小 円 S B 245と1吋 り！物小群か

SB 243 31 31 N -39°-E 2 (3.03) X 2 (3.03) 無 総柱 小 円

SB 244 32 N-34°-E 4 (5.45)? X 3 (3.64)? 無、 9. 無 小 方 S B 2',,, 等と l≫J 建物小群か，

S B 245 32 32 N-15°-E 2 (3.03) X 2 (3.03) ? 佃ヽヽ'？ ' 総村 小 円 SXl0(13世紀'))より占し Lか
ゞB242と,,,1 注物小群か

SB 246 33 N-21°-E 3 (4. り9)X 3 (3.18) 無 総柱 小 Iり
SB 247 34 32・33 N -5°-E 4 (8.18) X 3 (6 .82) 州・北・東 総柱 小 円 身穴に令れJ2穴jlt紀1この凡み器根出わt． 北'"'隅杜
SB 248 34 33 N-12°-E 4 (8.48) X 3 (8.18) 無 総柱 小 円 II批紀後免比器片出 1。

SB 250 33 34 N-5°-E 3 (6.21) X 2 (4.35) 無 総柱 小 円 S B 247吟と l≪J.建物小群か

SB 251 33 34・35 N-38"-E 3 (3.64) X 3 (3.33) 西？ -・ 部しこ有 小 }j 12-1:J世紀の1も器小片出 1、

SB 252 35 35 N-42°-E 3 (3.18) X 2 (3.33) 無 総柱 小 方

SB 253 35 N-38°-E Z (Z.73) X Z (Z.73) 無 総柱 小 方 S B 251と同 建物小群か。

SB 254 35 36 N-34°-E 3 (3.64) X 3 (3.03) 束 束入側柱 小 円 杜掘形はh形に近い，9

SB 255 36 37 N -32°-E 3 (5.45) X 3 (4.55) 無 無 小 方 S B 244等と恒I・il'物小群か

SB 256 37 38 N-3°-W 3 (6.51)・X2(4.24) 無 無 大 方 S B 257より [tiし＼り

SB 257 37 N-3°-E 6 (13.94) X 5 (10.3) 北・束 総柱 小 円 13枇紀1iiil・のJ{.器出 t,SB262
より占く、 SB 259より新しし 9

SB 259 36 N-3°-W 4 (7.27) X 2・3 (4.85) 無 無 人 方
梁間は北向が2問、南向か 3間
S B257より占し''

SB 260 38 N-25°-W 3 (4.55) X 3 (4.09) 無 総柱 小 方

SB 261 38 N-28°-E 4 (6.06) X 3 (4.55) 無 無 小 1リ S D:13開11部に削中される、＼

SB 262 38 N-2°-W 3 (8.18) X 2 (4 .85) 無 無 大 Ji S B2S7113fll: 紀）i1ITJより新し
し、 9

SB 263 37 39 N-6°-W 2 (3.64) X 2 (3.03) 無 無 小 円

SA 11 41 zz W-11°-N 6 (14 .09) ? 小 円 穴束かあらり門4間か11のみ 9尺，、 別にIt

SA 12 38 W-26°-N 3 (5.45) ? 小 方 内端は小tりL.

SA 13 37 39 W-2°-N 3 (7 .27) ? 小 Iり 西端は小明、，

SA 14 26 W-10°-N 3 (7.27)? 小 Iり S B226の r*il旬の,~延長 1→ に位
;ri, 

第4表 掘立柱建物・柱列一覧表 Jt. 東西棟は梁行の方位を出した。柱樹形の大小は50cmを境とした。
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第17図 S B201-204 平面図・断面図 (1 : 80, 水糸高136.600m)
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どめ、柱配列はやや不揃いである。建物規模は南北

4.2m、東西4.3m程を測り、各々の柱間寸法は 7尺

等間と推定される。したがって、建物全体の推定復

元規模は4.24m (14尺）四方の、方形プランを呈す

る建物と考えられる。

柱穴からの出土遺物では時期決定が困難である。

後述するように、 SB201の南に西面を揃え、 10尺

離れて並ぶ倉と推定される。

S B203 (第17図）

調査区南端、 SD23の東方に所在する、桁行 3間

・ 梁行 2間の東西棟である。棟方向は、ほぼ真東西

を向き、 A群に属する。柱穴は側柱のみであり、径

50cm以下、深さ15-30cm程をとどめる。北面で 1ヶ

所不明な柱穴があるが、後世の削平によるものと考

えられる。建物規模は、桁行が6.5-6.6m、梁行が

4-4.lmを測る。柱間寸法は桁行が7尺、梁行が

7尺 5寸の各々等間と推定される。したがって、建

物全体の推定復元規模は、桁行が6.36m (21尺）、

梁行が4.55m (15尺）となり、切妻屋根で北からの

平入りかと考えられる。

柱穴の一部は古墳時代の水田 sx

1の畦畔を切り、他の柱穴も SX 1 

の埋士上面で検出された。さらに北

西隅柱痕跡からは12枇紀中葉に属す

る瓦器椀 (67)が出土した。(IQ)

なお後述するように、倉と推定

される SB204は10尺東方に、さら

にSB204の 7尺東方には SB208が、

それぞれ北面を揃えて並ぶ。さらに、

北面の西延長12尺と 8尺の位置にも

柱穴が認められる。

S B204 (第17図、 PL18) 

調介区南端、 SD23の東方に所在

する、 2間四方の建物である。建物

方位はほぼ真東西を向き、 A群に属

する。柱穴は径30-50cm、深さ15-

30cmをとどめ、配列はやや不揃いで

ある。南東隅の柱穴はやや不明であ

__A_ 

推定される。したがって、建物全体の推定復元規模

は東西4.85 m (16尺）、南北4.24m (14尺）となる。

柱穴からの時期決定資料を欠くが、後述するよう

に、 SB208を主屋として、この東に 7尺離れ、北

面を揃えて並ぶ倉と考えられる。また SB203は、

この東方10尺の位置に、やはり北面を揃えて並ぶ。

S B205 (第18図）

調査区南東端に所在する、東西 3間、南北 2間の

身舎の北面に廂の取り付く総柱建物と推定される。

棟方向は、西で北に 2度振れ、 A群に属する。柱穴

は径20-50cm、深さ20-30cmをとどめ、柱配列はや

や不揃いである。建物規模は、南北が6.9m、東西

が6.2-6.Smを測る。柱間寸法は桁行が7尺等間、

梁行の身舎は 8尺等間であり、廂は 7尺と推定され

る。したがって、推定復元規模は、桁行6.36m (21 

尺）、梁行が6.97m (23尺）となる。

しかし、東方は削平されていると考えられ、東側柱

列は南端のみに柱穴をとどめる。したがって上記の

復元案以外も考えられる。たとえば、南北 3間の柱

@ 

るが、建物規模は東西4.8-4.9m、

南北4.3-4.4mを測る。柱間寸法

は東西 8尺、南北 7尺の各々等間と

第18図 S B205 平面図・断面図 (1: 80 , 水糸高136.600m)
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第19図 S B208 平面図・断面図
(1 : 80 , 水糸高136.500m)

間寸法は 7尺 5寸等間の可能性もあり、この復元案

に従えば、北面 1間は廂ではなくなり、棟方向も不

明というほかない。また東西規模も確定できるもの

ではない。

柱穴は時期不明の SD22より新しく、古墳時代の

土師器細片を出土したが、時期決定資料を欠く。

S B206 (第20図）

調査区東部の中段、条里溝 SD21の東方に所在す

る桁行 3間・梁行 2間の南北棟である。棟方向は北

で東に13度振れ、 A群に属する。柱穴は径30-50cm、

深さ15-25cmをとどめる。束柱は南側には存在する

が北側には存在せず、一部に床を張った建物の可能

性がある。建物規模は、桁行が5.85-6.1m、梁行

が4.2-4.4mを測る。柱間寸法は桁行が 6尺 5寸、

梁行が 7尺の各々等間と推定される。したがって、

建物全体の推定復元規模は、桁行が5.91 m (19尺 5

寸）、梁行が4.24m (14尺）となる。

柱穴は、瓦器等を出土した付近の土琺と同様に古

墳時代の水田 SX 1の埋士上面で検出され、一部の

柱穴は SX 1の畦畔を切っている。柱穴からの出土

遺物としては、土師器の細片のみである。しかし、
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重複する土琺SK54からは13世紀代の瓦器椀等が出

土しており、これと同時存在した事はあり得ない。

むしろ西方の条里溝 SD21と大略方位が一致する点

に着目して、 SD21と同様に11世紀後葉から12世紀

前葉頃の可能性を指摘しておきたい。おそらく、付

近の土琺の少なくとも一部は墓であり、 SB206や

S B207の廃絶後に墓地となったのであろう。

S B207 (第20図、 PL 18・19) 

調介区東部の中段、条里溝 SD21の東方に所在す

る桁行 3間・梁行 2間の東西棟である。梁行方向は

北で東に 9度振れ、 A群に属する。柱穴は径30-40cm、

深さ30cm以下である。束柱は西側には存在するもの

の、東側では試掘坑に位置したが検出されなかった。

S B206と同様、一部にのみ床を張った建物の可能

性が高い。建物規模は桁行が6.2m、梁行が4.8m程

を測る。柱間寸法は、桁行が西から 7尺、 7尺 5寸、

6尺と推定され、不揃いである。梁行の柱間寸法は

8尺等間と推定される。したがって、建物全体の推

定復元規模は、桁行が6.21m (20尺 5寸）、梁行が

4.85m (16尺）となる。

桁行の柱間寸法が不揃いな点には疑問が残り、あ

るいは 7尺等間かとも考えられる。しかし、一応遺

構に即した数値を採用した。

柱穴は付近の SB206や瓦器を出土した土城と同

様に古墳時代の水田 SX Iの埋土上面で検出され、

一部の柱穴は SX Iの畦畔を切っている。しかし、

S B206の項でも記したとおり、 11世紀後葉から12

世紀前葉の SD21と同時期に存在し、その後13世紀

のSK53等が営まれた可能性が最も高い。

S B208 (第19図）

調査区の最も南東端に所在する、東西 1間以上、

南北 3間以上の建物である。建物方位はほぽ真東西

を向き、 A群に属する。柱穴は径20-35cm、深さ25cm

までをとどめる。建物規模は東西の 1間が1.9-

2.45m、南北の 3間が6.9-7.45mである。柱間寸

法は、東西が7尺であり、南北が北から10尺、 7尺、

7尺となる。したがって、検出された部分の推定復

元規模は東西2.12m (7尺）以上、南北7.27m (24 

尺）以上となる。

北面の柱間が広く、北隅入側柱が不明な点から、

柱間 7尺等間の総柱建物と、この北面に10尺離れて



取り付く柱列等の可能性も残る。また、建物規模は

南にもさらに延びる可能性もある。このように不明

な点は多いが、一応東西 3間、南北 2間の 7尺等間

総柱の身舎北面に廂の取り付く東西棟と推定してお

こう。この推定によれば、建物規模は東西21尺、南

北24尺となる。

柱穴からは明確な時期決定資料を欠くが、後述す

るように、 SB 203や SB 204と北面を揃え、 SB

204とは 7尺の距離を持つ。

塁

゜
第20図 S 8206・207 平面図• 断面図 (1: 80 , 水糸高136.300m)

- 29 -



S B211 (第21図、 PL19) 

調査区中央部の上段、条里溝SD32の東方に所在

する、 2間四方の総柱建物である。建物方位は北で

西に16度振れ、 B群に属する。柱掘形は 1辺30-40cm

の方形を呈し、柱痕跡は径10-20cm、深さは20cmま

でをとどめる。西側柱列はやや不揃いだが、他は整

◎ (l) 

゜
5m 

第21図 S B211-213 平面図・断面図

(I : 80, 水糸高137.700m) 
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然と並ぶ。建物規模は南北2.6-2.65m、東西2.7-

2.75mを測るが、柱間寸法は共に 4尺 5寸等間の方

形プランを呈すると考えられる。したがって、建物

全体の推定復元規模は東西•南北共2.73m (9尺）

となる。

東側の柱穴は、古墳時代前期前半の SB 104の埋

土上面で検出されたが、それ以上の時期決定資料は

ない。

S B212 (第21図、 PL20) 

調杏区中央部の上段、条里溝 SD32の東方に所在

する、桁行 3間・梁行 2間の身舎南面に廂の取り付

く東西棟である。梁行は北で西に34度振れ、 B群に

属する。柱掘形は径40-60cm、柱痕跡は径15cm前後、

深さ60cm以下である。東面には径30cm程の入側柱列

が認められる。これをもって廂を想定したが、部分

的に床を張った床束の可能性もある。建物規模は桁

行3.Sm-3.9m、梁行3.6mを測る。柱間寸法は桁

行が4尺 2寸、梁行が4尺の各々等間と推定される。

したがって、建物全体の推定復元規模は桁行が3.82

m (12尺6寸）、梁行が3.64m (12尺）となる。

柱掘形からは古墳時代前期の土師器片が多く出土

した。また、東面の側柱は、古墳時代後期前半に属

する SB113の埋土上面で検出された。

S B213 (第21図、 PL20) 

調介区中央部の上段、条里溝 SD32の東方に所在

する、桁行 3間・梁行 3間の総柱建物である。建物

方向は北で西に22度振れ、 B群に属する。柱穴は深

さ60cmをとどめ、側柱径は40-60cm、束柱は20-40cm

を測る。束柱は、南東以外の 3箇所で認められたた

め、総柱建物と推定した。しかし、北面にのみ入側

柱が存在する廂付建物の可能性もある。建物規模は

桁行が4-4.lm、梁行が3.4-3.6を測る。柱間寸

法ば桁行 4尺 5寸、梁行が4尺の各々等間と推定さ

れる。したがって、建物全体の推定復元規模は桁行

が4.09m(13尺 5寸）、梁行が3.64m(12尺）となる。

柱穴の一部は、古墳時代前期後半の SB 122の埋

土上面で検出され、古墳時代土師器片が出土したが、

時期決定資料を欠く。

S B214 (第22図、 PL 21・22) 

調奔区中央部の上段東縁部に位置する、桁行 3間

・梁行 2間の身舎西面に廂の取り付く総柱の南北棟



である。棟方向は北で東に 9度振れ、

A群に属する。身舎の柱穴は径40-

50cmまでであるのに対し、廂の柱穴

は径30-40cmとやや小さい。身舎梁

行は、東面が削平を受けているため

に厳密には 2間以上としておくべき

であるが、いわゆる 3間 1面の建物

として誤りなかろう。建物規模は桁

行が 7-7.lm、梁行が6.2-6.3m

を測る。柱間寸法は桁行が8尺等間

であり、梁行は身舎が8尺等間、廂

は5尺と推定される。したがって、

建物全体の推定規模は桁行が7.27m

(24尺）、梁行6.36m(21尺）となる。

柱穴からは時期決定資料を欠くが、

古墳時代前期後半らしい SB110の

埋土上面で検出された。また後述す

るようにこの SB 214を主屋とし、

南に副屋の SB228が並ぶ。この S

B228は12世紀後半の瓦器を出土し

ており、 SB 214も同時存在したも

のと考えられる。おそらく、廂の取

り付く西面からの平入りであろう。

S B215 (第22図、 PL22) 

調査区中央部、上段の東縁近くに

所在する、桁行 3間・梁行 2間の身

舎の南面に廂の取り付く総柱建物で

ある。東西棟であり、梁行は北で東

に9度振れ、 A群に属する。柱穴は

径30-40cm、深さ20cmまでをとどめ、

並びはやや不揃いである。建物規模

は桁行が6.7-7 mを測り、梁行は

身舎が4.5-4.7 m、廂が1.9-2 m 

を測る。柱間寸法は桁行・梁行共身

舎は 7尺 5寸、廂は 6尺と推定され

る。したがって、建物全体の推定復

元規模は桁行6.82m (22尺 5寸）、

梁行6.36m (21尺）となる。

この SB 215の柱穴からは明確な

時期決定資料は得られなかった。し

かし後述するように、 SB 215の南

＠
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には12世紀後半以降の SAllが南に 8尺離れて並ぶ

事から、両者は同時存在した可能性が高い。

S B216 (第23図、 PL23) 

調査区中央部、条里溝 SD32と重複して所在する

桁行 3間・ 梁行 3間の側柱のみで構成されている東

西棟である。梁行の方向は北で西に26度振れ、 B群

に属する。柱掘形は一部に方形に近いものも含み、

径40-60cm、柱痕跡は径15cm前後、深さ60cmまでを

とどめる。建物規模は桁行が4.l-4.6ID、梁行が

3. 7 m程を測る。柱間寸法は桁行が 5尺、梁行が 4

尺の各々等間と推定される。したがって、建物全体

の推定復元規模は桁行4.55m(15尺）、梁行3.64m(12 

尺）となる。

柱穴からは直接的な時期決定資料は得られなかっ

た。しかし、北西隅の柱穴は13冊紀の土器を出土し

たSK60の埋士上面で検出された。

S B217 (第23図）

調介区中央部、条里溝 SD32の西方に棟をはぽ並

行させた、桁行 4間・梁行 3間の側柱のみで構成さ

れる東西棟である。梁行の方向は北で東に 2度振れ、

A群に属する。南側柱の 2ヶ所は削平により不明だ

が、柱掘形は径40-50cmが一般的であり、柱痕跡は

径10-15cm、深さは50cmまでをとどめる。建物規模

は桁行が6.7-7 .3m、梁行が5.3m程を測る。柱間

寸法は桁行・梁行共に 6尺等間と推定される。した

がって、建物全体の推定復元規模は桁行が7.27m (24 

尺）、梁行 5.45m(18尺）となる。

柱穴の一部は、古墳時代前期後半の SB 129の埋

士上面で検出されたが、これ以上の時期決定資料は

欠く。

S B218 (第23図、 PL 23・24) 

調査区中央部に所在し、条里溝 SD32や SB 219 

と重複する、桁行 3間・梁行 3間の側柱のみで構成

される東西棟である。梁行の方向は北で西に 7度振

れ、 A群に属する。柱穴は径20-50cm、深さ50cmま

でをとどめる。建物規模は桁行が5.8-6.2ID、梁行

が4.8-5.3IDを測る。柱間寸法は桁行が6尺 5寸、

梁行が5尺 5寸の各々等間と推定される。したがっ

て建物全体の推定復元規模は、桁行が5.91ID (19尺

5寸）、梁行が5.00m(16尺 5寸）となる。

柱穴は、古墳時代前期後半の SB 113等の埋土上

- 33 -

面で検出されたが、柱穴からの出土遺物はなく、時

期決定資料を欠く。

S 8219 (第23図、 PL24) 

調介区中央、条里溝 SD32の西方に棟をほぼ並行

させる、総柱の桁行 4間・梁行 2間の南北棟である。

棟方向は北で東に 5度振れ、 A群に属する。柱穴は

径40cm、深さ40cmまでをとどめる。建物規模は桁行

8. 7 -8.9m、梁行5.4-5.6mを測る。柱間は桁行

が 7尺 5寸、梁行が 9尺の各々等間と推定される。

したがって、建物全体の推定復元規模は桁行が9.09

m (30尺）、梁行が5.45m (18尺）となる。

柱穴からは明確な時期決定資料の出土を欠くが、

5ヶ所の柱穴からは12世紀頃の瓦器椀等の細片が出

士した。

S 8220 (第24図、 PL25) 

調査区中央部、条里溝 SD32とSD33の間に所在

する、桁行 6間・梁行 5間の側柱のみで構成される

南北棟である。棟方向は北で西に11度振れ、 B群に

属する。柱掘形は径40-50cm、柱痕跡は径15cm前後、

深さ70cmまでをとどめる。建物規模は桁行が10.6-

10.85m、梁行が8-8.3mを測る。柱間寸法は桁行

が 6尺、梁行が 5尺 5寸の各々等間と推定される。

したがって、建物全体の推定復元規模は桁行が

10.91 m (36尺）、梁行が8.33m (27尺 5寸）となる。

柱掘形から瓦器椀の口縁部細片等が出上しているが

明確な時期決定資料を欠く。

この建物は 6間X5間の規模を持ちながら、側柱

のみで構成され、柱も細い事から構造的に建築可能

かという疑問も生じたが、入側柱列に猫石を据えて

土居を置き、柱を立てるなら建物として充分建築可

能との教示を得たため、柵囲い等とはせずに建物と

判断した。
(II) 

なお、この SB220は後述するように SB227と整

合的な位置関係にあると推定される。

SB 221 (第24図）

調介区中央部西寄りに所在する、 2間四方の総柱

建物である。建物方位は N-42°-Wと調査例中最

も振れ、 B群に属する。柱穴は径30-50cm、深さ50cm

までをとどめる。建物規模は、東西南北共3.1-3.2

mを測り、柱間寸法は 5尺 5寸の各々等間と推定さ

れる。したがって、建物全体の推定復元規模は3.33
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m (11尺）四方、面積は11.09面となる。

柱穴からは古墳時代の土師器片が出土したが、明

確な時期決定資料を欠く。

]。 Sm 

第25図 S B223 平面図・断面図
(1 : 80, 水糸高137.300m)

uc) 

S B222 (第24図、 PL25) 

調査区中央西寄りに所在する、桁行 3間・梁行 3

間の側柱のみで構成される南北棟である。棟方向は

北で西に15度振れ、 B群に属する。柱掘形は径40cm

以下、柱痕跡は径20cm以下であり、深さは40cmまで

をとどめる。建物規模は桁行が4.95-5.lm、梁行

が 4-4.05mを測る。柱間寸法は桁行が 5尺 5寸、

梁行が4尺 5寸の各々等間と推定される。したがっ

て、建物全体の推定復元規模は9桁行が5.00m (16尺

5寸）、梁行が4.09m (13尺 5寸）となる。

南東隅の柱穴は、古墳時代後期前半の SB138の

埋土上面で検出されたが、直接的にはこれ以上の時

期決定資料を欠く。

S B223 (第25図、 PL26) 

調査区中央部、条里溝 SD32の西方に所在する。

東西 3間・南北 3間の総柱建物である。建物方向は

北で西に25度振れ、 B群に属する。柱穴はやや円形

に近い方形を呈し、径約40cm、深さ約30cmをとどめ
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る。建物規模は東亜、南北共3.6-3.?mを測り、柱

間は東西、南北共に 4尺等間と推定される。したが

って、建物全体の推定復元規模は3.64m (12尺）四

方と考えられる。

柱穴は、占墳時代前期前半の包含層や SB 149の

埋土上面で検出されたが、明確な時期決定資料を欠

く。なお後述するように、 SB223はSB216やSB

229と、その方向と位置関係から同一の建物小群を

構成する可能性もある。

S B224 (第26図）

調介区中央部、条里溝 SD32の西方に所在し、側

柱のみで構成される桁行 5間・梁行 4間の東西棟で

ある。梁行の方向は北で西に18度振れ、 B群に属す

る。柱掘形は径40cm以下、柱痕跡は径10-20cm、深

さ55cmをとどめる。建物規模は桁行が8.6-9.lm、
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Sm 

第27図 S B 225・227 平面図• 断面図

(1 : 80 , 水糸高137.500m) 
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梁行が6.05-6.3mを測る。柱間寸法は桁行が 6尺、

梁行が 5尺の各々等間と推定される。したがって、

建物全体の推定復元規模は桁行が9.09m (30尺）、

梁行が6.06m (20尺）となる。北面の柱穴は、同様

なピットが近接する例が多く、部分的な改槃もしく

は建て替えの可能性もあろう。

柱穴は占墳時代前期前半の包含層上面で検出され

たが、明確な時期決定資料を欠く。

この SB224もSB220と同様に、建物が比較的大

規模であるにもかかわらず、側柱のみで構成される。

S B224も入側柱列に猫石を配して土居を据え、こ

の上に柱を立てたものであろうか。

なお、後述するように SB224はSB225とその方

向と位置から有機的関連が想定される。

S 8225 (第27図、 PL26) 

調脊区中央西寄りに所在する、桁行 3間・ 梁行 2

間の東西棟であり、総柱建物らしい。梁行の方向は

北で西に19度振れ、 B群に属する。柱穴は径30-50cm、

深さ50cmまでをとどめる。建物規模は桁行が4.1-

4.2m、梁行が3.3-3.6mを測る。柱間寸法は桁行

が4尺 5寸、梁行が6尺の各々等間と推定される。

したがって、建物全体の推定復元規模は桁行が4.09

m (13尺 5寸）、梁行が3.64m (12尺）となる。

一部の柱穴は、古墳時代前期前半の SB 147の埋

土上面で検出されたが、明確な時期決定資料を欠く。

なお、後述するように SB225はSB224と同一の

建物小群を構成する可能性がある。その場合、 SB

225は主屋である SB224に付属する倉もしくは副屋

と推定される。

S 8226 (第26図、 PL27) 

調査区中央部、条里溝 SD32の西方に所在する、

l間四方の建物である。棟方向は不明だが、南北面

は北で東に 7度振れ、 A群に属する。柱穴は径30cm

前後、深さ30cm程である。柱穴の埋土は、周辺の他

のピットとは全く異なる淡黄褐色粘質土であり、 2

間以上の建物の一部の可能性はほとんどない。柱穴

の心々距離は東西2.3-2.5m、南北2.2-2.4mを測

り、 8尺 (2.42m) 四方と推定される。

柱穴からは土師器の細片が出土したのみであり、

明確な時期決定資料を欠く。

なお、後述するように SB226は、 SB231やSB



247・S B 250・S A 14等と同一の建物小群を

構成する可能性がある。その場合、 SB226 

にはその建物規模から、 1-2人の居住が限

界であったと考えられる。

S B227 (第27図、 PL 27・28) 

調介区中央西寄りに所在する、桁行 2間・

梁行 2間の総柱建物である。平面形から東西

棟と考えられるが、梁行は北で西に12度振れ、

B群に属する。柱穴は径30-40cm、深さ20cm

程だが束柱だけは径約20cmとやや小さくて浅

い。建物規模は桁行が2.5-2.9m、梁行が

2.2-2.5mを測る。柱間寸法は桁行が4尺 5

寸、梁行が4尺の等間と推定される。したが

って、建物全体の推定復元規模は桁行が2.73

m (9尺）、梁行が2.42m (8尺）となる。

明確な時期決定資料を欠くが、後述するよ

うに SB227とSB220は、その棟方向や配置

から何らかの関係が考えられる。

S B228 (第28・29図、 PL22) 

調査区中央部の上段束縁に位置する桁行 3

間・梁行 3間の総柱建物である。棟方向は北

で東に10度振れ、 A群に属する。上段東縁は

後世の削平をあまり考慮する必要はないと考

えられ、また北に並ぶ SB 214がいわゆる 3

間 1面と推定される。以上の点から SB228 

もほほ同様な東西規模と理解したため、東側

柱の流失している部分もあるが、東西規模は

3間と推定した。柱穴は径30-40cm、深さ40cm

までをとどめる。建物規模は桁行6.l-6.3m、

梁行6.3-6.5mであり、柱間寸法は共に 7尺

等間と考えられる。したがって、建物全体の

推定復元規模は6.36m (21尺）四方となる。

この建物は、南西の 2間四方が竪穴住居風

に掘り込まれており、さらにこの内の東半分

には人頭大の川原石が敷かれていた。この竪

穴住居風掘り込みの平面形は隅にやや丸味を

持つ方形を呈し、東西約 4m、南北約3.6m、

内

睾

SB 229 

“ 
◎
 

゜
深さ約25cmを測る。周溝やカマド等は見られ

ず、東半分の敷石は比較的密に配されているものの、

第28図 S B228・229 平面図• 断面図

(1 : 80 , 水糸高137.600m)

上面は必ずしも整った状態ではない。古墳時代前期

前半の SB119より新しく、敷石の間からは12世紀

後半の土器 (68-79) を出土した。一方、掘立柱の

柱穴からは明確な時期決定資料を欠くが、後述する

ように、南に並び同時代と推定される SAllは、切
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第29図 S 8228 竪穴風掘り込み部分 (1 : 25) 網目は土器

り合い関係から12世紀後半以降である事が明らかで

ある。したがって、掘立柱建物と竪穴住居風掘り込

みとは伺時代の可能性が充分あり、その平面的位置

関係も整合的である事から、掘立柱建物の土間の一

部を掘り込んだものと推定した。

後述するようにこの S8228は、西面して北に並

ぶ S8214に付属する副屋と考えられる。したがって、

S 8228も西面していたものと考えられ、その入口

は西面北 1間と推定される。
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第30図 S B230・231・241 平面図・断面図 (1: 80, 水糸高137.900m)
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S B229 (第28図）

調査区中央部、条里溝 SD32の東方に所在する、

桁行 3間・梁行 3間の東西棟と推定される建物であ

る。棟方向は東で北に24度振れ、 B群に属する。柱

穴は径30-40cm、深さ40cmまでをとどめる。西や南

の側柱列は不明なものが多く、建物規模には疑問が

残る。しかし、一応桁行は6.lm、梁行は5.2-5.3

mと考えられる。柱間寸法は桁行が北面側柱列を参

考として中央間が10尺、両隅の間が5尺、そして梁

行は東面側柱列を参考として 6尺等間と推定した。

したがって、建物全体の推定復元規模は桁行が6.06

m (20尺）、梁行が5.45m (18尺）となる。

柱穴は古墳時代前期の包含層や、古墳時代前期後

半の SB 144の埋上上面で検出されたが、明確な時

期決定資料を欠く。

なお、後述するように S8229はS8223とその棟

方向や配置に何らかの関係が考えられる。

S B230 (第30図、 PL28・29) 

調在区の中央西寄り、条里溝 SD32とSD33の中

央部に所在する桁行 2間・ 梁行 2間の総柱建物であ

る。棟方向は東西と推定され、梁行は北で西に 5度

振れる。 S8227に類似しており、 A群に属する。

柱掘形は径40-50cm、柱痕跡は径10-15cm、深さ50cm

までをとどめる。建物規模は桁行2.9-3.lm、梁行

2.4 - 2.6mを測る。柱間寸法は桁行が5尺・梁行

が4尺の各々等間と考えられる。したがって、建物

全体の推定復元規模は桁行3.03m (10尺）、梁行

2.42m (8尺）となる。

柱間からは土師器の細片は出土したが、明確な時期

決定資料を欠く。

＼ 

。
4m 

第31図 S B243 平面図・断面図

(1 : 80, 水糸高137.500m) 
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S 8231 (第30図）

調介区西部、条里溝 SD33の東方に所在する、桁

行 2間・梁行 l間の身舎東面に廂の取り付く総柱建

物である。棟方向は北で東に 7度振れる南北棟であ

り、 A群に属する。柱穴は径25-40cm、深さ20cmま

でをとどめる。建物規模は桁行3.95-4.25m、梁行

3.4-3.6mを測り、柱間寸法は桁行が7尺等間、梁

行は身舎が7尺、廂が4尺 5寸と考えられる。した

がって、建物全体の推定復元規模は、桁行が4.24m

(14尺）、梁行が3.48m (11尺 5寸）となる。

この掘立柱建物の側柱列の内側には、整合的に納

まる位置に竪穴住居風掘り込みがある。これは南北

3.5m、東西2.9m程の略方形を星し、深さは10cm余

りと浅い。周溝やカマド等は無いが、北東隅には径

1 m余り、床面からの深さ10cm程の土拡が付設され

ている。この土琺は、やや浅いが貯蔵穴かと考えら

れ、底からは13軋紀前半頃の瓦器椀 (80) が出土し

た。この掘立柱建物は、後述するように13世紀の瓦

器を出土した SB247等と関係する可能性が高く、

竪穴住居風掘り込みと一体のものと理解する卜てで時

期的な矛盾はない。竪穴住居風掘り込み部分の埋土

からは、青磁の破片も出土しており、貯蔵穴風土城

出土の瓦器からも 13冊紀の建物と考えられる。

なお、この SB231の南東隅から南へ約2.5mの位

置には単なる焼土であるが、屋外炉かと推定される

S X 17が所在する。 SX 17自体からは併出遺物がな

く、所属期は確定できないが、 SB 231と同時の可

能性は高い（第52図）。

S B 241 (第30図、 PL 29・30) 

調在区西寄り、条里溝 SD33の西方に所在し、道

路 SXlOに南接する、桁行 5間以上・梁行 4間の総

柱建物である。北面する東西棟であり、梁行は北で

西に 4度振れ、 A群に属する。柱穴は径30-40cm、

深さ40cmまでをとどめる。確認できた建物規模は、

桁行が10.5-llm、梁行が8.5-8.9mである。柱間

寸法は桁行・梁行共 7尺等間と推定される。桁行は

5間分確認できたが、 7間であった可能性もある。

梁行は 4間である事を南東隅において確認した。

柱穴は全て黒褐色の古墳時代包含層の上面で検出

されたが、埋土は灰色粘質土であり、検出は容易で

あった。しかし、北面側柱の 1ヶ所は認められず、



この柱穴は元来存在しなかったものと思われる。ま

た、この付近は道路 SX 10の南側溝が途切れている

地区でもあり、あるいは入口かと考えられる。

直接的な時期決定資料は欠くが、並行する13世紀

前半の道路 SX 10と同時代の可能性が高い。

S 8242 (第32図、 PL30) 

調査区西部、道路 SX 10の北側に近接する、桁行

3間・梁行 2間の側柱のみで構成される東西棟であ

る。梁行は北で西に16度振れ、 B群に属する。柱穴

は北面の 2ヶ所が削平されており、残るものも径

30cm、深さ30cmまでと小規模である。建物規模は桁

行が4-4.2ID、梁行が3.5-3.6mを測る。柱間寸

法は桁行が4尺 5寸、梁行が6尺の各々等間と考え

られる。したがって、建物全体の推定復元規模は桁

行が4.09m(13尺 5寸）、梁行が3.64m(12尺）となる。

柱穴からは古墳時代土師器の細片が少量出土した

のみであり、明確な時期決定資料を欠く。

なお後述するように、この SB242はSB245と建

物小群を構成する可能性がある。

S 8243 (等31図、 PL31) 

調在区西部、道路 SX 10の南側に近接する、東西

2間・南北 2間の総柱建物である。棟方向は不明だ

が、南北面は北で東に39度振れ、 B群に属する。柱

掘形は径40cm前後、柱痕跡は径15-20cm、深さ40cm

までをとどめる。建物規模は南北2.9-3.05m、東

西2.9-3.2mを測る。柱間寸法は東西・南北共に 5

尺等間と考えられる。したがって、建物全体の推定

復元規模は3.03m (lo尺）四方となる。明確な時期

決定資料は無い。

S 8244 (第32図）

調査区西部、道路 SX 10が南北に延びる部分に重 ， 
複する、東西 3 間以上• 南北 3間以上の、側柱のみ

で構成される建物である。棟方向は不明だが、南北

面は東に34度振れ、 B群に属する。柱穴は 1辺40- @ 

50cmの方形を呈し、柱痕跡は径15-20cm、深さ50cm

をとどめる。南北 2間の建物であれば、北面側柱が

1間分は認められたはずだが存在しなかった。した

がって、南北は 2間分認められたに過ぎないが 3間

以上の建物と推定した。確認された東西 3間・南北

2間の規模は、東西4.1-4.Sm、南北2.3-2.Smと

なる。柱間寸法は東西が 4尺 5寸、南北が4尺と推

@ 
◎
 

゜
5m 

第32図 S B242・244・245 平面図・断面図

(1 : 80, 水糸高137.500m) 
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定される。

柱穴からは古墳時代土師器の細片が少輩出土した

のみであり、条里溝 SD33に大きく削平されており、

S D33より古いことが知られる。後述するように S

B244はSB255と南面を揃えて並ぶ建物小群の可能

性があり、 SB244が東西 4間なら 2棟間の距離は

30尺と完数になる。そこで東西 4間と仮定すると、

南北は 3間が最も妥当と考えられる。したがって、

ここでは東西 4間・南北 3間の東西棟と推定してお

く。この復元案に従えば、建物全体の推定復元規模

は、東西5.45m (18尺）、南北3.64m (12尺）となる。

S 8245 (第32図、 PL32) 

調介区西部、道路 SX 10が北に折れた部分に重複

する、南北 2間・東西 1間以上の総柱建物である。

棟方向は不明だが北で東に15度振れ、 A群に属する。

柱掘形は径40-50cm、柱痕跡は径15cm飢後、深さ50cm

をとどめる。建物規模は、南北が2.7-3mを測るが、

東西は 1間分確認されたのみであり心々距離で1.55

mを測る。柱間寸法は南北が 5尺等間、東西も 5尺

と考えられる。総柱建物であり、おそらく 2間四方

の倉と推定される。この推定に基づけば、建物全体

の規模は10尺 (3.03m) 四方となる。

13世紀の瓦器を出土した SXlOの側溝に切られて

いるらしく、また条里溝 SD33によっても大きく削

平されている。

なお後述するように、 SB245はSB242と同一の

建物小群を構成する可能性がある。

S 8246 (第33図）

調在区西部、道路 SX 10の東側溝でもある条里溝

S D33の南方に重複する、桁行 3間・梁行 3間の総

柱建物である。梁行は北で東に21度振れる東西棟で

あり、 B群に属する。柱穴は径40-50cm、柱痕跡は

径15-20cm、深さ50cmまでをとどめ、一部には柱根

を残すものもある。建物規模は桁行が3.9-4.3m、

梁行が3-3.2mを測る。柱間寸法は桁行が4尺 5寸、

梁行が3尺 5寸の各々等間と考えられる。したがっ

て、建物全体の推定復元規模は桁行が4.09m (13尺

5寸）、梁行3.18m (10尺 5寸）となる。

古墳時代包含層上面で検出され、柱穴からは士師

器の細片が出土したが、明確な時期決定資料を欠く。
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第33図 S 8246・250・251 平面図・断面図

(1 : 80, 水糸高137.300m) 
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第34図 S B247・248 平面図・断面図 (1: 80, 水糸裔137.700m) 

- 43 -



S 033 

奇

c
 Jヽ

戸

尺
／
c

゜ 』
第35図 S B252-254 平面図・ 断面図

(1 : 80, 水糸高137.400m)
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S 8247 (第34図、 PL 32・33) 

調査区西部、条里溝 SD33の東に接する、桁行 2

間・梁行 2間の身舎の南北と東に廂を取り付けた、

総柱建物である。北で東に 5度振れる南北棟と考え

られ、 A群に属する。柱穴の大きさは、身舎も廂も

径20-50cm、深さ20cm程と変わりないが、身舎の柱

穴にのみ根石が罹かれている。建物規模は、桁行が

8 -8.4m、梁行が6.25-6.7mを測る。柱間寸法は

桁行・梁行共に身舎が 7尺 5寸であり、廂は東面が

7尺 5寸、南北面 6尺の各々等間である。したがっ

て、建物全体の推定復元規模は桁行8.18m (27尺）、

梁行6.82m (22尺 5寸）となる。

身舎北西からは、 12世紀に属する瓦器椀 (82-83)

や瓦器皿 (84)が西北隅の柱穴等が出土した。

なお後述するように、 SB247を主屋として、 S

B250や SB 231、 SB 226・SA 14等と同一の建物

小群を構成する可能性があるが、この内の SB 231 

の柱穴からは13世紀前半頃の瓦器椀片 (71) が出土

している。

S 8248 (第34図、 PL33) 

調介区西部、条里溝 SD33の東方にほぼ並行して

所在する、桁行 4間・梁行 3間の総柱建物である。

北で東に12度振れる南北棟であり、 A群に属する。

柱掘形は径30-40cm、柱痕跡は径20cm近く、深さは

40cmまでをとどめる。南側柱と床柱の 1ヶ所は不明

であり、西側柱中央は SB250と重複するが、その

前後関係は不明である。建物規模は桁行が8.4-8.8

m、梁行が7.9-8.3mを測る。柱間寸法は桁行が 7

尺、梁行が9尺の各々等間と考えられる。したがっ

て、建物全体の推定復元規模は桁行が8.48m(28尺）、

梁行が8.18m (27尺）となり、平面形は正方形に近

い。棟方向はあるいは逆で、桁行 3間・梁行 4間の

建物の可能性もある。

柱穴は古墳時代の己含層上面で検出されており、

11世紀後葉の瓦器椀片 (86) が出土している。

S 8250 (第33図、 PL34) 

調在区西部、条里溝 SD33の東に接して所在する

柱桁行 3間・梁行 2間と推定される総柱建物である。

西北で東に 5度振れる南北棟であり、 A群に属する。

柱穴は径30cm前後、深さは35cmまでをとどめる。北

西隅の柱穴は流失し、東側柱の 1ヶ所は SB248と



重複するが前後関係は不明である。建物規模は西が

さらに 1間分想定不可能でもないが、南側柱西延長

付近のピットは不揃いであり、やはり東西規模は 2

間と考えるが妥当であろう。桁行 3間梁行 2間と想

定すると、建物規模は桁行が6-6.2m、梁行が4.5

-4.Smとなる。梁行の柱間寸法は 8尺等間と考え

て問題ない。しかし、桁行の柱間寸法は、等間とす

れば7尺であろうが、 7尺等間では実際の柱配列に

一致せず、一応北から 7尺 5寸、 7尺、 6尺と推定

した。したがって、建物全体の推定復元規模は桁行

が6.21m (20尺 5寸）、梁行が4.85m(16尺）となる。

柱穴は占墳時代の包含層上面で検出され、須恵器

の細片が出土しているが、明確な時期決定資料を欠

いている。

なお、後述するように SB250は、 SB247を主屋

とした建物小群を構成する可能性が高い。

S B251 (第33図、 PL 34・35) 

調査区西部、条里溝 SD33に菫複する、南北 3間

• 東西 3間の建物である。棟方向は不明確だが北で

東に38度振れ、 B群に属する。柱掘形は隅丸ながら

方形を呈し、 1辺40-50cm、深さ60cm程をとどめ、

柱痕跡は径15cm前後である。建物規模は南北3.5-

3.7m、東西3.2-3.5mを測る。南北の柱間寸法は

4尺等間として問題ない。しかし、東西は西隅の間

のみ 4尺であり、他 2間は 3尺 5寸とするが最も柱

配列に忠実である。したがって、一応桁行 3間・梁

行 2間の南北棟の身舎西面に廂が取り付く建物と復

元した。その結果、建物全体の推定復元規模は桁行

が3.64m (12尺）、梁行が3.33m (11尺）となる。

しかし、柱痕跡は全てに確認されたわけでもなく、

建物平面形も方形に近く、柱間寸法も広くない等の

点から棟方向が東西、あるいは倉の可能性も充分残

る。なお、束柱が 1ヶ所で確認された。

柱穴は、条里溝SD33や古墳時代前期前半の SB

155との前後関係は不明である。しかし、柱掘形か

ら12-13世紀頃の瓦器碗小片が、また北面柱穴から

は玉縁口縁の白磁椀片も出土した。

後述するように、 SB 251は主屋として、倉と考

えられる SB253とセットになる可能性がある。

S B252 (第35図、 PL35) 

調脊区西部、条里溝 SD33の西方、道路 SX 10の
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南方に所在する、桁行 3間・ 梁行 2間の総柱建物で

ある。梁行の方向は北で東に42度振れ、 B群中でも

最も東に向く。柱掘形は 1辺40-50cmの方形を基本

としながらも、長さ 1m前後、幅40-50cmの長方形

を呈するものもある。柱痕跡は径20cm前後、深さ60cm

までをとどめる。建物規模は桁行が3.2-3.5m、梁

行が3.l-3.4mを測る。柱間寸法は桁行が3尺 5寸、

梁行が5尺 5寸の各々等間と考えられる。したがっ

て、建物全体の推定復元規模は桁行が3.18m (10尺

5寸）、梁行が3.33m (11尺）となる。切妻屋根の

倉であろうか。

柱掘形からは、 6世紀の須恵器杯片や土師器片が

出土したが、柱穴が古墳時代包含層上から掘り込ま

れているためと考えられる。

S B253 (第35図）

調在区西部、条里溝SD33の東、 SD34とSD35 

の交叉する付近に所在する、南北 2間、東西 2間の

総柱建物である。建物方向は北で東に38度振れ、 B

群に属する。柱掘形は 1辺40-50cmの方形を呈し、

柱痕跡は径15-20cm、深さ50cmまでをとどめる。建

物規模は南北が2.6-3 m、東西が2.7-3.lmを測る。

柱間寸法は南北・東西共に 4尺 5寸の等間と考えら

れる。したがって、建物全体の推定復元規模は2.73

m (9尺）四方となる。

柱穴からは古墳時代の土師器片が出土したが、柱

穴が古墳時代包含層上から掘り込まれたための混入

と考えられ、明確な時期決定資料を欠く。

この S8253は倉と考えられるが、後述するように、

西に並ぶ S8251とセットになる可能性がある。

S B254 (第35図、 PL36) 

調在区西部、条里溝 SD33の東方に所在する、桁

行 3間・梁行 2間の身舎東面に廂を持つ建物である。

棟方向は北で東に34度振れ、 B群に属する。柱掘形

は丸味を強く持つが一応方形を星し、 1辺40-50cm

を測り、柱痕跡は径15-20cm、深さは35cmまでをと

どめる。廂の取り付く入側柱の掘形はやや小形であ

る。建物規模は、桁行が3.5-3.65m、梁行が3.2-

3.4mを測る。柱間寸法は桁行が4尺等間、梁行は

身舎が3尺 5寸等間、廂は 3尺と考えられる。した

がって建物全体の推定復元規模は桁行が3.64m(12 

尺）、梁行が3.03m (10尺）となる。
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第36図 S B 255・259 平面図・断面図

(1 : 80, 水糸高137.500m)
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この SB254はSB247と重複するが、先後関係は

不明である。また、柱穴からは古墳時代の士師器片

が出土したが、柱穴は古墳時代包含層上から掘り込

まれているために混入したものと考えられ、明確な

時期決定資料を欠く。

S 8255 (第36図、 PL37) 

調査区西部、条里溝 SD33の東方に所在する桁行

3間・ 梁行 3間の側柱のみで構成される東西棟であ

る。梁行の方向は北で東に32度振れ、 B群に属する。

柱掘形は 1辺40-50cmの方形を呈し、柱痕跡は径約

15cm、深さは40cmまでをとどめる。建物規模は桁行

が5.2-5.5m、梁行が4.3-4.6mを測る。柱間寸法

は桁行が6尺、梁行が5尺の各々等間と考えられる。

したがって、建物全体の推定復元規模は桁行が5.45

m (18尺）、梁行が4.55m (15尺）となる。

この SB255は、 SB248と童複はするが柱穴の切

り合いはなく、先後関係は不明である。出土遺物も

なく、時期決定資料を欠く。

なお後述するように、 SB 255はSB 244と同一

の建物小群を構成すると考えられる。

S 8256 (第37図、 PL38) 

調査区西部、条里溝SD33の西方、道路 SX 10の

北に所在する桁行 3間・梁行 2間の側柱のみで構成

される東西棟である。梁行の方向は北で西に 3度振

れ、 A群に属する。柱掘形は 1辺60-85cmと比較的

大形の方形を呈し、柱痕跡は径20cm程、深さ55cmを

測り、柱根をわずかにとどめる例もある。建物規模

は桁行が6.4-6.9m、梁行が4.3-4.6mである。柱

間寸法は梁行が7尺等間であるが、桁行は中央間が

7尺 5寸、隅間は 7尺である。したがって、建物全

体の推定復元規模は桁行が6.51m (21尺 5寸）、梁

行が4.24m (14尺）となる。

北東隅の柱穴は、浅い溝を仲介とした切り合い関

係から、 SB257より古いことが知られる。また、柱

掘形から12-13憔紀の瓦器細片が出土し、建物自体

も13世紀の瓦器を出土した道路 SXlOにほぼ並ぶた

め、大略の時代は知られる。

S 8257 (第37図）

調査区西部、道路SX 10の西に所在する、桁行 5

間、梁行 4間の身舎の北面と東面に廂を持つ総柱建

物である。梁行の方向は北で東に 3度振れる東西棟
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であり、 A群に属する。柱掘形は径30-40cm、柱痕

跡は径15-20cm、深さ30cm程である。建物規模は桁

行が13.8-14.4m、梁行が10.1-l0.7mを測る。柱

間寸法は、桁行が身舎 8尺．廂 6尺であり、梁行が

身舎 7尺．廂 6尺と考えられる。したがって、建物

全体の推定復元規模は桁行が13.94m (46尺）、梁行

が10.3m (34尺）となる。

この SB257は、 SB 256・259・262・263及びS

A13と厘複しているが、柱穴の切り合いから次の先

後関係が明らかになった。すなわち、 SB257は浅

い溝を介して SB256より新しい。また、この SB

257はSB259より新しく、 SB262より古い。さらに、

S B257自身の柱穴の内 5ヶ所からは13世紀前半の

瓦器片 (87)等が出土した。

S 8259 (第36図）

調在区西部・道路SX 10の北に所在する。桁行 4

間•北面梁行 2 間・南面梁行 3 間の側柱のみで構成

される建物である。棟方向は北で西に 3度振れ、 A

群に属する。柱掘形はやや丸味を帯びた方形を星し、

1辺50-lOOcmと比較的大きい。柱痕跡は径20cm余り、

深さ30cm程をとどめる。この建物は、柱掘形が大形

である点と共に、梁行の柱間数が南北で異なる点が

大きな特徴である。建物規模は、桁行が7-8.2m、

梁行が4.8-5.3mを測る。柱間寸法は、桁行が6尺

等間である一方、梁行の柱間寸法は、北面では 8尺

等間の 2間であり、南面は中央の間が6尺で隅の間

が 5尺かと考えられる。しかし、柱痕跡が不明なた

めに確定できない。ともかく、建物全体の推定復元

規模は桁行が7.Z7m (24尺）、梁行が4.85m (16尺）

となる。

南面麦柱掘形の切り合い関係から、この SB 259 

はSB257より、そして SB257はSB262より古い

事が知られた。柱穴からは古墳時代上師器片が少贔

出土したのみだが、上記の切り合い関係にある SB

257から13軋紀前半の瓦器が出土しており、さらに

条里地割に大略沿う事から、やはり 13世紀前半以前

の所産と考えられる。

なお後述するように、この SB259は柱列 SA13 

と何らかの関係がある可能性が高い。

S 8260 (第38図）

調査区西部、道路 SXlOの北に接する桁行 3間・
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梁行 3間の総柱建物である。北で西に25度振れる南

北棟と考えられ、 B群に属する。柱穴は丸味を帯び

た方形を星し、 1辺約50cm、深さ30cm程をとどめる。

建物規模は桁行が4.3-4.9m、梁行が3.6-4.2mで

あり、柱の配列は不揃いである。柱間寸法は、桁行

が 5尺、梁行が4尺 5寸の各々等間と考えられる。

したがって、建物全体の推定復元規模は桁行が4.55

m (15尺）、梁行が4.09m (13尺 5寸）となる。

柱穴からは、古墳時代の土師器片が少量出土した

が、明確な時期決定資料を欠く。

S B261 (第38図）

調査区西部、条里溝 SD33の西方に所在する、桁

行 4間、梁行 3間の側柱のみで構成される建物であ

る。棟方向は北で東に28度振れる南北棟であり、 B

群に属する。柱穴は不明な箇所もあるが、柱掘形は

径40-50cm、柱痕跡は径10-20cm、深さ35cmをとど

める。建物規模は桁行が5.8-6.5m、梁行が4.1-

4.5mを測る。柱間寸法は桁行・梁行共 5尺等間と

考えられる。したがって、建物全体の推定復元規模

は、桁行が6.06m (20尺）、梁行が4.55m (15尺）

となる。

東隅の柱穴は条里溝である SD33の開口部に浸食

され、他の柱穴からは古墳時代の土器片が少贔出士

しているが、明確な時期決定資料は欠く。

S B262 (第38図）

調在区西部、道路 SXlOの北方に所在する、桁行

3間・梁行 2間の側柱のみで構成される東西棟であ

る。梁行の方向は北で西に 2度振れ、 A群に属する。

柱掘形は 1辺50-70cmと比較的大形の方形を星し、

柱痕跡は径20cm前後、深さ40cmまでをとどめる。建

物規模は桁行が8-8. 7m、梁行が4.5-4.9mを測る。

柱間寸法は桁行が9尺、梁行が8尺の各々等間と考

えられる。したがって、建物全体の推定復元規模は

桁行が8.18m(27尺）、梁行が4.85m(16尺）となる。

柱穴からは良好な時期決定資料を欠くが、北西隅

の柱穴の重複関係から、 SB259、次に13世紀前半

の瓦器が出土した SB257、そしてこの SB262の順

に新しくなる。なお、北面の桁行西延長上には SA

13が存在する。この SA13はSB262よりも西で北

に4度振れている。両者の距離は22-23尺である。



S B263 (第37図、 PL39) 

調介区西方、道路 SX 10の北方に所在する、桁行

2間・梁行 2間の側柱のみで構成される建物である。

南北面の方向は北で西に 6度振れ、 A群に属する。

柱穴は径30cm前後と小さく、深さは30cmまでをとど

める。建物規模は東西が3.7-4 m、南北が 3m程

を測り、一応東西棟と推定される。柱間寸法は桁行

が 6尺、梁行が 5尺の各々等間と考えられる。した

がって、建物全体の推定復元規模は桁行が3.64m(12 

尺）、梁行が3.03m (10尺）となる。

この SB263はSB257と重複するが、柱穴の切り

合い関係はなく、明確な時期決定資料を欠く。
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(2)柱 列

S All (第50図）

調奇区中央部、上段東縁に所在し、東西に 6間分

確認されたものである。西で北に11度振れており、

A群に属する。柱穴は径20-50cm、深さ25cmまでを

とどめる。柱間寸法は西側 3間分と束側 2間分は 7

尺 5寸等間であるが、この間の 1間分のみは 9尺で

あり、検出分総長は14.09m (46尺 5寸）となる。

9尺寸法の柱間には、各々の柱穴から 1尺 5寸離れ、

柱筋より少し北に寄る柱穴が存在する。したがって、

北寄りの 2柱穴の心々距離は 6尺となり、これは柱

列に取り付く門と推定される。門の構造は 2柱であ

ることから貫門か棟門、もくしくは屏煎門であろう。

S Allは、後述するように北方の建物に付属する

ものであり、屋敷地を画する屏か柵と考えられる。

この SAll自体の柱穴からは時期決定資料は得られ

なかった。しかし、東端の柱穴は、 11世紀後半の瓦

器を出土した SK59と他の小穴を介して切り合って

いる。これにより、 SAllは11世紀後半以降の所産

である事が知られる。

SA 12 (第38図）

調査区西部に所在する条里溝 SD33の西、道路s

XlOの南方に所在するもので、東西に 3間分検出さ

れた。西で北に26度振れ、 B群に属する。柱掘形は

l辺40-50cmの丸味を帯びた方形を呈し、柱痕跡は

径約15cm、深さ30cm程をとどめる。柱間寸法は 6尺

等間と考えられ、検出された 3間の総長は5.45m(18 

尺）となる。調在区端に位置するために柱列とした

が、東西 3間以上の掘立柱建物の北面側柱列の可能

性もある。

SA 13 (第37図、 PL39) 

調査区西部、道路 SXlOの北方に所在するもので、

東西に 3間分検出された。西で北に 2度振れ、 A群

に属する。柱掘形は径20-50cm、柱痕跡は径15cm前

後、深さ40cmを測る。柱間寸法は 8尺等間と考えら

れ、確認された 3間分の総長は7.27m (24尺）とな

る。西端は調査区外に延びるために不明だが、東端

は後述するように、 S8259や S8262と整合的な位

置関係にある。

明確な時期決定資料を欠くが、 13世紀の道路sx



鰐 出土遺構 質 器種
大き さ cm

成 形 、 調 整 技 法 胎土 焼成 色調 備 考
口径 器尚

67 SB 203 瓦器 椀 15.4 5.3以上 体部、口縁部外面ヘラミガキ 砂少含 良 黒灰色 体部約％残

68 ,,, 228 ヶ ，，， 14.0? 4.5 風化著しく技法不明 細砂含 ，， 灰白色 器高指数32 小片

69 11 ,, ，， l1 ，'，' 3.4 体部外面は指圧調整 砂少含 ,, 黒灰色 ,, 24 ,, 

70 ，，， ，， ，，， ,,. 13.2 ？ ，， ~ ,, 淡灰色 風化著しい

71 ,, ケ ，，， ,, ？ /,, 風化著しく技法不明 ，，， ，，， ,, 高台径5.3-5.6cm

72 ,, ,, ，，， 皿 8.7 1.4 口縁部ヨコナデ ,, ，，， 明灰色 風化杓しい

73 ,,. ,,. 土師器 ，， 8.5 1.3 ，， 細砂含 ~ 褐色 ,, 

74 ，， ,, ケ ,, 9.0 1.4 ,,. ，，， ，， ，，， 約¼残

75 ，，， ，，， ，，， ，， 8.8 /,, ，，， 底部外面指1玉調整 ，， ケ ，，， 約％残

76 ケ ケ
,, ,, ,, 1.6 ,, ，，， ケ l1 暗茶色 約％残

77 ，，， ,, ,, ,, 9.0 1.4 ,, ケ 砂少含 ケ ケ ，， 

78 ケ ケ ，，， ,, 16.0 2.0 ，，， ケ 細mm砂)^,-,; (3 ヶ 灰褐色 小片

79 ，， ケ ケ 羽釜 23.Z ？ ク 体部内面指圧調整 令雲母^凸等 ，，， ，， ケ
細砂

80 ,,, 231 瓦器 椀 ？ ,, 暗文一部残 砂含 ,,,. 黒灰色 高台径 6-6.6cm 

81 ケ /,, 土師器 羽釜 30.0? ,,. 口縁端部ヨコナデ ，，， ,, 暗茶色 小片

82 ,, 247 瓦器 椀 ？ ~ 外面ヘラミガ密キ 内面幅 Imm程 精良 ,,. 灰白色 ，， 
のヘラミガキ

83 ,, ，，， ，，， ,,. ,, ~ 外1m面m栢ヘ呈のラヘミラガミキガなキしやや内疎面幅 ヶ ,, ヶ ,, 

84 ，， ,, ケ 皿 8.4 1.5 口縁部ヨコナデ ,, ，，， ,, 約％残

85 ,,. ,, 土師器 ケ
,,. 1.6 ケ ケ 脆弱 淡茶黄色 約％残

86 ク 248 瓦器 椀 14.9 5.4 部外外面ヘラミガキ 4密単位か n緑 細砂含 良 灰色 約器％店指残薮36歪 大
面ヘラミガキ

87 ケ 257 ,, ，，， 13.8 3.9以上 体ガ部キ外やや面指幅I広L調く疎整 内面ヘラミ 精良 ，，， 黒色 半内欠面一部手有白色

第 5表 掘立柱建物出土遺物観察表

10や付近の建物と同時代の可能性が高い。

SA 14 (第26図）

条里溝 SD32の西方、 S8226の南面の西延長上

に3間上認められた。柱穴は径30-45cm、深さ30cm

程を残す。柱間は S8226と同様に 8尺であり、し

かも両者は 8尺離れて存在する。しかし両者を単一

の建物とするには他の柱穴を欠くうえ、 SB226だ

け柱穴の埋土が全く異なる。 SB226と同一方位に

復元するとW-7°-Nだが、単独で復元すると W-10°

-Nが最も妥当である。
（山田猛）

2 その他の遺構

(1)井 戸

SE 7 (第40・41図、 PL40・47) 

上段東部の柱列 SAllで区画された掘立柱建物群

S B 214・215・228の南に位置する。

径1.5m・ 深さ 1.4mの素掘りの井戸で、底径は

0.9 mとなり平坦である。井戸内には、井筒等の施

設は何ら認められなかった。埋土は、上層で暗褐色

～暗黄褐色粘質土、下層で灰褐～暗灰色粘質土とな

り、最下層に灰色粘質土がヘドロ状に堆積していた。

壁面の地山は、上部で黄茶色シルト層、下部で青灰
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色シルト層となり還元されている。

井戸の南東部には、輻70cm・深さ 5cmの溝が逆「 L」

字状に流れている。また、周囲にいくつかのピットが

検出されたが、覆屋の建物としてはまとまらない。

出土遺物は、第 5層を中心に瓦器椀の他に灰紬陶

器・白磁が共伴している。

瓦器椀 (88-96) は、器高指数29-34を示す。体

部は、大きく直線的に外開する。口縁部は外反する

が、外反度は全体に小さい。高台は低く、断面逆三

角形のもの (92・93) と低く断面方形のもの (88・

90・94-96) がある。ヘラミガキは、剥離している
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ものが多いが、 D縁部外面にヘラミガキの認められ

るもの (89・90) もある。口縁部内面直下の沈線は、

段状となるものが多く、内面ヘラミガキは比較的緻

密であるが、下半部に殆ど施されないもの (88) も

ある。底部内面のヘラミガキは、剥離のため多くの

もので不明であるが、 (88) のように大きな輪状を

なすものもある。

灰紬陶器 (97) は、推定高台径約15cmの壺と考え

られる底部の破片であり、高台は断面方形の低いも

のである。

白磁碗 (98) は、口径17.4cmの口縁部が玉緑状を

なすもので、口縁内面はわずかに内埒する。

(2)土 坑

各種各様の土J広が検出されており、時期の明確で

ないものも多い。本報告では、平安• 鎌倉時代の主

な土城のみの報告にとどめたい。

S K53 (第40・41図、 PL41・47) 

水田跡上で検出され、 SB206の北方に位置する。

Z.7m XZ.Om・ 深さ0.1-0.zmの規模。短辺は N-

6°-Eとなる。土琺内には、人頭大の石を中心に大

小の河原石が検出され、北西部のI.OmX0.7mの範

囲には方形の集石として認められた。また、土城の

北東部には、幅O.Zm・ 深さO.1 mの溝がとりつく。

遺物は、土師器皿、瓦器椀を中心として、土師器

羽釜、瓦器小皿、灰釉椀があるが、その出土状況は

散在している。

土師器皿 (99-117) は、小皿 (99-113) と大皿

(114-117) に大別され、量的には前者が多い。小

皿は、口径8.5cm・器高1.5cm前後でかなりの個体差

をもつが、口縁部が内弯する A類 (99-108) と、

口縁部と底部の境で屈折する B類 (109-113) に分

類できる。成形・器面調整は、両者に大きな差異は

なく外面にオサエによる指圧痕をのこし、口縁部内

外面及び内面をヨコナデするものが大半である。淡

褐色～賠茶色を呈し、胎土に砂を含まない。また、

金雲位を含むものもかなりある。大皿は口径13.Z-

15.8cm・器高Z.3-Z.9cm。口縁部は直立気味となり、

底部は丸味をもつ。口縁部は強くヨコナデされ、そ

の結呆口縁部と底部の境に段をもつ。外面は、指圧

痕によるオサエ痕をのこす。内面は、不定方向のナ
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デ (114)・ 一定方向のナデ (116) ・ヨコナデ (117)

を施すなどの差異がある。

土師器羽釜 (118・119) は、口縁部が「く」の字

状に外傾し、口縁端部で、肥厚し内側に引き出され

る。屑部には断面台形 (118) ・ 三角形 (119) の鍔

が短く水平に伸びる。体部は、丸く球形をなす。ロ

縁部と体部の境は、強くオサエられわずかに凹む。

口縁部は、ヨコナデされ、鍔部以下をヘラケズリす

る。 118の体部内面には指圧痕をのこす。ともに暗

茶色を呈し、細砂• 金雲母片を多贔に含む。体部外

面に煤着。

瓦器椀 (120-127) は、口径13.8-15cm・器高

3.4-4.5cm・ 高台径4.6-5.4cmで器高指数28-29を

示す。イ本部は、わずかに内弯して開き、口縁部で直

立気味に外反する。口縁部内面直下には、沈線がめ

ぐるが、 123・125・127例のように段状となるもの

もある。高台は、断面が台形 (120・123・124・127)

と三角形 (121・122・125・126) の例があるがとも

に低く小さい。

瓦器小皿 (128) は、口径8.8cm前後・器高1.6cm

である。口縁部は外反して開き、底部は丸味をもつ。

口縁部をヨコナデし、底部内面にジグザグ状のヘラ

ミガキを施す。底部外面は、オサエによる指圧痕を

のこす。

灰釉椀 (129) は、高台径9.6cmで内弯する体部が

伸びるものと考えられる。高台は、断面方形でやや

高く直立する。

S K54 (第40・41図、 PL 40・47・48) 

水田跡上で検出され、 SB206と重複関係にある。

1.5m Xl.2mの略方形を示し、深さは0.1mである。

土琺内からは、土師器皿 4点と瓦器椀 6点が共伴

し、大半が北東部で正立して出土した。

土師器小皿 (130-132)は、口径8.6cm・器高1.5cm

前後である。口縁部が外傾するもの (130) と、直

立気味に開くもの (131・132)がある。淡茶色を星

し雲母片を含む。口縁部をヨコナデし、外面にはオ

サエによる指圧痕をのこす。内面を一定方向にナデ

調整するもの (132)がある。

土師器大皿(133)は、口径13.9-14. 4cm・器高2.2cm

である。口縁部は直線的に外開し、端部は丸い。底

部はわずかに丸味をもつ。



瓦器椀 (134-139) は、口径14. 0-15. 2cm・器高

4.4-5.3crn・高台径3.5-4 .8cmで、器高指数28-30

である。体部は、直線的に外開し、口縁部は外反す

るが外反度は小さい。口縁端部内面直下に沈線をめ

ぐらすが、段状になるものが多い。高台は断面三角

形のもので矮小化が著しく、 134・138のように底部

から突出するものもある。体部外面には、指圧痕を

残しヘラミガキは施されない。内面のヘラミガキは、

136のように比較的緻密に施される例もあるが全体

的に間隙の多いものである。底部内面は、一輪から

数輪の連結輪状暗文となる。

S K55 (第41・42図、 PL42) 

水田跡上層の暗灰色砂質上層面で検出された。東

辺を欠くが、 1.7mX2.lm以上・深さ0.1mの長方

形を示す。中央部を幅0.3m・ 深さO.lmの溝に切ら

れる。

土師器小皿 (140) ・ 土師器羽釜 (142) ・瓦器椀

(141)が共伴する。

土師器小皿 (140) は、口径8.4cm・器高1.4cm。ロ

縁部は外傾し、端部で外反する。底部は、平底とな

る。口縁部内外面をヨコナデし、底部外面はオサエ

られ、内面はナデ調整される。

土師器羽釜 (142) は、推定口径20cmのやや小ぶ

りな羽釜である。「く」の字状に外開する口縁部は、

端部で肥厚し丸くまとめられる。肩部に長い鍔が水

平に付けられる。

瓦器椀 (141) は、口径15.8cm・器高6.0cm・ 高台

径6.4cmで、器高指数38である。大きく内弯する体

部は、口縁部で外反し内面直下に沈線をめぐらす。

断面方形の高台が垂直に付く。体部外面にほぼ横方

向のヘラミガキ、内面には緻密なヘラミガキを施すc

S K59 (第43・45図、 PL42・48)

徴高地上段東端部で検出され、 2.2mX 1.5m・ 深

さ0.2mの略長方形である。北側を中心に土師器羽

釜 (152) ・瓦器椀 (153-155)が出土。

土師器羽釜(152)は、推定口径26cm。口縁部は、「く」

の字状に外開し、端部で肥厚する。鍔は、比較的長

く水平に引き出される。

瓦器椀 (153-155) は、口径14.4-16.0crn・器高

5.l-6.3crn・ 高台径5.3-6.Scrnで、器高指数35-

41であり、口径の割に器高が高い。体部は、大き
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く内弯し、口縁部の外反度は小さい。口縁内面直下

に沈線をめぐらす。高台は、断面方形で高く、直立

ないしは「八」の字形に開く。器面調整は剥離のため

不明なもの (153・154) があるが、 155では外面に

粗いヘラミガキが認められ、内面には緻密なヘラミ

ガキが施される。底部内面のヘラミガキは、剥離の

ため不明。

S K60 (第42・45図、 PL 43・49) 

調介区中央で検出。 1.5mXI.Om・深さ0.4mの

方形をホす。土城内の北東部で瓦器椀 (156-158)

が、 1点は正立し他を蓋としていた。また灰釉小皿

(159)を蓋とした青白磁合子 (160)と白磁椀 (161)

の破片が北東部で出土する。

瓦器椀 (156-158) は、口径14.7-15. 2cm・器高

4.l-4.7cm・高台径4.8-6.5cmで、器高指数29-31

である。体部は内弯し、口縁部は外反する。口縁部

内面直下には、沈線をめぐらす。高台は断面三角形

の低いものである。体部外面には、ヘラミガキが認

められず、オサエのため指圧痕をのこす。体部内面

のヘラミガキは粗く間隙が多い。

灰釉小皿(159)は、口径4.1cm・器高1.6cm。体部

はわずかに内弯し、底部は平坦であるがわずかに上

げ底となる。内面に淡い淡緑色の施釉を施す。

青白磁合f (160) は、口径4.3cm・器高2.4cm。

口縁部に多少のゆがみを持っている。体部外面には、

型成形による蓮花文をめぐらす。

白磁碗 (161) は、約1/3ほどの破片で出土。体部

はわずかに内府して開き、口緑端部でわずかに肥厚

する。体部外面は、段状となり稜線をもつ。

S K71 (第44・45図、 PL 44・49・50) 

調杏区西部の中段北端で SK72と並び、推定長径

約l.3mX短径I.Om・ 深さ0.3mである。土城中央

部には、長さ約0.4m・幅0.1m・ 原さ0.1 mの河原

石を四方に配し、 0.3mX0.3mの空閑地をつくり出

している。この内に黒色土器A類 (166・167)が正

立の状態で煎ねられ、石組上に供献遺物と考えられ

る土師器小皿 (165)が出士した。

黒色土器A類は、蔵骨器として用いられたと考え

られる。また、土師器小皿は、供献用として用いら

れたものであろう。

土師器皿 (165) は、口径9.7cm・器高1.3cm。ロ
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縁部は、一度水平に引き出され端部でわずかに肥厚

して垂直に引き出される。底部は、丸味をもつ。ロ

縁部をヨコナデする。

黒色士器A類は、 166で口径14.7-15.0cm・器高

5.4cm、167で口径16.0-16.4cm・器高5.0-5.5cm・

高台径4.6cmで比較的深みのある器形をなす。体部

はわずかに内弯し、口縁部は強くおさえられ口縁部

と体部の境で凹む。口縁端部内面直下には、沈線が

めぐる。高台は、断面方形で高いものであり、 166

にも本来つけられていたと考えられるが、その痕跡

は明瞭でない。口縁部はヨコナデされ、体部外面は

166で粗いヘラミガキがのこるが、 167ではナデ調整

される。内面はヘラミガキが施されるが、底部内面

は剥離のため不明である。

SK71-72 

S K72 (第44・45図、 PL44・50) 

調査区西部の中段北端で SK71と並び、南東部を

溝に切られる。長径1.8m・ 短径1.6m・ 深さ0.3m

の不整形である。中央部北寄りと西側に人頭大の河

原石が散在する。中央部から土師器皿 (175・176)

．椀 (177)が出土する。

土師器台付皿• 小皿・椀が共伴する。

土師器台付皿 (175) は、平坦な底部に口縁部が

肥厚して垂直に伸びる。底部は、断面が逆三角形で

厚みのあるしっかりした高台が垂直に付く。

土師器小皿 (176) は、底部が丸味をもち口縁端

部が垂直気味に立ち上がる。

土師器椀 (177) は、高台径7.3-7.4cmの底部の

みの破片である。高台は、断面方形で垂直に付く。
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北堀池遺跡では、類例が少ない。

S K73 (第45・46図、 PL45) 

調介区西部の上段北縁部に位置し、長径5.6m・

短径2.6m・ 深さ0.3mの楕円形である。南東部に張

り出し部をもつ。南東部分で東西約 3ID• 南北1.2

mの範囲に拳大から人頭大の河原石の集積が認めら

れる。この集積の付近から、土師器皿 (168) ・ 土

師器羽釜・瓦器椀 (169) ・皿 (170) が出土する。

土師器小皿 (168) は、底部・ロ縁部とも丸味を

SK76 

SK77 

1 ニ
ノ

もち、口縁端部でわずかに水平に引き出される。

瓦器椀 (169) は、推定口径14cm・器高6.2cm・高

台径5.8cmで器高指数44である。体部は、大きく内

弯し、口縁部は弱く外反する。口縁端部内面直下に

沈線をめぐらす。高台は、断面方形の高いもので「八」

の字状に開く。口縁部で横方向のヘラミガキ、体部

外面は粗いヘラミガキが施される。また、内面にも

緻密なヘラミガキが施される。底部内面のヘラミガ

キは、剥離のため不明である。

SK 60 

，
 ~
 
こ 159 ロ―

ロ SO --~------ ¥S¥ 

SK72~..., 一
175 

"/11 
SK71 

~~ 

PitA 

~ --f /. '------=-..::r-/, 79 
20cm 

゜
17? 

第45図 S K59・60・71-74・77-80・83, Pit出土遺物実測図 (1:4) 

- 59 -



瓦器小皿 (170)は、口径9.l-9.5cm・器高 2cm。

底部は、やや丸味をもって突出し、口縁部は直線

的に外開する。内外面とも剥離のため調整不明。

S K75 (付図、第41図）

水田跡上層の暗灰色砂質士層面で検出された。長

径0.7m・ 短径0.5m・ 深さO.lmの楕円形を示す。

土師器小皿・瓦器椀が共伴する。

土師器小皿 (143) は、口径8.8cm・器裔1.5cm。

口縁部は丸味をもち、端部は丸くまとめられる。

瓦器椀 (144-147) は、口径14.0-15.lcm・器高

3.9-4.5cm・ 高台径4.5-5.5cmで、器高指数27-32

である。体部は、内弯して開き口縁部が肥厚して外

反度が小さいもの (145-147) と体部が直線的に開

き口縁部の外反度が大きいもの (144)の2類がある c

ともに口縁内面直下には沈線がめぐる。前者は、断

面三角形の低い高台をもち、後者は断面方形の高台

をもつ。前者では、体部外面にわずかにヘラミガキ

をのこし、内面ヘラミガキも比較的緻密である。底

部内面のヘラミガキは、剥離のため不明。後者では、

体部外面のヘラミガキは施されず、内面ヘラミガキ

も間隙の多いものとなる。また、底部内面のヘラミ

ガキも簡略化され、単純な曲線を描くだけである。

S K76 (第42・45図、 PL48) 

水田跡上層で検出された畦畔と重複しており、畦

畔より後出する。長径0.7m・ 短径0.5m・深さ0.1

mの楕円形を示す。瓦器椀 (148-151)が正立して

重なって出土。

瓦器椀 (148-151) は、口径14.0-14.9cm・器高

3.8-4.Scm・ 高台径4.7-5.9cmで器高指数27-30で

あり、概して口径の割に器高が低い。

体部は、わずかに内弯して開き、断面三角形の低

い高台が付く。口縁部の外反度は、あまり大きくな

い。体部外面には、オサエによる指圧痕をのこし、

内面ヘラミガキは間隙の多いものとなる。底部内面

にはラセン状の暗文を施す。器形の歪みの大きいも

のが且立つ。

S K77 (付図、第45図）

調奔区中央部で、竪穴住居群と重複しているが、

SK 77が新しい。長径2.8m・ 短径1.4m・ 深さ0.3m

の南北に細長い土坑である。瓦器椀・瓦器鉢が出土

する。
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瓦器椀 (162・163) は、口径14.4-14.Scm・器高

4.4-5.lcm・ 高台径5.3-5.9cmで器高指数は31-36

である。体部は、大きく内弯し、口縁部の外反度は

小さい。口縁部内面直下には沈線をめぐらす。高台

は、断面方形で163では垂直に、 162で外開してつく。

体部外面には粗いヘラミガキが施され、内面には緻

密なヘラミガキが施される。底部内面は連結輪状暗

文を施す。

瓦器鉢 (164) は、口径21.8cmで底部を欠く。体

部は、わずかに内弯して開き、口縁端部で肥厚し内

側に折り曲げられる。口縁部内外面をヨコナデする。

細砂を多少含み、内外面とも燻されるが椀ほどの光

沢はない。

S K78 (第42・45図）

沼沢地の中段上で検出。径1.2m・ 深さ0.4mの掘

形内には、上部で埋土の異なる径0.6m・ 深さ0.2m

の小土琺をもつ。この小土琺を囲むように人頭大の

河原石がめぐらされていた。遺物は土師器片・瓦器

椀•小皿がある。

瓦器小皿 (172) は、口径9.6cm・器高2.2cmのロ

径の割に深い器形をなす。底部は丸味をもち、口縁

部は垂直気味に開き、端部で外反する。口縁部内外

面には、横方向のヘラミガキ、底部内面には口縁部

からのヘラミガキが同心円状に施され、その上に放

射状のヘラミガキを施す。

S K79 (第43・45図、 PL50) 

調介区上段東部に位置する。竪穴住居と重複関係

にあり、竪穴住居より新しい。

瓦器台付皿 (173) は、口径9.2-9.8cm・器高2.8

-2.9cm・ 高台径4.l-4.2cm。平底で口縁部が大き

く開く口縁部をもち、断面逆台形の高い高台が垂直

に付く。口縁部内外面を横方向にヘラミガキし底部

内面にジグザグ状のヘラミガキを施す。

瓦器椀 (174) は、口径15.2-16 .Ocm・器高5.6cm

・推定高台径5.6cmで、器高指数36である。高台先

端部を欠く。大きく内弯する体部は、口縁部で外反

する。口縁部内面直下に沈線がめぐる。体部外面に

は比較的細いヘラミガキ、内面には緻密なヘラミガ

キを施す。底部内面は、剥離のため不明。

S K80 (付図、第43図， PL46) 

調査区の中央部の竪穴住居と重複して検出され、
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第46図 S K 73 (1 : 40), S K 83 (1: 20)実測図
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重複関係から竪穴住居が古い。検出面が浅かったた

め南部分の掘形は、検出されない。南部分を中心に

拳大から人頭大の河原石が東西約0.7 m・ 南北約 1

mの範囲にわたり敷き詰められている。石の間から

土師器・瓦器片を出土するが大半は細片である。図

示し得るもの瓦器椀 (171) ぐらいである。

瓦器椀 (171) は、推定口径15.3cm・器高4.7cm・ 

高台径4.7cmで、器高指数31である。体部は内弯し

て開き、口縁部が強く外反する。口縁部内面直下に

沈線をめぐらす。高台は、断面逆台形でやや低い。

体部外面を粗くヘラミガキし、内面は緻密なヘラミ

ガキを施す。底部内面は、粗い連結輪状暗文を施す。

S K81 (第43図）

調査区西部の SB262と重複し、 0.9mX0.9m・ 

深さ0.1mの菱形である。土琺内の北寄りに人頭大

の河原石が小口を合わせて空間をつくり出すように

配置される。

S K83 (第45図）

調査区中央部北方に位置し、東西1.4-2.0m・ 南

北2.15m・ 深さ0.1mの略台形である。土城内一面

に拳大から人頭大の河原石が敷き詰められる。この

敷石は、土坑底面から遊離し土城埋土を覆うような

層序をなす。

志野皿 (180) は、推定口径16.6cm・器高2.9cm・

高台径8.6cm。口縁部は、直ぐ外開し端部は丸い。

高台畳付部以外は、乳灰色の釉を施す。

(3)溝

S D21 (第47図、 PL 50・51) 

調査区東部の水田跡西端近くに位置する。長さ約

29m・幅 l-3m・ 深さ約0.7mでわずかに蛇行す

るが、ほぼ北で 5度東に偏って北流する。灰褐色粘

質士を埋土とし、酸化鉄の沈着が著しい。

遺跡の南方に遺存する条里地割の坪界の延長線上

に位置し、 11世紀後半から12世紀前半の土師器・瓦

器を出土することから、条里溝であり 12世紀前半代

に埋没したものと考えられる。

土師器台付皿.llll、瓦器椀• 小椀・皿の他土錘が

出土する。

土師器台付皿 (181) は、口径8.7cm・器高2.1cm

• 高台径4.2cm。底部は平坦で、 D縁部は肥厚し内
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側へまきこまれる。高台は、断面逆台形で高く垂直

に付く。

土師器皿 (182-184) には、薄手で口縁部が強く

外反する A類 (182-183) と口縁部が丸味をもつ B

類 (184) がある。 A類は、口径16.2cm・器高1.4-

2.3cmである。平底で口縁部が大きく外反する。胎

土は精良で砂を含まず、器壁は薄い。口縁部内外面

をヨコナデし、底部内面を一定方向にナデ調整する。

B類は、口径約14.7cm・器高2.7cm。口縁部内外面

をヨコナデし、底部外面はオサエる。

瓦器椀 (185-194) は、底部内面の暗文により 2

類に細分できる。 A類 (185-191) は、底部内面の

暗文がジグザグ状もしくはこれを重ねた斜格子状と

なるものである。口径14.8-16. 5cm・器高5.6-

6.6cm・ 高台径5.6-6.3cmで器高指数36-40である。

体部は、大きく内弯気味に開き、口縁端部の外反度

は小さい。口縁内面直下に沈線をめぐらす。高台は、

断面方形で高く直立ないしは「八」の字状に開く。体

部外面は、ていねいにヘラミガキし、内面は緻密な

ヘラミガキを施す。

B類 (192-194) は、底部内面のヘラミガキが連

結輪状暗文となるものである。口径14.3-15 .3cm・ 

器高5.2-5.9cm・高台径5.7-6.0cmで、器高指数35

-39である。体部は、大きく内弯する。口縁部の外

反度は小さいが、 194例のように多少大きくなるも

のも出現する。高台は、断面方形で直立ないしは「八」

の字状に開く。体部外面は、ていねいにヘラミガキ

するが、器高が減少するにつれ外面ヘラミガキは粗

くなる傾向がある。内面ヘラミガキは、依然として

緻密である。底部内面の連結輪状暗文は、二重にな

るもの (192・193) から一重のもの (194) へと変

化していく。

瓦器小椀 (195) は、口径8.6cm・ 器尚3.5cm・ 高

台径4.5cmで、器高指数41である。体部は大きく内

弯し、口縁部は外反する。口縁内面直下に沈線をめ

ぐらす。高台は、断面方形でわずかに外開する。体

部外面をていねいにヘラミガキし、内面も横方向に

ヘラミガキする。底部内面は、格子状にヘラミガキ

する。形態的には瓦器椀を小形化したものであり、

北堀池遺跡では類例が少ないが、形状• 技法上瓦器

椀A1類と共伴するものであろう。



瓦器小皿 (196-200) は、口径8.2-9.6cm・器高

1. 7-2.4cm。口縁部が内弯気味に開くもの (196・

200) と口縁部が外反して開くもの (197-199) に

区分される。ともに外面にヘラミガキを施さないが、

ロ縁部内面にヘラミガキを施すもの (196-199) と

内面にもヘラミガキを施さない例 (200) がある。

底部内面のヘラミガキは、ジグザグ状のもので器高

が高いほど密であり、疑斜格子状となる例 (197)

もある。

S D23 (f寸図）

調介区東部の水田跡上で検出され、長さ約18m・

幅約20cm・ 深さ約 5cmで緩く蛇行する。出土遺物は

ないが、水田跡埋土の灰色粗砂面で検出しており、

水田跡よりも新しい時期の遺構である。

S D31 (付図）

調査区東部の沼沢地 (SX 9)東側に位置し、沼
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沢地検出面の暗茶褐色粘質土上面で灰褐色砂質土を

埋上として断続的に検出された。長さ約llm・幅約

0.8m・ 深さ0.2mの溝である。流路の方位は、北か

ら東へ 5度偏り、条里溝 SD21と平行する位置関係

にあり条里地割のひとつの溝と考えられる。

S D32A-C (付図、第47図、 PL52) 

調在区中央部の徴高地中央上で検出された。 SD

32Aは、徴高地を開折して流出する溝として検出さ

れ長さ約nm・幅約1.5-3 mで北から東へ 5度偏

り、条里溝 SD21と109mの距離を隔てて平行し、

S D21同様条里地割の坪界をなす条里溝である。

S D32 B・Cは、 SD32の中心線から東に約1.5

mほど隔っているが平行するものであり SD32の条

里溝の一部あるいは改修によるものとも考えられる。

S D32Cから、土師器・瓦器片が出土している。

土師器皿 (204) は、口径14.0cm・器高2.8cm。底

部は、平底となるがわずかに上げ底となる。内弯す

る体部は、口縁部でわずかに外反する。口縁部内外

面をヨコナデし、底部外面はオサエられる。

S D33 (1寸図）

調奔区西部に位置し、 SD21・S D32Aと平行す

る条里溝で、 SD32Aから西へ約55m (約1/2町）

ヘだてている。長さ16m程検出され、幅1.0-1.4m

• 深さ0.2mである。灰褐色粘質土を埋土とし、溝

底部から｛言楽焼播鉢等が出土している。

S D33中央部以北は、西側に SX 10の道路遺構と

考えられる東側の側溝となる。また、南端には SD

35と重複関係にある。

S D36 (付図）

調介区中央部の西寄りで検出された溝 2条である。

北側の溝が長さ 3m・幅0.2m・ 深さ0.2m、南側の

溝は長さ4.8m・幅0.2m・ 深さ0.2mで両者の間隔

は約1.2mである。

主軸は N- 4°-Eを示し、条里地割をなすひと

つであろう。

S D38 (付図）

調奇区中央部西より南端で検出された溝 2条であ

る。長さ3.8m・幅0.3m・ 深さ0.2mで、 1.8mの間

隔をもって並行して流れ、主軸 N-88°-Wを示し、

S D41等と条里地割を構成するひとつであろう。古

墳時代の竪穴住居と重複関係にあり SD38が新しい。
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S D40 (付図）

調査区中央部で検出した溝であり、 SD32Cと虹

交する。長さ約 3m・幅0.4m・ 深さ0.2mを検出し

た。竪穴住居と重複関係にあり、 SD40が新しい。

出土遺物はないが、 SD32Cとともに条里区画を

なす溝と考えられる。

S D41 (付図）

調査区中央部南端で検出された溝 2条である。と

もに長さ約5.6m・ 幅0.4m・ 深さ0.2mで約 2mの

間隔をもって並行して流れ、主軸は N- 4°-Eを

示し、条里地割をなすひとつであろう。 SB 217と

重複関係にあり SD41が新しい。

S D42 (付図、第47図）

調査区中央部の徴高地南東端部で検出された。長

さ約15m・ 幅約1.5m・ 深さ約0.2mで、北で東に約

9度に偏る。 SD42付近では、ほぼ同様な方向に流

れる浅い溝を数条検出しており、方位に若干のズレ

が認められるが、条里地割をなす溝のひとつと考え

られる。

青磁碗• 陶器播鉢が出土する。

青磁碗 (209) は、底径5.4cmの底部のみである。

体部は、細い蓮弁を線刻する。高台は、断面方形で

直立する。

揺鉢 (210-212) は、いずれも｛言楽焼である。

210・211は、口縁部内面に段をもつもので、 210は

端部に面をもち、内面の筋目は、 1単位 8条である。

211は端部が丸い。 212は、口縁部に縁帯をもつもの

で、二重の凹線をもつ。鉄泥がかかる。

S D44 (付図）

調査区東部の大溝 SD30上面で検出され、長さ約

14m・ 幅約1.1m・ 深さ約0.1mの 2条の溝が、約

4.3mの間隔をもって平行して流れる。出土遺物は

ないが、古墳時代大溝埋土面上で検出されているこ

と、また流路の方位が北で西に84度西に振れているこ

と、また、条里溝 SD21の延長線とほぼ直交するこ

とから条里地割をなす溝のひとつと考えられる。

S D47 (付図、第47図、 PL52) 

瓦器椀 (206) は、口径14.6cm・器高4.4cm・ 高台

径5.4cmで、器高指数30である。大きく内弯する体

部は、口縁部で直立気味となり強く外反する。高台

は、断面三角形で低い。体部内面に密なヘラミガキ



を施す。底部内面は、剥離のため不明。

S D26 (付図、第47図、 PL52) 

瓦器椀 (208) は、口径14.7cm・器高3.2cm・ 高台

径5.2cmで、器高指数29である。体部は凹凸が多く

内湾して開き、口縁部で垂直気味に外反する。高台

は、断面三角形で低い。体部内面には、太くて粗い

ヘラミガキが施され、底部内面には 3条の直線状の

ヘラミガキが認められる。

(4)その他

3 包含層の遺物（第48図）

A 土師器 (213-216)

小皿 (213) は、口径9.2cm・器高1.5cm。直線的

に開いた口縁部は、端部で内側へ折り曲げられ上方

に肥原する。平底。

皿 (214-215) は、口径13.9-15.?cm・器高2.0

-2.4cm。214は、丸底気味で口縁部が直線的に開く

＼ 

文 n

＼上~

第48図 包含層出土遺物実測図 (1: 4) 

PitA (第45図、 PL50) 

黒色土器B類小椀 (178)は、口径9.8cm・器高 4cm 

• 高台径4.8cm。体部は大きく内弯し、口縁部で垂

直気味となる。口縁端部は丸い。高台は、断面方形

で高く「八」の字状に開く。体部内面上部を中心に

ヘラミガキを施す。

PitB (第45図、 PL50) 

瓦器皿 (179) は、推定口径8.0cm・器高1.4cm・

底部は丸味をもって突出し、口縁部は弱く外反する。

口縁部内面に横方向のヘラミガキを施す。

のに対し、 215は平底で口縁部がわずかに内弯して

開き、口径に対し深い形態となる。

羽釜 (216)は、口径23.5-24.Zcm。口縁部は、「く」

の字状に外反し、端部は肥厚して上方へ引き出され

る。直線的に内傾する体部には、比較的長い鍔が水

平につけられる。口縁部をヨコナデし、体部内面を

¥1:) 
鬱
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＼ 

~~232 
20cm 
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ヘラケズリする。

B 黒色土器B類 (217-218)

口径15.0-16.4cm・ 器高2.1cm・底径6.7-7 .Ocm。

体部は、大きく内弯して開き、口縁部は直立気味と

なる。口縁内面直下に 1条の沈線をめぐらす。高台

は、断面方形で外方に開く形状をなす。 218は、象lj

離のため調整は不明であるが、 217は休部外面を横

方向に比較的細くヘラミガキし、内面も緻密なヘラ

ミガキを施す。底部内面は不明。

C 瓦器 (219-224)

219は、推定口径15.2cm・器高 5cm・イ本部は、底

部との境で多少屈折して直線的に開く。口縁部内面

匝下に沈線をめぐらす。高台は欠損。体部外面は、

数回にわたってヘラミガキを緻密に施し内面もこま

かくヘラミガキされる。底部内面は、ジグザグ状の

ヘラミガキを施す。 220は、口径15.6cm・器高5.6cm

．裔台径6.2-6.4cm。221は、口径15.0-15 .6cm・ 

器高6.1cm・底径6.0-6.4cm。ともに体部は大きく

内弯して開き、口縁部の外反度は小さい。口縁内面

直下に 1条の沈線をめぐらす。高台は、断面方形で

直立するもの (221・222) と「八」の字状に開くも

の (220)がある。 223は、貼り付け二重高台のもの

で、北堀池遺跡では他に 1点類例があるだけである。

瓦器小皿 (224) は、口径8.6-8.9cm・器高1.6-
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1.8cm。やや丸味をのこす底部と口縁部の境には稜

をのこす。口縁部は、外反して開き端部は丸い。ロ

縁部をヨコナデし、内面に横方向のヘラミガキを施

す。底部内面には、比較的細いジグザグ状の暗文を

施す。底部外面は、オサエのままである。

D 磁器 (225-227)

いずれも青磁碗の破片である。 225は、推定口径 9cm。

227は、推定口径16cm。225は、大きく内弯する体部

をもち、 227は、直線的に開く体部をもつ。 226は、

断面逆台形の高台をもつ底部の破片である。

E 灰釉陶器 (228-230)

いずれも底部の破片である。底径に大小がある。高

台は、断面方形となり 228・230で直立し、 229は「八」

の字状に開く。

F 山茶椀 (231・232)

ともに底部の破片である。底径に大小があり、高

台は断面三角形をなし低い。

G 陶器 (233)

ロ径12.8-13.0cm・器高6.5cm・ 高台径4.7cm。厚

手の器壁をもち、体部は大きく内弯して開き、口縁

部は直立気味となる。口縁端面は丸い。高台は、断

面方形で低く、悦付部は外側に稜線をもって接地す

る。内外面とも黄茶～黄緑色の釉薬を施す。

（駒田利治）
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l 飛鳥•奈良時代

II章において記したとおり、飛鳥・奈良時代の遺

構・遺物は多くない。しかし、 SE9とその出土遺

物である土師器の一括資料や斎串等をはじめ、包含

層からは円面硯や杯蓋転用硯等も出土している。

以下に SE9の問題と、当該期北堀池遺跡の性格

を、周辺遺跡も考慮して簡単に触れておこう。

(1) SE9 

再度要約すれば、現存最深部2.28m、最大3.2m

の不整隅丸方形の掘形に、内法1.04mを測る横板を

組み、底板や隅柱も持つ井戸である。

出土遺物は掘形、枠内を問わず 8世紀初頭頃のも

のである。枠内底部からは土師器の甕や鉢をはじめ、

斎串、ヒョウタン等が出土した。

次に、 SE9枠内底部出土土師器と存続期、およ

び井戸枠の構造について若十記しておこう。

枠内底部出土土師器（第14図、第 3・6表、 PLl6 

・17) 

SE 9出土土器は、一部の例外を除いて 8低紀初

頭頃に限定されるが、特に枠内底部出土の土師器(33

-51) は、一括資料と判断して問題あるまい。

この内、 3例は鉢と皿であるが他はすべて甕であ

る。甕は大・中・小形に分類される。

小形甕 (33-40) は斉一性が特に強いものである。

すなわち体部は球形を足し、最大径が中位にあって

口径よりやや大きく 15-16cmを測る例が多い。器高

は13-14cm代にまとまるが、口径は外反の程度によ

って個体差が目立つ。口縁部は外反し、端部が尖る。

口縁部内外にはヨコナデ、イ本部外面にはタテハケ、

その後下半分にはヘラケズリを施す。イ本部内面には

ヨコハケを持つが、その後底部にナデを施す例も観

察可能な 7例中に 4例ある。全般的に暗褐色を呈し、

胎土中に金雲母等を含む。

中形甕 (41-46) はやや斉一性を欠くが、器高・

体部最大径共16-17cm代が一般的である。小形と同

巧異大の a類 (41・42) と、異巧異大の b類 (43-

46) とがある。後者には強い個体差が見られるが、

中でも43は法羅や色調等から例外的存在である。ま

た、 45はa類のハケが欠落したものである。

大形甕 (49・50) は口縁部が外弯する長甕であり、

口縁端部に面を持つ。

鉢 (47・48) は小形甕と同巧であり、おそらく 2

点共片口であろう。

以上の内、中形甕 b類を除く全ての甕類と鉢は、
1121 

いわゆる「近江型」に相当し、近江以外にも山城や
(13) 

大和で確認されている。当該期における伊賀出土士
114) 

師器ははとんどイ項明であったが、近年の出土例を再

検討すると、その大部分が「近江朋」に属する事実
115) 

を確認し得た。これらの資料は北伊賀に偏在してい

るため、南伊賀については現段階では保留せざるを

得ない。しかし、おそらく伊賀令域、少なくとも北

伊賀に関しては、「近江型」が主体を占めている。

当地域は「伊賀邸」と称すべき独自なものは摘出で

きず、「伊勢型」の分布圏でもないらしい。一方、

伺じく「近江刑」の分布する山城や大和には独自な

「型」が分布しており、そのうえに「近江型」が流

8
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人したものと判断されている。したがって、伊賀に

おける「近江刑」は、おそらく近江伺様に地元で生

廂されたものであろう。指摘されている「刑」は、

牛産技術論的に単一と認定される領域であり、牛産

や流通の単位と "11一視はできない。おそらく、「近

ii刑」の主体的に分布する近江• 伊賀それぞれの内

に、複数の生産単位が｛｛在したものであろう。この

具体的な析出のためには、「近、江型」内での長甕の

体部外血下半のヘラケズリの有無等のような技法上

の差異と共に、胎土分析袴の検討が必要であろう。

なお、当遺跡出土の小形甕と中形甕 a類は、口縁

端部が尖り気味の例が多い。ところが、やや後出的
1161 on 

な西沖遺跡や歌野遺跡出土例では、口縁端部に面取

りするものや内側に折り返し気味のものがある。お

そらく時期差であろう。また、長甕の口縁端部は、

内斜もしくは水平に面取りする例と、内側に折り返

し気味の例がある。これらは伊賀・近江両地方に見

られ、これらも時期差もしくは小地域差を反映して
(18) 

いる可能性がある。

存続期

掘形から出土した微鼠の占墳時代の土器を除けば

掘形・ 枠内を問わず、全てlnJ時代の土器である。こ

とに54は、掘形と枠内下層から出土した破片が接合

できたものである。したがって、 SE 9の構築から

廃絶に全る期間は短いものと判断される。

枠内底部出土土師器は、先述のように「近江制」

に属し、平城宮朱雀門下層 SD1900A出土の第 2群

に類例を見る。

その他の土師器や須恵器も SD1900Aや藤原宮束
1191 

大溝 SD105出土例に近似する。したがって、 SE

9は8ill: 紀初頭頃に党まれたものと推定される。

井戸枠の構造（第 3・4図、 PL5-7)

枠材の組み方は、 II箪において復元的に出したた

め、再度述べる巾は省略しよう。ただ、内法が104cm

2 平安• 鎌倉時代

(1)土器

北堀池遺跡の平安• 鎌倉時代の土器は、瓦器椀・

- 68 -

である点についてのみ若T触れておきたい。

いわゆる小尺（唐尺）は、大尺 (35.6cm) の6分

の5の長さであるとされるが、平城宮跡や難波宮跡
120) 

等で確認された数値は29cm代でバラッキが見られる。

加えて、当遺跡 SE 9の井戸枠の造りと遺存状況

は、 mm単位で論じ得る精度ではない。したがって概

算ではあるが、あえて求めると、

104cm--:-3.5=ccZ9. 7cm 

となり、この SE9の枠内法は、小尺 (29.7cm) の

3尺 5寸で設計された可能性が高い。

なお、他の部分が完数値を得られない理由は、完

成後には目に触れる所でなかったためと理解される。

(2) 当該期北堀池遺跡の性格

飛鳥• 奈良時代における遺構は、調在区内では

一基の井戸 (SE 9) と土拡 (SK 57)が認められ

たに過ぎない。したがって、当該期の遺跡の中心は

調査よりも南方にあったものと推定される。事実、

調森区から約200m南方の名張街道（国道368号）の

西沿い水面中からは、奈良時代頃の土器が出土して

いる。また、更に南束の水田からは均正唐草文軒平

瓦が出土しており、「ユキ、スキ」の地名も残る。

この付近は平坦な水田地帯であり、瓦窯跡は考え難

い。しかし、寺院跡と断定するには現状では出土瓦
(21) 

が少なく、性格不明とせざるを得ない。

このように固辺遺跡から瓦が出土したり、北堀池

遺跡から円面硯や転用硯が出土し、小尺による規格

性を持つ井戸が存在する事実等を重視すれば、何ら

かの官術的な性格を当該期の北堀池遺跡周辺に想定

することも可能である。しかし、何よりも調査区が周

辺部に限定された現段階では、飛鳥• 奈良時代の当

遺跡の性格は、平安時代前期も含めて、今後の研究

に期しておかざるを得ない。

（山田猛）

皿を主体として、土師器皿・羽釜で構成され、少量

の黒色土器、灰釉陶器、青磁等がこれに伴う。

ここでは、遺構出士の土器について瓦器を中心に



その他の土器との組み合わせ及びその編年について

触れていきたい。

A 黒色土器

北堀池遺跡出土の黒色土器は、 SK 71 (166・167)、

Pit A (178)、及び包含層出土の217・218等の数例

が出士したのみである。 166・167は黒色土器A類、

178・217・218は黒色土器B類である。

A類.B類ともすべて有高台と考えられ、ともに

体部がわずかに内弯する形態の椀である。ともに内

面直下0.4-0.8cmに沈線をめぐらす。体部内面のヘ

ラミガキは、比較的密であるが、外面は粗い。また、

底部内面を不規則ながらヘラミガキし、外面をナデ

調整する。

A類は、土師器皿 (165)を共伴する。 165は、「て」

の字状口縁の皿である。この形態の皿は、成都地方

で多く出土しており、 10冊紀から11冊紀にかけて存
(22) 

続する。黒色士器A類は、体部が直線的である。

167例は口径に対して器高の低い形態を示し、 10冊

紀の時期を考えておきたい。 B類は、 9世紀後半か

ら11世紀前半のものであろう。

B 瓦器

伊賀の瓦器については、既に山田猛氏による編年

が提示されており、基本的な変遷を辿ることができ
(23) 
る。ここでは、北堀池遺跡出土の瓦器について、一

括遺物を中心に編年作業を行いながら、その変遷を

検討していきたい。

S D21 

瓦器椀•小椀・皿、土師器皿・台付皿、土錘が出

土している。瓦器椀は、口径14.4-16.5cm・器高

5.2-6.6cmで器高指数36-40を示し、体部が内弯し

口縁部の外反度も弱く、断面方形に近い高台がはり

つけられる。体部内外面のヘラミガキもていねいで

あり、底部内面のヘラミガキは格子状もしくはジグ

ザグ状となる A類、連結輪状となる B類に分類した。

更に A類は、格子状のものを A1類、ジグザグ状の

ものを Az類に細分し、またB類についても輪結輪状

ヘラミガキが二重にめぐる恥類と一重にめぐる Bz

類に細分でき、 A1類→ A2類→ B1類→恥類への型

式変遷を考えることができる。

Az類は、平安京左京四条ー坊出土の「寛治五年

(1091)五月十三日」の紀年銘をもつ須恵器と共伴

- 69 -

12-0 
した瓦器椀に並行すると考えられ、 A2類の時期を

11軋紀後半から 11枇紀末と考え、 A1類をそれ以前

の11枇紀中葉頃と考えておきたい。また、恥類、

恥類については、後続する 83類 (171) が、永暦

二年 (1161) 創建になる大和当麻寺曼荼羅堂出士の
{25) 

瓦器椀と並行すると考え、 B1類 ・B2類の時期を12

世紀前半と考える。

S D21の瓦器椀は、山田編年の I段階 2型式から

II段階 2型式、川越編年の第 l段階C型式から第 1I
126) 

段階 B型式の範疇に含まれ、前述したように11世紀

中葉から12冊紀前半の時期が考えられる。

S D21の瓦器椀は、時期幅をもち、その最大の原

因が溝出土といった遺構の性格に因ると考えられる

が、前後する型式の並行関係については、厳密にし

がたい。

これらの瓦器椀には、瓦器小椀と Illlが伴う。小椀

(195) は、器形の形態及び内外面の調整が椀A1類

に同じであり、これに伴うものと考えられる。

瓦器皿は、口径8.2-9.6cm、器高1.7-2.4cmで、

口縁部が丸みをもち内弯するタイプ (196・200) と、

口縁部が底部から屈曲して外反するタイプ (197・

198・199) がある。

ここでは、主にヘラミガキ調整の様相により、ロ

縁部内面を水平方向にヘラミガキし、底部内面を格

子状にヘラミガキする皿 A1類 (197)、底部内面を

ジグザグ状にヘラミガキする皿A2(196・198・199)、

更に口縁部内外面のヘラミガキを梢失し、底部内面

のみをジグザグ状にヘラミガキする皿A3類 (200)

に分類した。

皿における口縁部外面のヘラミガキは、椀の体部

外面のヘラミガキ消失より吊い時期に消失したよう

で、北堀池遺跡でも口縁部外面にヘラミガキをもつ

例 (172) は数少ない。また、底部内面に連結輪状

のヘラミガキをもつ皿B類は、北堀池遺跡での出土
12n 

は認められない。

従って、瓦器Illlは、 A1類→ Az類→ A3類への型

式変遷を辿るものと考えられ、椀における底部内面

のヘラミガキが格子状・ジグザグ状・連結輪状・ ラ

セン状と変化するのと異なり、 Illlの場合は格f状・

連結輪状ヘラミガキは、早くにジグザグ状ヘラミガ

キヘと変化したようである。そして、時期が降るに



したがい、このジグザグ状のヘラミガキの条数が簡

略化され少なくなる傾向をもつ。

この SD21と同時期と考えられる遺構には、 SK

55・59・73・78・79・ などがある。

SK 73は、土師器小皿、瓦器椀A1類・皿類が一

括出士しており、椀 (169) の底部内面には格子状

ヘラミガキが施され、椀A1類の時期に並行するも

のである。

S K59は、椀と土師器加釜が一括出土する。椀は、

剥離が進んでおり、詳細な刑式は ::-f~ 明であるが、

155にみられる体部内外面のヘラミガキ及び3個体

の器翡指数が35-41を示すことから椀A1類から椀

恥類の時期のものと考えられる。

S K55は、土師器小皿・羽釜と底部内面に連結輪

状ヘラミガキを施す椀恥類あるいは恥類であり、

12枇紀前半の時期が想定される。

S K78は、口緑部内外面にヘラミガキを施し、底

部内面に同心円状と放射状のヘラミガキを施す皿

(172) を出土しており、口縁部内外血のていねい

なヘラミガキから皿A1類に先行する刑式のものと

考えられる。

また包含層遺物のうち、 220は椀A2類、 221は椀

恥類に属す。 223は、底部に二重の高台がはりつけ

られ、底部内面にはやや乱雑な放射状のヘラミガキ

が施される。この二限の翡台をもつ例は、上野市岸
(28) 

ノ上遺跡 SK 1出土の報告例がある。岸ノ上遺跡で

は、本報告の椀A類に共伴するが、 223は底部内面

のヘラミガキが放射状をなし椀A類に先行する可能
(29) 

性がある。

S K80 

S KSOからは、口径15.3cm、器高4.7cmで器高指

数31をホし、体部が大きく内弯して口縁部が外反す

る椀 (171) が出土している。この椀は、体部内面

を比較的ていねいに水平方向にヘラミガキしている

が、外tl:!iヘラミガキは簡略化されている。また、底

部内面のヘラミガキは連結輪状であるが、ここでも簡

略化が認められ椀恥類として分類できる。

山田編年の II段階 3朋式、川越編年の第II段階 B

刑式から第ill段階A刑式に並行するものと考え、前

述したように12冊紀後半の時期が考えられる。

圃時期の遺構に SK77があり、凡器椀と瓦器鉢
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(164) の共伴が認められる。

S K53 

土師器皿・羽釜、瓦器椀• 皿、）火釉椀が一括出土

した。瓦器椀は、口径14.Ocm-16. 0cm、器高4.2-

6.0cmで器高指数27-31を示す。直線的に開く体部は、

ロ縁部で屈曲して強く外反する。口縁直下には、段

状となる沈線がめぐる。休部外面のヘラミガキは消

失し、外面は指オサエによる整形のみで不調整であ

る。体部内面のヘラミガキは、間隙が目立ち方向も

粗雑である。また、底部内面のヘラミガキも粗い連

結輪状状となる例 (125) とラセン状となる例 (120

・124) があり、前者を椀 84、後者を C1類に分類

する。

椀 C1類は、治承 4年 (1180) に焼失した大和興

福寺菩提院大御堂の第m期基培建物出土の瓦器椀直
(301 

後と考えられ、 13軋紀前半の時期が考えられる。山

田編年のm段階 1刑式、川越編年の第m段階 B刑式

-c刑式の範疇に人るものと考えられる。

この時期に属する遺構には、 SE7、SK54・60 

・75・76、SD26・48などがあり、北堀池遺跡では

中心的な時期となる。

S E 7は、器面の保存状況の悪い土器も多いが、

体部外面のヘラミガキが消失した椀C1類 (88) が

認められる一方、底部内面に粗い連結輪状ヘラミガ

キを施し、口縁部外面を中心にヘラミガキを施す椀

83類 (89) が伴出し、また SK75でも椀い類と椀

恥類の共伴関係が認められ、 SK53よりはやや先

行する時期が考えられる。

S K53で認められたように、体部外面のヘラミガ

キを消失し、底部内面のヘラミガキがラセン状とな

る椀c類への変遷を辿る過程でも底部内面に粗い連

結輪状暗文のヘラミガキがのこり、底部内面のヘラ

ミガキの変化は比較的緩慢であったようである。従

って椀恥類から椀い類への変遷は、きわめて緩か

であり、両刑式が時間的に多少重複した可能性が強

い。また、 SE 7では、玉緑口緑の白磁碗 (98) を
(31) 

共伴し、森田勉氏編年のN類に比定される。

S 048 

瓦器椀 (207) が出土する。 207は、口径11.8cm、

器高3.2cmで器高指数27を示し、法屈は前型式の椀

い類より小さくなる。口縁部内面直下の沈線は消



失し、断面三角形の低い小さな高台がはりつけられ

る。体部外面のヘラミガキは、既に前型式で消失し

ており、体部内面のヘラミガキも更に粗略化されて

いる。底部内面には、ラセン状のヘラミガキが認め

られる。このタイプを椀い類としておきたい。

山田編年によるm段階 2型式から 3型式に含まれ

るものである。

瓦器椀は、更に法鍼の小型化を伴い、裔台を消失

し、底部内面のヘラミガキを消失する方向で変遷し

ていく。

北堀池遺跡でも、この時期と同時期と考えられる

遺構は少なく、同型式の出士遺物も少ない。これは、

伊賀の諸遺跡でも一般的に認められ、最終期の瓦器

椀は、その生産量もきわめて衰退していることが窺

える。

（駒田利治）

(2)条里地割と建物小群等

A 井戸

掘立柱建物群と同時代の井戸は、 1基 (SE7) 

存在したのみである。 SB 215等を画する SAllの

外にあり、この単位集団に属する可能性は低い。と

にかく調介区内では 1基存在したのみであり、井戸

の利用と単位集団との関係は不明である。

B 墓

当該期の墓の可能性がある土坑類は、各地点に点

在する。すなわち、調査区北方の旧河道 II(SX4) 

に面した中段北縁 (SK 71・72) と、掘立柱建物群

の多くが立地する上段の東縁 (SK58・59)、古墳

時代の水田が立地した南方の中段 (SK53-55)等

である。

北方中段北縁の SK71は比較的良く遺存しており、

土城内に川原石を方形に組み、この内に黒色土器椀

2点を重ねて埋納されていた。上部には土器器皿が

散在しており、供献品かとも推定された。 SK72は

SK 71に接しており、同様な遺構かとも考えられる

が判然としない。一方上段東縁の SK58やSK59は、

川原石や瓦器椀等と共に鉄片も出土した。長径 1-

2mの素掘り土城である。また南方中段の SK53-

55は、瓦器椀等の上器類と川原石が出土した。しか

し、この地点では SK54以外は墓とする根拠が乏し
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い。さらに上段には、瓦器椀や白磁碗、青白磁合f

等を出土した SK60や、川原石が密集した SK74等

も存在する。

以上、給の可能性がある土拡類を概観してみると、

上段や中段の縁辺部という、 lnl時代の建物群の周辺

に立地する傾向が認められる。例外的に、 SK60の

ように上段中央部に立地する例もある。しかし、こ

のSK60と同時1-f在した建物群からはずれた位置で

あったJJf能性もあろう。

いずれにせよ各地点に 1-2基営まれたのみであ

り、住居の数に比してその数は少ない。したがって

被葬者は、集落内で何らかの判断基準をもって選ば

れた一部の人間と推定される。

C 条里地割

条里地割の方位

条里地割に関連する主要な遺構には、溝 (SD21 

・31-33) と道路 (SX 10)等がある。このはかに

も多数の溝等が検出されているが、個々の性格は明

らかではない。

条里遺構の内、 SX 10はほぱ真北を向くが、 SD

21・32・33や上段東縁等は北で東に 5度振れる。

一方、上層遺構の SD42・44や、より新しいと思

われる SD50とこの南方の上段北縁は、「条里」地

割と呼ぶには問題があるが、北で西に13-15度振れ

る。そして近年まで当遺跡の周辺に遺存した条用地

割は典朋的な長地型であり、北で東に 2度振れるも

のであった。

これに対して54棟の掘立柱建物等は、既述のよう

に北で西に 7度から東に15度の範囲に県中する傾向

があり、これを A群とした。また、そのほかの建物

は東・西共42度までの振れを持ち、 B群と呼んだ。

条里地割の位置関係（第49-53図）

これら主要な条里遺構群は、再述するようにい視

的には伺時存在したと推定されるため、以下に各遺

構の位置関係に関して触れておこう。

すなわち、 SD32はAとB、Cとが別の時期に改

修されたものかと考えられ、多少の東西方向への移

動があったものと推定される。しかし巨視的には S

D31とSD32の距離は約76mであり、ほほ250尺に

相当する。一方、 SD21とSD32の心々距離は360尺、

すなわち l町である。ところで自然地形ではあるが、



上段の東縁は条用地割とその方向がほぼ一致する。

そこで、後世の削平を考慮して段の府ではなく、下

端を測点として条用溝との心々距離を求めると、 S

D31までは約36m (120尺）、 SD32までは約45.5m

(150尺）の可能性がある。さらに、 SD32とSD

33の心々距離は約56.5m (185尺）となり、半町に

5尺余分な距離である。ところがSD33は存続期間

が非常に長く、また SD32もAとB、Cとが別時期

に改修されたものと推定され、さらに西接して並行

する SD39が断続的に認められる。したがって、 S

D32とSD33やSD39は何回かの改修を受けたもの

と推定される。そこで、基本的には SD32とSD33 

の間隔は180尺（半町）として設けられたものとも

推定できる。

一方、東西方向の主要な条里地割は SX 10であり、

このほかにも SD34・36-38・40-42・44等の細い

溝が多数認められた。この内、 2条の溝が並行する

S D 36・38・41-42・44等は道路の側溝の可能性も

残る。ともあれ SD44は出土遺物もなく不明確であ

るが中世以後の所産と考えられ、遺跡周辺に近年ま

で遺存した条里地割に坪界は一致し、方位も概略で

一致する。この SD44の北方 1町には、旧河道II(s 

X 4) に臨む上段北縁の内、 SD33以東の縁辺部が

並行する。また、 SD42も坪界にかかわる可能性が

ある。

なお、同じく条用遺構関係の溝であっても東西方

向には少なく南北方向に多い理由は、遺跡周辺の地

゜
ー
ふ

•
ヘ

4
 

ー

r"" 

第7表掘立柱建物・ 柱列の方向

（東西棟や棟方向不明例もあり南北面を測る。）

形が北へ傾斜している事実と無関係ではあるまい。

条里地割と非条里地割

ところで条里遺構群の出現、存続期、および非条

里遺構群との先後関係も重要な問題点である。この

点に関しては、どの程度の振れ幅をもって条里遺構

群と認めるかが前提作業となる。狭義に解釈すれば、

北で東に 5度程振れる SD 21・33等と SB247・231 

・250・226等の建物小群が該当する。また、はほ真

北を向く SX 10やSB 201-205・208等の建物小群

も含まれよう。しかし個々の条里遺構の方位は素掘

りである事のほかに、存続期間が比較的長くて改修

もされており、ある程度の振れ幅を認めざるを得な

い。したがって条里遺構を個別にあるいは時期別に、

その方位を確定する事はできない。そこで当報告で

は、条里地割に近い方位を持って集中する傾向のあ

る建物群を A群と仮に呼んだ。しかし、 A群は北で

西に 7度から東に15度までと広範囲であるため、 A

群内部にも什続期の相違も想定され、 A群に属する

建物小群の全てが有機的関連を持つとは限らないで

あろう。

次に条里遺構の存続期であるが、古い例としては

11世紀後半から12冊紀前葉の遺物が出土した SD21 

があり、新しい例には近世の遺物まで出土した SD

33がある。その他の条里遺構は、大部分の掘立柱建

物と同様に12-13冊紀に属すると推定される。おそ

らく SD33は13冊紀には掘削され、近冊までは存続

したであろう。そして、この SD33を含む条里遺構

群は、近年まで遺存した条里地割と大略その方位と

坪界が一致する。したがって、巨視的には11世紀後

半以来現代まで、ほぼ一定の条里地割が踏襲されて

いたと云えよう。しかし、上層遺構の SD42・44と、

より新しい SD50等は、北で西に13-15度の振れを

持っている。これらの方位は前述の条里遺構群とは

大きく異なるが、 SD44の位置は近年まで遺存した

条里地割の坪界の位置に相当する。したがって、お

そらく 11世紀以来の条里地割が多少の方位の振れを

持ちながら現代まで受け継がれたが、近世以降に比

較的大きく異なる方位に施された時期もあったので

あろう。このように考えられるなら掘立柱建物出土

遺物や切り合い関係から、大勢として B群がA群に

先行する可能性が高い。ただし、個別の遺構は必ずし
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も一律に、 B群が、 A群よりも古いと断定できるも

のではない。

D 建物小群

ところで、当遺跡の掘立柱建物は A・B両群共小

群に細別tif能だが、その方法は建物の方向と位置関

係および占地の検討によった。各建物の方位は各々

において決定したものであり、建物小群内の 1-2 

度の誤差は、柱痕跡の太さに起因する復元時の誤差

と考えられる。したがって各建物小群における方位

の誤差はさらに少なかった可能性が高い。また、こ

れらの建物小群は、各々の建物間の距離が完数尺で

ある場合もある。

以下、建物小群として一括できる掘立柱建物群の

相互関係を中心に検討してみよう。

S 8201・202とS8203・204・208およびSD23(第

49図）

講l:iti:区南東端に、桁行 3間・梁行 2間の側柱のみ

で構成される建物と、 2間四方の総柱建物等が10尺

の間隔を骰いて並び、これらの内方には SD23が存

在するものである。 S8201とS8202は北で束に 2

-3度振れ、 S8203とSB 204・208は真東西を向

いており、両群は直角に近い角度で棟方向を変えて

建て替えられたものである。建て替えの先後関係は

不明だが、 S8208を除く建物規模は柱間寸法が若

十異なるのみであり、構造的には変らない。なお、

S 8203北西隅柱穴からは12冊紀代の瓦器椀 (67)

が出士した。南北に並ぶ S8201とS8202は西血の

側柱列を、東西に並ぶ SB203とSB 204や SB208 

ヽ

: : : : : : : : : : : : : : : : : : ; . 
SB 203 

。
10m 

第49図 条里地割と建物小群(1)(1 : 200) 
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は北面の側柱列をそれぞれ揃えており、各々この面

が正面かと推定される。一方、 3間 2間の SB 201 

やSB203は側柱のみでもあり、居住用建物と考え

られる。また、 2間四方の SB202とSB204は総柱

でもあり、倉と考えられる。しかし東西に並ぶ 3棟

の内、 SB208は3間 l面の可能性もあり、これが

主屋と呼ぶべきものかとも考えられる。 SB208と

同様なものは、南北に並ぶ SB201やSB202の南に

も存在した可能性がある。したがって、 SB 201や

S B203は一応副屋と推定しておこう。なお、北面

を揃えて東西に並ぶ 3棟の西延長上には、 12尺と20

尺離れて柱穴が並ぶ。

ところで、屋地を区画する明瞭な施設はない。し

かし西方の SD23は同時代のものであり、やや蛇行

するが、この建物小群の区画溝であった可能性もあ

る。

S B206• 207 (第20図）

条里溝 SD21の東方に所在する、桁行 3間・梁行

2間の建物である。この 2棟は棟方向がほぼ直交し、

共に B群に属する。 2棟は1.3mと近接しており、

各々の柱間寸法も異なるために同時存在したことは

考え難い。しかし建物の構造は、柱間寸法こそ若十

ことなるが共に 3間 2間であり、束柱を 1本持つ点

も共通する。したがって、先後関係は不明だが 1棟

の居住用建物が 1回建て替えられたものと考えられ

る。要するに、 1棟で構成される単位集団が 2期に

わたって存在したものと理解されるわけである。

屋地を区画する施設はないが、あえて求めれば11

-12世紀の条里溝 SD21が考えられよう。なお、 S

B 206は13世紀の SK54との同時存在はあり得な

し、

゜

150尺

S B214・215とSB228およびSA11 (第50図）

上段東縁に直交する SAllと、これと関連する建

物群である。全て B群に属し、北で東に 9-10度振

れている。 SB 214は西面に廂の取り付く桁行 3間、

梁行 2間の南北棟であり、主屋と呼ぶべき居住用の

建物と考えられる。この南に 6尺離れ、西面を揃え

て S8228が並ぶ。この S8228はSB 214の副屋と

考えられ、共に西面していたものであろう。なお、

S 8228内の竪穴住居風掘り込みからは12世紀後半~

の瓦器が出土している。さら

に SB 228の南10尺には SA

11が並び、門は建物の西面の

ほぽ延長線上に位置する。ま¥
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第50図 条里地割と建物小群(2)(1 : 200) 

た、 SB 228と重複して SB

215が存在する。 SB215の柱

穴が SB228の竪穴住居風掘

り込み床面で検出された事か

ら、 SB215はSB228より先

行するかと思われるが断定し

難い。 SB215もSB214と基

本的に変わらず、いわゆる 3

間 l面であるが、棟方向はほ

ぱ直交する。この SB 215も

主居と呼ぶべき居住用建物で

あろうが、他に対を成す建物

は不明である。ところで、 S

B 215の南 8尺には SA11が

柱筋まで揃えて並び、 1間東

には門が取り付く。 SAllは、

切り合い関係から12世紀前半
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以降に存在した事が知られるが、 SB214とSB228 

の 2棟 1単位か、 SB215の 1棟 1単位のどちらか、

あるいは両方におよんで併存したかは断定できない。

しかし、柱筋の通りの良さは SB 215の方が良く、

これと同時に建てられた可能性がより高い。

この屋地を区画するものとしては、 SAllのほ

かに自然地形ではあるが、上段東縁の落差0.5-1.2

m程の段がある。さらにこの段の西方に所在する S

D32は、後枇の削平や改修、蛇行等により不確定要

素は多いが、 SD32と上段東縁の段までは150尺の

可能性がある。この150尺という数値は、 SD32以

東の上段北縁から SAllまでの距離と一致する。そ

こでこの建物小群の屋地の境界を、東を上段東縁、

西を SD32、南を SAll、北を上段北縁との想定も

uJ能である。このように150尺四方の区画を想定す

れば、その面積は令制に某づく l反44歩余となる。

この区画の内側には同様な棟方向の建物は他に見

られず、区画内に空地や耕地も想定できよう。後に

若十触れるように、同時代の「垣内」関係史料を参

考とすれば、この屋地区画の想定も広過き［るもの

ではなく、畑などの耕地が存在した可能性は充分あ

る。この想定に立った場合、南面を画する SAllは

東半部にのみ認められ西半部には及ばない事実は、

束半部は建物に近いために目隠屏のような「垣」的

施設を設けたが、西半部は耕地であったために遺構

として識別が容易な柱を用いた区画施設は不要であ

ったためとも考えられよう。西半分の区画施設とし

ては生垣等も想定可能である。

S B 216・223・229 (第51図）

条里溝 SD32の東西におよんで存在する、 B群に

属する建物群である。 SB 229は建物規模や柱間寸

法等に疑問を残すが、ともかく側柱のみで構成され

る建物が存在した事は誤りなかろう。この SB229は、

側柱のみという点と廂が取り付く可能性もある点か

ら、居住用建物と考えられる。 SB223は4尺等間

の総柱建物である。これは柱痕跡が不明瞭なために

建物方位は不明確ではあるが、 SB229と一致する

可能性は高い。 SB223は3間四方の総柱建物であり、

柱間寸法も 4尺と狭い点から倉と推定される。 SB

229とSB223の北側柱列は、 SB229の方が5尺北

に位岡している。また、 SB223の南西隅から SB
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229の南西隅までは40尺と完数になる。一方、 SB

216とSB223の南面までは50尺である。 SB216は、

桁行15尺・ 梁行12尺の規模を持ち、側柱のみで構成

される建物である。この SB 216も居住用建物と考

えられるが、 SB229よりも小規模らしく、廂も取

り付かない。したがって SB229を主屋、 SB216を

副届、 SB223を倉とした 3棟の 1小群が想定される。

この建物小群の屋地を区画する施設は不明だが、

3棟によって鍵型に囲まれた南東部を前庭として建

てられたものであろう。所属時期に関しては、 SB

216が13世紀以降であるという以上は不明である。

$B220•227 (第51図）

条里溝 SD32とSD33の間に所在する B群であり、

建物の方向は北で西に11-12度振れる。 SB220は、

桁行 6間・ 梁行 5間の規模を持ちながら側柱が存在

せず、入側柱列に猫石を配してその上に士居を据え、

柱を立てたものと理解した。したがって、居住用建

物と理解され、主屋と呼ぶ。ところで、 SB220の

南面から SB227の北面までが80尺、さらに SB220 

の東面から SB227の西面までが20尺の距離である。

S B227は 2間四方の総柱建物であり、倉と推定さ

れる。おそらく主屋である SB220は東面、倉であ

るSB 227は南面を正面とした、 2棟で構成される

建物小群が存在したものであろう。

S B220の柱掘形から瓦器片の小片が出土したが、

所属期は不明確であり、屋地を区画する施設も認

め難い。

S B224• 225 (第51図）

条里溝 SD32とSD33の間に所在する B群であり、

建物の方向は北で西に18-19度振れる。 SB224は、

桁行 5間・梁行 4間の規模を持ちながら束柱がない

ことから SB220と同様に、人側柱列に猫石を配し

て土居を据え、柱を立てたものと推定される。やは

り居住用建物と考えられ、主屋と呼ぶ。この SB

224の梁行推定復元規模は20尺であるが、 SB225の

南面から SB224の南面までは50尺である。さらに

2棟間の東西距離は 5尺の可能性もある。 SB225 

も東西棟であり、桁行 3間・梁行 2間の総柱建物で

ある。この SB225の柱間寸法は、桁行が4尺 5寸、

梁行が6尺と比較的狭い。居住用建物の可能性も否

定しきれないが、上記の点から主屋である SB224 



に付随する倉と理解しておく。おそらく、 SB224 

は北面からの平入り、 SB225は切妻もしくは入母

屋の、東面からの妻入り建物であったであろう。こ

こでも主屋と倉という 2棟で構成される建物小群の

存在が想定可能なわけである。

所属期は不明確であり、屋地の区画施設も認め

難い。

S B226• 231・247・250とSA14・SX17(第52図）

条里溝SD33の東方に所在する A群であり、建物

方位は北で東に 5-7度振れる。 SB 247はSD33 

と並び、 2間X2間の総柱身舎の東と南北に廂を持

つ。これは居住用建物と考えられ、主屋と呼ぶ。 S

B250は3間X2間の総柱建物であるが、 SB247の

南面から北に50尺の距離をおいて SB250の南面が

位置し、 SB250の西面は SB247の西面より 2尺東

である。一方 SB247の東方には SB 231が14尺の間

隔を置き、南面を揃えて並ぶ。 SB 231は2間X 1 

間の身舎東面に廂を持ち、床面は竪穴住居風に掘り

込まれている。この掘り込みの北東隅には、やや浅

いが貯蔵穴風の土城が存在し、瓦器片を出土した。

また、床面からやや遊離して青磁片も出土している。

さらにこの SB 231の南方には、竪穴住居風掘り込

みの埋土と同様な土が焼けた SX 17があり、居外炉

と推定された。一方 SB226は、南面がSB247やS

B231の南面より南に25尺、さらに SB231との間の

距離が80尺の位置に所在する。したがって、 SB

226はやや離れてはいるが、 SB247を主屋とする建

物小群に含まれていた可能性が高い。この SB226 
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は8尺四方と小規模であり、倉が住居かは判断が困

難である。しかし倉としては小規模過ぎ、他の 3棟

とも離れている点も考慮して、 1 -Z人の住居と考

えたい。また、この SB226南面の西延長には SA

14が存在する。以上を 1小群と想定した場合、 SB

247は主屋として問題なく、 SB231はその構造から

副屋と理解できよう。ところが、 SB250は倉か住

居かは不明確である。しかしこの 4棟の構成は、た

とえばSB226のみを倉と考えると、三面廂の主屋

を持ち 4棟で構成される建物小群としては、倉が貧

弱に過ぎる。そこでやはり SB226は住居であり、

S B250は倉と考えたい。

この建物小群の屋地を区画する施設の一部とし

ては SAl4が考えられるのみである。ただ西接する

S D33は、方向を揃えて同時存在したものと考えら

れ、家地の西限を画していたものであろう。また、

S D33の東方約180尺の位置には SD32がほぼ並行

しており、あるいは家地の東限を画するかと考えら

れる。一方SB250の北面から北に約34.5尺の位置は、

この付近の上段北縁下端にあたる。そこでこの上段

北縁から SB226の南面までは約130尺と計算できる。

南限の画する施設としては SAl4があり、 SB226 

の南面の西延長上に位置する。これにより家地の南

北規模は130尺となる。そこで一応東西180尺、南北

130尺の家地が想定されたわけである。この面積は

23,400尺平方、即ち令制に基づく 1反290歩である。

なおこの建物小群の所属期は、 SB247やSB231 

出土の瓦器から、 12世紀後半から13世紀前半に属す

るものと考えられる。

S B251・253 (第53図）

条里溝 SD33と重複して存在する B群であり、建

物の方向は北で東に38度振れる。 SB 251は3間X

2間の身舎西面に廂の取り付く、平面が方形に近い

建物である。この SB251は居住用建物と考えられ、

主屋と呼ぶ。 SB253はSB251と南面を揃え、 7尺

5寸離れて西に並ぶ。 SB253は2間X2間の総柱

建物であり、倉と推定される。 SB 251を主屋、 S

B 253を倉とする、 2棟で構成された建物小群が想

定されるわけであるが、屋地を区画する遺構は不

明である。

S B 251の柱掘形から、 12-13世紀の瓦器片等が

出土しており、この時代の所産として大過あるまい。

なお、この SB 251・253の南面から ss・244・255 

の南面までは約50尺の完数値を得るが、各々の方向

にやや振れがあり、別な建物小群としておく。
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S 8242• 245 (第53図）

条里溝 SD33の西方、道路SXlO上やこの北方に

所在する B群であり、建物方向は北で東に15-16度

振れている。 SB242は3間X2間の東西棟であり、

側柱のみで構成される。居住用建物と考えられ、主

屋と呼ぶ。 SB245は不明な点も多いが、一応 2間

X2間の総柱建物であり、倉と理解される。 2棟間

の位置関係や各建物の規模等不明確な要素も残るが、

S B242を主屋とし、 SB245を倉とする、 2棟で構

成される建物小群が想定されよう。

やはり家地の区画施設はなく、所属期は12世紀末

以前と考えられる。

S B244・255 (第53図）

条里溝 SD33の東西に所在する B群であり、建物

方向は北で東に32-34度振れる。 SB255は側柱の

みで構成される桁行 3間・梁行 3間の東西棟である。

しかし、 SB244は東面を SD33の浸食によって消

失しているために全体の規模は不明であり、ただ側

柱のみで構成される東西・南北共 3間以上の建物と

考えられるのみである。ところでこの 2棟は南面を

揃えており、両者は何らかの関係を持っていたと推

定される。そこで SB244が東西 4間と仮定すれば、
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2棟間の距離は30尺と完数になる。さらに S8244 

の東西を 4間と仮定すれば、建物構造の通例から推

して南北は 3間の可能性が高いと考えられ、 SB 

244は4間X3間の東西棟と推定した。したがって

2棟の規模は、 S8244が東西 18尺• 南北12尺、 S

B255が東西18尺・南北15尺となり大差はない。さ

らに、両者共側柱のみで構成される点も共通してお

り、共にほほ詞規模の住居と考えられる。想像の域

を出ないがS8255を主屋、 S8244を副屋とした単

位集団が存在し、倉も保有していたが、 SD33によ

って消失したとも考えられよう。

S 8244は、瓦器片から近世前期の摺鉢片までを

出土した SD33に削平されている。

なお、この SB244・255とS8251・253は南面が

約50尺とほぼ完数値であるが、各々の振れが無視し

難く、別な建物小群とした。

その他の建物小群

S 8212やSB213は、共に桁行 3間・梁行 3間の

東西棟であり、 B群に属するが、各々と同方向の建

物が周辺には見られず、 SB206やSB207と同様に、

1棟でひとつの建物小群を構成していた可能性があ

る。

また、 SB241やSB257は、当遺跡としては大規

模な居住用建物と思われるが、これらと建物小群を

構成する副屋や倉等は不明である。

このほかにも、住居や倉と推定される建物は多い

が、資料的制約によって建物小群としては把握し難

く、考察の対象外とした。

建物方位（第 7表）

上記のとおり建物相互間の距離や方位を基準とし

て建物小群の抽出を試みたわけであるが、多少なり

とも言及できた例は検出された50棟の内の26棟に過

ぎない。しかし、残り 24棟も単独あるいは複数で建

物小群を構成していたものと考えられる。

ともかく建物小群の構成が考えられる建物群の方

位の振れは、 2度以内の場合が多い。この誤差は、

柱痕跡が不明確なまま建物小群内相互の関連性より

も個々の建物を先に復元した事に起因する要素が強

かろう。一方この 2度程の誤差は、復元案の誤差と

は別に、各建物小群内の建物相互を計画的に配列し

ても、建築時の施行誤差が 1度前後は含まれると考
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えられる。

要するに、建物小群内の誤差は 1-2度以下と考

えられるわけである。結局、北堀池遺跡では建物方

向が3度以上異なれば同一建物小群を構成するとは

想定し難いと換言できる。

使用尺と測点の不統一性

ところで当報告では、使用尺に関しては何の検討

も示さずに個別説明や建物小群の構成等の把握に努

めてきたが、 1尺=30.3cmを前提としている。そ

の根拠は、まず柱痕跡の明瞭な A群に属する SB 

257やB群に属する SB220等の建物規模を測定し、

1尺が30-30.5cm程の範囲が妥当であり、 30.3cm

が最も蓋然性が閥いと判断されたことによる。そし

て、この 1尺=30.3cmで他の建物規模や各遺構間

の距離を測定した結果、既述のように完数値を随所

で得た。そこで北堀池遺跡の当該期では、 A群.B 

群を問わずに 1尺=30.3cmの尺を使用していたと

判断した次第である。

さて、各遺構間の距離は各所で完数値を得たが、

これらの測点は各建物小群間に統一性がない。例え

ばS8244とSB255と2棟間の距離は30尺であるが、

この場合の測点は両棟の向い合う側柱列である。一

方SB220とSB227の距離は80尺であるが、この場

合の測点は、 2棟が向い合う面とは反対側の側柱列

である。このような測点の不統一性は各建物小群の

中にも認められる。例えばSB223の西面から SB

229の東面までが60尺であるが、 SB223の北面でな

く南面から SB 216の南面までが50尺という完数値

である。このような事実は建物配置の規制が各建物

小群の最初に建てられた建物を基準としていることを

推測させるものであり、規制の主体が集落ではなく

各建物小群にあったと理解される。

区画施設

屋地の所有権とも関わるものには、柱列や溝等の

区画施設がある。区画施設としては、 SD23やSA

11・13・14等のほかにA群に属する建物小群の屋地

に関連して条里地割が考えられる。ところが確認で

きた区画施設は建物小群に比して少なく、全般的に

屋地の境界は不明確な例が多い。この理由としては、

屋地に対する所有権の未成熟度を反映したものとす

る理解もあり得よう。しかし同時存在した建物の密



集度は低く、他の建物小群と軒を接する事はほとん

どなかったであろう。おそらく各建物小群間には相

互の耕地か存在したため、屋地の境界は耕地間にあ

り、遺構として遺存しやすい構造物は区画施設とし

て設けられる事が少なかったものと推定される。

ともかく、少ないとはいえ確認された区画施設は

全て建物小群を画するものと考えられ、古墳時代の

S D49のように集落全体を画するものとはその社会

的性格は大きく異なるものであろう。

(3)建物小群の性格

前節では個々の掘立柱建物に対してその根拠を

明示しないまま、居住用建物や倉と判断した。そこ

で、当遺跡の掘立柱建物に関してその形態や規模を

検討して倉か否かの判断基準を求め、そのうえで倉

の有無や建物規模等によって建物小群間の格差を明

らかにし、さらにこの歴史的性格も検討してみよう。

住居と倉

古代の一般集落における倉に関する建築史の常識

的坪解に従って、北堀池遺跡の掘立柱建物を通観す

ると、倉の持つ傾向は一応次のように指摘されよう。

a. 廂付建物でないこと。

b. 総柱建物であること。

C. 建物規模が3間X3間以下であること。

d. 平面形が正方形に近い例が多いこと。

e. 柱間距離が狭い例が多いこと。

この場合の倉とは高床に限定されるが、非高床の

掘立柱建物も「納屋」的な倉として利用された可能

性はある。しかし、そのような例は高床倉とはやや

性格も異なり、例も多くはないと考えられるため、

ここでは考慮外におく。

さて、前節において当遺跡で確認された50棟の掘

立柱建物の内の17棟（約％）を倉と推定したが、上

記の倉としての傾向に反する例は基本的に住居と推

定した。また個々の建物小群の構成を見た場合、上

記の 5項目全てに合致しなくても倉と考えた方が良

い例もある。具体的には SB247が主屋、 SB231が

副屋、 SB226が下級の住居としたうえで、 SB250 

を倉と推定した例である。

S B250は3間X2間の総柱建物であり、桁行の

柱間寸法には若干の疑問も残るが7尺程、梁行は 8
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尺等間である。したがって上記 5項の内、 dとeに

は反する。しかし、この 2項目は倉としての必要条

件ではない。この建物小群は、当遺跡で明らかにさ

れた内で唯一主屋が三面廂であり、 4棟で構成され

ている点等から、比較的優勢であったと推定される。

そこで、他の例よりも大規模な床面積を持つ SB 

250を倉と想定した。同様に S8225もd項に反する

が、主屋であろう S8224に伴う倉と推定した。

このほかに倉か否か疑問な例としては、 S8228 

やS8248等がある。 S8228はSB 231と同様に、

床面の一部を竪穴住居風に掘り込んでおり、少なく

ともこの部分は床張りでない事は明らかである。 3

間等間で平面方形の総柱建物であり、柱間が 7尺と

やや広いものの、倉としての先の 5項目に抵触しな

い。しかし、床面の特殊な構造から少なくとも高床

倉庫とは考えられない。また居住用建物としても主

屋とは考え難く、納屋的な副屋と理解したい。 SB

248は、桁行が 7尺等間の 4間、梁行は 9尺等間の

3間であり、平面形は正方形に近い総柱建物である。

上記 5項目の内、 a、b、 dには適合するが、 cと

eには抵触する。この S8248は建物小群としての

実体も不明であり、この建物の規模や形態のみが判

断材料であるが、倉とすれば当遺跡の内で群を抜い

た床面積を持つ大規模なものとなり、やはり住居と

考えるべきであろう。

建物小群相互間の格差（第 8表）

各建物小群を構成する主屋および倉、副屋等の推

定床面積を示したものが第 8表である。この表から

以下の理解が可能であろう。すなわち、まず倉の有

無で大別でき、倉を持つ建物小群も主屋が24.8面以

上と10-15面の 2群に細別される傾向がある。倉を

持つ建物小群の内、主屋が24.8吋以上の場合は、主

屋の大きさが必ずしも倉や副屋等の有無に対応する

ものではない。したがって家族構成等に起因する量

的な差であり、社会経済史的な意味における質的な

差異とは考え難い。一方、倉を持ちながら主屋が10

-15吋と小規模な建物小群は倉も 10m'以下と小規模

であり、副屋等はない。また倉を持たない建物小群

では、主屋の規模は14面前後か25-30面と全般的に

小規模である。この内25-30面の主屋は倉を持つ建

物小群の内の小規模な主屋の例と同規模であり、主



屋の大小が画然と倉の有無に対応するものではない

が、大勢としては倉を保有する建物小群の方が主屋

は大規模であり、副屋等も多く付属する傾向が認め

られる。

なお、 SB214・S B228建物小群や SB 215建物

小群は倉が確認されなかったが、上述の検討結果か

ら元来は倉を保有していた可能性が高いと考えられ

る。なお、 SB244とSB255はどちらが主屋かすら

不明瞭なため、上記の検討対象から除外せざるを得

なかった。

以上、住居と推定される主屋の推定規模をひとつ

の検討材料としてきたが、この場合、床張りか土間

なのかは問題外とした。しかし比較的大規模な主屋

には、床張りと推定される例 (SB 220・224・24 7 

・257等）が多い事も事実である。

さらに、主屋の床面積を床張りか土間かを問わず

再検討すると最大がSB257の143.6m2、建物小群と

して建物の組み合わせ関係が把握された内の最大規

模を有する SB220が90.0面である。各建物小群の

主屋は、倉の有無と無関係に、おおむね50面余と30m'

前後、 10-15面と 3細分も可能である。

ところで 1辺がlQm近くから 3m程の竪穴住居は、

掘立柱建物普及以前に見られたものである。もちろ

ん掘立柱建物と竪穴住居とでは、競の有無という大

きな構造上の差異もあり、一律には論じ難い面もあ

るが、掘立柱建物の床面積は前代までの竪穴住居の

床面積と近似する点は注目に価する。

検出された建物小群は主屋のみが居住用建物の可

S B建物小群 主 屋 m'

247. 250. 231. 226 55.8 

208. 204. 203 46. 2? 

220. 227 90.9 

224. 225 55. 1 

214. 228 46 

202. 201 有か

242. 245 14.9 

229. 223. 216 33 

255 24.8 

207 30 

206 25. 1 

213 14.9 

212 14 

第 8表建物小群間の格差

倉

能性が裔く、その床面積から推定して単婚小家族程

度以上の人数は居住できなかったであろう。すると、

S 8247を主屋とする建物小群に属するらしい SB

226が問題となる。 S8226は、 1間4方 (5.9mり

と最小規模であり、住居かと推定された。しかし住

居ならば 1-2人の居住が限界であり、自立的に家

族を構成し得なかった階層の住居である可能性が考

えられる。

建物小群の歴史的性格

以上、北堀池遺跡における平安時代後期から鎌倉

時代の集落に関して若干の検討を加えてきたわけで

あるが、いま一度主要な点を要約してみよう。

まず、集落の営まれた時期は12-13世紀を中心と

していること。この集落跡は近年まで遺存した条里

地割の縁辺部に位置し、調査区内でもこの条里に沿

うA群と沿わないB群に、掘立柱建物や溝・道路等

が大別された。建物小群には、主屋と副屋・倉等と

いう構成がA・B両群に認められた。各建物小群は、

建物規模から単婚小家族程度の人数が居住したもの

と考えられる。建物小群は倉の有無によって 2分さ

れ、副屋や比較的大規模な主屋を持つものは倉を伴

う場合が多い。倉を保有する建物小群であっても、

その家地は 1-2反と推定される。遺構や遺物は当

時代にあっては平均的なものであり、一般的な農村

集落であったと推定される。

それでは北堀池遺跡を構成した各建物小群の住人

達は、どのような性格を持っていたのであろうか。

まず建物や遺物から一般的な農民であり、家地を持

m 2 副 屋 m 2 そ の他

30.1? 14.8 5.9 m 2 

20.6 28.9 

6.6 

14.9 

有か 40.4 

18 33.1 

9. 2? 

13.2 16.6 

有か 19. 8? 

無か 無か
，，， ケ

ケ ケ

ケ ，， 
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つことから自律的に家族を構成していたと考えられる。

この内、倉を保有する建物小群は経営主体としての

自立度も高いと考えられる。ところで既述のとおり、

三面廂の主屋 (SB 247) と副屋 (SB 231)、比較

的大きな倉 (SB 250) と同一の建物小群を構成す

るらしい小規模な SB226は、自律的に家族を構成

できない少数の人間が居住したと推定された。この

推定が正しいものならば、三面廂付建物 (SB 247) 

を主屋とするような1憂勢な建物小群においては、そ

の家族構成員の一部には少数の隷属民をも包括して

いた場合があるとも想定される。しかし、その家地

は1反290歩と推定されるに過ぎない。家地の面積は、

主屋 (SB214)と副屋 (SB228)が柱列 (SA 11) 

で区画された建物小群でも 1反44歩余と推定された。

これらは自律的な経営主体の全生産基盤としては狭

小であり、家地以外でも何らかの関係で耕作してい

たのであろう。

一方、倉は保有しないが 1-2棟の建物と家地を

持つ階層も存在する。これらは農業経営主体として

の安定度は相対的に低いものであったものの、自律

的に家族を構成することのできた階層に属したであ

ろう。

ところで、「ハチロウガイト」という地名がSB

217の検出された付近に今日まで残っており注目に

価する。一般に「カイト」関係の資料は11世紀後半
(32) 

以降に急増し、 12世紀以降に地名化するという。ま

た、その実体は「条里制地割の縁辺の段丘、扇状地

や自然堤防、山間部に位置し、」「小規模な農民的性

格の強い開発」として、「国家的・公的な支配の対

象とならない畠地、家地」であると説かれている。

一方、北堀池遺跡は条里庸IJ地割の縁辺部にあたり、

景観上河岸段丘を思わせる地に位置している。また、

各建物小群の推測される家地はその周辺の空き地を

含めてもいずれも 2反以下と小規模な農民的性格の

強いものと思われ、 11世紀後半以降に開発され、 12

-13世紀を中心に営まれている。以上の諸点から、

当遺跡の建物小群の持つ領域は「カイト」に比定さ

れる可能性が高いと考えられる。

一般には、「平安期においては垣内の地目は多く

畠地であ」るが、「鎌倉前期になると逆に田地をそ

の内容とする例が多くなる」と指摘されている。一

方、当遺跡ではこの時代の耕地は確認されておらず、

ただA群に関しては条里地割の存在が確認されたの

みである。しかし考古学的には、柱穴の遺存によっ

て建物は比較的容易に確認されるが、田畠は遺存・

検出が極めてまれである。当遺跡でも、「カイト」

に比定される建物小群の占地は、建物と少数例の溝

や柱列等から判断したに過ぎない。しかし各建物小

群間の空地は作業用広場としては広過ぎ、少なくと

もA群に関しては条里溝が貫流する事実から屋地に

付属する耕地や草生地と推定される。すなわち当遺

跡の建物小群は居住施設を中核として形成された、

いわゆる「居垣内」に相当しよう。

再度要約すれば、北堀池遺跡は11世紀代には成立

して12-13世紀に中心に持つ、一般農民層を主体と

する垣内集落跡と推定される。そして、彼ら一般農

民層は数人の家族から構成され、家地を所有し、こ

れに付属する小規模な耕地を自律的に開発・経営し

ていたものと考えられる。しかし、この一般的な農

村の構成貝には倉の有無や建物の大小・多少により、

経営の安定度には一定の差異も存在し、さらに一部

には、自律的に家族を構成できない少数の隷属的な

人間の存在も推定される。

（山田猛）
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註 (1) 第一分冊（六頁）では「N -8°-E」としたが、これは磁北を基準としたものであり、真北に対し

ては約 N-2°-Eである。

(2) SE  9に関する木製品の樹種は未同定である。

(3) 枠材の実測に当たっては、新田康二氏の精力的な協力を得た。

(4) 28は底板と同巧同大であるが、底板は全て確認されており、底板の可能性はない。しかし、底板と一

連の作業で製材されたものであろう。

(5) 飛鳥• 奈良時代の須恵器に関しては、次の文献を参考とした。

a. 田辺昭三「陶邑古窯址群 IJ(平安学園考古学クラブ 1966) 

b. 荻野繁春「第VI章 7、8世紀代の須恵器編年」（「老洞古窯跡群発掘調報告害J岐阜市教育委員会

1981) 

(6) 野元睛範「小結」（「湖西線関係規制調査報告書J湖西線関係遺跡発掘調究団 1973) 

(7) 土器製作の作業工程によって、ロクロ上の上器は正立または倒立状態におかれる。そこで当報告では、

ロクロ上に置かれた状態を工程別に復元推定し、ロクロの回転方向を判断した。

(8) 使用尺の問題に関しては、「使用尺と測点の不統一性」 (79頁）で示した。

(9) 掘立柱建物の一部を倉と判断した根拠は、「住居と倉」 (80頁）で示した。

(10) 山田猛「伊賀の瓦器に関する若十の考察」（「中近世土器の基礎研究IIJ 8本中世土器研究会 1986) 

(11) 奈良国立文化財研究所の宮本長次郎氏の御教示を得た。

(12) 代表的な文献のみを次に記す。

a . ~ 主(6)しこ!u]じ。

b. 小笠原好彦「近畿地方の七、八世紀の土師器とその流通」（「考古学研究」第27巻第 2号 1980) 

C. 西口寿生「土師器の地域色」（「文化財論叢j奈良国立文化財研究所 1983) 

(13) 稲田孝司、沢田正昭「 B 土器J(「平城宮発掘調介報告IX」奈良国立文化財研究所 1978) 92-95頁

(14) 代表的な遺跡のみ例示しておく。

a. 森前稔「VI 阿山郡大山田村 西沖遺跡」（「昭和55年度県個圃場整備事業地域埋蔵文化財発掘調

在報告j三重県教育委員会 1981) 1個体番号50-55・69・71・72(?) 

b. 中森英夫「II 阿山郡大山田村 歌野遺跡」（「昭和57年度農業基盤整備事業地域埋蔵文化財発掘

調査報告J三重県教育委員会 1983)個体番号 2・6-7 

(15) 註(12)の b では「伊賀• 伊勢邸」とし、同じく Cでは「南勢型」に伊賀を一括している。

(16) 註(14)のaに同じ。

⑰ 註(14)のbに同じ。

(18) 該当例は、例えば次の文献に図示されている。

吉田秀~11 r国道365号線バイパス工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書」（滋賀県教育委員会、財団法

人滋賀県文化財保護協会 1984) 第8、9期の例。

(19) 木下正史「 c 土器J(「飛鳥• 藤原宮発掘調介報告IIIJ奈良国立文化財研究所 1980) 

(20) 宮本長次郎「尺度と建築J(「古代史発掘 9」講談社 1974) 

(21) 森川桜男・山田猛「伊賀国分僧寺出土瓦とその周辺」（「古代研究21」元興寺文化財研究所 1980) 

(22) 横田洋三「出土士師皿編年試案」（（「平安京跡研究調査報告ー第 5輯一平安京左京五条三坊十五町」（財）

古代学協会 1981)) 

(23) 8-t(IO)に[o]じ。

(24) 田辺昭三• 吉川義彦「平安京跡発掘調介報告一左京四条ー坊ー」（平安京調査会 1975) 

(25) 白石太一郎「「瓦器」の生産に関する二、三の党え書」（「古代文化」 27-3 1975) 

(26) 川越俊一「大和地方出土の瓦器をめぐる二、三の問題」（「文化財論叢j奈良国立文化財研究所 1983) 

(21) 阿山郡伊賀町的場遺跡に類例がある。駒田利治［的場遺跡発掘調査報告」（伊賀町教育委員会 1978) 

(28) 杉谷政樹「上野市中友生岸之上遺跡」（「昭和58年度農業基盤整備事業地域埋蔵文化財発掘調査報告j

三直県教育委員会 1984) 

(29) 山田猛氏の指摘による。

(30) 註(25)に同じ。

(31) 森田勉• 横田賢次郎「太宰府出土の輸入中国陶磁器について一刑式分類と編年を中心としてー」（「九什l

歴史資料館研究論集 4J 1978) 

(32) 水野章二「平安期の垣内」（「史林」 65巻 3号 1982)以下の引用文も伺文献による。
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第 9 表平安• 鎌倉時代 井戸• 土城・溝出土溝遺物観察表（第41・45・47図、 PL47-52) 

法絨 cm

器種 個体 図版
径

器高
遺構番号 ロ 形態の特徴 技法の特徴 備 考

器形 番号 番号 器 .「臼"~ ' 指数
回白ム口 仕，又． 

口緑部は、わずかに外反。ロ 体部は、指圧により凹凸のこ

PL 14.9 
32 

縁内面直下に沈線。体部は大 す。口縁部のみヨコナデ。体

88 4.7 きく内府して憐lく。高台は断 部内面に平行ヘラミガキ。底
47 5.4 面逆：：：：：角形で直立。 部内面は、ナデ調整後一輪の

暗文。

ロ縁部は外反し、内血直下に n緑部ヨコナデ。口縁部外面 胎土に砂粒

15.6 沈線。 1本部は緩く内笞して開 にヘラミガキ。体部外面にも わずかに含

89 く。 わずかにヘラミガキのこる。 む。

内血ヘラミガキは緻密。底部

内面は、連結論状暗文。

14.5 
口緑部は、直立気味となりわ 内外面とも剥離が著しくヘラ 保存状況不

ずかに外反。内面直下に沈線。 ミガは、外面にわずかに認め 良。
90 5.0 34 

翡台は、断面逆台形のものが られる。
5.5-6.0 

直立。

14 .0 n縁部は、端部で大きく外反。 n縁部ヨコナデ。体部外面は

91 (4. 7) (34) 内面直下の沈線は段状。イ本部 指J玉痕のみ。内面ヘラミガキ

(5.6) は大きく内内。 は比較的密。

瓦器 14.4 
口縁部は、端部でわずかに外 口縁部ヨコナデ。体部外面は

反。内血直下の沈線は段状。 ヨコナデされ、凹凸がない。
椀

92 4.2 29 
体部は緩く内弯して開く。高 外面ヘラミガキなし。内面へ

6.1 
台は断血逆三角形で直立。 ラミガキは比較的密。

S E 7 
口縁部は、端部で人きく外反。 口縁部ヨコナデ。体部外面は

14.8-15.6 内面直下に沈線。体部は、直線 指Iじ痕のため凹凸のこす。内

93 4.2 28 的に開く。沿i台は断面逆三角 面ヘラミガキは、下半部で乱

6.0 形で直立。底部は、高台接地 れ異方向で間隙多くなる。

血と大差がない高さ。

14.0-14.8 口緑部は外反。内曲直下に戊 体部内面には、緻密なヘフミ 保{.,:状況不

94 4.0-5.2 32 い沈線。体部は、直線的に開 ガキ。外面及び底部内面は条lj 良。

4.5 く。高台は断血逆台形で直立。 離が著しく不明。

口縁部は外反。内1/!i直下に沈 ロ縁部ヨコナデ。体部は、指

p L 15.6 線。体部はわずかに内笞気味。 圧痕のため凹凸多い。体部外

95 4.4-4.8 29 翡台は、断面逆二角形で直立。 血ヘラミガキなし。内面及び

47 5.7 裔台は、粗雑で、ド面は}j形状。 底部内面は剥離のため不明

瞭。

(14) 口縁部の外反弱い。体部わず 剥離著しく、器面調整不明。 保存状況不

96 4.1 29 かに内弯。高台は、断血逆台 良。

3.7 形で直如

灰釉 翡台は、断面方形のもので明 底部下半はロクロナデ。高台 砂粒含む。

97 瞭な血をもたない。 は、ハリッケ後ヨコナデ。
壺 (15) 

白磁 17 .4 玉縁状口縁。口縁端部は丸い。 口縁部外面下半はヘラケズ 淡灰色釉

98 内面はわずかに内窃する。 リ。
碗

8.0 
口縁部は、段をなし外傾。端 ロ縁部ヨコナデ。底部外面は 暗茶色。砂

99 
I. 2 

部は丸い。底部はわずかに丸 指によるオサ工。内面は同心 含まず。

みをもつ。 円状のヨコナデ。

8.4 
ロ縁部は、わずかに外反。端 口縁部ヨコナデ。底部外面は 淡褐色。

100 部は丸い。底部は、丸みをも 指によるオサ工。内面はヨコ
1. 7 

ち、突出する。 ナデ。
SK 53 

賠茶色。砂土帥器 8.4 
口縁部は大きく内弯。口縁部 口縁部ヨコナデ。底部外面は

101 は直立気味。端部は丸い。 指により作］心円状のオサ工。 含まず。
皿 1.4 

内面はヨコナデ。

8.4 
ロ縁部は外開し、端部は丸い。 口縁部ヨコナデ。底部外面は 淡褐色。砂

102 底部は、わずかに内弯。裔さ 指によるオサエの後ヨコナデ 含まず。金
1.1-1.5 

は祖み大。 するか。内面はヨコナデ。 冥母片含。

8.0 
ロ縁部は外閲し、端部は丸い。 口縁部ヨコナデ。底部外面は 淡褐色。砂

103 底部は、ほとんど平底となる。 指によるオサエの後ヨコナ 含まず。金
1.4 

デ。内部はナデ。 雲母片含。
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法絨 cm

器種 個体 図版
ロ 径

器翡
遺構番号 形態の特徴 技法の特徴 備 考

器形 番号 番号 器 翡 指数
古向ム口仕，又

8.6 
口縁部は外開し、端部は丸い。 口縁部ヨコナデ。底部外面指 暗茶色。砂殆

104 1.5 
底部は、わずかに内弯するが、 によるオサ工。内面はヨコナ と含まず。金

ほとんど平底。 ナー→o 雲母片含。

8.4 
口縁部は、直立気味となり、 口縁部ヨコナデ。底部外面は 砂含まず。

105 1.8 
端部は尖る。底部は、わずか 指によるオサエであるが、凹

に内跨し丸い。 凸少ない。内面ナデ。

8.5 
口縁部と底部の境に稜をも 口縁部ヨコナデ。底部外面は 灰色。砂含

106 1.4 
ち、口縁部は外開し、端部は 指によるオサ工。内面はヨコ まず。

わずかに尖る。ギ底。 ナデ。

p L 7.9 
口緑部は、内弯して直立する。 口縁部ヨコナデ。底部外面は 淡褐色。砂多

107 
1.5 

端部は丸い。底部は器壁が!•/ 指によるオサ工。内面はヨコ く含む。金芸

47 く平担。 ナデ。 母片含。

8.2 
口緑部は内弯し、端部で内側 口縁部ヨコナデ。底部指によ 淡灰褐色。

108 
1.3 

にまきこまれる。底部はほと るオサエであるが、凹凸少な 砂含まず。

んど平坦。 し、゜

(9.0) 
ロ縁部と、底部の境で屈折。 口縁部ヨコナデ。底部内外面 淡黄褐色。

109 口縁部は外反気味に開く。端 とも指によるオサ工。 砂含まず。
2.0 

部は丸い。底部は中央で凹む。

9.2 
口緑部と底部の境で屈折。ロ 口縁部ヨコナデ。底部外面は 細砂多少

llO 
1.3 

縁部は、器破を薄くして外開。 指によるオサ工。内面はヨコ 含。金雲栂

土師器 底部は、ほとんど平阻。 ナデ。 片含。

皿 p L 8.3 
口縁部と底部の境で屈折。ロ ロ縁部ヨコナデ。底部外面は 褐色。砂含

111 
0.9 

縁部は、外反気味に開き、端 指によるオサエの後ヨコナ まず。
47 部は丸い。ギ底。 デ。内曲はヨコナデ。

p L 8.4 
口緑部と底部の境で屈折。ロ 口縁部ヨコナデ。 淡赤褐色。

112 
1.2 

縁部は外開し、端部で面をも 砂含まず。
47 つ。底部はギ底で凹凸あり。

S K53 

8.8 
ロ縁部と底部の境で屈折。ロ 口縁部ヨコナデ。底部外面は 淡褐色。砂

113 縁部は外開し、端部は丸い。 指によるオサ工。内面はヨコ 含まず。金
1.3 

底部は、下方へ突出する。 ナデ。 雲母片含。

p L 13.3-13.8 
口緑部は緩く内弯し、端部で 口縁部は強くヨコナデ。底部 淡褐色。砂

114 反外し丸い。底部は、わずか 外面は指によるオサ工。内面 含まず。金
47 2.6 

に丸味をもつ。 は不定方向のナデ。 雲母片含。

15.8 
ロ縁部と体部の境は、段をな 口縁部ヨコナデ。底部外面指 淡黄褐色。

115 し、口縁部は薄く引き出され によるオサ工。 砂含まず。
2.9 

る。底部は緩く内弯する。

p L 14.4 
口縁部と底部の境は、段をな 口縁部は強くヨコナデ。底部 暗茶褐色。

116 し、口縁部は直立気味となる。 外面は、指によるオサエ。内 砂多少含。
47 2.5 

底部は、緩く内弯。 面は—-·定方向のナデ。

13.2-14.0 
口縁部と底部の境にわずかな 口縁部は強くヨコナデ。底部 淡褐色。砂

117 稜をもち、口縁部は直立気味 外OOは、指によるオサ工。内 含まず。
2.3 

とがる。底部は緩く内弯。 面はヨコナデ。

口縁部は、直立気味に内埒し、 口頸部は、接合時に強くオサ 暗茶色。細

端部は内側にまきこまれる。 エられ、頸部にオサエ痕をの 砂多く含。

118 
(25) 体部は、わずかに内弯して内 こすが、口縁部ヨコナデされ 金玄母片

傾する。鍔は、断面台形の比 る。体部内面には、指圧痕を 含。イ本部下

較的火きなものが水平に引き のこす。 1本部外OOはヘラケズ 半に煤付

土師器 出される。 リされたものか。 着。

羽釜 口頸部は肥厄し、口縁部は大 口縁部内面から鍔上部にかけ 暗茶色。細

28.0-29.0 きく外傾する。端部は、垂直 てはヨコナデ。体部内面は、 砂多く含。
p L (23) に引き出される。体部は、大き 指によりオサエられるが、指 金箕母片

119 
47 現圧高 く内弯し、器陪は 4mmと薄い。 圧痕は、明瞭でない。 含。体部に

18.4 鍔は、断面三角形の小さなも 煤付着。

のが水平に引き出される。
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法械 cm

器種 個体 図版
ロ 径

器翡
遺構番号 形態の特徴 技法の特徴 備 考

器形 番号 番号 器 高 指数
古r口J ム口 ，1又七

口縁郁は強く外反し、内血1a: 口縁部は強くヨコナデ。体部

14.0-14.2 下の沈線は段状。体部は直線 外面はオサエのみ。内面ヘラ

120 3.8-4.0 28 的に外開。高台は断面逆三角 ミガキは、間隙が多くなる。

5.2-5.3 形で低い。 底部内面の暗文は、二輪の連

結輪状。

14.0-15.0 
口縁部は、わずかに外反し、 ロ縁部はヨコナデ。体部外面 体部外面の

内面直下の沈線は段状。イ本部 はオサエのみ。内面は間隙の 一部孤状に
121 3.4-4.5 28 

はわずかに内弯。高台は、断 多いヘラミガキ。底部内面は 燻しかから
5.0-5.3 

面逆三角形で低い。棗み人。 燻しがみとめられない。 ず。

口縁部直下で大きく屈曲し、 口縁部はヨコナデ。体部外面

(14.0) 口縁部は外反し、内血直下の はオサエのみ。内面ヘラミガ

122 4.3 (31) 沈線は段状。イ本部は緩く内西。 キは、輻 2mmの間隙の多いも

4.2 高台は、断面逆三角形で矮小。 ので施される部位も狭い。底

部欠損のため底部内面不明。

(14 .0) 
ロ縁部は強く外反し、内曲直 □縁部はヨコナデ。体部外面

下の沈線は段状。イ本部は直線 はオサエのみで凹凸多い。内
123 4.0-4.2 (29) 

的に外開。翡台は、断面逆台 面は、細いヘラミガキで間隙
瓦器 5.2-5.3 

形で低い。 多い。底部内面象lj離。

椀
S K53 

口縁部は強く外反し、内血直 ロ縁部はヨコナデ。体部外面 体部外部の

p L 14.4-14.5 下の沈線は段状。体部は直線 はオサエのみ。内面は太いヘ 2ケ所は、

124 4.0-4.2 28 的に外開。高台は、断面台形 ラミガキで、間隙多く体部下 燻しかから
47 5.2-5.4 で低い。 位に施されない部分もある。底 ず白色。

部内面は、一輪の連結輪状暗文。

(15.6) 
口縁部は強く外反し、内面直 ロ縁部はヨコナデ。体部外面

125 4.5 (29) 
下の沈線は段状。体部は直線 はオサエのみで凹凸多い。内

的に外開。翡台は、断向三角 面は太いヘラミガキで粗い。
(5.8) 

形で低い。 底部内向は、連結輪状暗文。

14.2-14.6 
口縁部外反せず。内面直下の 口縁部はヨコナデ。体部外面 細砂• 雲母

p L 沈線は段状。イ本部は内弯。高 はオサ工。内面は条lj離のため 片含。
126 4.0-4.6 30 

台は断面三角形で矮小。底部 明瞭でないが、粗いヘラミガ
47 5.1-5.3 

が高台より突出。 キ。底部内面は、連結輪状暗文。

(16.0) 
口緑部は外反し、内面直下に 口縁部はヨコナデ。体部外面

段状の沈線。体部はわずかに はオサ工。内面ヘラミガキは
127 4.3 (27) 

内弯。高台は、断面三角形で 剥離のため不明。
(6.0) 

低く、底部と同じ高さである。

瓦器 p L 8.6-9.1 口縁部は底部との境で屈曲 口縁部はヨコナデ。底部外面

128 1.6 し、外反する。底部は、丸み はオサ工。底部内面は、ジグ
小皿 47 をもって突出する。 ザグ状暗文。

灰紬 体部は内弯するものと思われ 体部外面は、ヘラケズリ。内 淡色透明釉

129 る。翡台は断面）j形で直立。 面はヨコナデ。 砂含まず。

椀 9.5-9.7 

p L 8.8 
口縁部は外開し、端部は丸い。 ロ縁部はヨコナデ。体部外面

130 
1.6 

底部は丸みをもつギ底。 はオサ工。底部外面と内面は
47 ナデ。

8.8 
口縁部は外開し、端部は外上 口縁部はヨコナデ。体底部外 金裳犀片含

131 
1.4 

方に血をもつ。底部は、わず 向はオサ工。内面はナデ。

土師器 かに丸みをもつギ底。

Jlll 8.1-8.4 
口縁部は外開し、端部は外上 口縁部はヨコナデ。底部外面 砂殆ど含ま

132 
1.5 

方に丸みをもつ。平底。 はオサ工。内面は一定方向の ず。

SK 54 ナデ。

p L 13.9-14.4 
口縁部は内弯気味に開く。底 口縁部はヨコナデ。底部外面 金雲母片含

133 
2.2 

部は、わずかに丸みをもつ半 はオサ工。内面は一定方向の
47 底。 ナデ。

ロ縁部は強く外反し、内面直 口縁部は強くヨコナデ。体部 極細砂含。

瓦器
p L 14.0-14.6 下の沈線は、部分的に段状。 外面はオサ工。内面は、中央

134 48 
3.9-4.5 29 体部は、わずかに内弯。高台 部を中心に、間隙の多いヘラ

椀 5.3 は断曲三角形で矮小。底部は ミガキ。底部内面は、四輪の

高台より突出。 連結輪状暗文。
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法 星 cm

器種 個体 図版
ロ 径

器高
遺構番号 形態の特徴 技 法 の 特 徴 備 考

器形 番号 番号 器 高 指数
古向 _L,.口 1'土又

p L 14.7-14.8 
口縁部は外反し、 L且立気味。 口縁部はヨコナデ。体部外面 砂はとんど含

135 3.5-4.7 28 
内面匝下の沈線は没い。体部 はオサ工。内面は間隙の多い まず。体部外

47 5.1 
は内弯。高台は断面三角形で ヘラミガキ。底部内面は、一 面一部燻しか
低い。 輪の輪結状暗文。 からず。

14.5-14.7 
口縁部わずかに外反し、内面 ロ縁部はヨコナデ。体部外面

直下の沈線は段状。体部は緩 はオサ工。内面は多少間隔の
136 3.6-4.3 28 

く内肉。高台は断面三角形で あるヘラミガキ。底部内面不
4.4-4.5 

低し％ 明瞭。

14.5-15.2 
口縁部は外反し、内面直下の 口緑部はヨコナデ。体部外面 細砂多少

瓦器
p L 

沈線は段状。体部は、直線的 はオサエで、凹凸が多い。内 含。
137 4.1-4.8 30 

47 S K54 
4.6-4.8 

に外開。高台は断面方形で低 面は粗いヘラミガキ。底部内
椀 く直立。 面は剥離のため不明。

ロ縁部は外反せず、わずかに 口縁部はヨコナデ。体部外面 金実母含。

PL 14.0-14.3 肥原。内面直下の沈線は浅い。 オサ工。内面は剥離のために

138 3.9-4.2 29 体部はゆる＜；笠曲。高台は、 不明。
48 5.3 断面三角形で矮小。底部は高

台より突出。

14.6-14.7 
口縁部は外反し、内面直下の 口縁部はヨコナデ。体部外面 金‘芸け含。

PL 沈線は没い。｛本部は緩く内 '2対。 はオサエ。内面は剥離のため
139 3.7-4.5 28 

高台は、断面三角形で矮小o 不明。48 4.8 
歪みKきい。

士師器 8.4 
口縁部は外開し、端部で強く 口縁部はヨコナデ。底部外面

140 
1.4 

外反し屈曲する。底部は丸み はオサ工。

皿 のある平面。

瓦器 15.8 
ロ縁部は外反し、内面直下し、 口縁部ヨコナデ。体部内面は

段状の沈線をめぐらす。体部 細いヘラミガキ。外面は平行
141 

S K55 
6.0 38 

は大きく内弯。高台は、断面 線状のヘラミガキ。底部内面
椀 6.4 

方形て但立気味。 は連結輪状暗文。

土師器 (20) 
ロ縁部は外開し、端部で直立。 口頸部はヨコナデ。体部内面 砂粒• 金実

体部はわずかに内弯するもの はナデで仕上げられる。 -/_:J: 片含。
142 

と思われる。鍔は比較的大き
羽釜

く水平に伸びる。

土師器 8.8 
口縁部は、わずかに内：悶し、 口縁部はヨコナデ。底部外面 金箕母片

143 端部は丸い。底部は丸味をも はオサエのあとナデ。内面は 含。
皿 1.5 

つ。 ナデ。

14.1-14.9 
口緑部は強く外／又し、内面直 口縁部は強くヨコナデ。体部

PL 下の沈線は段状。イ本部は直線 外面はオサ工。内面のヘラミ
144 4.0-4.4 29 

的に外開。高台は断面方形で ガキは上部で粗く、下部で密。48 5.0-5.5 
低い。

口緑部は外反せず、内面i紅下 口縁部はヨコナデ。体部外面 砂ほとんど

14.0 に沈線。体部は、緩く内窃。 はオサエで、口縁部外面にヘ 含まず。

145 
4.5 32 高台は断面三角形で低い。 ラミガキがわずかにのこる。

S K75 5.0 内面ヘラミガキは、比較的密。

瓦器 底部内面は、剥離のため不明

椀
瞭。

14 .4 
口縁部は外I又せず、口縁部で 口縁部はヨコナデ。体部外面

146 3.9 27 
肥原し、内面直下に浅い沈線。 ははオサエで、口縁部にヘラ

体部は内弯。高台は断面三角 ミガキがわずかにのこる。内
4.5 

形で低い。 面ヘラミガキは密。

15 .1 
口縁部は外反せず、口縁部で 内外面とも剥離のため不明。

肥厚し、内面直下の沈線は段
147 4.3 28 

状。｛本部は内1-'.j。高台は断面
5.0-5.3 

三角形で低い。

14.5-14.7 
口縁部はわずかに外反し、内 口縁部はヨコナデ。体部外面 砂少し含。

PL 面直下の沈線は段状。体部は はオサエで、凹凸多い。内面は 金雲け含。
148 4.0-4.8 30 

内唸気味。高台は断面＿て角形 中央部に間隙の多いヘラミガ

瓦器
48 5.9 

で低い。歪み大きい。 キ。底部内面は、輪結状暗文。
S K76 

金雲i吐含。椀 14.3 
口縁部は外反せず、内面直下 口緑部はヨコナデ。体部外面

149 
p L 

3.8-3.9 27 
の沈線は浅い。体部は、わず はオサ工。内面は粗いヘラミ

かに内魯。高台は、断面台形 ガキ。底部内面は、一輪の輪
49 4.8 

で低い。 結状賠文と不定な暗文。
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法 益 cm

器種 個体 図版
ロ 径

器高
遺構番号 形態の特徴 技法の特徴 備 考

器形 番号 番号 器 高 指数
古回 ム口 ｛，又七

14.5-14.9 
口縁部外反せず、わずかに直 口縁部はヨコナデ。体部外面 砂わずかに

p L 立。内面直下の沈線は段状。 はオサ工。内由は比較的密な 含。金雲母
150 3. 9-4 .4 28 

体部はわずかに内弯。高台は ヘラミガキ。底部内面は、連 含。48 4.7-5.1 
瓦器 断面台形で低い。 結輪状暗文。器壁ややI學い。

S K76 
椀 14.4-14.8 

口縁部は外反し、内面直下の 口緑部はヨコナデ。イ本部外面

151 3.9-4.3 28 
沈線は段状。体部は内弯気味。 はオサ工。内面のヘラミガキ

高台は断面方形で低い。 は上部で粗く、下部で密。底
5.1 

部内面は、 2輪の連結輪状暗文。

(26) 
口縁部は大きく外開し、端部 口緑部及び体部上部は、ヨコ 細砂• 金繋

土師器 はまきこまれ直立気味。体部 ナデ。体部内面はヘラケズリ。 母含。
152 

は直線的に開き、水平に伸び
羽釜

る鍔がつく。

15.3 
ロ縁部は外反し、口縁内面直 口縁部はヨコナデ。体部内外

p L 35 下の沈線は段状。体部は大き 面とも剥離のため器面調整不
153 5.4-6.3 

く内弯。高台は、断面台形で 明。器碓は簿い。48 5.3-5.6 41 
わずかに外方へ開く。

S K59 

14.4-15.2 
口縁部は外反せず、口縁内面 口緑部はヨコナデ。体部内外

瓦器 p L 直下に沈線をめぐらす。イ本部 面とも剥離のため器面調整不
154 5.1-5.4 35 

は大きく内弯。高台は、断面 明。
椀 49 5.5-5.6 

方形でわずかに外方へ開く。

16.0 
口縁部はわずかに外反し、内 口縁部はヨコナデ。体部外面

p L 面直下の沈線は段状。体部は は粗いヘラミガキ。内面は緻
155 6.1 38 

大きく内弯。高台は、断面方 密なヘラミガキ。底部内面は49 6.8 
形で高く、外方へ開く。 剥離のため不明。

口縁部は外反し、わずかに肥 口縁部はヨコナデ。体部外面

11.8-15.2 厚，内面直下の沈線は段状。 はオサ工。内面は 3ケ所に分

156 4.2-4.4 29 体部は、直線的に開く。高台 かれるヘラミガキ。底部内面

5.8 は、断面三角形で低く、底部 賠文は剥離のためイ湛月。

と高さを同じくする。

瓦器 14.7-15.1 
口縁部はわずかに外反し、内 口縁部はヨコナデ。体部外面

PL 29 面直下の沈線は段状。イ本部は はオサエ。内面は間隙の多い
椀 157 4.1-4.6 

内弯。高台は、断面三角形で ヘラミガキ。底部内面は紺j離49 4.8-6.5 
矮小となり、底部と同じ高さ。 のため不明。

14.8 
口縁部は強く外反し、口縁内 口縁部はヨコナデ。体部外面 極少贔砂

p L 31 面の沈線は浅い。体部はわず はオサ工。内面は間隙の多い ＾ 凸 o158 4.5-4.7 
かに内弯。高台は、断面方形 ヘラミガキ。底部内面は中央49 S K60 5.1-5.6 
で低い。歪み大きい。 部に簡単な一重の暗文。

灰釉 p L 4.1 体部は、わずかに内弯。口縁 口縁部・体部ともにナデ。底 内面のみ茶

159 1.6 端部は丸い。底部はわずかに 部糸切り。 緑色施釉。

小皿 49 2.6 上げ底。底部内面中央部突出。

青磁 p L 4.3 □縁端部は、尖り気味で直立。

160 2.3-2.4 大部は肥原し、わずかに内弯。
合子~ 49 3.9 底部は上げ底。

19.8 
口縁部は、わずかに外反し、 口縁部はナデ。体部外面はヘ 体部下半以

白磁 p L 
端部で肥原し、外上方に面を ラケズリ。 外は、灰緑

161 
もつ。体部は内弯し、外面に 色の施釉。碗 49 
は数条の稜線がのこる。

14.4 
ロ縁部は、ほとんど外反せず。 ロ縁部はヨコナデ。体部外面 細砂わずか

内面直下に沈線。体部は内弯。 は粗いヘラミガキ。底部内面 に含む。
162 4.4 1 

高台は、断面方形で外方に開 は密なヘラミガキ。底部内面
瓦器 5.9 

く。 は、連結輪状暗文。

椀
14.5 ロ縁部は、ほとんど外反せず。 口縁部はヨコナデ。他は剥離 細砂かなり

SK 77 
5 .1 36 内面直下に浅い沈線。体部は のため器面調整不明。 含む。

163 
5.3-5.5 内弯。高台は断面方形で直立。

瓦器 21.8 ロ縁部は、肥厚し内面におり 口縁部・体部ともにヨコナ 細砂わずか

出される。体部は内弯。 7――̀ o に含む。
鉢 164 
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法贔 cm

器種 個体 図版
ロ 径

器邸
遺構番号 形態の特徴 技法の特徴 備 考

器形 番号 番号 器 高 指数
向江 ム口 f，又七

土師器
口縁部は、水ギに折り出され 口縁部は、ヨコナデ。体部外 口縁部の一

p L 9.7 端部は上方につまみあげられ 血はオサエ。内面はヨコナデ。 部に煤付
165 

1.3 る。｛本部は、わずかに丸みを 着。
小 llll 50 

もち浅し％

14. 7-15.0 
口縁部は、わずかに肥I•/ し、 口縁部はヨコナデ。体部内面 内底面は剥

p L 端部は丸い。内面直下に没い は波状の細いヘラミガキ。体 離。高台は黒色 166 S K 71 5.4 36 
49 沈線をめぐらす。イ本部はわず 部外面はヨコナデの後ヘラミ 象lj離か。

土器 かに内窃。底部は、ギ底となる。 ガキ。底部外面はナデ。

A 類 16.0-16.4 
口緑部は直線的に開き、内面 口縁部・体部ともヨコナデ。 砂多少含。

p L 下 5mmに沈線をめぐらす。体 体部内面は細いヘラミガキ。
椀 167 5.0-5.5 32 

部はわずかに内弯。底部は半 底部外曲はナデ。
49 7.5-7.8 

底で、断面）j形の高台が直立。

土師器
168 

8.4 口縁部は、わずかに内窃。底 口縁部はナデか。 金箕母含。

皿 (1.3) 部は、丸みをもつ。

口縁部は、わずかに外反して 口縁部はヨコナデ。イ本部内面

瓦器 (14) 直立。内面直下は、段状の沈 は細いヘラミガキ。外面は粗

169 6.2 (44) 線がめぐる。体部は、人きく いヘラミガキ。底部内面は、

椀 S K73 5.8 内肉。翡台は断面方形で、直 幅広いヘラミガキで正格子。

立気味。

瓦器
口縁部は、わずかに内肉して n縁部ヨコナデ。底部外面は

9.1-9.5 端部で外反する。イ本部と底部 オサエの後ナデ。内面は象lJ離
170 2.0 の境に弱い稜線をもつ。底部 のため調柊不明。

小皿
は丸味をもつ。

瓦器 (15.3) 
口縁部は強く外反し、内面直 口縁部ヨコナデ。体部内面は

下に段状の沈線をめぐらす。 緻密なヘラミガキ。外面は粗
171 S KSO 4.7 (31) 

体部は、大きく内弯。翡台は いヘラミガキ。底部内面は、
椀 4.7 

断曲二角形で伯立。 連結輪状暗文。

瓦器 9.6 
口縁部は外}jに開き、端部で Il緑部外曲は、 5分割のヘラ 細砂わずか

p L わずかに外反。体部は内弯し、 ミガキ。底部内面は、 jd]心円 に含む。

172 
S K78 2.2 

底部は平底となる。 状のヘラミガキを施した後放
皿 50 

射状ヘラミガキを施す。

9.2-9.8 
口縁部は内弯して開き、端部 口縁部外面ヘラミガキは、上

瓦器 p L 2.8-2.9 
は丸い。イ本部は内内。高台は 部で圏線状に、中央部で分割

173 4.1-4.2 
断面三角形状で、直立。皿部 して施される。底部内面ヘラ

台付皿 50 に比して邸い。 ミガキは、ジグザグ状で庫品広
SK 79 し、C 

瓦器 15.2-16.0 口縁部は強く外反し、内面直 口縁部はヨコナデ。体部内面

174 156 36 下に段状の沈線をめぐらす。 は細いヘラミガキ。外面はオ
椀 (5.6) 体部は、内内して開く。 サエ後粗いヘラミガキ。

p L 8.7-8.9 
口緑部は、乖直に折り曲げら [J縁部はヨコナデされ、端部 細砂わずか
れ、内側に折り込まれる。イ本部 はオリコマレル。体部内外面 に含。金実

175 1.4-1.7 
は中央部で凹む。断面三角形 ともヨコナデ。 母含。

士師器 50 4.6 
の大きな高台が垂直に立つ。

皿 p L 9.1-9.3 口縁部はわずかに内弯し、内 口縁部はヨコナデ。体部外面 細砂わずか

176 S K72 1. 7 傾する面をもつ。体部は内弯 はオサ工。内面はナデか。 に含。金芸
50 し、底部は丸みをもつ。 け含。

土師器 口縁部・体部欠損。平底。高 底部外面はナデ。 細砂わずか

177 台は、断面）j形で外方に開く。 に含。金箕
椀 7.3-7.4 母含。

黒色 口縁部は、わずかに内弯し端 口縁部及び体部外面はヨコナ

土器
p L 9.0 面は丸い。内面直下に沈線を デ。体部内面及び底部内面に

178 Pit A 4.0 44 めぐらす。体部は内弯し、底 わずかにヘラミガキが認めら
B 類 50 4.8 は丸みをもつ。高台は、断面 れる。
小椀 方形で外方へ開く。

瓦器 p L 
口縁部は強く外反し、体部と 口縁部ヨコナデ。口縁部内面

(8.0) の境に明瞭な稜線をもつ。底 はヘラミガキ。体部内面は平
179 P1tB 1.4 部は、丸味をもつと推定。 行線のヘラミガキ。外面はオ

皿 50 
サ工。

志、野 (16,6) 口縁部は直線的に開き、端面 口縁部・体部内面はロクロ水 胎土は軟質。
は角のとれた面をもつ。体部 挽。体部外面はヘラケズリか。

180 S K83 2.9 
と底部の境はわずかに稜をも 沿j台脇以外は、乳灰色施釉。

皿 (8.6) 
つ。高台は、断面三角形で低い。
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法 械 cm

器種 個体 図版
口 径

器高
遺構番号 形態の特徴 技法の特徴 備 考

器形 番号 番号 器 高 指数
古回 ム口 f，又七

ロ縁部は、端部で折りかえさ 口縁部はマキコミ。底部外面

土師器 8.7 れ内側へまきこまれる。端面 及び底部内向はヨコナデ。高

181 2.1 は内側へわずかに凹む。底部 台はハリッケ後ナデ。

台付皿 4.2 ははほ平坦である。高台は断

面方形で皿部に比し高い。

15.4-16.6 
口縁部は、端部で大きく外反。 ロ縁部はヨコナデ。底部は一

底部はほぽ平J且。底部は外面 定方向ナデ。
182 1.4 

でわずかに突出し、低い高台
9.2 

をもつか。

15.8-16.6 
ロ縁部は、端部で大きく外反。 口縁部はヨコナデ。底部は一

土師器 底部ははぱ平坦。底部は外面 定方向ナデ。
183 2.3 

でわずかに突出し、低い邸台
皿 9.0 

をもつか。

口縁部はわずかに内弯し、外 口緑部はヨコナデ。底部内面

184 
14-15.4 面はオサエのため底部との境 は一定方向のナデ。底部外面

2.7 に稜をもつ。底部は丸味をも はオサ工。

つ。

ロ縁部は、外反せず直線的に 口縁部はヨコナデ。体部内面は

16.0-16.5 開く。口縁内面直下に沈線を 細いヘラミガキ。底部内面は正
p L 6.6 めぐらす。体部は大きく内弯。 格子のヘラミガキで、体部中央

185 
6.2-6.3 

40 
裔台は、断血方形で直立。 部まで及ぶ。底部内面ヘラミガ50 

キの後体部内面ヘラミガキ。外

面ヘラミガキは比較的粗い。

(15.3) 
ロ縁部は、わずかに外反。 n 口縁部はヨコナデ。体部内面

縁部直下に段状の沈線をめぐ は細いヘラミガキ。底部内面
186 5.6 (37) 

らす。イ本部は大きく外弯。高 はジグザグ状のヘラミガキ。
6.4 

台は、断面台形で直立。 外面は波状のヘラミガキ。

口縁部ははとんど外反せず、 口縁部ヨコナデ。イ本部内面は

15.4-16.0 直線的に開く。口縁内面直下 細いヘラミガキ。底部内面は

187 S D21 6.0-6.4 39 に浅い沈線をめぐらす。体部 ジグザグ状のヘラミガキ。外

5.7-5.8 は大きく内弯。高台は、断面 面は4分割以上のヘラミガキ。

方形でわずかに外開する。

口縁部ははとんど外反せず、 口縁部ヨコナデ。体部内面は

p L 15.4 口縁内面直下に段状の沈線を 細いヘラミガキでわずかに間

188 5.6 36 めぐらす。イ本部は大きく内弯。 隙をもつ。。底部内面はジグ
51 5.6-5.8 高台は、断面方形でわずかに ザグ状のヘラミガキ。体部外

瓦器
外開する。 曲は波状のヘラミガキ。

体部は内弯するものと思われ 体部内面はヘラミガキ。底部
椀

189 る。高台は、断面方形で直立。 内面は、正格子のヘラミガキ。

5.8 

体部は内弯するものと思われ 体部内面は、剥離のため不明。

190 る。高台は、断面方形で直立。 底部内面は、ジグザグ状のヘ

6.0-6.3 ラミガキ。

(14.8) 
ロ縁部はわずかに外反し、内 口縁部はヨコナデ。体部内面

191 (5.6) (38) 
面直下に沈線をめぐらす。体 は細いヘラミガキ。体部外面

部は大きく内弯。高台は欠損。 は波状ヘラミガキ。底部内面

はジグザグ状のヘラミガキ。

ロ縁部はほとんど外反せず、 口縁部ヨコナデ。体部内面は

15.0-15.3 
内面直下に段状の沈線をめぐ 緻密なヘラミガキ。底部内面

p L らす。体部は大きく内弯し、 は右回りの連結輪状賠文。体
192 5.7-5.9 38 

底部も弯曲する。高台は、断 部外面はややくずれたヘラミ50 5.7 
面台形で直立。 ガキで、高台直上まで及ぶ。

口縁部はわずかに外反し、ロ 口縁部ヨコナデ。体部内面は

14.3-14.4 縁内面直下に浅い沈線をめぐ 細いヘラミガキ。底部内面は

PL 5.6 39 らす。体部は大きく内弯し、 左回りの連結輪状暗文。体部

193 5.9 底部も弯曲する。高台は、断 外面は口縁部で平行するヘラ
51 面台形で直立。 ミガキ、中央部で波状ヘラミ

ガキ。
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法賛 cm
器種 個体 図版

ロ 径
器高

遺構番号 形態の特徴 技法の特徴 備 考
器形 番号 番号 器 高 指数

高台径

15.0 
35 口縁部は外反し、口縁内面直 口縁部ヨコナデ。体部内面は

瓦器 p L 
下に沈線をめぐらす。体部は 細いヘラミガキ。底部内面は、194 5.2 
大きく内弯するが、凹凸が多 右回りの連結輪状暗文。体部椀 51 5.9-6.0 
い。高台は断面三角形で直立。 外面は、粗いヘラミガキ。

ロ縁部ははとんど外反せず、 口縁部ヨコナデ。体部内面は

内面直下に沈線をめぐらす。 細いヘラミガキ。底部内面は
瓦器 p L 8.6 

体部は内弯し、底部内面も内 正格子のヘラミガキ。底部内
195 3.5 

弯する。高台は断面方形で直
面ヘラミガキは、体部ヘラミ

小椀 51 4.5 ガキに先行。外面ヘラミガキJLー,_。
は4分割のヘラミガキ。

口縁部は内弯し、端部でわず 口縁部外面はヨコナデ。内面

9.2 
かに薄くなり、端面はやや角 は剥離が著しいが、ヘラミガ

張る。体部は、緩く内弯し底 キが認められる。底部内面は196 1.9 
部は平底となる。 ジグザグ状のヘラミガキ。ロ

縁部外面下半と底部外面はオ

サエのまま。

9.2 
口縁部は外反し、端部は丸い。 口縁部ヨコナデ。内面はヘラ

p L 口縁部と底部の境に弱い稜を ミガキ。底部内面は低格子状197 1.7-2.0 
もつ。底部はわずかに丸味を のヘラミガキ。底部外面はオ51 

瓦器 S D21 もつ。 サエ。

8.9-9.3 
口縁部はわずかに外反し、端 口縁部ヨコナデ。内面は間隙

小皿 p L 面はわずかに角張る。体部と のあるヘラミガキ。底部内面198 1.8-1.4 
底部の境で薄くなる。平底。 はジグザグ状のヘラミガキ。51 

底部外面はオサ工。

9.2 
口縁部は強く外反し、端面は 口縁部はヨコナデ。内面は粗

p L 丸い。口縁部と底部の境に稜 いヘラミガキ。底部内面はジ199 1.6 
をもち、底部は平底。 グザグ状のヘラミガキ。底部51 

外面は、オサ工。

(9.6) ロ縁部は真直ぐ外開し、端部 口縁部はヨコナデ。底部内面
zoo 2.4 でわずかに肥厚する。底部は はジグザグ状のヘラミガキ。

内側へ凹む。 底部外面はオサ工。

細砂• 金雲

201 
長 6.8 母含。

径1.5-1.9

土錘
細砂•金雲

202 
長5.0 母含。

径1.2-1.5

土師器 p L (9.8) 
口縁部は強く外反し、端部で 口縁部ヨコナデ。その他は、

203 S D19 1.5 
外上方につまみ上げられる。 磨滅のため不明。

皿 52 底部は平底。

土師器 p L 14.0 
口縁部は内弯し、端部で外反。 口縁部はヨコナデ。底部外面 細砂多少

204 S D32C 底部は内側にわずかに凹む。 はオサ工。 含。
皿 52 2.8 

(30) 口縁部は外反し、端部内面に 口縁部ヨコナデ。体部内外面

瓦器 (15.0) は段状の沈線をめぐらす。体 とも燻しが弱く、煤状となり
205 SB 18 4.5 部は大きく内弯するが、凹凸 器面調整不明。

椀 4.8 多い。高台は断面三角形で直

M＇ 。

30 口縁部は肥原し、端部で弱く 口縁部ヨコナデ。体部内面は 細砂多少

14.6 
外反する。口縁部内面直下に 比較的太めのヘラミガキ。底 含。

瓦器 p L 段状の沈線がめぐる。体部は 部内面のヘラミガキは剥離の
206 S D47 4.4 

ゆる＜内弯。高台は、断面方 ため不明。体部外面はオサエ椀 52 5.4 
形で短く直立。高台と底部は のみと思われる。

同じ高さとなる。
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法贔 cm

器種 個体 図版
ロ 径

器高
遺構番号 形態の特徴 技法の特徴 備 考

器形 番号 番号 器 高 指数

高 台 径

27 口縁部は、わずかに内弯し、 ロ縁部ヨコナデ。体部内面は 砂多少含。

11. 7-11.9 
内面直下の沈線は認められな 太いヘラミガキが螺施状に粗

瓦器 PL い。体部は、わずかに内弯し くめぐる。底部内面は、 2連
207 S D48 3.0-3.3 

て開く。高台は、極めて矮小 の連結輪状暗文。体部外面は、
椀 51 4.0-4.1 

なものが貼り付けられる。ロ オサエのみ。

径の割りに器高は低い。原手。

29 口縁部は、強く外反し、内面 口縁部ヨコナデ。体部内面は 細砂•白雲

p L 14.7 直下に段状の沈線がめぐる。 太いヘラミガキで間隙画多 月含。

208 S D26 4.2 体部は大きく内弯するが、器 い。底部内面は、 3条の平行
52 4.9-5.4 壁は凹凸が多い。高台は、断 線状のヘラミガキ。体部外面

面三角形で低い。 はオサエのみ。

白磁
高台は、断面方形で直立し、 底部は削り出し高台。

209 外側に稜線をもつ。体部は、
碗 5.4 わずかに内弯するか。

口縁部のみ。口縁部はわずか 口縁部は、ヨコナデ。体部は 砂粒多少

210 
に内弯して直線的に開く。ロ 水挽のまま。筋目は、 1単位 含。

縁端部は、外方に 2段の面を 5条。

S D42 もつ。

信楽 口縁部のみ。口縁部は直線的 口縁部は、ヨコナデ。体部は 砂粒• 金雲

播鉢 211 に引き出され、内側に段をも 水挽のまま。筋目は、 1単位 母含。

つ。 3条。

口縁端部のみ。口縁端部はわ 口縁端部ヨコナデ。筋目は 1 砂多く含。

212 ずかに直立し、外面に 2条の 単位 8条。鉄泥。

凹線をもつ。

第10表平安•鎌倉時代包含層出土遺物観察表（第48図、 PL52) 

法最 cm

器種 個体 図版
ロ 径

器高
遺構番号 形態の特徴 技法の特徴 備 考

器形 番号 番号 器 高 指数
高 台 径

p L 9.2 
ロ縁部は外反し、端部は肥厚 口縁部ヨコナデ。体部下半及 細砂•金雲

213 
D-23(中）

1.5 
し丸くおさめられる。 び底部外面はナデ。 母含。

52 おちこみ わずかに上げ底気味の底部を

もつ。

土師器 13.9-14.4 
口縁部は外開し、端部で外反 ロ縁部内外面はヨコナデ。底

214 
E-8-7 

2.0-2.3 
し丸くおさめられる。底部は 部は内外面とも指によりオサ

皿 灰色細砂 丸みをもち凹凸が目立つ。多 エられたままである。

少歪みがある。

PL E-3-2 15.6-15. 7 口縁部はゆる＜内弯し、端部 ロ縁部内外面はヨコナデ。底 細砂•金雲
215 

灰色砂質土
3.4 はわずかに外反し、内側に内傾 部内面は、一定方向のナデ。 母含。

52 する面をもつ。平底。 底部外面はオサ工。

土師器 23.5-24 .4 
口縁部は大きく外反し、端部 口縁部内外面ともヨコナデ。 砂• 金雲母

E-12-20 でつまみ上げられる。体部は、 体部内面は、オサエの後をヘ ＾ 己o216 黄褐色砂質上
羽釜 直線的に開く。比較的長い鍔 ラケズリする。

が水平に付けられる。

D-23-14 (16 .4) 
口縁部は大きく内弯して端部 口縁部はヨコナデ。体部内面

217 おちこみ で直立する。内面直下に太い は緻密な平行線状のヘラミガ

黒色 青灰色砂層 沈線をめぐらす。体部は大き キ。体部外面は比較的粗いヘ

く内弯。 ラミガキ。

土器 ロ縁部は、わずかに内弯して 器面は、全体に燻しが煤状に
15.0 

B 類 p L D-12 6.1 
開き、端部は多少角張る。内 付着し器面調整は明瞭でな

218 No. 6 6.7-7.0 
41 面直下には沈線がめぐる。体部 い。高台は、貼り付けた後ナ

椀 52 は大きく内弯する。高台は、 デ。底部外面は、ヨコナデ。

断面台形で匝立する。

口縁部は直線的に外開し、内 口縁部はヨコナデ。体部内面 燻は、煤が

瓦器 D-23-14 (15.2) 
面直下に沈線をめぐらす。体 は緻密なヘラミガキ。体部外 付着したよ

椀 219 おちこみ (5) (33) 
部ははぽ直線的に開き、底部 面は緻密な平行線状のヘラミ うな状態。

青灰色砂層 (6.8) 
で大きく屈曲する。底部は平 ガキの上を部分的に斜めのヘ

坦。高台を欠損するが断面方 ラミガキ。底部内面は粗略な

形で直立気味のものか。 ジグザグ状のヘラミガキ。
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法械 cm

器種 個体 図版
ロ 径

器高
遺構番号 形態の特徴 技法の特徴 備 考

器形 番号 番号 器 高 指数
古向 .,,_口 ｛, 土又

15.6 
口縁部は、わずかに外反する。 口縁部はヨコナデ。体部内面

p L B-14-9 体部は大きく内弯し、器照は は緻密なヘラミガキ。底部外
220 

灰褐粘質
5.6 36 

比較的原い。高台は、断面台 面はジグザグ状のヘラミガキ。52 6.2-6.4 
形でわずかに外開する。 外面は、象lj離のため不明瞭。

15.0-15.6 
口縁部は、わずかに外反する。 口縁部・イ本部外面は、やや粗い

221 
B-23-15 

6.1 40 
体部は大きく内弯し、器培は比 ヘラミガキ。体部内面は緻密な

ニコ土
6.0-6.4 

較的厚い。邸台は、断面台形で ヘラミガキ。底部内面は二重の

瓦器 直立する。 連結輪状暗文。

椀
口縁部は外反せず、はとんど直 全体に剥離が著しく、器面調整 細砂を多少

15.0-15.6 立する。内面直下には細い沈線 は不明瞭。底部内面は連結輪状 含む。
222 

E-3-2 
6.1 40 が2条めぐる。体部は大きく内 暗文か。

灰色砂質土
6.0-6.4 ぢし、外面は凹凸が多い。高台

は断面方形で直立する。

底部のみの破片。断面台形の高 底部内面は、中央部を空白とし、 細砂•金雲

223 
p L D-11-5 台が二籠にとりつけられる。内 底部より体部へ放射状にヘラミ 母含。

暗茶褐粘質 側裔台は、外側のものに比べ小 ガキする。
52 6.8 

さい。

瓦器
口縁部は、わずかに外反し、端 口縁部はヨコナデ。口縁部内面

p L D-17-22 8.6-8. 9 部は多少角張る。口縁部と底部 は平行ヘラミガキ。底部外面は
224 

灰茶褐粘質 1.6-1.8 の境に稜をもち、底部より多少 ジグザグ状のヘラミガキ。口縁小皿 52 突出する。 部・底部外面はオサ工。

口縁部は、端部でわずかに肥原 体部外面は、先端の丸い蓮弁。

D-22-12 
(9.0) し、内側に段をもつ。体部は大

225 
灰褐色粘質

きく内弯する。器岐は、口縁部
行磁 で導く、底部へ移行するほど厚

碗
くなる。

底部のみ。断面方形の高台は直 体部下半はヘラケズリ。体部下 淡緑色
226 

D-24-22 
立し、畳付部は平担。高台は内 半以下は無釉で灰色の露胎とな

黄褐色粘質土
6.0 側へ傾斜してケズリ出される。 る。

青磁 D-22-20 
(16.0) 直線的に外開する口縁部と体部 淡緑色

227 
灰褐色粘質土

をもつ。口縁端面は丸い。体部
碗 は多少凹凸が且立つ。

D-23(中）
底部のみ。断面長方形の翡台は 高台は、貼り付けた後ナデられ

228 直立し高い。 る。底部内面には、淡緑色の施
黄褐色粘質土

9.1 釉が施される。
灰釉

底部のみ。断面方形の高台は 体部は、ロクロ水挽成形。高台 半透明釉。

陶器 229 
D-22-19 

「八」の字状に開き、畳付部 は貼り付け後ナデられる。高台
灰褐色粘質土

3.8 は内側で接地する。 及び底部外面は無釉。
椀

底部のみ。断面）j形の高台は直 高台は貼り付けた後ナデられ 細砂含む。
230 

D-24-22 
立し、端部は丸味をもつ。 る。体部外面は無釉。

黄褐色粘質土
3.9-4.0 

底部のみ。断面三角形の高台は 体部は、ロクロ水挽成形。高台 砂含む。

231 
D-22-10 低い。 は貼り付けた後ナデられる。底

山茶
灰褐色粘質土

10.0 
部内面は、部分的に自然釉がか
かる。

椀 底部のみ。断面三角形の高台は 体部は、ロクロ水挽成形。高台
232 

D-22-18 
直立し、低い。 は貼り付けた後ナデ。

灰褐色粘質土
6.4 

口縁部は直立し、端部は丸い。 胎土は多孔質である。全体に緑

陶器 p L C-4-4 
12.8-13.0 体部は大きく内弯し、器競も原 色の釉がかかるが、裔台の畳付

233 
茶褐色粘質土

6.5 くなる。高台は断面方形で低く、 部は無釉で、灰色～淡褐色の露
椀 52 47 外側に開く。畳付部は、内側で 胎となる。

接地する。

-93-



付 論



付論 1
北堀池遺跡付近の地質について

1. 北堀池遺跡付近の地質

上野市街地を中心とする伊賀盆地一帯は、現在の

琵琶湖の前身である古琵琶湖に堆積した一連の堆積

物の中で、最も初期に堆積した伊賀累層と、それら

の基盤をなす花尚岩類・片麻岩類・はんれい岩• 秩
りようけ

父系に属する岩石類などによって構成される領家

コンプレクス、およびこれらの地層をおおって局所

的に分布する洪積層と盆地内の谷底平野をおおう沖

積層からなる。層序の概略を示せば第 1表の通りで

ある。
くめ

北堀池遺跡は上野市街地の南に位置する久米山の

南西、上野盆地内を北流する木津川（長田川とも呼

ばれている）の左岸、名阪国道と国道368号線（上

野ー名張線）にはさまれた部分にあり、木津川によ

って形成された沖積平野上にある。

遺物を包含するごく新しい堆積物に関する詳細に

ついては花粉分析による報告が別にされることにな

っている。ここでは主として、それ以下の地層に関

して述べる。

平野部の地質については露頭がほとんどないので、

時 代 地 層

沖積世 沖 積 層

第四紀
ヽ---~

ヽ --
洪積世 泄" 積 層

--

古

琵

琶 伊賀累層
新第三紀 鮮新世

湖

層

群

- - - . . -
ミ／‘ ュフ
～白亜紀 領家コンプレクス

第 1表 北堀池遺跡付近の地層

- 1 -

鈴鹿短期大学教授 府ミ嶺秀雄

これを論ずることは極めて困難であるが、幸い建設

省のご厚意によって遺跡の北側を通る名阪国道建設

の際行われた木津川大橋架橋地点などをふくむ国道

に沿う地質調在報告書と、国道368号線が木津川を

横切る大内橋架橋地点に関するボーリング調査報告

書を入手することができた。それらを参考にして報

告書をまとめることにする。

資料によって、この地域の地下にある地層の地質

模式柱状図を示せば第 1図の通りである。

0花商岩類

当地域の基盤岩を構成し、中生代ジュラ紀～白亜

紀の併入によるものと考えられている。多くは領家

朋で、結晶粒度が大きく、それらの一部にはしばし

ば片状組織が観察される。石英• 長石が比較的少な

く、黒雲母・角閃石が多いため黒灰～暗緑色を帯び

るものが多いが粒度が比較的小さく白色を帯びたも

のもあり、岩質にかなりの変化が見られる。
まさ

0風化花巌岩（真砂）

上記花尚岩の風化したもので、岩石の構成粒子が

ばらばらな砂状を呈する。風化帯の厚さは数mから

10mをこえる場合もある。真砂の中には未風化の部

分が残っていることもあり玉石状の径20cm内外の新

鮮な岩塊が存在することもある。場所によって性状

も異なり、風化が進んで一部が粘土化する場合もあ

る。

上記の花尚岩類の基盤の浸蝕面上に堆積している

のが新第戸紀鮮新世の古琵琶湖層群中の伊賀累層
いがあぷらひ

（伊賀湘日累層と呼ばれている）である。伊賀盆

地内の沖積層下にある伊賀累層の原さは深井戸等の

資料によれば 0-llOmで、場所によっては110mを

こえる場合もあることがわかっている。この地域で

は伊賀累層は、下位から次のように分帯されている。

O含亜炭層

この層は基底をなす前記花蘭岩ないし風化花尚岩

からなる凹凸のある浸蝕面上にほほ水平に堆積して

いるようで、場所により一定しないが次の三層に区

分されている。



含亜炭層1:::
下部層

0下部層

含亜炭層

砂礫層

含亜炭層

主として木津川大橋付近の沖積層下に分布してい

る。亜炭層の厚さは10-20cm程度のものが 3-5枚
がいろめ

数えられ、青灰色の砂質粘土（蛙目）、

直下に通常白色～灰色の粘土を伴うが、

特産の耐火粘土である。

0中部層

および灰白

色の粗粒砂岩と互層をなして挟在している。特に含
まさ

炭部の下位にある風化花尚岩（真砂）に近い部分に

砂質粘土（蛙目）が多いのが特徴である。また亜炭

これが当地

主として砂からなり、細礫を含む。砂には石英粒

時
代

層
序

層
摩

第

四

紀

沖
積
層
l

沖
積
層

新

第

紀

鮮

新

世

上
部
礫
岩
泥
岩
層

礫
岩
泥
岩
層

下
部

柱 状

および黒雲母片が多く、真砂の組成に酷似している。

この層の側方への連続性は乏しく、厚さも変わりや

すい。大内部落付近のボーリングNo6で確認されて

いるが、その厚さはここでは Smである。

〇上部層

シルト岩または粘土岩を主とし、

砂をはさんでいる。

これに細砂～中

この層中にも厚さ数cmから数

10cmの亜炭を挟在しているが稼行価値に乏しい。亜

炭層の上下盤には白色～灰色の耐火粘土を挟在して

いる。当地域では沖積層下に大内部落の西側で見る

ことができる。

0下部礫岩泥岩層

この層は含亜炭層の上位にあり、

ZOmである。主として細礫を含有する石英質の中粒

～粗粒砂岩であるが、比較的薄い 1m内外の青灰色

シルト岩または粘土岩を数枚介在している。含有す

る礫の種類は古生層の白色や黒色のチャート・娃岩

• 閃緑岩•紛岩などである。礫は散合の程度から数

10cmの厚さの層を形成する場合もある。本層と下部

の亜炭層との境界は岩質の側方への変化が激しく偽

層の発達があり規定しにくいが炭質または亜炭の挟

在するシルトまたは蛙目等が見られなくなった上限

をその境としている。

0上部礫岩泥岩層

本層は下位の下部礫岩泥岩層と岩質的にあまり変

わりないが、前者の礫は細礫であるのに本層中のも

のは中礫で、径 3-4 cmとやや大型で、礫の含有埜

も多い。また礫種も豊富で前者の含むもの以外に花

尚岩• 安山岩・玄武岩等の礫も含有している。挟在

するシルト岩・粘土岩も下位にくらべて数が多く、

その個々の厚さも厚いし、処によって砂岩・礫岩・

泥岩（シルト岩～粘土岩）が数枚おきに互層をなす

部分がある。

上記の二層については、

その原さは約

この地域には認められな

第1図 模式柱状図

いが参考のため記載しておいた。

〇洪積層

この地域には見られないが、盆地の周辺には、主

として砂礫層からなる少なくとも数段の段丘堆積層

が形成されている。

0沖積層

現河川の河原の部分を除いて、沖積層の表層部は

2
 



全域にわたって、数mの粘土～シルト、粘士まじり

砂～シルトまじり砂などの泥質士からなり、その下

位には旧河床堆積物と考えられる砂礫層が、花岡岩

または風化花尚岩および古琵琶湖層群の堆積層の浸

蝕面上に横たわっている。

盆地内の沖積層は全般的にあまり厚くないらしい

が、当地域でも厚さは最大 6m程度に過ぎない。

2. 北堀池遺跡周辺のボーリング調査

名阪国道沿いで行われたボーリングNo1 -No 6に

至る地質推定断面図を示せば第 2図の通りで、また

国道368号線大内橋架橋の際に行われたボーリング

A1-A2に至る地質推定断面図を示せば第 3図の通

りである。ボーリング地点図は第 4図に示してある。

0地史概説

以上の資料から当地域の地史の概略を述べてみた

し％

中生代ジュラ紀以降白亜紀以前にかけて石炭紀～

二畳紀に堆積した秩父古生層がマグマと混成して領

家コンプレクスが生成された。

その後この地域は長く浸蝕にさらされていたが、

第三紀中新世の頃、先ず淡水、次いで海水に没し、

鈴鹿層群、そして阿波層群の堆積した時代があった

らしい。（鈴鹿層群は加太付近に、阿波層群は大山

田村付近にそれぞれ周囲を断層にかこまれて僅かに

残存するに過ぎない。）

次いで一時浸蝕期および造構運動のあった後、当

地域には大きな湖盆が生じた。この湖盆には基底礫

岩に始まる堆積が開始され、順次亜炭層をはさむ泥

岩•砂岩・礫岩• 砂岩泥岩互層などからなる古琵琶

湖層群が堆積した。

最初に堆積したのが伊賀累層で、続いてイ伍闘累層
かただ

• 堅田累層の順に堆積した。（ただし古琵琶湖層群

の層序に関しては、いろいろな説がある。）しかし

古琵琶湖は南の部分から干上がって陸化したので、

陸化した部分は浸蝕され、現在当地域の沖積層の下

に残っている古琵琶湖層群に属する地層としては伊

賀累層だけらしい。

洪積世に入って、それまでに浸蝕され、やや平坦

化した伊賀累層の上は砂礫層を主とする堆積物が堆

積した。その後数回の隆起運動があり、それぞれに

対応する数段の段丘が形成された。

高位の段丘ができた頃から木津川断層、花の木段

層、三軒屋断層、頓宮断層などの断層ができはじめ、

現在の上野盆地が形成されていった。以上の断層は

活断層として知られている。

中低位の段丘をつくりつつ木津川水系は盆地の北

を境する木津川断層に沿って最も大きく浸蝕し、そ
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第 2図 木津川大内部落付近地質推定断面図
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れとともに木津川に合流する服部川・久米川等の諸

水系も、それぞれ谷幅を拡大しつつ盆地内低地を形

成していった。

現在の盆地内の平野面には前記の諸河川による砂

礫質の堆積物が広く谷底平野を埋めている。そして

最後に木津川水系の上野盆地からの出口にあたる峡

谷部が何等かの原因によって埋積されたため、一時

停帯水域が生じて、沖積層の表層部をなす泥質層が

広く堆積した。その後峡谷部の埋積物が取り除かれ

たため、河川の浸蝕力が復活して、その表面には浅

い谷や泥沼などが形成された。この頃から河岸の高

みに人類が住みつきはじめたらしい。

そして、その後の変遷をへて現河川は再び前記の

泥層を数m掘りこんで流れている。

表層部の地史については安田喜憲氏によって詳しく

論ぜられると思うので、ここでは深くはふれないで

おく。

以上がこの地域の地史の概要であるが、次にこの

遺跡の分布範囲を推定する目的で行われたボーリン

グ調究について述べることにする。

はじめはハンドオーガーによる調在が予定されて

いたが、ご承知のようにオーガーによる調在は、得

られる掘さく試料が攪乱されるので、微妙な地質の

変化を読みとることは困難であるし、深度数mてい

どの浅いものでも多大の労力と相当の日時を要する

ため、東邦地水株式会社の協力を得て、ボーリング

による調査を行うことにした。

遺物の包含層の厚さは表層の部分のみであること

NoA, No.P, No.Pa 

第 3図 大内橋架橋地点地質推定断面図
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がわかっていたので、ボーリングの深度はせいぜい

数mというごく浅いものにとどめ、予算のゆるす範

囲内で、できる限り数多くの地点を調在できるよう

配慮し、ポイントからポイントヘの移動に手間のか

からない軽最のボーリング機械を用いることを考え、

鉱研試錐株式会社製の KS4型で、しかも農耕機の

ようにキャタピラつきの自走式のものを採用した。

（写真 1) この機械は田圃の中の軟い泥土の上でも

小廻りが良くきいて自由自在に駆動し得る極めて能

率のよい機械であったため、わずかの期間に36地点、

総深度約65mという作業をこなすことができた。

試料の採取に最初は貫入試験器を使用してみたが

土質が軟弱なため、極端に試料が圧縮されるという

ことがわかったので、口径の大きい径86mmで、長め

のコアチューブを用い、無水で掘り下げ、これを地

上に引き上げて、チューブ内につまっている試料を

押し出すというオールコアリング方式を用いた。そ

れでも試料は若干圧縮されていたが、この場合は圧

縮の度合をかなり小さくすることができた。ボーリ

ング結果は第 5図に示す通りであるが、柱状図中の

欠如した部分は試料の圧縮によるものである。しか

し土質の変化は採取されたコアの表面をナイフで縦

にそいでうまく観察することができた。

ボーリング地点の配置が碁盤の目状に配置されな

かったのは、遺跡遺物包含層の分布の限界を確認す

ることが、この調査の目的であったため適宜その位

置が決められていったからである。

水田地帯の TA-TDの 4点（第 6図）では20m



間隔で、特に手掘りによる大きさ 4mX2mの長方

形の縦穴を掘ることによって地質の変化が調脊され

たが、その結果は第 5図の通りである。それぞれの

穴で水田遺構の確認または推定ができた。しかし灰

褐色粘質砂土層以下の地層については連続性に乏し

く、各層の横へのつながりをどのように解釈するか

については、いろいろな考え方があり、この点は試

料の花粉分析の結果から明らかにされるものと思う。

ある。

ボーリングナンバー A 1 -A 12は集落跡の広がり

を推定する目的で行われたがA1-A3及びXにそれ

らしいものが認められただけで、これもあまり大き

なひろがりはなかったらしい。

ボーリングナンバー C1-Csは泥沼のひろがりを

確かめる目的で行われたが、 C1-C外こ認められた

だけで、それ以南へのひろかりはないことがわかっ

x、Y、zの 3地点では地層の南北へのひろがり た。

を知る目的で、やや深い Sm内外のボーリング調介

が行われた。柱状図に見られる通り X地点には他の

どの地点にも存在する細砂礫層を欠き、青灰色シル

ト層が直接礫径の大きい砂礫層に接していて、青灰

色シルト層の堆積前に浅い谷が存在していたものと

考えられる。

ボーリングナンバー B1-B5は水田遺構の広がり

を知る目的で行ったものであるが、 B2で認められ

ただけで、さらに南方への広がりはなかったようで

ボーリング地点の密度が小さいので、くわしい事

はわからないが、参考のため旧河道堆積物と考えら

れる砂礫層の上限の推定等高線を第 6図に、主な遺

跡・遺物の包含層である黄褐色土層の上限を示す等

高線を第 7図に示しておいた。なお第 8図に黄褐色

上層下限の等高線と、黄褐色上層の原さの分布を等

厚線で示してみた。極めておおざっばな線の引き方

であるが何等かの参考になれば幸いである。

(1982年 3月稿）

第4図

5
 



A, A, A, A, 

138m 

137 

136 

135 

A10 A, A, c, 

134 

D 耕作t

□ I仮褐色砂1'l土

r,, だぜ・9』"ゼ,,,,,,
黄褐～茶褐色シ）レト

青灰色シルト層
[;,,、，':'ら；；,,1 

喜冒虹～黒褐色）ビ炭

璽冒訊～黒灰粘土

冒砂礫

し
-[-[＝＝＝-―-＝＝= 

c, c, 

第5-1図地質柱状図

- 6 -



c、じ A, B, B1 比 B, A12 氏 B6 T, Ts Tc Tn 

□
□
日
ロ

二
｛
ニ
―
―
二

第 5-Z図地質柱状図

- 7 -



139m 
x
 

Y
 

z
 

138 

137 

136 

135 

132 

131 

綴
澤
澤
澤
綴
澤
綴
澤
澤
盛
碑
澤
澤
澤
澤
~

袈
葵
寮
淡
心
翠
祢
淡
染
祢
翠
唸
翠
婆

D 耕作土

□ 黄褐～茶褐シルト

冒砂礫

□ 灰褐色砂質士
..... 

青灰シルト

麟 礫

第 5-3図地質柱状図

- 8 -





第8図

,-..., 

写真 l ポーリング調査実施状況

- 10 -



付論 2
北堀池遺跡の出土植物

植生の変化と栽培植物

三重大学農学部 塩i谷鰯 格• 武田明正

まえがき

本遺跡は上野盆地のなかを北流する木津川の河岸

にある。調介区域には、木津川本流に合流する小さ

な水路や沼状の低湿地があり、それら湿潤な低地か

らゆるやかな斜面をなす微高地には古珀時代前期

(5枇紀前半）まで営まれたと考古学上推定されて

いる水田の区画がある。また低地から河岸段丘状を

なす平地には集落跡があり、その一部の狛落跡は水

田と同じ時期にあったと推定されている。

遺跡内の低地からは自然流木、木製品など植物体

がよく出土し、 トチノキ、クルミ類、ヒョウタンな

どの種子（あるいは果実）も採取された。また、土

壌中にはなお多くの、肉眼ではとらえがたい微細な

種子がふくまれていることが予想された。そのため、

調在区内側にできる陛面より層別の土壌試料が採取

された。層別試料から検出された種子の種類と頻度

から、各地点の植生を推定し、その変化を調べた。

本遺跡の植生の推定は安田喜憲氏（広島大・環境

科学部）の花粉分析の結果が報告されており（安田

1979、1980)、その成果と比較することができた。

種子分析と花粉分析の結果はよく一致し、遺跡周辺

の植生に顕署な変化をみた一時期のあったことを示

している。

本遺跡の水田遺構の調査はすでにくわしく報告さ

れている。（古水ら、 1978. 北堀池遺跡発掘調査報

告第 1分冊、 1981)。しかし用水路にあたる溝状の

構造や各区画の水口が確認されておらず、水田構造

図 1 土壌および種子試料採取地点
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と機能に問題が残されている。また、上記の報告の

段階では農作物も未確認であった。

1979年採取の層別試料からイネの様や様殻の断片

が多数検出され、また同試料は多数のヒ工を含んでい

た。これらのヒエは、耕地雑草のヒエでなく、栽培

種のヒエであるという結論に達した。イネとヒエと

いう二つの主要穀物を栽培していた時期のあったこ

とがうかがえる。これら二つの作物を包含する土壌

層位の推定年代が明らかになり、水田遺構のそれと

厘なりあえば、この特異な水田構造を稲田と稗田と

してより具体的に把握することができよう。

一般に、この遺跡のように、深い還元層（あるい

は泥炭層）をもつ遺跡では、豊富な種子類が出士す

る。出土種子類の大きさは数10mmから 1mm以下の微

細なものにわたり、出土頻度を調べようとすれば、

それらのサンプリング法が確立されねばならない。

サンプリング法は今後ともこうした調査での一つの

課題である。本調査では、この点については試行錯

誤の域をでていないが、 1地点 (S試料）で二三の

試みを行なった結果を報告する。

1. 試料と種子検出法

採取試料は遺跡内地点（図 1) に応じて、 A、B、

D、S試料とした。 S試料は D試料と同じ地点の旧

河道の泥炭層下部からの表面採取によるものであり、

A、B、D試料は層別土壌試料である。層別土壌試

料は基盤をなす砂礫層より上方に20cm間隔でとられ

た。試料の層位については、それぞれの断面で記録

~ 



された士壌層位と対比させた。

(1) 層別試料

試料A 沼沢地南西部の壁面で、灰色砂礫層（基

盤層）から上方に試料がとられた。試料は植物質の

保存が期待されない酸化層をのぞき、還元層にかぎ

られた。最下層より A1、次いで A2-A5の 6点の

層別試料 (3JKH, 790313) よりなる。

試料B 水田跡より西約40mの地点で、大溝の北

壁からとられた。還元層最下層より、 B1-B5の 6

点の層別試料 (3JKH, 790313) よりなる。

試料D 遺跡調介区の北端部に湾入する旧河道の

北西墜面よりとられた。還元層の最下層より D1-

05その上部の酸化層より D7-Dsと8点の層別試

料 (3JKH, 791207) からなる。

試料A、Bとも検出に供試した土壌量は約200呵

(10.3 X 3.4 X 5.4crrr)、試料 Dは約400c吋 (10.5 X 

7. 7X5 .8crrr) である。一部は大型コンテナーに湛水

状態で保存された層別土壌試料をもちいた。

(2) 試料S

D試料と同地点で、掘下げられた泥炭層下部（層

別試料の DieDzに相当する）からの表面採取によ

る試料で、下記のような S1-S4試料からなる。

S1 (3JKH, B-19-12)・・ …•大形果実の拾い

とり

S 2 (3 JKH, B -19-12, 791122) …••種子（果

実）の拾いとり

S 3 (3 JKH, B -19 -12, 791122) …… 2 mmふ

るい上で洗った試料（約2000c吋）

S 4 (3 JKH, B区下段， 791201-15) ……排水

ポンプに流入する泥土を 2mmふるいでこ

した試料（約1500aif)

(3) その他の試料

発掘調在中随時とられた出土物である。それらの

採取地点はグリッド番号、土層名（あるいは記号）

と日付コードでもって示されている。

(4) 検出のための試料調整法

土壌試料の場合、少最の土を0.4mmふるい（市販

の茶こし）にとり、水道水を流しながら泥土を洗う。

ふるいの内の残留物をペトリ皿の浅い水中にひろげ、

拡大鏡の下で種子をとりあげ濾紙上におく。種子は

こうした付着水を吸いとったものについて、 1/20mm
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目盛り付拡大鏡で測定された。

II 調査結果

(1) 試料A

試料Aは沼沢地から採取された。その沼沢地は、

集落跡と水田跡の間にあって、深さ約 2m、幅約20

mの深みをなし、そのせまい流出口を旧河道に開い

ている。沼沢地底部には堆積した泥炭層がみられる。

1979年 3月の遺跡周辺のボーリング調査によると、

この泥炭層はさらに調介範囲外の南方へ数lOmの広

がりをみせ、低湿地は遺跡南部をとりかこむように

して広がっていたことを示している。

沼沢地の南西壁の土層断面（図 2) が示すように、

採取された士壌試料は最下層の黒青灰色粘土層（泥

炭層）から黒灰色粘質土層にわたった。この黒灰色

粘質土層は集落跡から転落したとみられる弥生末期

から古墳時代の遺物をふくんでいた。（北掘池遺跡

発掘調在概要 II、1979)。

2. 渥土

（古墳時代遺物）

3. 黒灰色粘質士

（弥生末～古墳時

代遺物）

135. 5mー

5. 黒青灰色粘士

6. 灰色砂礫層

土

壌

試

料

-A6  

-AS 

-A4  

4. 黒青灰色粘質土
青灰色細砂土 lー A3

-A2  

-A  1 

図2 土壌試料A1-A6が採取された沼沢地南西

壁の土層断面



表 1には、各層別試料（約ZOOcnf) から検出され

た種子の種類と頻度をまとめた。土壌中にふくまれ

ていた種子数は土層によって21粒から691粒と大き

く変化した。種子埋蔵量のこのような差は、植生の

差以外に埋没種子自体の耐久性、種子の保存に関係

する土壌条件なども考慮にいれるべきであろうが、

それらについては現段階ではほとんど知見がない。

ここでは、土壌層の酸化還元状態を知る手がかりと

して、酸化鉄の有無を記録するにとどめた。（表 2)。

試料A全体にふくまれる種子の多くは湿潤地の植

物で、かなり長期にわたり水湿地の植生が続いたこ

とを示している。 A3から A5にみられるミズアオイ

属植物は（ミズアオイやコナギ）は肥沃な湛水地に

よく生育する。 A4から A6に共通なオモダカも水湿

地や沼のふち、また水田中にも生える。イグサ属も

低湿地を生育地とする植物である。

試料ごとにみてゆくと、水湿地の植生にも顕著な

変化があったことがうかがえる。それは As試料に

みられる。埋蔵種子数が急増し、とくにミズアオイ

属やイグサ属植物の種子が大半を占めている。この

種子数にみる量的変化は植生の繁茂、また日照の増

大によるのではないかと推察される。

この点について、同じく沼沢地の層別試料にもと

づく花粉分析の結果（安田、 1979) を参考にすると、

樹木花粉数が急激に減少し、ひき続き草本植物の花

粉が増加しはじめる層位のあることがわかる。その

層位は黒灰色粘質士層（安田の暗青色粘土層）の下

部でAs試料がとられた層位に一致する。花粉分析

表 l 層別土壌試料A1-A6 (約200cni') から検出された植物

土 あ イ オ 力 ザ し ス 夕 Jヽ 未
ぶ ヤ

ク ズ
壌 グ モ ツ コ ア

土 質 ら リ 口 そ ゲ デ ォ 計
試 な サ ダ グ ベ

サ ソ ィ
料 科 科 ヵ 属 ゥ 科 属 属 属 属 詳

3. 黒灰色粘質土 A6 7 14 3 1 1 1 35 46 108 

'l A5 132 2 3 2 1 536 15 691 

4. 黒青色灰色粘質土 A4 4 3 3 2 I 1 16 30 

ケ A3 1 2 1 2 ， 10 25 

青灰色細砂土 Az 4 188 2 1 1 7 203 

5. 黒青灰色粘土 A1 2 13 1 5 21 

表 2 土壌試料A1-A5の植物から推定される植生の特徴

酸化鉄 炭化物 推 定 し た 植 生

A4とAs層に出現した水生植物オモダカの種子数が増加する。ミズアオイ属やイグ
A6 廿

サ属は明るい水湿地の植生。

細片の炭化物が多く混人。圧倒的に水生植物の種子が出現する。イグサ属の種子も
As ＋ 廿

多い。水湿地は明るい湿原状をなす。

＋ 
ミズアオイ属、オモダカ、カヤツリグサ属を検出するが、種子数は少ない。 A3と

A4 
同じ状況の水湿地。

A3 ＋ 埋蔵種子の数は少ない。ミズアオイ属の出現あり。水湿地。

イグサ属植物が豊富であり、水湿地の半陽地化したことを推定できる。炭化物の微
A2 廿

小片がきわめて多い。

A1 ＋ 種子数は少ない。水湿地に生えるイグサ属植物を検出する。

廿かなり多い、＋多い、一検出されない。
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は花粉の飛散距離からみても、種子から推定する植

生よりもはるかに広い地域の植生を推定しうる。種

子からみる植生とは、水辺、草むら、集落地、ある

いは耕地といった比較的せまい空間の植生である。

花粉分析によれば森林の退行あるいは消滅があっ

たことを示しており、それにともなう沼沢地一円の

日照量の増大、水辺の植物の繁茂が埋蔵種子数の増

加の原因となっているとみることができる。

沼沢地の黒灰色粘質土層はすでに述べたように遺

物包含層であることを考え合わせると、沼沢地にみ

るこのような植生の変化は人間の営為によって進行

したと考えられる。

A2試料も比較的多数のイグサ属植物をふくんで

いるが、花粉分析はこの層で植生の変化があったこ

とを示していない。

各層位での植生の推定を試み、その概要と変化を

表 2にまとめた。表 2では、種子の検出時にふるい

に残る炭化物の量を記録した。炭化物はすべて細片

で具体的な情報を提供するものではないが、人間活

動と深くかかわる時期をB音示するものとしてとりあ

げてみた。埋蔵種子の多い AsとA2試料には、炭化

物の細片が豊富に混人していた。

(2) 試料B

水田遺構の西側には、 2本のほほ平行した凹地が

ある。沼沢地と大溝であるが、本試料は、この大溝

の北壁の土壌試料である。大溝は幅約 5m、深さ約

1.5mの水路で、木津川の旧河道に河口を開いてい

る。この河口部から束へはゆるやかな斜面となって

おり、斜面上には水田遺構がある。大溝の最下層の

堆積上からは土師器が、また最上層からは 6世紀代

の須恵器が出士しているので、大溝は水田遺構と同

時期に存在した可能性をもつとされている（北堀池

遺跡発掘調査概要 I、1978)

壁面の士層断面を図 3に示すが、砂礫基盤層から

滞水）曽の第 6層 (B音灰褐色粘質上）までの試料が採

取された。層別試料（約200c吋）中にふくまれてい

た種子の種類と頻度は表 3にまとめられた。埋蔵種

子数は B3で408粒、 B4で148粒でともに種子の種類

も豊岱である。カヤツリグサ属やホタルイ属、また

ミズアオイ属植物など湿地の草本植物が比較的高頼

度であるが、カタバミ、ザクロソウ、ツユクサ、ハ

コベ属など今日でば畑地雑草となっている草種も検

出された。水湿地とやや乾燥する隣接地の植生を反

映しているようである。

層別にみて、推定される植生の特徴をまとめたの

が表 4である。試料Bのなかではっきりした特徴を

もつのは 84である。 83は出土種子数が最高である

が、多数のカヤツリグサ属植物が大部分を占め 84

に比べると組成は単調である。 84はとくに高い頻

度の植物はないが、種類が多く、さらに未詳種子の

種類も加えると、きわめて多種多様な植物をふくむ

試料である。すなわち、植生の多様性という点でき

わだった特徴をもっている。

すでに推論した森林退行と人為的開発の時期をこ

の大溝の層位に探すとしたら、恥層あるいは 83層

に相当するように考えられる。ただし、 A試料の層

135.5m 

135.0 

134.5 

134.0-

2. 黄I火褐色砂質土

（耕土）

3. I仮褐色砂質士

（旧耕上）

4 II音茶 I火褐色

（砂質土）

------ - --

5 . 11,r I仮褐色細砂

6. 暗I仮褐色粘質土

-―7―― . 暗灰色粘質七

8. 里灰色粘質土

= 9 Iバ色 細-砂-＝ 

------—• ― 

10. 黒灰色粘質土

---- - - -
-, —.. 一ー・ 一

ーー・・'- -—• —., 

-----―. -—— 

II. 黒 I火(I色砂土二＿

12. 黒 I火色砂土

13. 砂 礫 層

土

壌

試

料

B 6 

B 5 

B 4 

B 3 

B 2 

BI 

図 3 士壌試料 B1-恥が採集された大溝北壁

の土層断面
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表 3 層別土壌試料Bz-85から検出された植物

土 イウエカカザスせタッハイホミヤ 未
ヤ ズ

土 層
壌 グ ビタツク ュコヌタァマ

叶リロゲりデ ル
試 サズバ；゜‘ノ クベビィ｝ク

料 属 リ ル
‘ 

属ウ属科属サ属ユ属属ワ 詳

第 6 層 85 

゜第 8 層 85 1 56 1 3 2 21 84 

第 10 層 84 1 1 7 2 2 4 5 7 10 26 1 82 148 

,,. 83 6 2 330 2 2 4 24 5 1 33 408 

,, B2 6 15 57 1 22 101 

第 11 層 81 2 3 2 3 1 1 1 15 28 

表 4 土壌試料8,-86の植物から推定される植牛の特徴

酸化鉄 炭化物 推 定 し た 柿 生

85 廿 検出種子なし。酸化層で植物質はほとんど保存されていない。

85 ＋ ヵャッリグサ属 56粒(67%)で、植生は単調となる。

出土種子数のわりに種類が豊富。一年牛植物や水生植物（ミズアオイ属、ホタルイ
84 

属など）の存在が水湿地に開かれた耕地の植生を示す。

ヵャッリグサ属植物 330粒 (81%)とホタルイ属 24粒 (6%)で代表されるように明
B3 

るい水辺の植牛を示す。

B2 ホタルイ属植物 57粒(56%)およびせり科植物は、湿地の植生を示す。

B1 出土種子数が少なく、推定がむつかしい。

表 5 恥土壌試料中からのイネとヒエ

植物 出土数 測定値（長さ X幅，mm)と 出 土状況

105 棟片、肥原したもみ基部あるいは先端がよく保存されている。

6 7.0 X 3.2 6.5 X 3.4 6.2 X 3.8 7.4 X 3.8 
イ ネ

7.0 X 3.5 7.0 X 3.5 （平均 6.85X 3.53) 

1 5.2 X 3.6 （極短粒）

424 (1) 第 1穎がわずか裂片として残っている場合もあるが、ほとんどの場合離脱してい

る。

(2) 第2と第 3穎はなくなり、革質の内外穎のみをつけた有梓種実となっている。

(3) 第2と第 3穎をもつけており、第 2穎は 5脈をもち、第 3穎の先端は微尖頭とな

っている。
ピ 工

10 3.8 X 2.6 3.6 X 1.8 4.0 X 2.2 3.2 X 2.2 

3.4 X 2.0 3.3 X 1.8 3.6 X 2.0 3.6 X 2.0 

3.2 X 2.2 3.4 X 2.0 （平均 3.51X 2.08) 

2 3.0 X 1.2 3.0 X 1.2 
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位と B試料の培位は、前者が沼沢地への堆栢による

土Nのため地質学 tの対l、も関係は見出せない。

恥試科の示す出土種子の多様性と、たまたまー

粒のウリの種子を検出したことから 84層に住目し

た。同層位の土壌試科約4000c面について調究をした。

その検出結果を図 4にまとめた。出土物は種子のほ

か一部菜片や蘇類であるが、全部で1,027個、その

うち540個 (53%) はイネ、ウリ、ヒエの栽培植物、

374個 (36%) は華本植物その他、また32個 (3%) 

が木本植物であった。ただし82個 (8%)の同定で

きなかった種子がある。

出土植物全体をみると、森林からの要素はとぼし

く、栽培植物と耕地雑刃iともみることのできる祥本

植物が約89%を占めている。稲田や稗田（あるいは

稗畑）があり、ところところ低木を交えた窄地をも

つ集洛近くの植生が浮かんでくる。

栽培植物について検討したが、その要点と計測値

を表 5にあげた。ウリは種皮の破片 4点で計測には

適さないものであった。イネは籾片105個とほぼ完

全な籾 7粒であった （図 5、写襄 1)。籾片は頴化

の基部や先端の肥原した部分のみが残っていた。 7

個の籾は1辟茶褐色をして、上I十．．で偏平になっていた

が、そのうち 6個は平均で長さ6.85mm、幅3.53mmを示

した。イネはたいてい炭化米として出土する例が多

＊＊植物 3%

アカメガ シワ(1)

エピズ ル(10)

キイチ ゴ属(1)

サンシ ョ ウ(1)

ヒ ノキ{3) 

ヤマグワ (15)

ヤマザクラ (1)

計 32

いが、本迫跡と同じような状態で出土したイネの穎

呆は納所追跡 （弥4沖期）の例がある。それらは内

穎片で長さ6.5-6.7mm、幅l.4-1. 7mmであり、今回

の穎果もほぽl司じ大きさである。炭化米は粒形によ

って区別されるが、この穎果の人きさは炭化米の粒

型 aに屈する晋遍的な粒形のイネとみることができ

る（武田ら、 1979)。いま l個の籾はより短く長さ

5.2mm、輻3.6mmであった。このイネは納所遺跡の弥

如前期の試料にあった極短粒のイネにあたる。 さら

にこの極短粒の種類は朝日逍跡（愛知県）の炭化米

に多最出土し、粒型 dとした （塩谷、 1982)。

ヒエは424個の暗褐色の穎果を出上した。それら

の穎呆はすべて第 1穎が離脱しており、第 2穎と第

3穎を完全にあるいは部分的に付けているもの、ま

た第 2穎と第 3穎を欠いて、内外穎のみからなるい

わゆる有梓種実になっているものであった。穎果は

すべて無と：とみられる。種実の脊部の外穎は、現生品

は皮質であるが、出土物は水分をふくんで軟質にな

っており、脈も,1,鮮明である （図 6、写ff2)。出

土穎呆を現生品と比較して、次の二点からこれらの

• イグサ屈(28)

イヌホオズキ(8)

エノコログサ (3)

• オモダカ (40)

カ タ パ ミ (6)

• カヤツリグサ属(12)

● スゲ属(23)

● タ デ 屈(92)

● ツユクサ(64)

●ホタルイ屈(96)

蘇類(2)

,r 
4
↓

.
p
 

374 

イ オ、 (112)

ウ リ( 4)

ヒ エ(424)

計 540

図4 恥土壌試科（約4.OOOcof)にふくまれていた植物 （種＋ ・果

実と菜片）。（ ）の数字は出土数。 • 印は、水湿地に牛える

植物。

..._____,__, 
0 3mm 

図 5 出土したイネ

賠茶褐色の籾およぴ籾の断1;・が多数/Ht-.

しているo aは拓短粒、 bは廿孤粒の様

(3」Kil.79031313,k-籾J;:,t科）

写兵] 84昴>JIJ試科から出上

したイネ （スケールは

5 mm) 
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穎果が栽培種 (Echinochloautilis Ohwi et Yabuno) 

であると推定した。

(1) 第2穎と第 3穎の脈上の剛毛の甚部が野生種

タイヌビエやイヌビエでは肥厚するが、出士品

は肥厚がない。

(2) 穎果は10個の平均で長さ3.51mm、幅2.08mmと

野生種の穎果に比べて大きく、栽培種特有のふ

くらみがある。

最終的には同定をヒエ属植物に詳しい薮野友三郎

氏（大阪府立大学・農学部）に依頻したが、これら

の穎果は栽培種であるという同定結果をえた。

なお、二個の穎果は長さ3.0mm、幅1.2mmと狭長な形

をしており、これらは野生種である可能性がある。

ヒエとくに栽培種が遺跡から出土した例は少ない

ようにおもわれる。ヒエ属植物の野生種は水田雑草

であり、稲と同時に出土する公算はかなり高いが、

野生種と栽培種の区別が困難なためであろう。

0 2 mm ― 図7 炭化したヒ工。胚乳部が焼きぶくれし

ている。 2枚の穎が残存し、外穎には先

端部に 1本の陵角がある。 (3JKH, 中

区下段， 791206-7)。

嘗

., 
彎

写真 2 恥層別試料から出土したヒエ（ス

ケールは 3mm) 

〇 3 mm 

図6 出士したヒエの穎果 (12-14) と現生品との比較

1 -3. ・現在の夕1ヌビエ (Echinochloaoryzicola)。 4-7. 現在のイヌビエ (E.crus-galli var. 

crus-galli)。 8-11. 現在の栽培種のヒエ (E.utilis)。12-14. 出上した穎果。 12. 脊部、基部に

穎の断片をとどめる。 13.腹部、 14. 脊部に第 3穎をもっている。 (3JKH, 790313 B 4層別試料）。
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本遺跡の別の試料 (3JKH, 中区下段， 791206-

7) より穀物の炭化物がでている。胚乳部が焼きぶ

くれしており、 2枚の内外頼をつけ、穎果は長さ

3.0mm、幅2.0mmであった。これを炭化したヒエと同

定した（図 7)。

(3) 試料D

遺跡の北西部、集落跡のある微高地から北へ約30

-40mのところへ降りたつと、そこは木津川本流の

旧河道の低地である。旧河道の泥炭層下層には弥生

時代後期の遺物が見つかり、中層には古墳時代の遺

物、また中下層を通じて自然流木、木製品とともに

大械のトチノキの果実が出土している。これらのこ

とから、旧河道は弥生末期から古墳時代前期前半に

かけて泥炭層の堆積作用が進行したと考えられてい

る（北堀池遺跡発掘調径概要皿、 1980)。

試料Dのとられた旧河道北西壁の土層断面の柱状

図は図 8によって示される。試料Bのとられた墜面と

試料Dの壁面の層位関係は9、二つを結ぶ断面がない

135 

134 I iiばI
134.5-

-Da 

-Ds 

-D. 

134.0-

-D3 

-Dz 

-D, 

133.5 

5. 暗褐色粘質土
（古墳時代土賠）

6. 淡黄色細砂

7. 賭青I火色粘質上

8. 暗青 I火色粘土

9. 黄I仮色砂質上

10. 暗灰色粘土

11. 暗灰色粘質上

12. 暗茶色粘質土

13. 暗茶色枯質上

14. 暗茶色粘土

15. 暗茶色粘質 t

16. 灰色砂礫層

上

壌

試

料

-08 

-D7 

図 8 土壌試料D1-D8が採取された旧河道

北西壁の土層断面

ので直接知ることはできないが、滞水層の高さから、

層位としては D1-D4が B2-恥に、 DsとD6が B5

とB孔こ、相関関係をもつと推定されるが、最下層

のいと上層の D7とDsは B試料に対応する）曽位が

ないとみられる。

D戸い各試料（約400c吋）から検出された種子

の種類と頻度は表 6に示されている。調介土鑽あた

りの種子数は全般に多くない。酸化鉄の団粒は D7

とDsに顕著にみられたが、これら 2試料からはご

く限られた種類の種子が少数検出されたにすぎない。

炭化細片は D4から上方の試料に広く検出された。

出土種子を層別にみると、比較的頻度の高い D4

を境にして、多種類の樹木種子をふくむ泥炭層から

のD1-D3、種子が少ない Ds -Dsに大分される。

泥炭層には共通して、ヤマグワ、ミズキ、ヒメコ

ウゾ、また草本植物としてはタデ属が含まれている。

この泥炭層については、別の S試料でくわしく調究

されている。 D4試料にも泥炭層の要索がみられるが、

ザクロソウやイチホオズキという一年生植物が加わ

っているのが特徴である。ザクロソウはさらに上部

のD6-Dはで検出されている。

以上、種類のわりに種子頻度が低く、植生につい

て十分な推察ができないが、 D社式料は種子数の多

いこと、一年生植物の出現ということから、植牛

の変化の微侯を示す層位とみなすことができる。旧

河道を埋めたてた泥炭I曽D1-D3は河川沿いの森林

や低木林の要素を主体としているが、それら要素の

退行とともに明る＜開けた土地の出現を反映してい

る。 D4層はすでに述べたように、 B試料の B4層位

に相関関係があると推定されており、 2地点で植生

変化が同じ時期に進行している可能性がある。

(4) 試料S

旧河道の下層は堆積した泥炭層からなる。その泥

炭層下部 (D試料の D1とD2層にあたる）での表面

採取による S試料はそれぞれやや異なった観点と方

法によってえられた。 S1は発掘時にもっばらトチ

ノキやクルミを拾い集めたものであるが、それ以外

の種子も少数混入していた。 S 2は[ii]地点でより小

さい種子にも注意して拾い集められた種子試料であ

る。 S3は同じ地点で土壌を 2mmのふるい上で洗っ

た残留物約2,000c団の試料である。 S4は土壌表面を
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洗う水を排水ポンプで吸いあげて、流人する泥土を

2 mmふるいでこした試料約1,500c面である。これら

の試料採取法によって得られた種子の種類と頻度は、

すでに予報として報告（塩谷ら、 1980) したが、こ

こではその結果を再編成し、種子の大きさの順に並

べかえて表示した。（表 8)。

本表から明らかなように、全体として、 トチノキ、

ぶな科（主として常緑カシ類）などの堅呆類や、ク

ルミ類、ムクノキ、ミズキ、エゴノキ、アカメガシ

ワなどの核、ノブドウ、アオツヅラフジの種子が確

認された。その他、この試料には栽培植物であるモ

モ、ウリ、アサなどもふくまれていて、 D試料中の

表 6 層別土壌試料D1 -D s (400c吋）から検出された植物

土 アアカキトにニノヒぶみミヤヤアイいザスタピ 未
オヵ ィ ヌ クズ壌 ッ メエ チしワフ，, メ か ブ マ

ホォ ねロメデユ土 斤只斤 ヅ ガ チき コなズツ 計
試 ラ、デゴノぎトドウ ん バグ

ズ ソウフン
料 ジワ属属キ科コウゾ科科キキワサキ科ウリ属属 詳

6. 淡黄色細砂 Ds 13 4 17 

ケ D7 18 17 35 

8. 賠青灰色粘土 D5 1 ， 10 

9. 黄灰色砂質土 05 1 1 2 

10. 暗灰色粘土 04 1 4 2 2 8 1 10 5 1 142 176 

13. B音茶色粘質土 D3 1 1 1 12f 21 1 3f 8 1 1 27 77 

15. 暗茶色粘質士 D2 1f 6f 3 1 1 7 5 4 20 48 

~ D1 1 1f 3 2 1 1 ， 1 3 24 46 

f. 果皮の断片

表 7 土壌試料D1-Dsの植物から推定される植生

酸化鉄 炭化物 推 、疋一 し た 植 生

Ds 廿 ＋ D7と同じような状況、植生不明。

07 ＋ Dはド］じような状況、植生不明。

D5 十 ザクロソウ種子 9粒を出土するのみ (B乱曽位にあたる）。植生不明。

Ds ＋ 埋蔵種子類きわめて貧弱 (85層位にあたる）。植生不明。

04 ＋ 
埋蔵種＋類が比較的多い。下の泥炭層とほぽ類似した出土例をホすが、一年牛植物

ザクロソウが出現し、植生の変化を暗ホする (B4層位にあたる）。

03 
泥炭層の上部、 トチノキの幼果一成果を豊富にふくんだ層。ヤマグワ、 ミカン科植

物、ぶな科植物の種子・果実が出土する (B3層位にあたる）。森林植生。

Dz 
D1とほぱ類似した出土例、ヤマグワ、ニシキギ科植物、ミズキなどを出土、アサ

については再検討を要する (B3層位にあたる）。森林植生。

D1 
泥炭層の最深層、ヤマグワ、ノブドウ、タデ属などの種子を検出 (B外こあたる）。

森林植生。
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D1-D2で得られた結果とほほ一致している。木本

植物25種、草本植物 8種、あわせて24科、 33種にお

よんだ。これらの種子類は泥炭層形成時（弥生時代

末期一古墳時代前期）における遺跡周辺の環境を知

る手がかりを与えてくれる。すなわち暖温帯上部の

森林植生を示している。なお、本表は、すでに塩谷

らが本遺跡調査概要川に指摘したように、遺跡調介

の際にもちいる種子採取法によって、収集される種

子が限定さてしまうことを示している。発掘現場で

の拾いとりは、ほぽ径 4-5 mm以上の大粒の種子を

集めるには有効であるが、径 3mm以下の種子は、採

土をふるい上で水洗する方法が有効であった。した

がって、遺跡から植物種子に関する情報を過不足な

く・集めるには、拾いとりと水洗法を併用することが

望ましい。別項で詳述するように、 S試料が提示す

る結果は、発掘調介における様々な大きさの植物遺

体のサンプリング法に今後の課題を残した。

(5) その他の出土品

モモ モモの核が遺跡内数か所から出上している。

グリッドごとに核の大きさを比較した（表 9)。測

定された核はグリッドC-4では、長さ27.3mmと幅

22.0mm、原さ17.3mm(N=24)であった。 B-19で

も同じような平均を示し、また B-24では長さ、

26.2mm、幅21.1mm、厚さ16.6mm (N = 9)であった。

しかし D-22では全体に小形で平均長23.5mm、幅

18.8mm、厚さ14.8mm(N =13)であった。これら出、

士核について、長さと幅、また長さと容積（長さ X

幅x厚さ）の分布を図 9にあらわした。三つのグリ

ッドC-4とB-19、B-24ではよく発達した核を

もつモモを栽培していることがわかる。

弥生時代の納所遺跡では出土核27個のうち、核長

が30mmを越えるのはわずか 2個にすぎず、 25個の核

の平均は長さ22.3mm、幅18.2mm、厚さ15.0mmで本遺

跡の D-22からの出上核のように小形であった。

核の大きさは果実の大きさと関係が深いと考えら

れる。また核の大きさは栽培環境、栽培技術、さら

に栽培植物として受ける人間の選択作用によっても

変異をするであろう。モモの核はかなりよく保存さ

れ、よく出土する遺物であるが、基礎的なデーター

を集積すれば、核の大きさを通じてその時期の自然

条件や農業技術をうかがうことのできる貴重な証言

となりうるように考える。

スモモ スモモの核がD-22-20 (黒灰色粘土層、

780120) で 2個出土している。核の大きさは長さ X

幅x厚さで、 16Xl3X8mm3、13X 12 X 7 mm3であ

った。納所遺跡の古墳時代以降の 2試料から出土し

表 8 旧河道泥炭層から検出された植物と試料採取法のちがい

トオヒモイヤぶオクミエウスムヤアノクカアアヤアタみエイニィヒカヤイ 未 合

種名
チニメ ヌブ

ォ
ズクマ

口ナヵオ ヌ
／ゞ ゴ フ、ガ メツブカ かビザワヌメ エマヌ

種
ググ ツなアサズ メ ザ ム ヅ デ ン コ

子 ノルル ガ／ゞ サ ノ ウノク ドネグガラマシ んヅシトビゥ デグビ
ガ モシフ ョ

の キミミモヤキ科ラギキキリリキラサウチラワジメデ属科ルウコエゾ属ワユ 詳 計
大
き

試料 さ 41 41 36 30 28 25 18 7 7 7 7 6.6 6 5 5 4.5 4 4 4 4 4 4 4 4 3.5 3.5 3.5 3 2.6 2 2 2 1.6 
採取方法 (mm) I I I I I I I I I I I I I I I I I 
（試料量） 25 14 6 6 5 4 4 4.0 3 3 1.5 2 1 

S !, 拾いとり 2074 28 16 3 I I 4・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 53 2180 

S 2, 拾いとり 24・ ・ ・I・4・2 14 2・ ・73 4・77・23・ ・ ・ ・ ・10 8・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 17 259 

S 3, 2 mmふるい
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・I・2 I・I 32 I 2 24 I 5 3・ ・I・14 2・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 57 147 

(2000c吋）

S 4, 排水ポンプ
6・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・3 1 3 3 216 3 6 169 4 32 3 12 7・73 67 2 3 11 1 7 4 3 87 2 114 905 

(1500c吋）
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表 9 出土したモモの核の大きさとその変異

核の大きさ
出土グリット 出土数

長さ 幅 原さ 容積
備 考

mm mm mm XlOmm' l 

C -4 -3 (BB, 790911) 3 27 22 15 8.91 黒褐色

28 21 16 9.41 ク

23 18 16 6.62 ケ

C -4 -8 (BB, 790905) 10 22 18 19 7.52 黒褐色

25 20 15 7.50 ケ

27 24 19 12.31 'l 

28 23 17 10.95 ケ

27 23 16 9.94 ケ

31 26 21 16.93 ，，， 

30 26 20 15.60 ,, 

28 22 18 11.09 茶褐色

30 23 18 12.42 茶褐色（病害により変形）

28 半片

C -4 -9 (BB, 790906) 12 26 25 19 12.35 黒褐色

31 22 18 12.28 ,, 

36 27 19 18.47 'l 

26 24 19 11.86 'l 

24 17 15 6.12 'l 

24 20 16 7.68 ，，， 

25 21 16 8.40 ,,. 

23 18 15 6.21 ケ

25 19 15 7 .13 ，，， 

34 26 21 18.56 ，， 

29 23 18 12.00 ,, 

29 16 ,,. （有孔）

C -4 -14 (BB, 790907) 1 26 21 15 8.19 黒褐色

平均 N=24 27.3 22.0 17.3 10. 77 

B -19-8 (BBG, 791115) 2 30 21 16 10.08 黒褐色

25 21 15 7.88 ~ 

B-19-12(BBG, 791116) 2 28 20 17 9.52 黒褐色

25 18 14 6.30 ケ

B -19-22 (BBG, 791206) 2 32 26 18 14.98 黒褐色

27 19 15 7.70 ~ 

平均 N=6 27.8 20.8 15.8 9.41 
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B -24-8 (BBG, 791124) 4 26 19 16 7.90 黒褐色

22 20 16 7.04 ケ

27 23 19 11.80 黒色

26 20 15 7.80 ,,. 

B -24-12(BBG, 791115) 4 26 20 15 7.80 黒褐色

29 25 18 13.05 ケ

26 20 16 8.32 ，，， 

27 22 17 10.10 ，，， 

B-24-17(BBG, 791126) 1 27 21 17 9.64 黒褐色

平均 N=9 26.2 21.1 16.6 9.27 

D -22-20(BG, 780120) 14 20 14 11 3.08 黒褐色

27 19 16 8.24 ,,. 

28 22 17 10.47 ,, （病害あり）

23 19 16 6.99 ,,. 

27 21 15 8.51 ,,. 

24 21 17 8.57 ,, 

22 19 14 5.85 'l 

24 21 16 8.06 ケ

22 18 16 6.34 ケ

24 20 14 6.72 ，， （有孔）

22 19 16 6.69 ，， 

22 17 12 4.49 ケ

21 15 13 4.10 ケ

22 半片

平均 N =13 23.5 18.8 14.8 6.78 

BB、黒行色土、 BBG、黒計灰色土、 BG、黒灰色土
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たスモモの核 ('1個）は長さ 14.0-15.Smm、幅11.0

-16.5mm、1.y:さ8.0-9.6mmであり、本辿跡のスモモ

核も ,,,,じような人きさである。今0の栽培品種の核

に比ぺれば、ともに小形であり、まだ小呆しかつけ

ない果樹であったことを示唆している。

アサ アサは旧M道の培別試科 D2 (泥炭附）か

ら5粒、 lW呆皮のみで中空の種子として出上した。

そのほか S3とS、1試料 (iJe炭10)からも計 8粒の種

了・をアサと MJ.t'.した。ほぼ球形をなし、直径は4.0

-4 .5mmであった。呆皮が薄くな っていることを考

艇すれば、出土したアサの種了の大きさは、現生品

のアサの大きさに匹敵する。 アサは県内では上箕rn

追跡、 （弥生fiiiー後期）や納所追跡 （弥生中期）か

らも出土している。納所の場合は面径3.3mm(N=9) 

でより 小形であった。

トチノキ きわめて多焔のトチノキの呆実が、旧

河近の泥炭lf1などから出上した。 （表 8)。 トチノキ

の果実の出土は、全国各地の縄文 • 弥生時代の追跡

から報告されており、それが先史時代のif:i:要な植物

であったことが指摘 されている。 しかし、この北堀

池追跡から出土 した多紐のトチノキの果実が、当時

の人々によ って慈図的に集められたものかどうかは

判断できなかった。

参考'ti科として、 C-4-3、黒廿灰土 (79091J) 

から出土したトチノキの種子の一部について、その

大きさを測定した結呆を表10に不した。一般に、 ト

チノキの果尖は、その直径が 4-5 cm程度といわ

れているので、 ・果皮の彫さ（約 5mm)を除けば、出

上した種子（平均j[詐炉':'3.3cm) は、いずれも十分

に成長した成熟果である。そのうえ、かなり粒のそ

ろったものであった。いっぽう、 S1試科 (B-19 

-12)のトチノキの呆実も、ほぽ、 C-4 -:--3出土

のものと lriJ程度の人きさであったが、写兵 3に示す

ように、果皮でおおわれた幼果もふくまれていて、

かならずしも精選されたものではなかった。

クルミ類 トチノ キとならんで先史時代から現在

に至 るまで、宜料、れl1脂類などとして利用されてき

た果実にクルミ類がある。本追跡からはクルミ類の

核が令部で57個出上した。

図10と11、表11、写真 4に示したように、出土し

たクルミ類の核の形状は変異に窯んでおり 、その形

- 23 -

状からみて、少なくとも 3種類のクルミがあ ったよ

うに思われる。

そのひとつは、わが国に将遍的に廂するオニグル

ミ (Jug/ansmandshu.rica subsp. sieboldia11a Ki tarn.) 

（写真 4のA)と思われるものである。他のひとつ

は、核の表面にきざまれた溝が浅く、表面が比較的

滑らかで、種 fの幅に対して厄さが餅く、 全体が心

臓形で先端が鋭く尖っていることなどからオニグル

表10 c-4 -3 (黒w色土）からi'I¥tした

トチノキ種子の計測結果

棟イ•番サ 蔽・ 大径 蚊 大 1',,:1 . 

Clll {'nl 

1 3.4 2.6 

2 3.5 2.4 

3 3.5 2.4 

4 3.3 2.6 

5 3.8 2.6 

6 3.5 2.6 

7 3.4 2.6 

8 3.6 2.8 ， 3.4 2.6 

10 3.2 2.7 

11 3.3 2.6 

12 1. 5 1.1 

13 2.8 2.3 

14 3.6 2.5 

15 3.6 2.7 

16 3.4 2.7 

平 均 3.3 2.5 

標準偏差 士0.53 土0.39

写真3 B地区吊土のトチノキの果実



表11 北堀池追跡から出土したクルミ類の核の

計測結果

A (オニグルミ ）

出土グリ ッド 長さ 幅 原さ 比
(e) (w) (d) (w/ e) (d/w) 

cm cm cm 

B -19-8 2.7 2.6 2.4 0.96 0.92 

B -19-12 3.6 2.8 2.8 0.78 1.00 

B -19-22 3.0 2.7 2.4 0.90 0.89 

B-24-8 2.8 2.5 2. 1 0.89 0.84 

2.8 2.4 2.3 0.86 0.96 

2.6 2.3 2.3 0.88 1.00 

B -24-12 2.7 2.4 2.5 0.89 1.04 

3.4 2.8 2.5 0.82 0.89 

B-24-13 3.2 2.8 2.7 0.88 0.96 

2.8 2.4 2.2 0.86 0.92 

2.8 2.3 2.2 0.82 0.96 

3.1 2.4 2.1 0.77 0.88 

3.1 2.6 2.5 0.84 0.96 

3.0 2.5 2.3 0.83 0.92 

2.8 2.6 2.4 0.93 0.92 

3.0 2.4 2.4 0.80 1.00 

B-24-17 2.8 2.5 2.5 0.89 1.00 

2.8 2.4 2.2 0.86 0.92 

2.7 2.4 2.2 0.89 0.92 

B-24 3. I 2.5 2.4 0.81 0.96 

C-4-9 2.9 2.4 2.5 0.83 1.04 

2.9 2.4 2.6 0.83 1.08 

3.0 2.3 2.3 0.77 1.00 

3.2 2.6 2.4 0.81 0.92 

c-4 -14 3.0 2.3 2.1 0.77 0.91 

平 均値 3.0 2.5 2.4 

標準偏差 0.23 0.16 0.18 

轟

写真4 出土したクルミ類などの子実

A : オニグルミ， B: ヒメグルミ

a : ヤプッパキ， b : イヌガヤ

c: ナガグルミ (?)
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B (ヒメグルミ ）

出土グリ ッド 長さ 幅 匝さ 比
(e) (w) (d) (w/ e) (d/w) 

cm C11l cm 

B-19-12 3.4 2.5 1.5 0.74 0.60 

3.3 3.1 2.6 0.94 0.84 

B -19-22 3.0 2.4 l. 7 0.80 0.71 

3 .1 2.5 1.8 0.81 0.72 

3.1 2.4 1. 7 0.77 0.71 

3.6 2.7 2.1 0.75 0.78 

3.2 2.5 I. 6 0.78 0.64 

3.3 2.5 1.8 0.76 0.72 

3.4 2.7 2.0 0.79 0.74 

3.2 2.7 1.8 0.84 0.67 

3.2 2.5 l. 7 0.78 0.63 

3.1 2.5 1.8 0.81 0.72 

3.3 2.5 1.8 0.76 0.72 

3.3 2.5 1. 7 0.76 0.68 

2.8 2.3 1.5 0.82 0.65 

2.8 2.5 I. 7 0.89 0.68 

3.2 2.5 1. 7 0.78 0.68 

3.2 2.5 1.8 0.78 0.72 

3.4 2.7 2.0 0.79 0.74. 

B-24-12 3.0 2.4 1.6 0.80 0.67 

3.3 2.7 1.4 0.82 0.52 

B-24-13 3.0 2.5 1.9 0.83 0.76 

B -24-17 3.4 2.7 2.1 0.79 0.78 

2.9 ．． 1.8 

3.0 2.5 2.1 0.83 0.84 

B-24 3.3 2.5 1.6 0.76 0.64 

平均値 3.2 2.6 1.8 

標準偏差 0.20 0.16 0.25 

Cナガグルミ(?)

B -19-8 3.8 2.5 2. 1 0.66 0.84 

B -24-13 3.3 2.3 2. 1 0.70 0.91 

3.6 2.4 2.2 0.67 0.92 

B -24-17 3.8 2.4 0.63 

8-24 3.6 ・・- .. 

c-4 -14 4 .1 2.6 1.3 0.63 1.00 

平均値 3.7 2.4 2.0 

標準偏差 0.27 0.11 0.40 



ミの変種として位置づけられるヒメグルミ (J. 

mandshurica subsp. 

Kitam.) 

は、

種である。

sieboldiana 

と考えられる （写真 4のB)。

オニグルミに比してその素性のはっきりしない

ヒメグルミとオニグルミの相違点が、核

の形状以外にはないので、果実の外見上からは、両

種の区別が困難なことによるためであろう。なお、

弥生時代の遺跡とされる上箕田遺跡からは、

ルミの出土の報告がある。 しかし、同じ弥生時代の

納所遺跡からは出土していない。現在、三阻県下に、

ヒメグルミが自生するか否かは不明である。

上記の 2種のクルミの他に、核果の長さが、その

幅、厚さなどに比較してかなり長いものも散見され

た （表11のC)。

えばナガグルミ

€ (cm) 

3
 

(
U
3
)

～
 

。しと

しかし、

var. cordifonnis 

ヒメグルミ

ピメグ
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図10 クルミ類の核の長さ U)と厚さ (d)

についての分布

1. 5 2.5 

現在のところ判然としない。

花粉分析の結果によれば、ぶな科植物

1980)、常緑カシ類（アカガシ亜屈類）が、

跡周辺の植生中では、卓越している。

（安田、

この遺

しかし、それ

らの堅果頷とみられるものは、僅かしか出土してい

ない。

などと考えているが、今のところ推測の域をでない。

また、

これらの堅果類はウラジロガシ、

コナラ （コナラ亜属） とみられる落葉カシ類

のものと思われる堅果も出土したが、

が少なく計量形質の比較ができないので、確定して

いない。

＇` 
ー,-

L
 

III 

遺跡の 3地点からの層別土壌試料は全体として豊

富な種子がふくまれていた。 A、

2,258個、

が、

考 察

出土種子からみた植生変化

B、

アラカシ

これも出土例

D試料全体で

1試料 (200c而土壌）に平均80.6個である。

そのうち最尚は A試料で691個、 B試料で408個また

D試料で88個である。現在のある農地（畑） の表土

が保有する雑草種子数は平均110個/200c吋であった

この値と比較しても遺跡土壌中には高頻度の種

1.0 

0.9 

子を埋蔵していることがわかる。

いっぽう、試料中の種子数は土壌層によって大き

く変化した。その変化の状態を表12にまとめた。種

子出土率とは、一連の試料の全出土種子数に対する

各層からの出土種子数の割合である。

沼沢地からの試料 Aでは Asの高い種子出土率に

注目し、森林に閉された立地から明るい水辺への植

生変化を推論した。また大溝の試料Bでは、単調な

植生から多様な植物組成をもった植生への変化をB4

に見出した。なお、種子出土率は B3で最高値を示

しており、植生変化の徴候はすでに B3に現れてい
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るとみるべきかもしれない。 さらに 1日河道の試料D

では D4が示す高い種子出土率と、低木や一年生植

物の出現をもって植生変化があったことを推定した。

またこの植生変化は、花粉分析で樹木花粉と草本植

物の花粉との出現交替期のあったことを示す結果

し[
O

0. 7 0.8 

d/w 

図11 クルミ類の核の d/wとw/eについて

の分布

0.5 0.6 

（安田、 1979) とその層位で一致している。

0.9 1.0 1.1 
森林の退行は一般的には低木、つる植物・多年生

草本の生える土地をつくりだす。泥炭層 (s試料）

に埋土されていた植物にも、生長の早い低木やつる
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植物が多いが、森林の退行は泥炭層堆積のながい期

澗にわたって進行したことを示しているようである。

河川や沼沢の堆積作用も、森林の退行によって加速

され、湿潤な土地が広がると、そこには明るい水辺

の植生ができあがる。出土植物は、すべての試料を

通じて、水辺の植物が多かったことを考えると、遺

跡成立の生活基盤が開かれた湿原の上にあったこと

を示している。

本遺跡は氾濫原の一角にある。洪水や冠水はその

表土攪乱の作用により特異な植生をもたらす。根群

の発達した多年位本、また一年生植物の群落である。

それは水によって耕された土地にできる植生である。

しかし、さらに強力で持続的な表土攪乱の要因は人

間の農業生産活動である。そして表土攪乱の程度に

応じて、一年生植物が優占するようになる。

層位別に出土する種子の種類や頻度から推定され

る植牛変化は、森林の退行によって展開する湿性植

物群落の形成、そして多様な構成要素をふくむ耕地

植生への方向を示していると考察される。

表12 A. B. D層別試料からの種＋出土率

I~ 層胃出土率(%)I:層~l出土率 (%)I~)曽 ii出土率（％）

A5 10.0 

As 64.1 

A4 2.8 

A3 2.3 

A2 18.8 

A1 1.9 
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種＋総数

1,078個 769個 411個

注. 3試料の/cl位の対応関係は直接調介されていない。ここ

では稀子組成の変化をみた層位に下線をして、同水準に
配列してある。

(2) 水田遺構と稲作

古墳時代前期まで耕作されていたと推定される水

田遺構は二つの特異な構造をもっている。測量でき

た区画96の平均面積が16面ときわめて小さな水田で

あること。いま一つは、給排水路や田ごとの水口が

未確認であることである。そのため、これら小区画

のあつまりを水田跡と断定できるかという疑問が生

じている。

ここでは、小区画群が水田遺構とみられる理巾と、

そのような水田での稲作の能否について水管理の上

から考察する。

水田遺構の概要（吉水ら、 1978) に次いで、その

立地、層位、形状、面積、また水利について詳しい

調介報告がでている（北堀池遺跡発掘調介報告第 1

分冊、 1981)。区画は大分して二群に分けうる。上

段の区画群は平均14.18m'(N=63) で、下段の 6

区画の平均面積34.61吋より小さくなっている。測

益された区画の標高（田面高）にもとづき、勾配を

求めた。上段では最上部の田面高と最下部の田面高

の差は、 0.50-0.55mあり、勾配は0.78-0.86°で

ある。しかし、平行して連続するあぜごとにまとめ

られる区画群ができており、各群内の区画間にみる

勾配は高低差0.05-0.25mで、勾配は0.07-0. 28° 

ときわめて小さくなっている。ただし、これらの値

は区画取りの乱れている周辺部、区画の片隅しか検

出されていない周辺部での測最値をのぞいている。

すなわち、上段では、ゆるやかな斜面に、一連の区

画が等高線に沿ってはぽ水平な田面を保つように造

成されていることをホしている。下段では、勾配は

0.62° であるが、高所から低所へと段々に区画がで

きている。以上、報告書のなかで吉水が想定してい

るように、水口があれば田から田への水利が可能な

区画の配列となっている。

水田のあぜは湛水の堤であり、また歩行のための

通路である。あぜの太さや高さは、このような緩斜

面ではもっばら後者の機能を満たすのみで十分であ

ると考えられる。また、あぜの構築、補強、保全は

水田の作士を利用するのが恨行である。遺跡のあぜ

幅15cm、また耕土層と区別できない粘質土からでき

ているという調介結果は上記のような事柄と矛盾し

ない。

このように考察すると、遺構は区画ごとに一定の

水位を保つ湛水状態を意図した構造物と考えること

はごく自然であろう。

では、この水田遺構で稲作の湛水栽培は可能であ
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ったろうか。一般に湛水栽培の稲作では水の消費址

は10, 000 -14 , OOOc記/haとされている。（小田ら、

1972)。いま 10州の区画を考えると、 10-14m'の水

が必要となる。

上野盆地は県下の碁雨地域として知られているが、

6月、 7月、 8月の平均降水屈は約600mmがある。

必要な消費量の60%が降雨によって供給されるが、

あとの40%、4-8 m3はなんらかの方法で補給され

ねばならない。仮に 1人 1日、最寄りの水源からの

水の連搬械を400€ とすると、 10-20人の労力となる。

検出した水田面積全体は約1,400面なので、全面

積では延1,400-2 ,800人の労力となる。高い地下水、

降雨、そして人力による給水により、湛水状態ある

いはかろうじて圃場要水最を保ちえた水田作が想定

される。

渡部 (1981) はスマトラの小区画水田（高谷ら、

1981) の調査報告のコメントのなかで、こうした H

本の古代水田に言及している。そして、小区画構造

を技術的目的を達成するための一過程であるとして、

とくに水管理の集約的対応の萌芽と考えている。

水田の区画面積が最小 4m'、最大59m'、そして平

均16面と小さく制限された主因は水管理それも集約

的労力を要する水管理にあったように考察される。

水田の水管理は水田構造以外のところにもでてい

る。耕土の保水力や耕土をより深くする深耕のため

の農具の出土である。本遺跡からの木製の手用農具

としては、敢、鋤があるが、鍬に比べて鋤状の農具

の方が種類も多く、また出土点数も多い。保水力を

高めるため多益の腐殖物をすき込む作業にはナスビ

形三股着柄鋤や[ll]形二股着柄鋤が使用できる。深耕

には鍬よりも鋤とくに長柄鋤など今日のスコップと

同じ用途に使用できよう。鋤はまたあぜについての

あぜ削り、あぜ泡りなどの諸作業に欠かせない道具

である。

近年全国的に出土している水田遺構を考察して、

八賀 (1981) は稲作の発達段階にともなう鋤や鎌の

発達に着目している。

以上、本遺跡の水田遺構について水管理の面を考

察したが、潅概用の水源や水路を欠く場合、水田は

干害を受けやすく、また集中雨には弱点をさらけだ

す。したがって、そこでの稲作はきわめて不安定な

- 27 -

ものになる。

ここでは、稲作を前提したが、本遺跡の試料から

はイネとヒエがいっしょに出土した。もし稗作を、

あるいは稲作と稗作との共存を、想定しうるならば、

事態は大きく変わり作物生産はより安定したものと

なるであろう。

(3) 栽培種ヒエ（稗）の出土

大溝のI曽別試料 B4からイネとともにピエが出土

した。ヒエは古代の穀物として文書上（関根、 1974)

はその存在がよく知られているが、考古学上の確認

は十分ではなかった。

炭化米としてイネを出土する事例が比較的多く、

稲作のみに焦点があてられる傾向があるが、ヒ工を

はじめその他の穀物が作られた可能性は高い。

ヒエの栽培特性は次のようなことがあげられる。

（町田、 1963. 斉藤ら1959)。

(1) ヒエば畑地、また湛水状態の水田にも栽培さ

れている。

(2) 畑に適する「はたびえ」水田への「たびえ」、

まだ焼畑用の「くまびえ」が慣行として区別さ

れている。しかし畑と水田では、同じ種類のヒ

工を栽培することがある。

(3) 畑では直播栽培、水田では移植栽培が行われ

る。堀内 (1980) によると、これら二つの栽培

法によりヒエはきわ立った収星差をもたない作

物である。すなわち、いずれの栽培方法もとり

うる。

(4) 十魃にもよく耐える。また日照不足や冷水に

も耐える。「魃多発地の西日本では代替作物が

あるため栽培されなくなったが、冷害多発地（東

北、北海道、中部山岳地）はおそくまでヒエの

主要栽培地としてのこった。

(5) 移植期の適期がながく、 5月上一下旬に播種

し、 6月下旬から 7月中旬のながい期間にわた

り移植できる。収穫は移植期に応じて 9月下旬

から 10月上旬となる。そのため、稲作の初期が

被害を受けたとき、ヒエに急きょ転換すること

ができた。

恥試料の層位と水田遺構の層位との関係がまだ

未知なので、稗作を水田遺構と結びつけることはで

きない。低湿地に生活基盤をおくにはそれなりの理
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図12 出土種子類の大きさの比較

1. トチノキ 2. オニグルミ

3. イヌガヤ 4. エゴノキ

5. ムクノキ 6. ヤマザクラ

7. ミズキ 8. カナムグラ

9. ノブドウ 10. ウリ

11. みかん科 12. アカメガシワ

13. サンショウ 14. タデ属

15. イヌビエ 16, 17未詳

(3JKH, B-19-12, B区下段，

S1-S4試料）

由があったはずで、上記のようなヒエの作物特性は

湿澗の程度が異なるさまざまな土地への広い適応性

をホしており、低湿地に生活基盤をおく本遺跡では、

主要な穀物をなしていたのではないかと考えられる。

(4) 遺跡をとりまく植物資源

出土する樹木種子は森林植生の推定のみでなく、

人間が積極的に保護してきた森林あるいは樹叢を知

る手がかりを与える。ここではそうした有用樹を植

物資源とよぶ。それは森林退行にともなう、人間生

活により直結した森林・疎林の育成である。

出土する栽培植物が栽培可能な状況にあれば、本

遺跡周辺の暖温帯林を退行させるような気象変動の

あったことは考えがたい。したがって森林退行はむ

しろ人為的な影響による可能性が高いが、森林は無

秩序に切り開かれたのではなく、植物資源を確保す

るようなかたちで行われたことは十分考えられる。

ここで取上げる樹種の種子類の出土状況について

は表13にまとめた。本表には試料 S1およびその他

の資料をふくむ。

安田 (1980) の指摘にあるように、本遺跡から大

量に出土したトチノキの果実は、意図的に保存され

た母樹によるものではないかと推測される。この他

にも、多くの植物資源が、遺跡周辺に保存され、日

常の生活に利用されていたことであろう。たとえば、

トチノキと同様に、あるいはそれ以上に重要な植物

資源であるクルミ類も、恐らく保存されたもののひ

とつであろう。ことに、本遺跡から出土したクルミ

類のなかに、現在、栽植されるのみ（大井、 1965)

とも、長野県伊那地方ではオニグルミにまじって野

生しているが、真の自生は確認されていない（北村

ら、 1979) とも、いわれるピメグルミがみられた。ク

ルミと人間との関係を考えるうえで興味深いことで

ある。

また、クリ（食料）、カヤ（食料、油脂料）、ヤブ

ツバキ（油脂料）、イヌガヤ（油脂料）、エゴノキ（魚

毒）、ムロクジ（洗剤）、など、人間のくらしと深い

かかわりを持つと思われる樹木の種子類も出土して

いる。これらは、いずれも出土数が少なく、当時の

人々が積極的に収集、貯蔵したと思われる証拠はみ

いだされていない。しかし、それらの多くの樹種が

遺跡周辺に保存され、自給自足的経済を支えていた
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表13 調在期間内に収集された木本種子類（表 8中の S2、S3、S4を除く）

出土グリット
種 名 出土数 備 考

（日 付）

出土グリット
種 名 出土数 備 考

（日 付）
※ 

B -19-8 オニグルミ 3 (1) B-24-17 オニグルミ 11(1)※ 

(791115) ク I} 1 1€ =3.1 
w=3.6cm 

(791126) ヒメグルミ 3 

トチノキ 多数 トチノキ 多数 果皮含む

モ モ 2 
{ e =3.1 
w=3.6cm 

モ モ 1 

未 詳 1 

B -19-12 イヌガヤ 1 

(791116) オニグルミ 28(3) 破片含む B-24 オニグルミ 4 (2) 

ヒメグルミ 16 （イ渇月） ヒメグルミ 1 

トチノキ 多数
｛アラカシ(?)l

ぶ な 科 4 コナラ(?)1 

モ モ 3 
ウラジロガシ(?)2

ヤブツバキ 1 

トチノキ 多数

C-4-3 オ ニ グ ル ミ 4 破片含む

(790911) トチノキ 44 ,, 

モ モ 3 

B-19-16 オニグルミ 4 破片含む

(791205) トチノキ 多数 果皮含む
C-4-8 イ ヌ ガ ヤ 1 

(790905) オ ニ グ ル ミ 3 破片含む

B -19-22 オニグルミ 12 破片含む

(791206) ヒ メ グ ル ミ 22 ケ

トチノキ 多数

ぶ な 科 6 ｛アラカシ(?)
ウラジロカシ(?)

B -24-1 トチノキ 多数
C-4-9 オニグルミ 8 {€ =2.8 

w=l.Ocm 

(791207) 
(790906) 力 ヤ 1 

トチノキ 多数 果皮含む

B -24-8 オニグルミ 14 {破w€片==含l2.む.20 cm (791124) 力 ヤ 1 

トチノキ 多数

ぶ な 科 5 ｛コナラ (?)l 
ウラジロガシ(?)2

モ モ 7 

ヤブツバキ 1 

モ モ 4 
C -4 -14 オ ニ グ ル ミ 9 (1) 破片含む

B -24-11 オニグルミ 2 (790907) ぶ な 科 4 ｛ウラジロガシ 2
アラカシ.z 

(791117) ピ メ グ ル ミ 1 

ク lJ 1 
{ e =3.2 
w=3.2cm 

トチノキ 1 

D -22-20 エ ゴ ノ キ 3 
トチノキ 多数 (780120) ク リ 3 果皮片
ムク ロ ジ 2 ス モ モ 2 
モ モ 1 破片 モ モ 18 

ぶ な 科 6 
B-24-12 イヌガヤ 1 

ヤブツバキ 1 
(791115) オニグルミ 6 

ヒ メ グ ル ミ 2 

トチノキ 多数

ぶ な 科 1 

ムクロジ 1 

B -24-13 アブラチャン 1 

(791126) イヌガヤ 1 

オニグルミ 28 

ヒ メ グ ル ミ 2 

トチノキ 多数 破片含む

注※（ ）内の数字は大きい核成長をもつ核果数（図10と11、表11のC)
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ことが考えられる。

このほか、用途が不明であるが、ミズキの種子が

比較的多く出土している。前述の納所遺跡からも多

昼に出士した例がある。現在では忘れ去られてしま

った用途があったかも知れない。あるいは、ムクノ

キの果実と同様に、果肉を生食したとも考えられる。

花粉分析の結果から、当時本遺跡固辺の森林では

常緑カシ類が優占種となっていることが分かる。こ

れらの種子（堅果）も先史時代には主要な食料源で

あった。前述の納所遺跡では、多羅のイチイガシの

堅果が出土した。これに比して本遺跡では、イチイ

ガシと思われる堅果はみられず、そのうえ堅果類の

出土数も少なかった。このことに関連して、本遺跡

の特徴でもある水田遺構の存在、すなわち稲作やヒ

工栽培の進展にともなう食生活の変化を考えなけれ

ばならないが、それに関する資料は得られていない。

(5) 出土種子のサンプリング法

遺跡から出士する種子を調在する場合、特定の種

類のみに限ることなく、すべての種類を対象にして、

試料中の組成を比較することが多い。

本遺跡の S試料の場合、出土する種子（あるいは

果実）は短径で示すと、最大50mmから最小0.2mmの

く参考文献〉

範囲になる（図12)。サンプリングする土壌試料の

械は種子の大きさによって変えることになる。また

土壌試料の量は、含まれる種子の種類との関係で

決められる。すべての種類が含まれる最底土壌羅

が望ましい。今回もこの種類一土壌屈の関係を知る

試みをしたが未詳種子があるため十分な結果がえら

れなかった。種子の大きさと土壌量との関係は次の

ように考えられる。

0.5mm§ のふるいで0.5mm以上 5mmまでの種子を対

象とするときの土壌羅を lOOcrrlとする（本調在では

この段階の土壌量を 200crrl — 400crrl) とした。単純に

ふるい目の容積比にもとずき、 5mm目のふるいで

5 mm以上10mmまでの種子を対象にするときはO.lm3

の土壌絨となる。また10mm以上50mmの種子について

は、 10mm目のふるいで調介土壌量は0.8m3となる。

ただし、 10mm以上の場合は、一定面積のコドラート

をもちいて拾い集める方法もとりうる。

以上は単なる試算にすぎず、実際には現実に合っ

た工夫が必要であることはいうまでもない。本報告

にあるように試料のとり方によってその組成は大き

く変わるので、このような調介にはサンプリング法

を組織だって行う必要のあることを反省した。

(1983年8月稿）

堀内孝次 (1980) 山間地域における作物栽培の事例一岐阜県飛騨地方を中心にして．農耕の技術 3: 63 85. 

三重県教育委員会 (1978)北堀池遺跡発掘調在概要 I. 
三重県教育委員会 (1979)北堀池遺跡発掘調在概要 II. 

三重県教育委員会 (1980)北堀池遺跡発掘調在概要 皿

三重県教育委員会 (1981)北堀池遺跡発掘調査報告 第1分冊

北村四郎・村田源 (1979)原色日本植物図鑑、木本編II. 保宥社．

小田桂三郎田中市郎．宇田川武俊棟方研 (1972)耕地の生態学．沼田貞監修、築地書館。

町田暢 (1963) ヒエ（稗）．作物体系、第 3編 雑穀類、戸刈義次監修、従覧常．

大井次三郎 (1965)改訂新版、日本植物誌、顕花篇．全文常．

斉藤練ー・荒中隆夫 (1959)全国農作物栽培分布図品．東京党．

関根頁隆 (1974)奈良朝食生活の研究．吉川弘文館．

塩谷格 (1982)朝日遺跡の炭化米．朝日遺跡 I : 228-239、愛知県教脊委員会．

鈴鹿市文化財調介報告 (1970)上代田、第二次調介報告．

裔谷好ー• 前田成文• 古川久雄 (1981) スマトラの小区画水田・ 農耕の技術 4: 25-48. 

武田明正• 塩谷格 (1979)納所遺跡の出士植物、納所遺跡ーその自然環境と自然遺物. 15-49、三重県教育委員会．

渡部忠安 (1981)高谷好ーら (1981)のコメント(2)、前出 53-54. 

八賀背 (1981)高谷好ーら (1981) のコメント(1)、前出 49-52.

安田喜憲 (1979)花粉分析について（予報）．北堀池遺跡発掘調介概要 l]、三玉県教育委員会．

安田喜憲 (1980)花粉分析について (2報）．北堀池遺跡発掘調介概要 皿、三重県教育委員会．

吉水康夫・駒田利治• 山田猛 (1978)三重県上野市北堀池遺跡の水田址．月刊文化財181: 27-29. 
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付論3北堀池遺跡の泥土の花粉分析的研究（第 3報）

1. はじめに

北堀池遺跡は上野盆地を流れる木津川の沖積平野

に立地している。安田 (1979・80) にて沼沢地 C地

点ならびにトチノキ層と呼んだ弥牛時代後期の旧河

道の花粉分析の結果について報告したが、今回、そ

の後の花粉分析の結果をとりまとめて、北堀池遺跡

周辺の古環境の変遷について報告したい。

2. 分析方法

花粉分析の方法は、単位体積計益ー KOH処理一

水洗一比重分離ー水洗一酢酸処理ーアセトリシス処

理一酢酸処理一水洗ー50%グリセリンジェリーにて

一定量にうすめる一マイクロピペットにて定量採取

ー検鋭の順に行った。

検鏡に際しては通常400倍にて行ない、必要に応

じて1,000倍を使用した。また各試料につき樹木花

粉200個以上の同定を行った。イネ型花粉の[ci]定に

際しては位相差像にもとづいて行った。花粉分析の

試料採取地点は図 lにホす如くである。

3. 分析結果

3-1、E-N-21区(1978年 3月採取）分析結果

E -N -21区の層序は図 2に示す如くである。

図 1 花粉分析試料採取地点

1. E-N-21E (1978年3月採取）

2. 古墳時代の大溝 (1978年3月採取）

3. 沼沢地C地点 (1979年2月採取）

広島大学 安田喜憲

下位より

灰白色砂傑……最大粒径20cm、一般に 5cm前後の

亜円礫。

泥炭の薄層を含む灰白色砂傑……層厚30cm、粒径

2 -3 cm亜角礫で、中部に 2cm前

色の褐色泥炭ならびに巨木の埋木

を含む。

暗褐色泥炭……層厚30cm、粒土分、砂質分多く含

む。

灰青色粘土……層厚45cm、有機質少なく砂質分大。

灰褐色シルト質細砂……層厚20cm

暗褐色砂質シルト……層原25cm、水酸化鉄の面状

沈着、このシルト層の上面が古墳

時代の水田面となっている。

花粉分析の結果は表 1ならびに図 2に示した。図

2の花粉ダイアグラムは、樹木花粉を甚数とするパ

ーセントで表示してある。花粉ダイアグラムは、樹

木花粉の高い出現率で特徴づけられる。その中でア

カガシ亜属が全層を通して最も高い出現率を示す。

最下部の層準ではエノキ層、ムクノキ層が高い出現

率を示す。この他シイノキ属、ヤナギ属、スギ属な

どが比較的高い出現率を示す。又灰青色粘上の分析

結果 (Nol73) では、樹木花粉の出現率が低く、羊

歯類胞子が増加する。またモミ属、ツガ属が増加す

4. トチノキ層 (1979年11月採取）

5. 北東端の旧河道 (1980年2月採取）

6. SE 9井戸跡 (1980年2月採取）
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るのが特徴である。

3-2、古墳時代大溝 (1978年 3月採取）の分析

結果

1978年に検出された遺跡南部の古墳時代の大溝の

層序は図 3に示す如くである。下位より、

灰白色砂傑……溝の底部にあたる砂傑層。粒径 5

mm-1 cm前後亜角礫。

灰白色粗砂……層厚20cm、炭化した木材含む。古

墳時代の古い様式の士器含む。

暗灰色有機質粘土……層厚50cm、木片・葉片• 土

器片多く含む。

古墳時代の古い様式の土器含む。

暗灰色シルト質細砂……層原40cm、径 3-5 mm 

の亜角礫含む。古墳時代の古い様

式の土器含む。

灰黒色有機質粘土……層厚60cm、大部やや砂質分

多く含む。径 3mmの礫含む。古

墳時代の新しい様式の土器含む。

暗褐色シルト……層厚40cm、酸化鉄面状沈着、平

安時代の遺物を含む。

褐灰色シルト……層厚20cm、平安時代の水田のriJ

能性ある。

暗灰色シルト……層厚25cm、現在の水田耕田。

花粉分析の結果は図 3と表 lに示す如くである。

図3の花粉ダイアグラムは、樹木花粉を基数とする

パーセントで表示してある。

全体をとおしてアカガシ亜属の高い出現率で特徴

づけられるが、 さらに細かくみると以下の如く変化

がみられる。

古墳時代の古様式の前半（暗灰色有機質粘土）

時代……アカガシ亜属の出現率は55%から20%以下

にまで変化する。

は、

の

とくにこの時代の中部のNo218で

は17%前後の出現率を示すにすぎなくなる。そして

モミ属・スギ属・コウヤマキ属・クリノキ属・ヤナ

ギ属などが比較的高い出現率を示す。また草本類で

イネ科・ヨモギ科・カヤツリグサ科・単条型胞

子などが高い出現率を示す。また炭片が大量に検出

された。この時代の気候はやや冷涼で湿潤であった

とみられる。

古墳時代の古様式の後半（暗灰色シルト質細砂）

から古墳時代の新様式の時代……アカガシ亜属が安

定した高い出現率を示し、その出現率は60%以上に

達する。前時代に比較的高い出現率を示していたモ

ミ属・スギ属・クリノキ属・ヤナギ属などは減少す

る。またイネ型花粉が急増し、栽培作物とみられる

特徴的なユリ科の花粉が出現しはじめる。また炭片

の出現率も減少する。

な事実は、

この時代の気候は温暖であっ

たとみられる。ただこの時代の中部 (No228)

チノキ属が一時的に増加する層準があり、一時的な

冷涼化があった可能性もある。

平安時代……平安時代移行の遺物包含層で特徴的

アカガシ亜属の出現率が30%以下にまで

減少し、かわってモミ属・ツガ属・スギ属・コウヤ

マキ属が増加することである。人類の森林破壊の影

響も考慮しなければならないが、

でト

こうした花粉フロ

ーラの変化は、気候の冷涼、湿潤化を示していると
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みられる。

3-3、沼沢地C地点 (1979年 2月採取）の分析

結果

弥生時代～古墳時代にかけて沼沢地であったとみ

られる凹地の層序は図 4に示す如くである。下位よ

り

青灰色砂層……層厚10cm以上、沼沢地の基底をな

す。

褐色粘土質泥炭……層原15cm、無遺物。

灰青色粘土……層厚55cm、弥生時代後期未～古瑣

時代前期の遺物を含む。

灰褐色シルト……層原40cm、古墳時代から中世の

遺物を含む。

花粉分析の結果は表 2と図 4にホす如くである。

図4の花粉ダイアグラムは、樹木花粉を甚数とする

パーセントで表示してあり、単位休積あたりの樹木

花粉の個数の変化も示した。花粉ダイアグラムはア

カガシ亜属の高い出現率で特色づけられ、花粉ダイ

アグラムの下部では、 60%以上の高い出現率を示す。

ところが弥生時代後期から古墳時代前期の遺物を含

む暗青色粘士層から出現率が不安定となり、 コウヤ

マキ属・モミ属・ツバ属・スギ属が増加してくる。
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またこの時代以降、イネ型花粉が増加を開始する。

また草本花粉では、イネ科、ヨモギ属・羊歯類胞子

の他に、沼沢地の環境を反映して、イグサ科・ツリ

フネソウ科・トチカガミ科・ビルムシロ属・オモダ

カ属・アカウキクサ属などの湿地や水田の周辺に生

育する植物の花粉・胞子が検出される。

3-4、 トチノキ属 (1979年11月採取）の分析結

果

遺跡の北東部から、弥生時代後期の遺物を含む旧

河道が検出され、その旧河道の堆積物から大星のト

チノキの実が検出された。トチノキの実にはオニ皮

のついているものもあった。この層をトチノキ層と

よぶ。その層序は図 5に示す如くである。下位より

砂礫……層厚20cm以上、最大粒径30cm、一般に 5cm 

前後の亜円礫。

暗褐色泥炭……層厚55cm、 トチノキ・オニグルミ

などの大型遺体多く含む。また上

部15cm前後は砂礫と流木を大贔に

含む。その上面から弥生時代後期

の土器が検出される。

賠灰～青灰色シルト•…•層原90cm、古項時代の遺

物を含む。

褐灰色砂質シルト……層厚60cm。

盛土……層厚60cm以上。

花粉分析の結果は図 6に示す。図 6の花粉ダイア

グラムは樹木花粉を基数とするパーセントで表示し

てある。アカガシ属が全層を通して謁い出現率を示

すが、弥生時代後期の土器が集中して検出された泥

炭層の最上部では50%から35%前後に減少する。ま

たトチノキ属の花粉が5-10%前後の出現率を示す。

とくに上部において高い出現率を示し、これはトチ

ノキの実が泥炭層上部から多く検出される事実と対

応している。この他エノキ属・ムクノキ属・スギ属

・ヒノキ科・シイノキ属・ムクノキ属などが高い出

現率を示す。また最上部ではサクラ属が高い出現率

を示す。トチノキ属の出現率は10%近くに達し、現

在のブナ林中の表層上のトチノキ属の花粉の出現率

に比して高い。また大埜のトチノキの実が検出され、

オニ皮のついたものもあることから、このトチノキ

は、当時、北堀池遺跡からそう遠くない所に生育し

ていたものとみられる。すでにみた古項時代の大溝

の分析結果では、部分的にトチノキ属が 7%近くの

出現を示したが、この泥炭層のように連続的にかつ

10%近くの高い出現はみられなかった。トチノキは、

温度の適応条件が広いが、その本拠地は、冷温帯か

ら中間温帯の渓畔林である。北堀池遺跡は現在は照

葉樹林帯に位置しているから、 トチノキが北堀池遺

跡周辺に生育していたことは、当時の気候が現在よ

りいくぶん冷涼であったことを示すとみてよいであ

ろう。

3-5 遺跡北東端の旧河道の堆積物 (1980年2

月採取）の分析結果

l:?001ふらゃ 谷 l゚心ら。• ,oi";:;. 
入り討り＼恥以o唸繁0?t%ら％心らく心訊~0S',if'o
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100 褐灰色砂質シルト

図 5 北堀池遺跡 旧河道 (4地点）の層序
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1979年11月に採取したトチノキ層の旧河道の延長

部に相当するとみられる堆積物が遺跡の北東端で検

出された。その層序は図 7に示す如く下位より

青灰色砂礫……層厚20cm以上、最大粒径20cm、一

般に 5cm前後の亜円礫

賠褐色泥炭……層厚55cm、粘土分多く、木片や大

遺体多く含む。弥生時代後期の土

器片をわずかに含む。

暗褐色泥炭質粘士……層厚15cm。

暗灰色粗砂……層厚20cm。

青灰色シルト……層厚45cm、古墳時前期の遺物を

含む。

暗灰色砂質シルト……層厚30cm、水酸化鉄沈着、

古項時代後期の遺物を含む。

褐灰色シルト……層原55cm、酸化鉄とマンガンの

沈着。

褐灰色シルト・・・・・・層厚50cm、盛土。

花粉分析の結果は表 3と図 7にホす。図 7の花粉

ダイアグラムは樹木花粉を基数とするパーセントで

表示。

全体としてアカガシ亜属の高い出現率で特徴づけ

られるが、アカガシ亜属の出現率は50%以下にとど

まっている。弥生時代後期の遺物を含む暗褐色泥炭

では、オニグルミ属・トチノキ城・ヤナギ属・エノ

キ属・ムクノキ属などが高い出現率を示す。またモ

ミ属・ツガ属・スギ属の出現率も比較的高い。一方

草本花粉では、イネ科・カヤツリグサ科・クワ科・

ヨモギ属などが比較的高い出現率を示す。最上部の

古項時代後半以降の遺物包含層では、単条型胞子・

三条刑胞子などの羊歯類胞子と、炭片が急増し、周

辺の堆積環境が変化したことを示している。それは

堆積物が青灰色の還元状態を星するシルトから、褐

色系の酸化鉄を多く含む堆積物に変化する層準とも

対応している。

弥生時代後期の遺物包含層では、やはりトチノキ

属やオニグルミ属が連続的にかつ比較的高い出現率

を示しており、 トチノキを類似した花粉フローラを

示している。このことから、弥生時代後期は北堀池

遺跡園辺にまでトチノキやオニグルミの生育する中

間温帯の渓畔林が下降してきており、冷涼でかつ湿

潤な気候が支配的であったとみられる。
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3-6 飛鳥• 奈良時代の井戸の壁面にあらわれ

た自然堆積層 (1980年2月採取）の分析結果

古項時代の住居址がまとまって検出された微高地

上から井戸が発見され、井戸内の堆積物を除去した

後から、その壁面に微高地を形成する堆積物が観察

できた。その）曽序は図 8に示す如くである。下位よ

り

褐色砂礫層……層厚30cm以上、褐色泥炭の薄層を

レンズ状にはさみ、径20cmのto:木

を含む。

暗褐色泥炭……層原40cm、粘土分が多い。

賠灰色シルト……層原30cm、有機物を含む。

青灰色シルト……層）厚40cm、砂質分多い。

賠灰色粗砂……層原50cm。

茶灰色シルト……層厚20cm、マンガンの沈着。

褐色シルト……層厚80cm、酸化鉄の沈着。この上

面に古墳時代の住居址が営まれて

いる。ここまでは無遺物）曽。

この断面からは、古項時代の住屈址を立地させた

微高地の本体を形成している堆積物は、暗灰～褐色

シルト～粗砂であり、自然堤防堆積物であることが

明らかとなった。

花粉分析の結果は表 3と図 8に示す如くである。

図 8の花粉ダイアグラムは樹木花粉を基数とするパ

ーセントで表示。

最下部の砂礫層にレンズ状にはさまれる泥炭から

は、モミ属が高い出現率を示し、その出現率は30%

以上に達する。この他エノキ属・ムクノキ属・トチ

ノキ属・ヤナギ属・スギ属などが高い出現率を示す。

アカガシ亜属の出現率は15%前後にとどまっている。

このことから、この砂礫層を堆積した時代の気候は、

現在より寒冷であったとみられる。おそらく縄文時

代晩期頃の小氷期かもしくは後氷期初頭の堆積物で

あろう。それにつづく賠褐色泥炭では、クリノキ属

が著しく高い出現率を示すことが注目される。この

他ハンノキ属・クマンデ属・エノキ属・ムクノキ属

が高い出現率を示す。クリノキ属の出現率は50%近

くに達する。こうした花粉フローラは、中間温幣（暖

温帯落菜広葉樹林）の存在を示す。クリノキ属の閥

い出現率は、人間によるインパクトの可能性もあり、

縄文人による影響が考えられるが、この発掘では縄
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文の遺物はわずかに検出されたに過ぎない。

この上位に堆積する暗灰色～青灰色シルト層に入

ると、クリノキ属が減少し、かわってアカガシ亜属

が増加してくる。しかしアカガシ亜属の出現率は

20%前後に止まっている。またハンノキ属中いぜん

として高い出現率を示しており、この時代の気候は

現在より冷涼で湿潤であったとみられる。そしてこ

の時代以降、羊歯類胞子が急増してくる。これは洪

水の影響を受ける自然堤防帯の特性を反映している

とみられる。さらに上位の褐色系のシルトに入ると、

花粉や胞子の遺体の含有量が少なくなり、これらの

堆積物やが洪水によってかなり急速に堆積したこと

を示している。

4. 考察

これまでに行った北堀池遺跡の 6地点の花粉分析

の調査から、以下の 2点について若干の考察を行う。

4-1 古地理の変遷

北堀池遺跡周辺の古地理について、以下の 7つの

特徴的時代を指摘できる。

①木津川の砂礫層が一面に広がっていた時代。こ

の砂礫層の層厚は 3m前後で、その下位には基盤の

花尚岩の風化！曾が存在することが、木津川河床のボ

ーリング調在の結果明らかとなっている。砂礫層は

最大粒径30cm、一般に 5cmの亜円～亜角礫からなっ

ており、その上面は凹凸に富む。凹地には湿地が形

成され、泥炭が堆積した。湿地周辺からは大木の根

株が発見され、花粉分析の結果から、それはモミの

大木であろうとみられた。当時、砂礫層の上面には

モミを中心とし、これにカシ類、エノキ属・ムクノ

キ属・ブナ属・スギ属・クマシデ属などの森林が生

育していた。当時の気候は現在よりも寒冷であり、

その年代は目下14C 年代測定中（京都産大• 山田研

究室に依頻）であるが、縄文時代晩期頃かもしくは

後氷期の初頭に比定される。

②砂礫層をおおって、泥炭の発達する湿地が発達

した時代。この時代の周辺の植生はクリノキ属の高

い出現率で特色づけられ、縄文人のインパクトの下

にクリ林が発達した可能性も考えられる。モミ林か

らクリ林への移行期にはエノキ属・ムクノキ属の拡

大がみられる。
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③泥炭を覆って青灰色シルト・粘土層が一様に堆

積した時代。この粘土層は有機物が少なく、急速に

洪水によって堆積したようである。この時代の周辺

の植生は氾乱原の不安定な環境を反映して、羊歯類

の胞子が優占する草原であった。

④青灰色のシルト・粘土層を覆って、谷や凹地が

形成された時代。谷や凹地内に堆積した泥炭や有機

質粘士の花粉分析の結果は、アカガシ亜祇の高い出

現率で特徴づけられ、この時代、周辺にはうっそう

とした照葉樹林が拡大していたことを示している。

その時代は弥生時代の中期頃であろう。

⑤浸蝕によって形成された凹地が堆積されはじめ

てから、基本的には周辺の植生はアカガシ亜属を中

心とする照葉樹林が優占するものであったが、弥生

時代後期には、一時的にアカガシ亜属が減少し、か

わって、 トチノキ属・クルミ属・スギ属などが増加

した。このことは気候の冷涼・湿潤化を反映してい

るとみられた。またこの時代以降、周辺に人間が居

住し、イネの栽培も行われた。しかしそれはほそぽ

そとしたものであった。

⑥古墳時代に入ると、人々は褐色シルトの堆積す

る微高地に居住し、凹地や微高地より一段低くなっ

た低地に水田を造成した。古項時代の前半は、いま

だ弥生時代後期以降の冷涼、湿潤気候下にあり、イ

ネ型花粉の出現率も低く、著しい発展の相はみられ

ない。周辺の森林相はアカガシ亜属を中心とする照

葉樹林にモミ・ツガ・スギ・コウヤマキなどを混え

るものであった。住居跡周辺にはイネ科・ヨモギ属

・タデ属・カナムグラ属・アカザ科・セリ科・アブ

ナラ科・羊歯類が生育し、沼沢地や水田周辺には、

イネ科・オモダカ属・イグサ科・アヤメ科・ガマ属

・ツリフネソウ属・ヒルムシロ属・アカウキクサ属

などの湿地性植物が生育していた（図 9)。

古墳時代後半に入るとモミ属・ツガ属・スギ属・

コウヤマキ属が減少し、アカガシ亜属が再び60%以

上の高率を示し、温暖な気候となったことがわかる。

そうしてイネ型花粉の出現率も増加し、栽培作物と

みられるユリ科の特徴的な花粉も出現し、北堀池遺

跡はこの時代にもっとも発展したとみられる。

⑦北堀池遺跡では奈良時代～平安時代前半の遺物

を含む包含層から有効な分析結果をえることができ



なかったが、平安時代後半以降の遺物を含む堆積物

に入ると、 I吉］辺にモミ属・ツガ属・スギ属の増加が

みとめられるようになる。イネ型花粉の出現率も

50%以上に達し、古墳時代後半の30%前後に比して、

より集約度が高くなったとみられる。こうした人間

のインパクトも考える必要もあるが、平安時代後半

に入ってからのモミ属・ツガ属・スギ属などの著し

い増加は、気候の冷涼、湿潤化を示しているとみら

れる。

以上のような北堀池遺跡周辺の古地理の変遷をま

とめて図示すると図10のようになる。また遺跡拮l辺

の古気候の変遷を図示すると図11のようになる。

(1982年4月14B 稿）
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表 1 北堀池遺跡1978年採取試料、花粉・胞子出現率表 (1)

155 157 159 162 165 168 171 173 176 211 

個 ％ 個 ％ 個 ％ 個 ％個 ％ 個 ％ 個 ％個 ％個 ％個 ％ 

P1cea (トウヒ属） 1 0.4 

Ab1es (モミ属） 3 1.1 9 1.8 10 3.6 4 1.2 13 2.8 13 4.1 8 I 6 15 5.5 7 3 4 

Tsuga (ツガ属） I 0.4 1 0.2 3 1.1 1 0 3 5 I.I 4 1.3 2 0.4 17 6.2 1 0.5 

Pmus (Haploxylon) (五葉マツ屯属） I 0.4 I 1 0.5 

Pmus (D1ploxylon) (二葉マツ亜属） 2 0.4 2 0. 7 2 0.6 I 0.2 4 1.3 5 1.0 6 2.2 4 2.0 

Cyptomena (スギ紙） 9 3.4 30 6.1 12 4 .4 12 3. 7 14 3.0 16 5.0 30 6.0 10 3.6 I 21 10.3 

Taxo頂1caceae(スギ科） 18 6.8 12 2.4 4 1.5 8 2.5 33 7 .2 14 4 .4 22 4 4 3 I. I 6 2.9 

Sciadop1tsy (コウヤマキ城） 2 0.4 2 0. 7 I 0.3 5 I.I 2 0.6 2 0.4 9 3.3 4 2.0 

Podocarpus (マキ属） I 0.4 2 0. 7 1 0.2 I 0.3 I 0.5 

Cupressaceae (ヒノキ科） 4 1.5 

Juglans (オニグルミ属） 2 0.4 I 0.3 I 0.2 1 0.3 3 0.6 2 0. 7 

Pterocarya (サワグルミ属） I 0.2 

Betula (カバノキ属） 2 0.6 2 0. 7 2 1.0 

Alnus (ハンノキ属） 3 1.1 2 0.4 1 0.4 2 0.6 5 I. I 3 0.9 2 0.4 4 1.5 I 4 2.0 

Carpmus (クマシデ属） 11 4.2 9 1.8 2 0. 7 3 0 9 4 0.9 5 1.6 3 0.6 6 2.2 1 0.5 

Corylus (ハシバミ属） 10 3.8 2 0.4 3 1.1 4 1.2 5 1.1 3 0.9 7 1.4 4 i.5 4 2.0 

Fagus (ブナ属） 5 1.9 2 0.4 2 0. 7 I 0.3 I 0.3 3 0.6 Z 0. 7 I 

Ulmus (ニレ属） I 0.4 I 0.2 2 1.0 

Zelkova (ケヤキ属） 2 0.8 3 0.6 3 1.1 I 0.3 2 0.4 3 0.9 2 0.4 3 I. I 1 0.5 

Acer (カエデ属） I 0.4 4 0.8 4 1.5 2 0.6 2 0.4 I 0.3 

Rhus (ウルシ属） I 0.4 1 0.2 I O 4 

Arahaceae (ウコギ科） I 0.2 I 0.3 1 0.3 l 0.2 3 I.I 

Quercus (Cyclobalanops1s) (アカガシ亜属） 93 35. 1 281 57 .1 155 56.6 204 63.4 259 56.3 182 57 .4 292 58.3 157 57 .1 7 112 54.9 

Quercus (Leptdobalanus) (コナラ亜属） I 0.4 4 0.8 3 I.I 2 0.4 2 0.4 4 1.5 I I 0.5 

Castanops1s (シイノキ属） 22 8.3 60 12.2 23 8.4 49 15.2 29 6.3 32 JO.I 62 12.4 38 6.5 I 21 10.3 

Castanea (クルノキ属） 12 4 5 37 7.5 25 9.1 31 6. 7 12 3.8 38 7.6 2 0. 7 I 6 2.9 

Celfts-Aphanarthe (エノキ・ムクノキ属） 43 16.2 3 0.6 4 1.5 I 0.3 4 0.9 2 0.6 

Rosaceae (バラ科） 2 0.4 I 0.2 

Mynca (ヤマモモ属） I 0.4 I 0.2 

Camellia (ツバキ属） I 0.2 I 0.4 

llex (モチノキ属） I 0.4 1 0.4 3 0.9 1 0.2 2 0.4 2 0. 7 3 1.5 

Aesculus (トチノキ属） 3 I.I II 2.2 3 I.I 6 1.8 5 1.1 2 0.6 7 1.4 

Mallotus (アカメガシワ属） I 0.4 

Salix (ヤナギ紙） 18 6.8 7 1.4 7 2.6 12 3. 7 27 5.9 14 4.4 8 1.6 2 0.7 I 0.5 

V1taceae (ブドウ科） 3 0.6 2 0.6 4 0.9 1 0.4 

Fraxrnus (トネリコ城） I 0.2 I 0.3 

Rutaceae (ミカン科） 2 0.4 1 0.4 1 0.2 

Cal11carpa (ムラサキシキブ属） 1 0.4 

Symplocos (ハイノキ属） I 

L1gustrum (ネズミモチ属）

Malvaceae (アオイ科） 1 0.5 

Cornus (ミズキ属）

Lomcera (スイカズラ属）

AP/NAP 

AP (樹木花粉）合計 265 492 274 322 460 317 501 275 15 204 
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212 215 216 218 220 221 223 225 228 231 235 238 240 180 189 245 

個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％

2 0.9 

19 8.4 4 2.9 10 4.7 5 6.4 7 3.0 13 6.3 8 3.0 I 0.5 5 1.2 14 5.4 5 2.4 18 9. 7 25 11.9 

3 1.3 35 3. 7 3 1.4 10 4.3 5 2.4 6 2.3 3 1.5 5 I 2 11 4.2 4 1.9 17 9.2 35 16. 7 

I 0.5 

5 2.2 5 3.7 6 2.8 6 7 .7 2 0.9 4 2.0 7 z. 7 5 2.6 9 2.2 4 1.5 2 1.0 15 8.1 8 3.8 

28 12.3 14 10.3 24 11.3 11 14.1 8 3.4 9 4.4 9 3.4 6 3.1 23 5.5 30 11.5 11 5.3 31 16.8 35 16.7 

4 1.8 4 2.9 4 1. 9 3 3.8 6 2.6 8 3.9 7 2.7 6 3.1 II 2. 7 3 1.1 11 5.3 3 1.6 I 0.5 

9 4.0 5 3.7 12 5. 7 9 11.5 8 3.4 7 3.4 II 4.2 4 2.0 II 2. 7 3 I I 7 3.4 9 4.9 28 13.3 

2 0.9 I 0.7 I 0.5 I 0.4 I 0.5 I 0.2 I 0.4 3 1.6 

2 1.5 I 0.5 2 1.0 I 0.4 

I 0.7 2 1.0 2 0.8 3 1.1 

I 0.5 I 1.3 2 0.8 

2 0.9 I 0.4 2 1.0 8 1.9 I 0.4 3 1.4 2 I. I 2 1.0 

3 1.3 I 0.7 2 0.9 I 1.3 I 0.4 2 1.0 I 0.4 5 2.6 I 0.2 3 I.I I 0.5 I 0.5 

1 0.4 I 0.5 I 1.3 5 2.1 3 1.5 6 2.3 4 2.0 14 3.4 I 0.4 5 2.4 4 2.2 4 1.9 

I 0. 7 3 1.4 4 5 I 7 3.0 2 1.0 3 1.1 9 4.6 5 1.2 7 2. 7 2 1.0 3 1.6 

3 1.3 3 1.4 I 0.4 3 1.1 2 1.0 6 1.4 4 1.5 5 2.4 2 I.I 

2 1.0 I 0.4 1 0.5 2 0.5 I 0.5 2 I. I I 0.5 

I 0. 7 I 0.5 I 0.5 8 3.0 3 1.5 3 0. 7 3 I.I 2 1.0 I 0.5 2 1.0 

I 0.4 I 0.2 

1 0.5 I 1.3 I 0.4 I 0.5 I 0.4 I 0.5 

103 45.4 62 45.6 90 42.5 13 16. 7 123 52.6 115 56.1 146 55.3 109 55.6 226 54.5 140 53.6 130 62.5 64 34.6 60 28.5 

7 3.1 5 3. 7 I 0.5 3 3.8 6 2.6 2 1.0 6 2.3 8 4.1 5 1.2 5 1.9 3 1.4 2 1.1 2 1.0 

5 2.2 8 5.9 21 9.9 9 11.5 21 9.0 14 6.8 24 9.1 18 9.2 42 IO. I 18 6.9 8 3.8 9 4.9 3 1.4 

10 4.4 II 8.1 16 7 .5 5 6.4 IO 4.3 7 3.4 6 2.3 3 1.5 5 1.2 3 1.1 2 1.0 

I 0.4 I 0. 7 I 0.5 I 0.4 

I 0.2 

2 0.8 2 1.0 

I 0.4 I 0. 7 I 0.4 I 0.5 

3 1.4 I 1.3 2 0.9 I 0.4 2 1.0 2 0.5 

I 0.4 I 1.3 I 0.4 24 5.8 2 0.8 I 0.5 

5 2.2 I 0.5 2 2.6 6 2.6 4 2.0 I 0.2 I 0.5 

2 1.5 5 2.4 I 1.3 I 0.4 2 0.8 2 1.0 2 0.5 I 0.4 

I 0.7 

I 0. 7 2 1.0 

1 0.4 I 0.5 

11 4.8 I 0.5 I 1.3 5 2.1 I 0.5 3 0.7 I 0.4 I 0.5 I 0.5 

I 0.4 

I 0.4 

I 0.4 

31/69 46/54 51/49 46/54 54/46 50/50 47/53 40/60 43/57 36/64 

227 136 212 78 234 205 264 196 415 261 208 185 210 
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表 1 北堀池遺跡1978年採取試料、花粉・胞子出現率表 (2)

155 157 159 162 165 168 171 173 176 211 

個 ％ 個 ％ 個 ％ 個 ％ 個 ％ 個 ％ 個 ％ 個 ％ 個 ％ 個 ％ 

Grammeae (Oryza type) (イネ型化粉） 22 10.8 

Gramineae (イネ科） 18 6.8 33 6. 7 43 15.7 24 7.5 27 5.9 15 4. 7 37 7 .4 53 19.3 2 55 27 .0 

Compos1tae (キク科） I 0.2 I 0.1 4 2.0 

Artem1sia (ヨモギ属） 6 2.3 10 2.0 10 3.6 3 0.9 7 1.5 3 0.9 5 1.0 6 2.2 2 10 4.9 

Cyperaceae (カヤツリゲサ科） 88 3.0 21 4.3 39 14.2 9 2.8 55 12.0 70 22.1 90 18.0 6 2.2 12 5.9 

Typha (ガマ科） I 0.2 

Umbell1ferae (セリ科） l O 2 I 0.2 2 0. 7 

Caryophyllaceae (ナデシコ科） l 0.3 

Impatiens (ツリフネソウ科） I 0.2 I 0.5 

Moraceae (クワ科） 5 1.9 2 0.4 I 0.4 2 0.6 4 0.9 2 0.6 7 3 

Rumex (ギシギシ属） 1 0.4 I 0.2 

Rolygonum (Reynoutena type) (イタドリ節兒[) 1 0 2 1 0.2 I 0.5 

Polygon um (Pers1cana type) (サナエタデ節児］） I 0.4 1 0.3 2 0.4 I 0.2 3 I.I I 0.5 

Curuc1ferae (アブラナ科） I 0.4 I O 5 

Sangu1sorba (ワレモコウ科） 1 0.4 

Thalictrum (カラマッソウl属） 1 0.2 I 0.4 

Sag1ttana (オモダカ属） I 0.5 

LudWrgra (チョウジタデ属）

lndaceae (アヤメ科）

Juncaceae (イグサ科）

Labiatae (シソ科）

L1haceae (ユリ f斗）

Geranium (フウロウソウ属）

Fagopyarum (ソバ属）

Azolla (アカウキクサ属）

Monolete Spore (単条刑胞f) 22 8.3 18 3. 7 34 12.4 20 6.2 34 7 .4 25 7 .9 49 9.8 116 42.2 200 26 12. 7 

Tnlete Spore C・-: 条刑胞{) 9 3.4 2 8.5 12 4 .4 4 1.2 13 2.8 17 5.4 20 4.0 75 27 .3 71 8 3.9 

MGss Spore (鮮苔類胞f) 2 0.6 

Unknown Spore (木In]定胞[-) 4 2.0 

Anthoceros (ゼニゴケ属）

NAP (非樹木化粉）合叶 70 89 139 66 147 136 209 265 275 153 

AP+NAP合叶 335 581 413 388 607 453 710 540 291 357 

Charcoal (炭片） 27 10.2 80 16.3 76 27. 7 21 6.5 14 3.0 34 10. 7 13 2.6 19 6.9 654 320 

イネのプラントオパール

ヨ．‘ンのプラントオパール 1 0.4 

AP/NAP 79/21 85/15 66/34 85/15 76/24 70/30 70/30 51/49 6/94 57/43 

-42 -



212 215 216 218 220 221 223 225 228 231 235 238 240 180 189 245 

個％ 個 ％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％

7 3.1 JO 7.4 2 0.9 5 6.4 21 9.0 22 10.7 79 29.9 43 21. 9 94 22.7 68 26.1 59 28.4 56 30.3 111 52.9 

67 29.5 45 33.1 56 26.4 59 75.6 122 52.1 92 44.9 75 28.4 50 25.5 116 28.0 13 5.0 99 47.6 93 50.3 106 50.5 

l 0.4 2 1.5 3 1.4 2 2.6 6 2.6 2 1.0 7 3.6 4 1.0 I 0.4 3 1.4 2 I. I 6 2.9 

18 7.9 24 17 .6 34 16.0 25 32.1 14 6.0 8 3.9 21 8.0 26 13.3 85 20.5 66 25.3 41 19. 7 18 9. 7 26 12.4 

20 8.8 9 6.6 20 9.4 114.1 18 7. 7 31 15.1 41 15.5 7 3.6 32 7 .7 29 II.I 22 10.6 13 7 .0 52 24 .8 

1 0.7 1 0.5 

I 0.4 I 0.4 2 0.5 I 0.4 1 0.5 I 0.5 

1 0.4 I 1.3 1 0.4 I 0.5 I 0.2 I 0.4 2 1.0 

3 1.3 4 1.5 l 0.5 2 0.5 2 0.8 I 0.5 

I 0.4 1 0.7 I O 5 I 0.5 I 0.4 I 0.4 

5 2.2 I 1.3 1 0.4 I 0.4 3 1.1 

I 0.4 I 0.5 I 0.2 

I 0. 7 3 1.4 1 0.2 

2 0.9 2 1.5 I 0.4 l 0.5 5 1. 9 2 1.0 2 1.0 4 2.2 I 0.5 

I 0.5 I 1.3 4 I. 7 I 0.5 3 0. 7 I 0.4 

3 1.3 2 0.9 

3 1.3 2 0.9 9 3.4 2 1.0 10 2.4 9 3.4 11 5.3 12 6.5 5 2.4 

2 1.5 

1 0.5 

2 1.0 2 0.8 I 0.2 I 0.4 1 0.5 I 0.5 

I 0.5 

10 3.8 16 8.2 37 8.9 20 7. 7 47 22.6 32 17.3 33 15. 7 

I 0.2 

2 1.0 

I 0.5 

47 20.7 17 12.5 30 14.2 49 62.8 64 27.4 27 13.2 38 14.4 12 6.1 13 3.1 59 22.6 16 7. 7 7 3.8 15 7. I 82 

8 3.5 7 5.1 11 5.2 16 20.5 II 4.7 3 1.5 15 5. 7 3 1.5 6 1.4 16 6.1 4 1.9 5 2.4 18 

3 1.3 2 1.5 1 0.5 3 1.4 

I 0.2 I O 4 

187 123 162 170 271 192 302 170 410 292 310 ~39 367 100 

414 259 374 248 505 397 566 366 825 553 518 ~24 577 

1189 523 24101772 845 398 992 1271 1144 489 65 31.7 239 90.5 169 86.2 110 26.5 145 55.6 53 25.5 42 22. 7 43 20.5 II 

I 1.3 I 0.5 1 0.5 

3 1.5 I 0.4 I 0.5 

55/45 53/47 57/43 
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表 2 北堀池遺跡沼沢地C地点の花粉・ 胞子出現率表 (1)

C - 43 C - 44 C - 45 C - 47 C - 49 C - 53 C - 55 

Ab1es 3 0.8 5 1.4 11 3. 7 14 6.0 I 0. 7 I 1.8 

Tsuga 2 0.5 2 0.6 I 0. 7 I 1.8 

Pi nus 2 0.5 3 0.9 5 1. 7 6 2.6 1 1.8 

Cryptomena 8 2.1 13 3. 7 6 2.0 12 5.2 1 1.8 I 1.8 

Cu pu ressaceae I 0.3 I 0.3 

Sc1adop1tys 3 0.8 5 1.4 5 I. 7 5 2.2 8 5.3 ， 16.1 26 47.3 

Podocarpus 2 0.5 

Sahx I 0.3 I 0.3 

Juglans 2 0.5 3 0.9 

Pterocarya I 0.4 

Betula I 0.3 

Alnus 2 0.5 I 0.3 2 0.7 2 0.9 I 0. 7 

Carpmus 6 1.6 3 0.9 5 I. 7 2 0.9 3 2.0 2 3.6 

Cory I us 2 0.5 I 0.3 1 0.3 I 0. 7 I 1.8 

Fagus 2 0.5 1 0.3 1 0.3 2 0.9 1 1.8 

Zelkova 2 0.5 5 1.4 2 0. 7 1 0.4 

Arahaceae I 0.3 1 0.3 1 0.4 z 1.3 

Platycarya 1 0.3 

Cycolobalanops1s 258 67.9 201 57 .9 193 65.6 146 62.9 102 67.5 32 57. I 16 29.1 

Quercus 7 1.8 2 0.6 2 0.9 5 3.3 2 3.6 

Castanops1s 55 14.5 76 21.9 48 16.3 32 13.8 25 16.6 ， 16.1 3 5.5 

ッタ 4 I.I 3 0.9 4 1.4 3 1.3 

Ce!tls-Aphananthe 7 1.8 10 2.9 6 2.0 2 0.9 I 0. 7 1 1.8 

Elaeocorpus 1 0.3 I 0.3 

Symplocos I 0.3 1 1.8 

Mynca I 0.3 I 0.3 

L1gustrum 2 0.5 I 0.3 I 0. 7 

llex 4 1.1 I 0.3 

Rhus I 0.3 

Mallotus I 0.3 I 0.3 

Moraceae 2 0.6 

V1tis I 0.3 

Rutaceae 4 1.2 

Encaceae 1 0.4 I 1.8 I 1.8 

Meha I 1.8 

Ulmus 

Acer 

Typha 

ヤドリキ

Prunus 

Elaegnus 

V1t1s 

Xanthrnm 

AP 380 86.2 347 82.2 294 75.8 232 58.1 151 55. 7 56 21.9 55 27.8 

APF 83,600 76,340 29,400 9,280 4,832 672 768 
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C -57 C -59 C -61 C -63 C -65 

2 0.9 12 5.2 7 4.1 8 6.5 12 10 .1 

1 0.4 5 2.2 2 1.2 4 3.3 ， 7.6 
7 3.1 6 3.5 6 4.9 ， 7.6 

4 1.8 13 5.7 26 15 .1 13 10. 6 11 9.2 

1 0.4 1 0.8 2 1. 7 

3 1. 3 7 3.1 5 2.9 4 3.3 2 1. 7 

I 0.4 

I 0.8 

1 0.4 2 1.2 2 1.6 3 2.5 

2 0.9 1 0.6 1 0.8 1 0.8 

1 0.4 

2 0.9 3 1. 7 3 2.5 

1 0.4 

24 10.6 90 39.3 78 45.3 57 46.3 46 38. 7 

1 0.4 I 0.4 1 0.8 

191 84.1 76 33.2 38 22 .1 22 17 .9 17 14. 3 

2 0.9 2 1.2 1 0.8 

1 0.4 

2 0.9 z 1.6 1 0.8 

1 0.6 

1 0.4 

1 0.4 

1 0.4 I 0.8 

1 0.4 

1 0.4 

1 0.6 

1 0.8 

1 0.8 

227 74.2 229 55. 3 172 53.9 123 36.9 119 27 .5 

18. 160 18,320 13,760 2,752 3,808 
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表 2 北堀池遺跡沼沢地C地点の花粉・ 胞子出現率表 (2)

C -43 C -44 C -45 C -47 C~49 C -53 C -55 

Grammeae (Dryza) 4 1.1 6 1. 7 13 4.4 10 4.3 4 2.6 11 19.6 8 14.5 

Grammeae 16 4.2 26 7.5 25 8.5 21 9.1 7 4.6 9 16.1 

Compos1tae I 0.3 1 0.3 6 2.6 3 2.0 I• 1.8 

Artem1sia 4 1.1 11 3.2 11 3.7 12 5.2 13 8.6 3 5.4 1 1.8 

Cyperaceae 7 1.8 3 0.9 I 0.3 5 2.2 4 2.6 2 3.6 z 3.6 
Lihaceae 1 0.3 

Chenopodiaceae 1 0.3 12 5.2 2 3.6 

Canophyllaeeae 2 0.6 I 1.8 

Lab1atae 3 0.8 

Jancaceae 1 0.3 

Rumex I 0.7 

Spore 2 0.5 2 3.6 

Monolete spores 17 4.5 12 3.5 25 8.5 63 27 .2 52 34 .4 126 225.0 81 147.3 

Tnlete spores 5 1.3 7 2.0 17 5.8 36 15. 5 32 21. 2 46 82.1 43 78. 2 

Osmunda 1 0.3 1 0.3 z 3.6 
Curuc1ferac 2 0.6 2 0.9 

Hydrocaliaceae 1 0.3 

Plantago 1 0.3 

Impatience 1 0.3 1 0.7 

Azolla 1 0.3 

Pers1cana 3 2.0 1 1.8 

Umbel!Iferae 

Potamogeton 

Sag1ttana 

Anthoceros 

Concentros 

Tuncaceae 1 0.3 2 3.6 

NAP 61 13. 8 75 17 .8 94 24 .2 167 41.9 120 44.3 200 78.1 143 72.2 

AP+NAP 441 422 388 399 271 256 198 

86.2/ 
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C -57 C -59 C -61 C -63 C -65 

8 3.5 74 32. 3 58 33. 7 114 92. 7 83 69. 7 

13 5.7 46 20.1 42 24 .4 54 43. 9 191 160.5 

1 0.4 I 0.6 I 0.8 5 4.2 

， 4.0 20 8.7 6 3.5 14 11.4 12 10.1 

10 4.4 5 2.2 2 1.2 I 0.8 1 0.8 

2 0.9 1 0.4 1 0.6 3 2.4 

1 0.4 4 2.3 3 2.4 3 2.5 

3 1.3 2 1.2 4 3.4 

23 10.1 25 10.9 17 9.9 10 8.1 ， 7.6 
10 4.4 7 3.1 8 4.7 4 3.3 2 1. 7 

1 0.4 2 1.2 3 2.4 

2 0.9 1 0.6 1 0.8 

1 0.4 2 1. 2 z 1. 7 

I 0.6 

I 0.8 

1 0.8 

2 0.9 2 1. 7 

79 25 .8 185 44. 7 147 46.1 210 63.1 314 72.5 

306 414 319 333 433 
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表3 北堀池遺跡1980年採取試料、花粉・胞子出現率表 (1)

I 5 7 ， 11 13 17 19 21 23 

個 ％個 ％個 ％個 ％個 ％個 ％個 ％個 ％個 ％個 ％ 

P,cea (トウヒ属） 2 0.5 

Ab1es (モミ属） 5 1.0 12 3.0 5 0.9 9 2.3 9 2.4 14 3.8 2 1.9 6 7 .4 

Tsuga (ツガ属） 5 1.0 2 0.5 30 5. 7 2 0.5 2 0.5 8 2.2 2 I. 9 3 3. 7 

Pmus (Haploxylon) (五葉マツ亜属）

Pmus (D1ploxylon) (二葉マツ亜属） I 0.2 4 1.0 7 1.3 6 1.5 6 1.6 7 1.9 I 1.0 I 1.2 

Cryptomena (スギ属） 22 4.6 22 5.5 15 2.8 14 3.6 13 3.4 23 6.2 13 12.6 5 6.2 

Taxod,aceae (スギ科） 15 3.1 17 4.3 30 5. 7 14 3.6 21 5.6 23 6.2 

Sciadop1tys (コウヤマキ属） 3 0.6 5 1.3 3 0.6 5 1.3 5 1.3 5 1.4 2 3 2.9 I 1.2 

Podocarpus (マキ属） I 0.3 

Cu pressaceae (ヒノキ科） 5 1.3 6 I. I 4 1.0 3 0.8 

Juglans (オニゲルミ属） 3 0.6 40 IO. I 24 4.5 8 2.1 5 1.3 

Pterocarya (サワグルミ属）

Betula (カバノキ属） 2 0.4 I 0.3 I 0.2 2 0.5 2 0.5 I 0.3 

Alnus (ハンノキ属） 3 0.6 I 0.3 2 0.5 I 0.3 2 0.5 I 5 4.9 3 3.7 

Carpmus (クマシデ属） II 2.3 10 2.5 16 3.0 8 2.1 13 3.4 9 2.4 6 5.8 5 6.2 

Corylus (ハシバミ属） 4 0.8 2 0.5 10 1.9 8 2.1 2 0.5 4 I.I I 1.2 

Fagus (プナ属） I 0.2 4 1.0 2 0.5 2 0.5 I 1.0 I 1.2 

Ulmus (ニレ属） I 0.3 I 0.3 2 I. 9 

Zelkova (ケヤキ属） I 0.2 5 0.9 3 0.8 2 0.5 I 0.3 I 1.0 

Acer (カエデ属） 3 0.6 I 0.3 4 0.8 6 1.5 6 1.6 5 1.4 

Encaceae (ッツジ科） I 0.3 I 1.2 

Rhus (ウルシ属） 1 0.3 

Arahaceae (ウコギ科） 16 3.3 2 0.5 3 0.6 2 0.5 I 0.3 

Quercus (Cyclobalanops,s) (アカガシア属） 215 44 .8 182 45.7 260 49.2 170 43.7 168 44.4 185 50.0 I 42 40.8 33 40.7 

Quercus (Lep,dobalanus) (コナラ亜属） 6 1.3 10 2.5 5 0.9 6 1.5 4 I.I 16 4.3 5 4.9 3 3. 7 

Castanops1s (シイノキ属） 40 8.3 24 6.0 36 6.8 33 8.5 10 2.6 28 7 .6 9 8.7 10 12.3 

Castanea (クリノキ属） 23 4.8 14 3.5 JO I. 9 13 3.3 8 2.1 8 2.2 7 6.8 3 3. 7 

Celfis-Aphananthe (エノキ・ムクノキ属） 18 3.8 18 4.5 29 5.5 31 8.0 27 7 .I 8 2.2 

Rosaceae (バラ科） 5 1.0 3 0.8 I 0.3 

Mynca (ヤマモモ属） I 0.3 

Camelha (ツバキ属） I 0.3 I 0.2 I 0.3 

Ilex (モチノキ属） I 0.2 I 0.3 6 1.6 

Aesculus (トチノキ属） 22 4.6 7 1.8 19 3.6 22 5.7 38 JO.I 8 2.2 I 1.2 

Mallotus (アカメガシワ属）

Sahx (ヤナギ属） 52 10.8 7 1.8 5 0.9 6 1.5 2 0.5 5 1.4 3 2.9 4 4.9 

V1taceae (プドウ科） 2 0.4 3 0.8 3 0.6 4 1.0 I 0.3 I 0.3 

Fraxmus (トネリコ属）

Rutaceae (ミカン科） 2 0.4 5 1.3 I 0.3 

Call,carpa (ムラサキシキプ属） I 1.0 

Symplocos (ハイノキ属）

Sapium (シラキ属） I 0.3 

Aucuba (アオキ属） I 0.3 

L1gustrum (ネズミモチ属） I 0.3 17 4.5 I 0.3 

Malvaceae (アオイ科）

Cornus (ミズキ属） I 0.3 I 0.3 

Lomcera (スイカズラ属）

Trachelospermum (テイカカズラ属）

AP (樹木花粉）合計 480 398 528 389 378 370 4 103 81 
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31 33 35 37 39 40 43 45 47 49 51 53 57 59 61 

個 ％ 個 ％ 個％ 個％ 個％ 個％ 個％

3 2.5 

112 33.2 5 1.5 3 2.2 14 6. 7 9 7 .4 11 6.6 

I 0.8 

I 0.5 

8 2.4 2 1.4 I 0.5 4 3.3 3 1.8 

17 5.0 5 1.5 4 2.4 4 I. 9 3 2.5 5 3.0 

8 2.4 10 5.9 I 0.7 

I 0.3 I 0.5 3 1.8 

I 0.8 

I 0.3 2 1.0 

2 0.6 

I 0.5 I 0.6 

I 0.5 

3 0.9 II 3.4 22 129 9 6.5 12 5.7 14 11.6 20 12.0 

7 2.1 43 13. I 6 3.5 5 3.6 10 4.8 6 5.0 5 3.0 

6 1.8 5 1.5 6 3.5 II 8.0 7 3.3 10 6.0 

9 2. 7 2 0.6 2 1.2 I 0. 7 4 1.9 1 0.8 2 1.2 

4 1.2 2 0.6 1 0.8 

11 3.3 6 1.8 7 4.1 8 5.8 II 5.3 10 8.3 JI 6.6 

5 1.5 2 0.6 2 1.2 3 2.2 3 1.4 I 0.8 I 0.6 

2 0.6 

I 0.6 

I 0.3 I 0.7 2 1.2 

50 14.8 23 7.0 12 7.1 29 21.0 41 19.6 22 18.2 35 21.1 

II 3.3 19 5.8 5 2.9 I 0.7 14 6 7 14 I 1.6 6 3.6 

5 1.5 3 1.8 12 5. 7 4 3.3 3 1.8 

II 3.3 130 39.5 81 47 .6 54 39.1 58 27 .8 24 19.8 40 24.1 

30 8.9 39 11.9 4 2.9 4 2 9 I 0.5 I 0.6 

3 0.9 2 0.6 I 0.6 2 1.4 

I O 3 2 1.0 

23 6.8 2 1.2 2 1.4 2 1.2 

2 0.6 

10 3.0 14 4.3 2 1.2 2 1.4 5 2.4 I 0.8 I 0.6 

5 1.5 3 0.9 2 1.0 I 0.8 

I 0.3 

2 0.6 I 0.3 I 0.6 I 0.5 

I 0.5 

I 0.8 3 1.8 

337 328 170 138 209 121 166 
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表3 北堀池遺跡1980年採取試料、花粉・ 胞子出現率表 (2)

I 5 7 ， 11 13 17 19 21 23 

個 ％個 ％個 ％個 ％個 ％個 ％個 ％個 ％個 ％個 ％ 

Grammeae (Oryza type) (イネ型花粉） I 0.2 12 3.0 2 0.4 5 1.3 2 0.5 12 3.2 

Grammeae (イネ科） 39 8.1 39 9.8 12 2.3 20 5.1 37 9.8 45 12.2 

Compos1tae (キク科） I 0.3 3 0.8 I 0.3 

Artem1s1a (ヨモギ科） 18 3.8 24 6.0 12 2.3 16 4.1 JO 2.6 12 3.2 

Cyperaceae (カヤツリグサ科） 8 I. 7 29 7 .3 20 3.8 36 9.3 28 7 .4 50 13.5 1 

Typha (ガマ科） 2 0.5 

Umbelhferae (セリ科） 3 0.8 1 0.2 I 0.3 

Chenopod iaceae (アカザ科） 4 I.I 1 

Caryophllaceae (ナデシコ科） I 0.2 I 0.3 

lmpaetens (ツリフネソウ属）

Moraceae (クワ科） 56 11.7 22 5.5 9 1.7 29 7 .5 35 9.3 9 2.4 5 4 .9 

Rumex (ギシギシ属） I 0.3 

Rolygonum (Reynoutna type) (イタドリ節型） 2 0.5 

Polygonum (Persucana type) (サナエタデ節型） I 0.3 I 0.3 I 0.3 

Curuc,ferae (アプラナ科） I 0.3 

Sangu1sorba (ワレモコウ科）

Thalictrum (カラマッソウ属）

Sag,tana (オモダカ属）

Ludw1g1a (チョウジタデ属）

lndaceae (アヤメ科）

Juncaceae (イグサ科） 4 4.9 

Lab1atae (シソ科）

L1!1aceae (ユリ i斗） I 0.3 I 0.3 

Geranium (フウロウソウ紙）

゜Ranuncuulaceae (キンポウゲ科） 6 1.5 1 0.2 3 0.8 I 0.3 2 0.5 I 1.0 

Fagopyrum (ソバ属）

Ceratoptens (ミズワラビ属）

゜Azolla (アカウキクサ属）

Monolete Spove (単条型胞子） 7 1.5 22 5.5 15 2.8 11 2.8 14 3.7 37 10.0 165 71 JOO 97. I 74 91.4 

Tnlete Spore (三条型胞fl IO 2.1 15 3.8 9 1.7 7 1.8 5 1.3 17 4.6 35 13 51 49.5 28 34.6 

Moss Spore (鮮苔類胞子） 5 1.3 3 2.9 

Unknown Spore (未[5]定胞子）

A nthoceros (ゼニゴケ属）

NAP (非樹木花粉）合計 140 179 81 131 140 192 160 106 

AP+NAP合計 620 577 609 520 518 562 263 187 

Chavcoal (炭片） 29 6.0 50 12.6 72 13.6 11 2.8 6 1.6 30 8.1 51 5 495 480 337 

イネのプラントオパール 3 

ヨシのプラントオパール I I 5 

ススキのプラントオパール 2 

AP/NAP 77/23 69/31 87/13 75/25 73/27 66/34 39/61 43/57 

- 50 -



31 33 35 37 39 10 1:1 45 47 19 51 53 57 59 61 

個％ 個 ％ 伽I % 個％ 個％ 個％ 個％

6 1.8 6 3.5 8 5.8 10 4.8 7 5.8 8 4.8 

2 1.0 2 1.7 I 0.6 

6 1.8 4 2.4 3 2.2 5 2.4 IO 8.3 9 5.4 

24 7. I 10 3.0 12 7. I 4 2.9 12 5.7 5 1.1 21 12.7 

I 0.3 

1 0.6 

I 0.3 

I 0.5 I 0.6 

゜
］ I 0.6 

2゚0 5.9 4 1.2 22 12.9 72 52.2 135 64.6 71 58. 7 80 48.2 

2 0.6 2 0.6 3 2.2 11 5.3 7 5.8 9 5.4 

2 0.6 4 2.4 12 8. 7 23 I 1.0 13 7 .8 

54 24 48 102 199 102 114 

391 352 218 240 108 223 310 

21 6.2 12 3.7 44 25.9 87 63.0 324 155 254 209 276 166 

I O 5 

86/14 93/7 78/22 58/12 5]//49 51/46 ,4/46 
' - '- -'.  一s • '.  
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付論 4
北堀池遺跡土壌のプラントオパール分析

1. はじめに

1977年、木津川左岸、標高136mの自然堤防上に

古墳時代の水田遺構が検出され、さらに次年度の発

掘で、そのすぐ隣下流に大溝と沼沢地、居住跡が見

つかった。筆者は1978年 2月24日、 1979年 3月29日

の二度にわたって発掘現場に出向き調査する機会を

与えられた。現場で採取した土壌のプラントオパー

ル定絨分析結果を報告する。

2. プラントオパール分析

イネ、ヨシ、ススキ、タケ・ササ類などのイネ科

植物葉身には、機動細胞とよばれる特異な形状の細

胞が存在している。機動細胞細胞墜には多量の珪酸

が沈積しており、いわゆる珪酸体となっている。機

動細胞珪酸体は分解しにくいため、植物が枯死した

後も土中にあって永くその特徴的な姿をとどめる。

この様に粒子の一部となった植物珪酸体を、プラン

トオパールと呼ぶ。土壌中から機動細胞珪酸体のプ

ラントオパール（機動細胞プラントオパール）を検

出して、その形状から給源植物を推定する方法を、

プラントオパール定性分析法と名付けた。

プラントオパールは分解をうけにくく、かつ植物

ごとに機動細胞珪酸体の鍼も、ほぱ一定なので（表

1)士壌中の機動細胞プラントオパールを植物別に

計算することにより、その植物体砿を推定すること

ができる。このような方法をプラントオパール定贔

分析法と呼んでいる。

北堀池遺跡では水田検出地の E-12-12グリッド

南断面、 E-7 -16グリッド南断面と A地点断面、

さらにi召沢地の B地点断面で、断面各層から採土し

植物名 地上部乾物重当り個数

イ ネ 8.20X 104個/g

ヨ シ 1.44 X 104 

ゴキダケ 2. lOX 104 

第 1表植物体中の珪化機動細胞量
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た。

又、 E-7 -19、E-7-3、E-3-4、E-8

-10グリッドで検出された水田畦畔と水田層からも

採士した。採士は、内径 5cm高さ約 5cmの円筒型の

100cc採土管を用いた。 A地点では別に深さ 2cm毎

のプロック状態で採土した。採土時、現世のプラン

トオパールや土壌が混入しないよう細心の注意をは

らった。採取した土壌は研究室にもち帰り、図 1の

手順でプレパラートを作成し顕微鏡で観察して種類

別に計数した。さらに土壌 1g当りプラントオパー

ル数、面積10a深さ 1cmの土壌中のプラントオパー

ルに相当する植物体鍼、又、イネについては相当す

るもみ重も計算した。その結果を図 2-図 9に示す。

lOOc.c採土・仮比重測定

↓ 

一部秤量・ガラスビーズ混合

↓ 

I超音波分散・粘土粒子除去（沈底決） 1 

↓ 

乾燥・封入剤てんー加（オイキット）

↓ 

プレパラート作成・顕鏡・ 計数

第 1図 プラントオパールー量分析法
（ガラスビーズ法炉

3. 考察・結論

水田層の分析結果によると（図 2. 3. 5)、量

的にかなりのバラッキがあるが、いずれも多鼠のイ

ネ機動細胞プラントオパールが検出されている。水

田層の上部には、イネ機動細胞プラントオパールの

検出されない、あるいはその量が少ない層が存在し

ており、少なくともより上層のプラントオパールが

混人したものではなく、この水田でイネが栽培され

たことを示している。水田層に含まれるイネ機動細

胞プラントオパール鼠を、相当するイネ乾物重（地

上部のみ）に換算すると図 6. 7. 9のとおりにな

る。 10a面積で深さ 1cm当り地上部乾物重で 2tを

こえる場合もあり、逆に0.1 tに満たない場合もあ



るなど、採土地点によっても、又水田面からの深さ

によっても、かなりのバラッキがあるが、平均する

と地上部乾物重で0.72 t /10 a・cm, もみ重で0.35

t /10 a・cmとなる。水田層の原さは大よそ20cm程

度なので、単純に計算するとこの水田層に含まれる

イネ機動細胞プラントオパールは、イネ乾物軍で10

a当り約15tに、又生産されたであろうもみ約 7t 

に相当する。

以上の計算は、当時穂刈りが行われており生廂さ

れたイネの葉身が全て水田に残ったと仮定して試算

したものである。当時すでに株刈りが行われていた

り、水田上壌の一部が流亡するなどして、イネ機動

細胞プラントオパールが失われておれば、この仮定

はなりたたず、生産されたイネは、実際には、もっ

と多かったことになる。

タケ亜科機動細胞プラントオパール址は全層を通

じて非常に多い。水田層からも多械のタケ亜科機動

細胞プラントオパールが検出されている。タケ亜科

植物の種類は多いが、今仮にゴキダケを実験材料に

得た値を用いて地上部乾物厘に換算すると、平均10

a当り 194tに相当する。この水田層で、これだけ

の量のタケ亜科植物か生育していたとは考えられな

い。これは、おそらく、もともと多量のタケ亜科機

動細胞プラントオパールを含む土壌で水田が営まれ

たか、あるいは水田を営む内に多最のタケの葉・タ

ケの灰などが混入したためであろう。

ヨシ機動細胞プラントオパールは全層を通じてご

く少なく、水田層にも少ない。シバ機動細胞プラン

トオパールは、上層、深さ40-50cmまで、ごく少械

検出されるが、水田層からは検出されない。当時、

ヨシが多械に生育できるはど湿潤ではなかったが、

シバが生育できるほどには乾燥していなかった事を

示している。

発掘された水田の畦畔からも水田層と同じく多贔

のイネ機動細胞プラントオパールやタケ亜科機動細

胞プラントオパールが検出された。そのうえ、畦畔

土壌は視就的にも水田層と区別できない。この水田

土壌を使って、かなりの贔のイネが作られてのち、

その後しばらくして洪水にあい、やや黄味がかった

砂でおおわれたと考えられる。

水田をおおった砂層からもイネ機動細胞プラント
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オパールが検出される。 E-12-12グリッドからは

未検出だが、 E-7 -16グリッドやA地点では、か

なりの絨になる。これは単純に計算すると、 10a当

りれぞれ約6.8tと約3.2tのイネ地上部乾物重に相

当する。水田層の土填が少贔混人したとしても、こ

れほどの贔にはならない。又、より上層に含まれる

イネ機動細胞が混人したものでもない。たまたま多

絨のイネ葉身が流れつくなど、何らかの理由で、イ

ネ機動細胞プラントオパールが多贔に含まれた状態

で砂層が堆積したか、洪水後、この砂I曽を用いてイ

ネを作ったものであろう。

沼沢地は、水田や住居後とはほ阿時代まで存続し

ていたものと考えられている。沼沢地 B地点の分析

結果を図4・8に小した。タケ亜科機動細胞プラント

オパールは特に多い。水田検出域と異なる特徴は、

全層を通じてヨシ機動細胞プラントオパールが多い

点で、ここがより湿潤であったことをホしている。

水田と Iii]時代か、あるいは古い堆積と考えられてい

るNa層から VIIb I曽まで、ほほ詞じ程度に多くのイ

ネ機動細胞プラントオパールが検出されている。こ

の贔はイネ地上部乾物重に換算すると 10a 1 cm当り

0.19-0.47 t、平均0.31 tに相当する。 Na層から

VII b層までの原さが約 1mなので、沼沢地には概算

で10a当り約31tのイネ地上部乾物重に相当するイ

ネ機動細胞プラントオパールが含まれることになる。

この械はかなり多い。ごく近所で作られていたイネ

菓身又はその灰が長年にわたって多益に流れこんだ

ものであろう。タケ亜科機動細胞プラントオパール

が非常に多いが、タケ亜科植物が多益に牛育できる

環境とは考えられず、プラントオパールは、タケ葉

身又は灰として流れこんだもので、イネ機動細胞プ

ラントオパールも同じように流れ込んだ可能性は高

い。しかし、沼沢地下層に相当する時代の水田跡は

検出されておらず、この沼沢地を使って何らかのイ

ナ作が行われていた可能性も否定できない。

水田層の下部からも多くのイネ機動細胞プラント

オパールが検出されており、 A地点では、さらに下

層のXN層からも検出されている。又、沼沢地の下

層は、水田や居住跡より古い時代の堆積と考えられ

ており、少なくともそれ以前からイネが作られてい

た事を示している。 (1982年4月26日稿）
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｀噌

l イネ （カパシコ）機動細胞珪酸体

2 ネザサ

3 マチク

4 シ/¥

5 ヨシ

S、
第10図機動細胞珪酸休 (X500)
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第ll[XI 検出プラン トオパール (X500)
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1 . イネ機動細胞プラントオパール

(E-3-4 水田畦畔）

2. イネ機動細胞フ＇ラントオパール

(E-8 -10 水田IM)

3. イネ機動細胞フラントオパール

(A地点水W層XII)

4 . タケ亜科機動細胞プラントオパール

(E-3 -4 水印R,)

5. ヨシ機動細胞プラントオパール

(E-3-4 水田~)
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付論5
北堀池遺跡出土材の樹種について

1. はじめに

この報告書は、三重県上野市北堀池遺跡から出上

した自然木および加工木の木質遺物について樹種同

定を目的としたものである。
① 

これまでの北堀池遺跡調在報告書によると、多く

の木質遺物は古代水田跡の西側にある幅 5m、深さ

1.5 mの大溝 (B音青灰色粘土層）におよそ1400-

1500年間埋没していたものであり、自然木にまじっ

て多数の木製品が出土している。木製品の多くは、

古墳時代のナスビ形農耕具・えぶり・ 砧• 竪杵．槽

・弓• 舟•小刀状木製品・箱状木製品および建築部

材など多種多様である。
② 

また、沼沢地の花粉分析結果によると、この周辺

にはカシ・シイを中心とする照葉樹林が生育してい

たと見られ、広葉樹ではアカガシ亜属・コナラ亜屈

・クマシデ属・ブナ属・ハンノキ属・クルミ属・ケ

ヤキ属・ニレ属・エノキ属・モチノキ属およびウコ

ギ科の種属が検出されている。針葉樹ではモミ属・

ツガ属・マキ属・スギ属・コウヤマキ属およびヒノ

キ科の種属が検出されている。

したがって、今回の木質遺物の樹種同定は、木製

品の利用樹種の傾向と花粉分析からの検出樹時化と

の関連を知る上でも興味があるものと考えられる。

2. 試片および同定方法

樹種同定を依頻された試片の大きさと数贔はおよ

そ次の通りである。

自然木試片は、約30cmの長さに玉切りにされた材

片26本（記号A-Z) であるが、玉切りの前の長さ

と本数は不明である。

加［木試片は、約 3-25mmの長さで製品の一部を

力、ノトした微小材片で、出土品175点中の97点が提

出された。

なお、出土木製品中の一部は、元興寺文化財研究

所などの他研究機関で樹種同定が行われた。

樹種同定の手順は、次のようにした。
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まず、各試片の色調、堅さなどの外観的特徴を材
③ 

鑑、図鑑と比較しながら整理する。

次に、各試片の一部について、 3断面のプレパラ

ート切片または単繊維の分離プレパラートを作成し、

顕微鋭写貞を撮ってその解剖的構造を把握する。

さらに、既知木材のプレパラート標本としては約

180種の樹木片を蒐集して、それぞれの 3断面の顕

微鋭写真を確保する。

樹種IE)定は、供試片の顕微鏡写真と既知木材の顕

微鋭写真から解剖的特徴を照合し、かつ、外観的特

徴をチェックしながら行った。

なお、試料の多くは、微小すぎたり、もろくなり

すぎているためにプレパラート切片を作成するのに

かなり困難を要し、一部には、識別拠点を見いだせ

ないものもあった。

3. 結果および考察

三厘県教育委員会から提出された自然木および加

工木の木質遺物について樹種を同定した結果、表 l

のように針葉樹 6種と広葉樹 9種が判明した。

このうち、自然木の形態としては、カヤ・モミ・

ネズミサシ・シデ属・クリ・シイノキ属・アキニレ

・ヤマグワ・イヌビワ属・コシアブラ・サイカチの

11種が検出された。

また、木製品や加工木の形態としては、カヤ・コ

ウヤマキ・モミ・ヒノキ・スギ・ カシ・クリの 7種

が検出された。

なお、元興寺文化財研究所における調介結果では、

これらのほかに木製品や加工木の形態で広葉樹 2種、

（サカキ・ヒイラギ）が検出されている。

自然木の供試材26片（記号A-Z) について、直

径・年輪幅• 比重・ 材の色調および保存状態などの

一般的性質を示すと表 2のようになる。

それによると、自然木の材片は直径が3-18cmの

小径木であること。材の色調は紅褐色系、黒褐色系、

黄褐色系に分類され、黒褐色系のものは保存状態が

良くないことが注目される。



木製品や加r木の材片については、試片が微小す

ぎるために一般的・解剖的特徴を充分把握できなか

ったが、肉眼的なおおまかな特徴をホすと次の通り

である。

カシ類の広葉樹は材の色調が暗黒褐色系で略いこ

と、モミ類は黄白色系で非常にもろいこと、カヤは

肌が滑らかな淡褐色系で年輪が不明瞭なこと、スギ

はllJLが利く賠褐色系で、年輪が目立つこと、ヒノキ

は黄褐色系で、夏部材が狭いことなどが肉眼的な分

類に役立った。

以下、判明した樹種について、識別に際して留怠

した解剖的特徴と木製品としての用途例をぷす。

(1) カヤ（第 2[叉]. 1-3) 

〔組織〕 材の色調は淡褐色。全乾比捐は約0.39。

春夏材部の移行は緩やかで夏材部は狭い。年輪はや

ゃィ』明瞭。仮道管壁には 2条が対になったらせん肥

厚が見られる。樹脂細胞は認められない。放射組織

中の分野峨孔はヒノキ型である。

〔用途〕 建築用：杜、乖木、壁板、鼠返し、木

舞。牛泊用：容器、板。農耕用：杭。漁猟用：弓、

斧柄。祭非用：木棺。

(2) コウヤマキ（第 2図. 4 -6)材の色調は淡

黄褐色。春夏材部の移行は比較的緩やか。仮道管殷

にらせん肥厚は認められない。樹脂細胞は認められ

ない。放射組織中の分野熙孔は様孔縁のない窓状破

孔である。

〔用途） 牛泊用：槽。祭葬用：木棺。

(3) モミ（第 2図. 7 - 9) 

〔組織） 材の色調は淡黄白色。全乾比w:は約0.33。

材質はもろい。春夏材部の移行はやや忽で夏材部は

やや）ムく、年輪は明瞭。仮追管岐の有縁辟孔は大型

だが、らせん肥原は見られない。樹脂細胞は認めら

れない。放射組織中の分野培孔は競孔縁の狭いスギ

邸である。

（用途〕 建築用：梯f、壁板。生活用：槌。農

耕用：杭。

(4) ヒノキ（第 2図. 10-12) 

〔組織） 材の色調は淡黄褐色。春夏材部の移行

は緩やか。仮道管岐にらせん肥厚は認められない。

樹脂細胞は夏材部にtf在するが、不明瞭。放射組織

は細胞内に樹脂様物質を含むものが多く、分野墜孔

はヒノキ刑である。

〔用途〕 建築用：柱、破風板、土居、壁板、蹴

放、扉板、梯~f。牛活用：容器、板、椅f。農耕用

：杭。漁猟用：舟。祭葬用：木棺、刀剣状。織機用

：布巻具類。

(5) ネズミサシ（第 2図. 13-15) 

〔組織） 材の色調は淡黄褐色。全乾比重は約0.40。

材質は堅い。保存状態は最良。春夏材部の移行はや

や緩やかで臭材部の船もやや狭い。仮道管壁にらせ

ん肥原は認められない。樹脂細胞は横断血春材部に

接線状に配列。放射糾織中の分野壁孔はヒノキ型で

ある。

(6) スギ（第 3図. 1 - 3) 

〔組織〕 材の色調は賠紅褐色。春夏材部の移行

は急で肌目は粗い。仮道管様にらせん肥厚は認めら

れない。樹脂細胞は:('{在するがイ澗明瞭。放射組織中

の分野壁孔は壁孔縁の狭いスギ型である。

〔用途〕 建築用：柱、又首。牛活用：槽、板。

第 1表 北堀池遺跡の自然木• 加［木出土樹種

樹 種 名 ,,_-f.,. ・ 名 科 !l 自然木 加 l―:*
力 ヤ Torreya nuC1fera イチイ科

゜
C) 

コウヤマキ Sciadopitys verticileata コウヤマキ科 X 

゜モ ミ Ab1es firma マ ツ 科

゜
C) 

ヒ ノ キ Chamaecyparis obtusa ピノキ科 X 

゜ネズミサシ Juniperus ng1da ヒノキ科 C) X 

ス ギ Cryptomena Japonica ス ギ 科 X C〉

シ デ 属 Carpmus sp. カバノキ科

゜
X 

ク ') Castanea crenata フ` ナ 科

゜ ゜シイノキ属 Castanops1s sp. フゞ ナ 科 C) X 

力 ジ 類 Quercus sp. プ` ナ 科 X 亡）

アキニレ U]mus parv1folia レ 科

゜
X 

ヤマグワ Marus bombyc,s ク ワ 科

゜
X 

イヌビワ属 Ficus sp. ク ワ 科

゜
X 

コシアブラ Acanthopanax sc1adophyllo1des ウコギ科 0 X 

サイカチ Gled1ts1a Japonica マ メ 科

゜
し
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(7) シデ属（第 3図. 4 -6) 

〔組織〕 材の色調は淡紅褐色。令乾比軍は約

0.76と重い。年輪は波状を吊する。散孔材。道管の

管孔は 2-数個放射方向に連なり放射孔材の傾[11]を

；ドす。せん孔板は単せん孔。放射組織は[ri]性で単列

のみが認められる。

(8) クリ属（第 3図. 7 - 9) 

〔組織〕 材の色調は賠灰褐色。全乾比重は0.58

-0.89。環孔材。大逍管の孔圏内I曽数は 1-5列で

管孔は極めて大きい。夏材部小道管への移行はかな

り急で、小道管の配列は扇状。せん孔板は、単せん

孔。チロースは多い。放射組織は伺性で単列だが部

分的に 2列。

（用途〕 不明

(9) シイノキ属（第 3図. 10-12) 

〔組織〕 材の色調は暗灰褐色。全乾比屯は0.58

-0.74。年輪ば波状を星する。放射孔材。春材部の

大道符は放射方向に並ぶ。夏材部小道符への移行は

やや忌で、小道管の配列はィ＜規則。せん孔板は単せ

ん孔。放射組織は[ri]性で単列のみが認められる。

(10) カシ類（第 3図 13-15)

〔組織〕 材の色調は暗黒褐色で略い。放射孔材。

春材部の大道管は放射方向に並ぶ。せん孔板は単せ

ん孔。木部絨維は密である。放射組織は同性で、単

列と集合刑が認められる。

〔用途〕 生活用：杵、槌、容器。農耕用．．鍬、

鋤。

(11) アキニレ（第 4図. 1 - 3) 

〔組織〕 材の色講］は暗紅褐色。全乾比屯は0.50

-0.68。環孔材。春材部大道符の孔圏内層数は 2列

で管孔は大きい。孔圏外の夏材部小道管は数個集ま

って波状に並ぶ。せん孔板は単せん孔。チロースは

多い。放射組織は同性で、細胞輻は 2-6列。

(12) ヤマグワ（第 4図. 4 -6) 

〔組織〕 材の色調は淡紅褐色で内部は黄色。年

輪幅は広い。全乾比重は0.56-0.85。環孔材。春材

部は大道管の孔圏内層数は 2-4列。孔圏外の夏材

〔註〕

① ：：：：一庫県教育委員会：北堀池遺跡発掘調介概要 I(1978) 

部小道管への移行は極めて緩やかで判然としない。

小道管の配列は散点状だが 1-数個連なる。せん孔

板は単せん孔。チロースは認められる。放射組織は

異性で、細胞輻は 1-6列。

(13) イヌビワ属（第 4図. 7 -10) 

（組織〕 材の色調は淡灰褐色。全乾比煎は約

0.27と極めて軽軟。散孔材。道管の管孔数は少ない

が、しばしば 2-4個連なる。せん孔板は単せん孔。

軸方向柔細胞は極めて多い。放射組織は異性で、細

胞輻は 1-5列。複合放射組織も認められる。

(14) コシアブラ（第 4図. 11-12) 

（組織〕 材の色講jは淡黄褐色。全乾比重は約0.51。

環孔材。孔圏内の大道管は一列で余り大きくない。

孔圏外の小道管は散点状で散孔材の傾向をポす。せ

ん孔板は単せん孔。放射組織はrnJ性で、細胞幅は 2

-4ダlj。

(15) サイカチ（第 4図.13-15) 

〔組織〕 材の色調は紅褐色。全乾比重は約0.81

で屯い。環孔材。春材部大道管の孔圏内層数は 3-

6列で行孔は比較的大きい。孔圏外の夏材部小道管

への移行は緩やかで散孔材の傾向を示す。せん孔板

は単せん孔。軸方向柔細胞は道管と接触する随伴型

で、横断面での配列は連合翼状刑。放射組織は同性

で、細胞輻は 1-4列。細胞高は非常に高いものが

ある。

以上、今回の樹種阿定によって判明した15種のう

ち、ヤマグワ・イヌビワ属・サイカチを除く 12種は

いずれも花粉分析による検出樹種と一致する。

4. あとがき

出上した木質遺物の 5割-6割しか提供されてい

ないため、本報では木製品の用途例についての数贔

的取扱いを避けることにした。

上野市周辺に分布する樹木は約280種ほどあるが、

樹種同定のための標本蒐集は180種ほどした得られ

ず、一部正確な樹種同定ができなかった。

(1982年3月10日稿）

② 安田内憲：花粉分析について（予報）、北堀池遺跡発掘調介概要 II 0979) 

③ 賢島• 岡本• 林：原色木材大図鎧（改;I版）、保有札 (1980)
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第2表 自然木26)「の一般的性質
"" 

材 J'i・ ・1!. 均 ＾ ~,, ・

',,l.,e. _ 
保イf

記サ 樹 種 名 直 径 i:f:'合 I柚i 材 の 色 調
(cm) (mm) 比 if( 状 能ヽ'-'-・

， 

A ア キ " レ 6 -10 2.2 0.50 賠糸[褐色 良 IJ.f．． 

B ャ マ グ ヮ 10-]3 6.6 0.56 淡刹［ 褐 色 ，，， 

C ,, 10-12 7.6 0.85 ,, 
~ 

D ，，， 6 -12 6.3 0.61 ，' ，' 

E ア キ '" レ 10 l. 8 0.68 賠糸I 褐 色 ,, '.. 
F ,, 5-6 I. 6 0.61 ,, ,, 
G ク ') 13-18 4.9 0.66 賠 l火褐色 イ；良
H ~ 13-18 5.2 0. 70 ,, ~ヽ

I ~ 9 -]5 4. l 0. 74 ~ ，，， 

J ,, 10-12 3.9 0.89 ,, I,, 

K ,,. 13-16 2.9 0. 72 ,, ,, 
L ,, 9 -12 2. 7 0.68 ，，， ,, 
M ク 3-6 l. 6 0.58 ，，， ,, 
N シ イ ノキ駈 8 4.5 0.61 ,, 

~ 

゜
，，， 10 3.8 0. 74 ，' ,, 

p ~ 9 -12 3.8 0.83 ,,. ,, 
Q ；, 8 1. I 0.61 ,, ，' 

R ，' 8 2. :1 0.58 ,(, ,,. 
s ヽ ， 3.3 0. 70 ，' ,, 
T シ デ 駈 12-17 2. 7 0.86 淡紅褐 色 良 H
u コシアプラ 4-7 I. 6 0.5] 灰 黄 褐 色 ,, 
V サ イ 力 チ 7 -JO 2.9 0.81 紅 褐 色 ヽ~

w イヌピワ屈 4 2.6 0.27 淡灰褐色 ,, 
X 力 ヤ 3-'1 I. 7 0.39 ,, ,, 
y ネズミサシ 6-9 l. 3 0.40 淡 貨 色 ,, 
z モ ミ 3 1. 7 0.33 淡黄 白 色 ,, 

ヽ

A
 

B
 

E
 

F
 

G
 遍•

H
 

p
 

T
 

G
i
 

u
 
＞
 

w~ 璽~

x
 

第 1図 北堀池逍跡の自然木材n・
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--

1. カヤ 木口 X60 

~ 
4. コウヤマキ 木口 X37.5 

7. モミ 木rI X15 

10. ヒノキ 木II X37.5 

． ＇ 13. ネズミサシ 木「I X37.5 

2. カヤ 柾目 X}50 

． 
5. コウヤマキ 柾目 X 150 

8. モミ 柾目 X150 

11. ヒノキ 柾目 X37.5 

14. ネズミサシ fil消 Xl50 

3. カヤ 板目 X 150 

6. コウヤマキ 板目 X37.5 

9. モミ 板目 Xl50

12. ヒノキ 板目 XIS 

15. ネズミサシ 板目 Xl50 

第2図 北堀池遺跡出土木材の顕微鋭写真 (1)
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1. スギ 木11 Xl5 

4. シデ屈 木口 X37.5 

7. クリ 木口 Xl5 

10. シイノキ 木n X]5 

、
． 

ヽ•,. . 

13. カシ類 木口 X37.5 

2. スギ 柾目 X15 

5. シテ屈 柾1J X37.5 

8. クリ 柾n Xl50 

l l. シイノキ

14. カシ類

柾目 Xl50 

柾目 X]5 

3. スギ 板l.:J X 

6. シデ屈 板目 X37.5 

9. クリ

12. シイノキ

15. カシ類

板f-1 X37.5 

ー・板目 X37.5 

札反目 X37.5 

第 31叉］ 北堀池追跡出土木材の渕微鋭写真 (2)
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］．アキニレ 木11 Xl5 

4.. ヤマグワ 木11 Xl5 

7. イヌピワ屈 木rI X37. 5 

... ・ . ーゞ.,.f~---~- 'r.·.,_,ヰ~-:"が·~ マ .・.: 一.... , ... -. 茫迄;::-,.:完. •.·. .. .・. ・・-・. ぷ.,.．．． ．．、..... . .. . . . .. • ..、~.;:.·~-:, ,, .. .;_'. 姿沿起,;.•
・'.. ヽ ., •. • ••ゞ~--ヽ.• -·- ~ ・．． . •• t•, -~. ....... ~-:-, .• _.、,,.;:o.
. . -.=:-~ - ,--··· ヽ....ー―・-・・``‘ .ヽら,... -~.、さ・ヤ,;,,と.,:

.. .. .. • .. ・・. ヤ・;:-'-'-"'-'ば~字~;.・・ふ:-.
芦むぶ..~. 究；ふ-~:.:諾牙天；：ネ-:5
苓令・.-.・. 七·.:.-~.::'ご：一".':!・"':!全:C.~"唸
・.:・・ヽ •

. ベ.- .. -. -.-.., .. -書,.・.-.. ,. ・:>;- ....... -"―.. ~ ー；ら:•
.・ -ゞ-:-._.,,_,_ .. ぐ~ -1-· ··->こ·,,,ご,,,ニ'l:.*'lt:>

~ ・: 、---~-~.. ・ダ

.. ~ こ" >... ・ ・-更・→

..'-,::~ ふき;'.・・--・"'i. さ.; •! 
・`、.., .. ふ・-·~~"- -. -. ~-. ・・-: ぷ.:';,.-;..;·•- Cさ名ゞ ._.,.ゞ?.::.・;

. : -.. ·;·-~.,."4°,::.-. -. ぷがい～

｀ 
・一'.., ... ~ 、 ，ゞ=-t-: . ·• ・..．．．． ・.......-・..、.. -,._-,,. 、... •. • • .• :・ ・・"・:・、..•. -.、. . • .,,.~, ..... ・"'●'...... • . • .. .・;: 

ヽ•・・. . ・r・・;,;

10. イヌピワ屈 木口 Xl5 

13. サイカチ 木11 Xl5 

2. アキニ レ f1ED Xl50 3. アキニレ 板Fl 37.5 

5. ヤマグワ fll:R 37. 5 6. ヤマグワ 板目 X37.5 

8. イヌ ピワ屈 柾目 X37.5 9. イヌピワ屈 板日 X37.5 

l l. コシアプラ 柾目 X37.5 12. コシアプラ 板f:-1 X37.5 

14. サイカチ 柾「J X37.5 板n X37.5 

第4,~1 北堀池逍跡出土木材の顕微鋭与氏 (3)
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